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改定経過

1.昭和 51 年 4 月 21. 平成 26 年 5 月 一部改定
2. 昭和 53年 4 月 追加 22. 平成 26 年10 月 一部改定
3. 昭和 55 年 4 月 全面改訂 23. 平成 28 年 4 月 一部改定
4.昭和 59年 8 月 全面改訂 24. 平成 30 年 7 月 全面改定
5. 昭和 62 年 10 月 全面改訂 25. 令和 5 年 4 月 一部改定
6 平成 元 年 7 月 全面改訂 26 ・ 令和 6 年 4 月 一部改定

7 平成 3 年 10月 全面改訂
8. 平成 7 年 10 月 全面改訂
9. 平成 9年11月 一部改訂

10・ 平成 11 年10 月 一部改訂
11. 平成 13 年 6 月 一部改訂
12. 平成 17 年 5 月 一部改訂
13. 平成 17年11月 一部改訂
14. 平成 19年 7月 一部改訂
15. 平成 19 年10 月 一部改訂
16. 平成 20年 1 月 一部改訂
17. 平成 21 年 4 月 一部改訂
18・ 平成 22年 4 月 一部改訂
19. 平成 22 年 7 月 一部改訂
20. 平成 23 年 7 月 一部改訂
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1-1 合流式布設標準図

1-2 分流式布設標準図

1-3 横浜市道路占用許可基準

2-1 下水道用鉄筋コンクリート管B形規格図(1)(JSWASA-1)

2-2 下水道用鉄筋コンクリート管B形規格図(2)(JSWAS A-1)

2-3 下水道用鉄筋コンクリート管NB形規格図(JSWAS A-1)

2-4 下水道用鉄筋コンクリート管NC形規格図(JSWAS A-1)

2-5 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(1)直管(JSWASK-1)

2-6 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(2)受口(JSWASK-1)

2-7 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(3)30度曲管、カラー(JSWASK-1)
2-8 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(4)枝付管用支管、90度及び管軸60度支管(JSWASK-1)

2-9 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(5)鉄筋コンクリート管及び陶管用A形90度、60度支管、副管用90度支管(JSWAS K-1)

2-10 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(6)90度曲管、マンホール継手(JSWASK-1)

2-11 下水道用硬質塩化ビニル管規格図(7)副管分岐用マンホール継手及びます取付け継手(JSWASK-1)

2-12 下水道用強化プラスチック複合管規格図(1)(JSWASK-2) 修正
2-13 下水道用強化プラスチック複合管規格図(2)(JSWASK-2)

2-14 下水道用強化プラスチック複合管規格図(3)マンホール短管(JSWAS K-2)

3-1 下水道用鉄筋コンクリート管B形布設図(内径200mm~1350mm)

3-2 下水道用鉄筋コンクリート管B形布設寸法表及び材料表(内径200mm~1350mm)

3-3 下水道用鉄筋コンクリート管NC形布設図(内径1500mm~2000mm)

3-4 下水道用鉄筋コンクリート管NC形布設寸法表及び材料表(内径1500mm~2000mm)

3-5 下水道用硬質塩化ビニル管(内径200mm~600mm)及び強化プラスチック複合管(内径700mm~2000mm)布設図

3-6 下水道管埋設明示方式

4-1 取付管布設図

5-1 第1種組立人孔構造図(JSWAS A-11)

5-2 第2種組立人孔(タイプA)構造図(JSWAS A-11)

5-3 第2種組立人孔(タイプB)構造図(JSWAS A-11)
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5-4 第3種組立人孔構造図(JSWAS A-11)

5-5 第4種組立人孔構造図(JSWASA-11)

5-6 第5種組立人孔構造図(JSWAS A-11)

5-7 調整リング上部及び下部の両端面並びにこれと接合する部材の上端部の寸法の許容差

5-8 人孔インバート図(D1<D2<D3)

6-1 人孔副管

7-1 人孔ダクタイル蓋種別図

7-2 人孔ダクタイル蓋構造図(d600mm)A型・B型

7-3 人孔ダクタイル蓋構造図(d900-600mm)

7-4 人孔ダクタイル蓋用管理番号キャップ構造図

7-5 歩道設置用鉄蓋構造図

7-6 歩道設置用鉄蓋設置図

7-7 人孔蓋蝶番位置図

8-1 合流式足掛け金物設置図

8-2 分流式足掛け金物設置図

8-3 足掛金物詳細図

8-4 安全ネット詳細図

9-1 接続桝紋章種別表

9-2 タイプ1接続汚水桝構造図(0450)(宅地外)

9-3 タイプ2接続汚水桝構造図(0600)

9-4 タイプ3接続汚水桝構造図(d700)

9-5 タイプ4接続汚水桝構造図(0450)

9-6 タイプ7接続雨水桝構造図(0450)(宅地外)

9-7 タイプ8接続雨水桝構造図(0600)

9-8 タイプ9接続雨水桝構造図(0700)

9-9 タイプ10接続雨水桝構造図(d450)

9-10 接続雨水浸透桝構造図(宅地内用d300)(下流側がLU型側溝の場合)
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9-11 接続雨水浸透ます(タイプ1)構造図

9-12 接続雨水浸透ます(タイプ2)構造図

9-13 接続雨水浸透ます(タイプ3・4)ふた等構造図

9-14 接続雨水浸透ます(タイプ3)構造図

9-15 接続雨水浸透ます(タイプ4)構造図

9-16 雨水浸透ます(タイプ1・2)ふた等構造図

9-17 雨水浸透ます(タイプ1)構造図

9-18 雨水浸透ます(タイプ2)構造図

9-19 樹脂製接続ます施工標準図(JSWASK-7)
9-20 樹脂製接続ます設置例及びふた構造図(JSWASK-7)
9-21 タイプ1,7接続桝縁塊及び蓋構造図(1)(d450用)

9-22 タイプ2,3,8,9接続桝縁塊及び蓋構造図(2)(0600, d700用)
9-23 タイプ1雨水桝布設図

9-24 タイプ2雨水桝布設図

9-25 タイプ3雨水桝布設図

9-26 雨水桝蓋構造図

9-27 性能規定型雨水桝蓋構造図

9-28 雨水桝用縁塊、受枠、構造図(タイプ1-A)

9-29 雨水桝用縁塊、受枠、構造図(タイプ1-B)
9-30 雨水桝用縁塊、受枠、構造図(タイプ2)

9-31 雨水桝用(排水性舗装)縁塊、受枠、構造図(タイプ1-A)

9-32 雨水桝用(排水性舗装)縁塊、受枠、構造図(タイプ1-B)
9-33 雨水桝用(排水性舗装)縁塊、受枠、構造図(タイプ2)

10-1 L型側溝布設図

10-2 L型側溝と上層路盤との調整方法

10-3 地先境界ブロック構造図

10-4 LU型側溝布設図(LU-240)(1)
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10-5 LU型側溝布設図(LU-240)(2)

10-6 LU型側溝布設図(LU-300)(1)

10-7 LU型側溝布設図(LU-300)(2)

10-8 LU型側溝用中間桝(1)構造図(T-7)(タイプ1,5用)

10-9 LU型側溝用中間桝(2)構造図(T-20用)(タイプ3,7用)

10-10 LU型側溝用中間桝(3)構造図(T-20用)(タイプ4,8用)

10-11 LU型側溝用取付桝(1)構造図(T-7用)(タイプ1,5用)
10-12 LU型側溝用取付桝(2)構造図(T-20用)(タイプ3,7用)

10-13 LU型側溝用取付桝(3)構造図(T-20用)(タイプ4,8用)

10-14 LU型側溝用L型ブロック一般部構造図(T-7用)(タイプ1,5用)
10-15 LU型側溝用L型ブロック一般部構造図(T-20用)

10-16 LU型側溝用中間桝構造図

10-17 LU型側溝用取付桝構造図

10-18 LU型側溝用L型ブロック雨水桝蓋取付部構造図(T-7)(タイプ1,5用)
10-19 LU型側溝用L型ブロック雨水桝蓋取付部構造図(T-20)

10-20 LO型側溝(タイプ1)布設図(複断面BCD交通用)

10-21 LO型側溝(タイプ2)布設図(複断面ALR交通用)

10-22 LO型側溝(タイプ3)布設図(単断面ABC交通用)

10-23 LO型側溝(タイプ4)布設図(単断面ALR交通用)

10-24 LO型側溝用桝(タイプ1)構造図(複断面BCD交通用)

10-25 LO型側溝用桝(タイプ2)構造図(複断面ALR交通用)

10-26 LO型側溝用桝(タイプ3)構造図(複断面ABC交通用)

10-27 LO型側溝用桝(タイプ4)構造図(単断面ALR交通用)

10-28 U形側溝布設図
10-29 U形側溝(補強付)構造図

10-30 U形側溝(補強付)構造図(蓋付き)

11-1 横断暗渠布設図(1)T-25(神奈川県コンクリート製品共同組合型TYPE I)
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11-2 横断暗渠布設図(2)T-14(神奈川県コンクリート製品共同組合型TYPE II・呼び名240~450)

12-1 タイプ1及びタイプ2集水桝構造図 修正
12-2 タイプ3集水桝構造図 修正

12-3 タイプ1~タイプ3集水桝グレーチング構造図

13-1 舗装復旧断面図(1)

13-2 舗装復旧断面図(2)

13-3 舗装復旧断面図(3)

13-4 舗装復旧断面図(4)

13-5 舗装復旧断面図(5)

13-6 舗装復旧断面図(6)

13-7 舗装復旧断面図(7)

14-1 小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管(標準管)規格図・寸法表・外圧強さ及び寸法許容差表(JSWAS A-6)

14-2 小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管(先頭管)規格図(JSWAS A-6)

14-3 小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管用カラー部規格図(JSWAS A-6)

14-4 小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管(短管)規格図(JSWAS A-6)

14-5 下水道推進工法用鉄筋コンクリート標準管規格図(JSWAS A-2)

14-6 下水道推進工法用鉄筋コンクリート中押管S規格図(JSWAS A-2)

14-7 下水道推進工法用鉄筋コンクリート中押管T規格図(JSWAS A-2)

14-8 下水道推進工法用鉄筋コンクリート中押管S,T組合せ図(JSWAS A-2)

14-9 下水道推進工法用鉄筋コンクリート管ゴム輪(シール材)規格図(JSWAS A-2)

14-10 下水道推進工法用鉄筋コンクリート管緊結用埋込みナット部規格図(JSWAS A-2)

14-11 下水道推進工法用鉄筋コンクリート管目地溝規格図(JSWAS A-2)

14-12 標準管緊結部材構造図

14-13 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図及び寸法表(1)(JSWAS K-6)

14-14 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図(2)(JSWASK-6)

14-15 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図及び寸法表(3)(JSWAS K-6)

14-16 下水道推進工法用ガラス繊維鉄筋コンクリート管(JSWAS A-8)
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15-1 下水道用鉄筋コンクリート製ボックスカルバート規格図(JSWAS A-12)

15-2 下水道用プレストレストコンクリート製ボックスカルバート規格図(JSWAS A-13)

16-1 下水道用ポリエチレン管規格図(1)直管(JSWASK-14)

16-2 下水道用ポリエチレン管規格図(2)受口)(JSWASK-14)

17-1 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(1)直管(UF形)(JSWAS G-1)

17-2 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(2)直管(NS形)(内径150mm~450mm)(JSWAS G-1)

17-3 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(3)直管(NS形)(内径500mm~1000mm)(JSWAS G-1)

17-4 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(4)直管(S形)>(JSWAS G-1)

17-5 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(5)直管(US形)(JSWAS G-1)

17-6 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(6)直管(GX形)(JSWAS G-1)

17-7 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(7)フランジ短管及びフランジ長管(JSWAS G-1)

17-8 下水道用ダクタイル鋳鉄管規格図(8)内面塗装及びモルタルライニング(JSWAS G-1)

17-9 下水道用ダクタイル鋳鉄管くポリエチレンスリーブ>
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参考図)
参考図1-1 下水道用強化プラスチック複合管規格図(内径200mm~600mm)(JSWAS K-2)(1)

参考図1-2 下水道用強化プラスチック複合管規格図(内径200mm~600mm)(JSWAS K-2)(2)

参考図1-3 下水道用鉄筋コンクリート管B形・NB形・NC形はしご胴木基礎布設図(内径250mm~1800mm)

参考図1-4 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管規格図(1)<直管>(JSWASK-13)

参考図1-5 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管規格図(2)(JSWASK-13)

参考図1-6 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管規格図(3)(JSWASK-13)

参考図1-7 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管規格図(4)<支管>(JSWAS K-13)

参考図1-8 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管規格図(5)<受口>(JSWAS K-13)

参考図1-9 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管布設図(呼び径150mm~450mm)

参考図1-10 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管取付管布設図

参考図2-1 第1種人孔構造図(1)

参考図2-2 第1種人孔構造図(2)

参考図2-3 第2種人孔構造図(1)

参考図2-4 第2種人孔構造図(2)

参考図2-5 第3種人孔構造図(1)

参考図2-6 第3種人孔構造図(2)

参考図2-7 第4種人孔構造図(1)

参考図2-8 第4種人孔構造図(2)

参考図2-9 第5種人孔構造図(1)

参考図2-10 第5種人孔構造図(2)

参考図2-11 B型・C型人孔構造図

参考図2-12 人孔頂版構造詳細及び配筋図(1)

参考図2-13 人孔頂版構造詳細及び配筋図(2)

参考図2-14 人孔側塊構造図(JISA5372)

参考図2-15 人孔井桁基礎構造図

参考図2-16 角型組立人孔構造図(1000mm×600mm)(1)
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参考図2-17 角型組立人孔構造図(1000mm×600mm)(2)

参考図2-18 角型組立人孔構造図(1000mm×600mm)(3)

参考図2-19 人孔ダクタイル蓋構造図(d600mm)カラー化粧用

参考図2-20 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d600mm,4.0kg/cm2対応)

参考図2-21 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d900mm,4.0kg/cm2対応)

参考図2-22 人孔副管「硬質塩化ビニル管l内副管構造図

参考図2-23 人孔副管「硬質塩化ビニル管外副管構造図(1)

参考図2-24 人孔副管「大口径管用l外副管構造図(2)

参考図2-25 人孔外副管構造図(3)
参考図3-1 タイプ1,7接続桝ダクタイル蓋構造図(d450mm用)

参考図3-2 横断暗渠布設図T-14(神奈川県コンクリート製品共同組合型TYPE II・呼び名600)

参考図3-3 雨水浸透桝蓋構造図

参考図3-4 雨水桝蓋(タイプ1用)構造図

参考図3-5 雨水桝蓋(タイプ2用)構造図

参考図4-1 単条管掘削幅

参考図4-2 二条管掘削幅(1)

参考図4-3 二条管掘削幅(2)

参考図4-4 二条管掘削幅(3)

参考図4-5 二条管掘削幅(4)

参考図4-6 二条管掘削幅(5)

参考図4-7 二条管掘削幅(6)

参考図4-8 二条管掘削幅(7)

参考図4-9 二条管掘削幅(8)

参考図4-10 二条管掘削幅(9)

参考図4-11 二条管掘削幅(10)

参考図4-12 二条管掘削幅(11)

参考図4-13 二条管掘削幅(12)



目次
ページ 名 称 備考

参考図4-14 二条管掘削幅(13)

参考図4-15 二条管掘削幅(14)

参考図4-16 二条管掘削幅(15)

参考図4-17 二条管掘削幅(16)

参考図4-18 二条管掘削幅(17)

参考図4-19 二条管掘削幅(18)

参考図4-20 二条管掘削幅(19)

参考図5-1 立坑部覆工図
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「旧標準図)

旧標準図1-1 下水道用鉄筋コンクリート管C形規格図(JSWAS A-1)

旧標準図1-2 下水道用強化プラスチック複合管規格図(3)(JSWASK-2)

旧標準図1-3 下水道用陶管規格図(1)(JSWAS R-2)

旧標準図1-4 下水道用陶管寸法表(直陶管、30度曲陶管、 90度曲陶管)

旧標準図1-5 下水道用陶管規格図(2)(JSWAS R-2)

旧標準図1-6 下水道用陶管規格図(3)(JSWAS R-2)

旧標準図1-7 下水道用陶管布設図(内径200mm~300mm)

旧標準図1-8 下水道用陶管布設寸法及び材料表(内径200mm~300mm)

旧標準図1-9 90度短支管(陶製)構造図(1)(内径d150mm・200mm)

旧標準図1-10 90度短支管(陶製)構造図(2)(内径d150mm・200mm)

旧標準図1-11 下水道管埋設明示方式(陶管)

旧標準図1-12 取付管布設図(陶管)

旧標準図2-1 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図及び寸法表(リブカラー付き直管)(JSWAS K-6)

旧標準図3-1 角型人孔構造図(1000mm×600mm)(1)

旧標準図3-2 角型人孔構造図(1000mm×600mm)(2)

旧標準図3-3 角型人孔構造図(1000mm×700mm)(1)

旧標準図3-4 角型人孔構造図(1000mm×700mm)(2)

旧標準図3-5 人孔ダクタイル蓋構造図(d900mm)B型

旧標準図3-6 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d600mm,1.5kg/cm2対応)

旧標準図3-7 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d900mm,1.5kg/cm2対応)

旧標準図3-8 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d600mm,3.0kg/cm2対応)

旧標準図3-9 人孔ダクタイル密閉蓋構造図(d900mm,3.0kg/cm2対応)

旧標準図3-10 人孔ダクタイル蓋アンカーボルト取付図(密閉蓋)

旧標準図3-11 人孔副管「陶管J構造図(1)(副管径d150mm,200mm,長曲管使用)

旧標準図3-12 人孔副管「陶管J構造図(2)(副管径d250mm,300mm,短曲管使用)

旧標準図3-13 人孔副管「陶管J構造図(3)



目次
ページ 名 称 備考

旧標準図3-14 角型組立人孔構造図(1000mm×700mm)(1)

旧標準図3-15 角型組立人孔構造図(1000mm×700mm)(2)

旧標準図3-16 角型組立人孔構造図(1000mm×700mm)(3)

旧標準図4-1 タイプ1,7接続桝ダクタイル蓋構造図(d450mm)カラー化粧用

旧標準図4-2 工場排水監視桝構造図(d450)

旧標準図4-3 工場排水監視桝構造図(d600)

旧標準図4-4 工場排水監視桝構造図(d700)

旧標準図4-5 工場排水監視桝縁塊及び蓋構造図(1)(d450用)

旧標準図4-6 工場排水監視桝縁塊及び蓋構造図(2)(0600,0700用)

旧標準図4-7 LU型側溝布設図(LU-240)(タイプ2)

旧標準図4-8 LU型側溝布設図(LU-300)(タイプ6)

旧標準図4-9 LU型側溝用中間桝構造図(T-7用)(タイプ2,6用)

旧標準図4-10 LU型側溝用取付桝構造図(T-7用)(タイプ2,6用)
旧標準図4-11 LU型側溝用L型ブロック一般部構造図(T-7用)(タイプ2,6用)
旧標準図4-12 LU型側溝用L型ブロック雨水桝蓋取付部構造図(T-7)(タイプ2,6用)

旧標準図4-13 横断暗渠布設図(T-10)JIS型(JIS A5372)
旧標準図4-14 雨水桝蓋(タイプ1用)構造図

旧標準図4-15 雨水桝蓋(タイプ2用)構造図

旧標準図4-16 雨水桝縁塊構造図

旧標準図5-1 立坑図

旧標準図5-2 立坑寸法及び規格表

旧標準図5-3 推進設備図(1)

旧標準図5-4 推進設備図(2)

旧標準図5-5 推進設備図(3)

旧標準図5-6 推進設備図(4)ジャッキ台数

旧標準図5-7 標準刃口図

旧標準図5-8 標準刃口質量表



目次
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旧標準図5-9 標準押輪構造図

旧標準図5-10 標準ストラット組立図

旧標準図5-11 標準ストラット単体寸法図

旧標準図5-12 標準ジャッキ台構造図

旧標準図5-13 標準押角図

旧標準図5-14 標準押角設置図(1)

旧標準図5-15 標準押角設置図(2)

旧標準図5-16 標準押角設置図(3)

旧標準図5-17 標準推進台図

旧標準図5-18 標準推進台設置図(1)

旧標準図5-19 標準推進台設置図(2)

旧標準図5-20 標準発進坑口図

旧標準図5-21 標準発進坑口用グラウト止め輪図

旧標準図5-22 坑内ずり出し設備

旧標準図5-23 標準クレーン構造図(1)

旧標準図5-24 標準クレーン構造図(2)

旧標準図5-25 ミキシングプラント概要図

旧標準図5-26 作業台等構造例

(備考)コンクリート表示記号(18-8)
18- 一一設計強度(N/mm2)

8---スランプ(cm)
※骨材は25mmを使用
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90゜支管（塩ビ製）
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合流式布設標準図

横浜市下水道河川局

90゜支管（塩ビ製）

塩ビ直管

令和６年４月

接続桝

雨水桝
接続桝

雨水桝

合流本管

合流本管

※

※ ※

私道

人孔

　１．土被り（※）は、横浜市道路占用許可基準による。（1-3参考）
　２．合流本管埋設位置は、道路管理者と協議すること。

官
民
境
界

官
民
境
界

官
民
境
界

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図

101 山
A-A断面

合流本管

接続桝 A 10II 2D
官
民
境

接続桝
界

官
民
境
界

雨水桝
C II

山 ※ ※ ※

90°支管(塩ビ製) 人孔

塩ビ直管

90°支管(塩ビ製)
合流本管

私道

A 雨水桝
官
境
民

界
特 1.土被り(※)は、横浜市道路占用許可基準による。(1-3参考)
記 2.合流本管埋設位置は、道路管理者と協議すること。

事
項

合流式布設標準図
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Ａ－Ａ断面平面図

雨水本管 汚水本管
60゜支管（塩ビ製）

30゜曲管（塩ビ製）

塩ビ直管

90゜支管（塩ビ製）

塩ビ直管

接続汚水桝
接続雨水桝

90゜支管（塩ビ製）
塩ビ直管

（内径200mm）

30゜曲管（塩ビ製）

60゜支管（塩ビ製）

接続汚水桝

接続雨水桝

1-2

記
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分流式布設標準図

横浜市下水道河川局令和６年４月

雨水桝

雨水本管 汚水本管

※ ※

※ ※

Ａ

Ａ

　２．汚水本管、雨水本管の埋設位置は、道路管理者と協議すること。

　３．鉄筋コンクリート管の取付管間隔は50cm以上とする。

官
民
境
界

　１．土被り（※）は、横浜市道路占用許可基準による。（1-3参照）

官
民
境
界

官
民
境
界

官
民
境
界

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図 A-A断面
雨水本管 汚水本管

官
民
境
界

接続雨水桝

官
民
境

接続汚水桝
界I

90°支管(塩ビ製) (内径200mm)
塩ビ直管

雨水桝
※山 ※

※ ※A
4

O 1
塩ビ直管

A 塩ビ直管) 班 班

接続雨水桝
雨水本管

90°支管(塩ビ製) 30°曲管(塩ビ製)

汚水本管
60°支管(塩ビ製)

班
接続汚水桝

30°曲管(塩ビ製)
60°支管(塩ビ製)

官
境
民

界

官
境
民

界

特 1.土被り(※)は、横浜市道路占用許可基準による。(1-3参照)
記 2汚水本管、雨水本管の埋設位置は、道路管理者と協議すること。

事 3.鉄筋コンクリート管の取付管間隔は50cm以上とする。

項
分流式布設標準図
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横浜市道路占用許可基準

1-3
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横浜市下水道河川局令和６年４月

占用位置(歩車道部)

対象管路

占用位置(車道部)

土被り 土被り対象管路

・口径450mmを越える下水道管

Ｄ交通

Ｃ交通

Ｂ交通

Ａ交通

Ｌ交通未満

歩道

1.2m以上

1.1m以上

0.9m以上

0.6m以上

交通別舗装構成

Ｌ交通 0.7m以上

1.3m以上・口径300mmを超え450mm以下の下水道管

・外圧1種ヒューム管(JIS A 5303)300mm以下
※ただし、Ｂ、Ａ、Ｌ、Ｌ交通未満、歩道の土被りは
　1.0m以上とする。

次に掲げる下水道管

・ダクタイル鋳鉄管(JIS G 5526)300mm以下

・強化プラスチック複合管(JIS A 5350)300mm以下

・硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)300mm以下

・外圧2種ヒューム管(JIS A 5303)300mm以下

1.5m以上

令和6年4月 横浜市下水道河川局

占用位置(車道部) 占用位置(歩車道部)

対象管路 土被り 対象管路 土被り

・口径300mmを超え450mm以下の下水道管 1.3m以上

交通別舗装構成
※ただし、

1.0m以上とする。
B,・外圧1種ヒューム管(JIS

A_L.L交通未満、
5303)300mm以下

歩道の土被りは D交通 1.2m以上

A

C交通 1.1m以上

・口径450mmを越える下水道管 1.5m以上 次に掲げる下水道管 B交通

A交通
0.9m以上

・ダクタイル鋳鉄管(JIS G 5526)300mm以下

・強化プラスチック複合管(JIS A 5350)300mm以下 L交通 0.7m以上
・硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)300mm以下

・外圧2種ヒューム管(JIS A 5303)300mm以下
L交通未満

0.6m以上
歩道

特
記
事
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横浜市道路占用許可基準

1-3
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Ｔ

3

2-1

記
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横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）

下水道用鉄筋コンクリート管Ｂ形
規格図（1）

寸法及び寸法の許容差及び外圧強さ表

（単位：mm）

令和６年４月

Ｄ
4

Ｄ
1

Ｄ
2

 4

 2 Ｌ

Ｄ Ｄ
3

 804   50 704 600  708  690 600

 700

 800

1000

 900

1100

1200

1350

1100

1200

1350

 700

 800

1000

 900

1150

1036

 918

 802

1540

1374

1260
±6

12821286

1400

1566

1396

1562

－2
＋3

1058

1172

 940

 824

1054

1168

 820

 936

＋61458   88

1586

1768  103

  95 －3

1068

1332

1204
＋3
－2

 936

  75

  82

  66

  58

Ｄ

 250

 300

 450

 400

 350

 200

 500

 300

 450

 400

 350

 500

呼 び 径

 250

 200

 516

 460

 350

 404

 298

 246

 574

 364 368

±2

±4  592

 534

 422

 478

 530

 588

 474

 418

Ｄ1

±3
 314

 262

Ｄ2

 310

 258

 424   30

 672

 606

±2
 482

 544

  42

  38

－2
＋4

  32

  35

Ｄ4Ｄ3

 370

 316

Ｔ

  28

  27

－2
＋3

－5
±5

6602430 135  100 100   36  75

  42 125 100

 130

 135 108

 104

  42

  42

 105

 110

 120

 115  85

  96

  80

  75

  40

  40

  40

  40

 175 175

 195

 185  190

 205

 160

±5  165

 150

 140

 150

 165

 115

 130

21902430

2430

2430

3190

2600

2430

2430

2430

2430

1520

1850

1170

899

  36  90  65

  70

  70

  95

  95

  65

  70

  90

  95

  36

  36

  36

  36

1

  65

  65

  90

  90

2

  32

  32

  60 120

 130

 125

±4

 120

 125

  75

  85

  70

  65

43

 120

 115

5

  60

  55

1652000

2430

2430

＋10

2000

2430

459

373

204

306

Ｌ

2000

2000

参考質量

131

103

２   種

外    圧    強    さ  （ kN/m）

ひび割れ荷重

23.6

23.6

27.5

41.3

36.3

32.4

54.0

49.1

63.8

58.9

72.6

79.5

75.6

68.7

25.6

25.6

47.1

38.3

43.2

45.2

41.3

32.4

35.4

29.5

17.7

21.6

23.6

19.7

１  種

16.7

16.7

70.738.3

12681.5

57.9

65.8

71.7

61.9

44.2

49.1

53.0

101

113

118

108

85.4

93.2

77.5

破  壊  荷  重

26.5

29.5

35.4

32.4

25.6

25.6

１  種

51.1

62.8

66.8

55.0

47.1

47.1

２   種

 kg/本

令和6年4月 横浜市下水道河川局

l4 l5

「

l1
吉 口 S 日 S

ト l3
l2 L

寸法及び寸法の許容差及び外圧強さ表

(単位:mm)

外 圧 強 さ (kN/m)
呼び径 D D1 D2 D3 D4 T l1 l2 l3 l4 l5 L 参考質量 ひび割れ荷重 破 壊荷 重

1 種 2 種 1 種 2 種
262 258 246 316 27 +3 65 90 32 115 55 2000 103 kg/本 16.7 23.6 25.6 47.1200 200 ±3
314 310 298 370 28 -2 65 90 32 120 60 2000 131 16.7 23.6 25.6 47.1250 250

300 300 368 364 350 424 30 65 90 36 120 60 2000 165 17.7 25.6 26.5 51.1

350 350 422 ±2 418 404 ±2 482 32 65 90 36 120 65 2000 204 19.7 27.5 29.5 55.0

400 400 478 474 460 544 35 70 95 36 ±4 125 70 2430 306 21.6 32.4 32.4 62.8
70 95 36 125 75 2430 373 23.6 36.3 35.4 66.8450 450 534 530 516 606 38 +4
70 95 36 130 85 2430 +10 459 25.6 41.3 38.3 70.7500 500 ±4 592 588 574 672 42 -2

600 600 708 704 690 804 50 75 100 ±5 36 135 100 2430 -5 660 29.5 49.1 44.2 77.5
40 140 115 2430 899 32.4 54.0 49.1 85.4700 700 824 820 802 936 58 75 105

800 800 940 936 918 1068 66 80 110 40 150 130 2430 1170 35.4 58.9 53.0 93.2

-2 1168 1150
+3 1204 75 85 115 40 160 150 2430 1520 38.3 63.8 57.9 1011054 1036900 900 1058

1000 1000 1172
+3

-2 1332 82 96 120 40 ±5 165 165 2430 1850 41.3 68.7 61.9 108

1200 1200
±6 1286 1282 1260 1458 88 +6 100 125 42 175 175 2430 2190 43.2 72.6 65.8 1131100 1100

1400 1396 1374 1586 95 -3 104 130 42 185 190 2430 2600 45.2 75.6 71.7 118

1350 1350 1566 1562 1540 1768 103 108 135 42 195 205 2430 3190 47.1 79.5 81.5 126
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下水道用鉄筋コンクリート管B形
規格図(1)

(JSWAS A-1)
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短　　管

ＢＴ形
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Ｔ
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寸 　法 　表
（単位：mm）

2-2
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横浜市下水道河川局

下水道用鉄筋コンクリート管Ｂ形

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）

規格図（２）

令和６年４月

 4   5

Ｄ
4

Ｄ
1

Ｄ
2 Ｄ

 2 Ｌ

Ｄ
3

Ｌ

Ｄ

298±2

246±2

404±2

516±2

460±2

350±2

350±4

450±4

400±4

300±4

450

400

350

300

534±2

478±2

530

474

422±2

368±2

418

364

250±3

200±3

内径 Ｄ

250

200

呼び径

314±2

262±2

310

258

Ｄ1 Ｄ2

60

36±4＋4

606

544

＋438－2

35－2

482

424

32－2
＋4

30－2
＋4

95±570 125
75

70
600±5

120

65

32±4
370

316 －2

28＋3
－2

27
＋3

Ｄ4Ｄ3 厚さ Ｔ

90±565

1 32 有効長 Ｌ

115

500±5

55

4 5

令和6年4月 横浜市下水道河川局
短 管

BS形 BT形

l4 - l5
l 1-

l1
吉 口 S 日 日 S

l l l3
Ll2 L

寸 法 表
(単位:mm)

呼び径 内径 D D1 D2 D3 D4 厚さT l1 l2 l3 l4 l5 有効長L

200 200±3 262±2 258 246±2 316 27+3-2 115 55
32±4

250 250±3 314±2 310 298±2 370 28 +3-2
300 300±4 368±2 364 350±2 424 30+4 65 90±5

-2
60 500±5

120

65
36±4

+4350 350±4 422±2 418 404±2 482 32 -2
+4400 400±4 478±2 474 460±2 544 35-2
+4 70 95±5

450 450±4 534±2 530 516±2 606 38 -2

70
125 600±5

75
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下水道用鉄筋コンクリート管B形
規格図(2)

(JSWAS A-1)
2-2
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横浜市下水道河川局

下水道用鉄筋コンクリート管ＮＢ形

規格図

規格寸法及び外圧強さ及び寸法許容差表

令和６年４月

Ｄ
4

Ｄ
1

Ｄ
2

 4

 2 Ｌ

Ｄ Ｄ
3

厚　さ　

75

66

58

50

42

38

35

32

30

28

27

呼 び 径

-2900±4

800±4

700±4

600±4

500±4

450±4

400±4

350±4

300±4

 500

 700

 900

 800

 600

 400

 450

 350

 300

592±2

1058

940

824

708±2

-2

+3

+3
-2

+3

534±2

478±2

422±2

368±2

-2
+3

+3
-2

+3
-2

690±2

574±2

516±2

460±2

404±2

350±2

588

820

1054

936

704

802

1036

918

474

530

418

364

672

1204

1068

936

804

606

544

482

424

内　径

250±3

200±3

 250

 200

Ｄ

314±2

262±2

Ｄ1

298±2

246±2

Ｄ3

310

258

Ｄ2

370

316

Ｄ4
有効長

2430

2000

（単位：mm）

60+4

40±5

36±4

-2

-2

-2

+4

+4
-2

+4

+4
-2

90

+4

+4

+4
-2

-2

+4
-2

-2

86

76

115±5

110±5

105±5

100±5

95±5

130

140

160

150

135

125

120

85

150

130

115

100

75

70

65

32±4
+3
-2

+3
-2

Ｔ

72

1

90±5

2 3

115

4

55

5

459

+10
- 5

899

1520

1170

660

306

373

204

165

 kg/本

参考質量

+10
- 5

Ｌ

131

103

外    圧    強    さ  （ kN/m ）

38.3

35.4

32.4

29.5

25.6

23.6

21.6

19.7

17.7

16.7

58.9

63.8

54.0

49.1

41.3

36.3

32.4

27.5

25.6

23.6

１  種

16.7

２   種

ひび割れ荷重

23.6

53.0

57.9

35.4

38.3

44.2

49.1

25.6

26.5

29.5

32.4

93.2

101

66.8

77.5

70.7

85.4

47.1

55.0

51.1

62.8

３   種 １  種

25.6

破壊荷重

47.1

２   種 ３   種

令和6年4月 横浜市下水道河川局

l4l5

l1

吉 口 口ヘ 日 00
口

1
1- l3Ll2

規格寸法及び外圧強さ及び寸法許容差表
(単位:mm)

外 圧 強 さ (kN/m)
呼び径 内 径

D1 D2 D3 D4
厚 さ 有効長

参考質量 ひび割れ荷重 破壊荷重T l1 l2 l3 l4 l5 LD 1種 2 種 3 種 1種 2 種 3 種
115 55 103kg/本 16.7 23.6 - 25.6 47.1 -

32±4
131 16.7 23.6 - 25.6 47.1 -

90±5 60 2000+10-5 165 17.7 25.6 - 26.5 51.1 -120

65 204 19.7 27.5 - 29.5 55.0 -
306 21.6 32.4 - 32.4 62.8 -

200 200±3 262±2 258 246±2 316 27+3
-2 72

250 250±3 314±2 310 298±2 370 28+3
-2

300 300±4 368±2 364 350±2 424 30+4
-2

76
350 350±4 422±2 418 404±2 482 32+4

-2
400 400±4 478±2 474 460±2 544 35+4 70-2 36±4 125
450 450±4 534±2 530 516±2 606 38+4 95±5 75-2 86+4500 500±4 592±2 588 574±2 672 42-2

+4 100±5600 600±4 708±2 704 690±2 804 50-2
700 700±4 824+3

-2 820 802+3
-2 936 58+4

-2 105±5
+3 936 918+3

-2 1068 66+4800 800±4 940 -2 -2 90 110±5 40±5 150 130
+3 1054 1036+3

-2 1204 75+4900 900±4 1058-2 -2 115±5

373 23.6 36.3 - 35.4 66.8 -
130 85 459 25.6 41.3 - 38.3 70.7

135 100 2430+10-5 660 29.5 49.1 - 44.2 77.5 -
140 115 899 32.4 54.0 - 49.1 85.4 -

1170 35.4 58.9 - 53.0 93.2 -
160 150 1520 38.3 63.8 - 57.9 101 -

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管NB形
規格図

(JSWAS A-1)
2-3



継手部詳細形　状

Ｌ1

Ｔ
Ｔ

　1
2

  3

4

Ｌ Ｌ

2

4
Ｄ

1

Ｌ1

Ｄ
2

Ｄ

Ｌ1

2-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用鉄筋コンクリート管ＮＣ形

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）

規格図

規格寸法表及び外圧強さ表
（単位：mm）

令和６年４月

Ｄ
1 Ｄ

Ｌ

Ｄ
2

Ｔ

2

1

±2

呼び径

２０００

１８００

１６５０

１５００

1内 径 Ｄ Ｄ1 Ｄ2 厚 さ Ｔ

1,598

1,916

1,758

2,1302,000

±10

2,164

1,800

1,650 ±8

1,500

±3
1,950

1,792

1,632

175

－5
＋10

±2
160

150

140

＋8

120

－4

2 3 4 Ｌ1有効長  Ｌ

 55±2115 105

＋10
－5

2,300 2,295

参  考  質　量

6,710kg/本

5,530kg/本

4,760kg/本

4,050kg/本

３ 種

110

117

123

130

外      圧      強      さ      （ kN/m ）

ひ  び  割  れ  荷  重

50.1

56.0

58.9

53.0

１ 種

83.4

93.2

98.1

88.3

２ 種 ３ 種

176

165

195

185

 91.3

102

118

111

１ 種

134

151

161

143

破  壊  荷  重

２ 種

1

±2
２８００

２６００

２４００

２２００ 2,344

2,764

2,550

2,9782,800 ±12 3,022

2,600

2,400

2,200

±4

2,808

2,594

2,378

235 －6
＋12±3

220

205

190

135  65±2130 120
12,600kg/本

10,900kg/本

9,400kg/本

8,010kg/本 137

143

150

155

61.9

67.7

70.7

64.8

104

113

118

108 214

206

233

224

 124

130

142

136

172

193

204

183

３０００ 3,1923,000 3,236 250 14,300kg/本 16273.6 123 244148 213

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形 状 継手部詳細

L L

ト l1

l4

口 日 S l
L1 l3 9

ト
l2l1 1 L l2 L1 L1

口 S 口

規格寸法表及び外圧強さ表
(単位:mm)

外 圧 強 さ (kN/m)

呼び径 内径D D1 D2 厚さT l1 l2 l3 l4 有効長L L1 参考質 量 ひび割れ荷重 破壊荷重
1種 2種 3種 1種 2種 3種

4,050kg/本 50.1 83.4 110 91.3 134 165

4,760kg/本 53.0 88.3 117 102 143 176

5,530kg/本 56.0 93.2 123 111 151 185

1500 1,500 1,632 1,598 140

1650 1,650 ±8 1,792 1,758 150
+8
-4

1800 1,800 1,950 1,916 160
±3 ±2 120 ±2 115±2 55 105

2000 2,000 2,164 2.130 175

+102200 2,200 ±10 2,378 2,344 190 -5
2400 2,400 2,594 2,550 205

6,710kg/本 58.9 98.1 130 118 161 195

8,010kg/本 61.9 104 137 124 172 206
2.300

+10
-5 2,295

9,400kg/本 64.8 108 143 130 183 214

10,900kg/本 67.7 113 150 136 193 2242600 2,600 2.808 2,764 220

2800 2,800 ±12 3.022 ±4 2.978 ±3 235 +12 135±2 130±2 65 120

-6
3000 3.000 3.236 3,192 250

12,600kg/本 70.7 118 155 142 204 233

14,300kg/本 73.6 123 162 148 213 244

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管NC形
規格図

(JSWAS A-1)
2-4



直管部共通寸法表 片受け直管寸法表(本管及び取付管用)

直管部共通寸法

片受け直管寸法（本管及び取付管用）

（単位：mm）（単位：mm）

2-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用硬質塩化ビニル管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

規格図（1）《直管》

プレーンエンド直管

令和６年４月

15～30゜

約
2ｔ

Ａ部詳細図

標線標線

15～30゜ 15～30゜

　
Ｄ

　
ｄ

Ｌ

　
Ｄ

  
ｄ

Ｌ Ｌ　

  
Ｄ

  
ｄ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ

ゴム輪受口

略号ＳＲＢ

接着受口（略号ＳＴ）略号ＳＲＡ

300

500

600

400

450

350

200

250

150

呼び径

298.2＋1.4 9.2±1.0318.0 13.701

＋1.4

＋1.8

＋2.8

＋2.0

＋1.6

14.6±1.6520.0

±3.2630.0 17.8

±1.2

±1.5

±1.3420.0

470.0

370.0

11.8

13.2

10.5

488.8 35.346

591.6 52.679

394.8

441.8

347.6
23.059

28.875

18.051

許容差

＋1.0

＋0.8

＋1.2

ｔＤ 許容差

±0.7

±0.5

±0.9

216.0

267.0

165.0

 6.5

 7.8

 5.1

ｄ （kg／m）

202.0

250.2

154.0
 6.572

 9.758

 3.941

外　　径 管　　厚 近似内径 参考質量

取付管

呼び径
ゴム輪受口片受け直管 接着受口片受け直管

４０００±１５

　８００±１０

（略号　ＳＲＢ）

４０００±１５
（略号　ＳＴ）

（略号　ＳＲＡ）
４０００±１５

500

600

450

400

350

300

250

200

200

150

本　管

・ 平均外径の許容差とは、任意断面における直角2方向以上の外径測定値の平均値（平均外径）と基準寸法との差をいう。

・ 表中1ｍ当りの質量は、密度1.43g／cm  で算出したものである。3

平均外径の プレーンエンド直管

４０００±１０

Ｌ

A部 A部

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直管部共通寸法
片受け直管寸法(本管及び取付管用)

ゴム輪受口 略号SRA 接着受口(略号ST)

O 口 略号SRB 標線 標線

口 0
A部

口0 1
A部

15~30プレーンエンド直管
亠

15~30

LL =
A部詳細図 N

羅L
15~30°

直管部共通寸法表 片受け直管寸法表(本管及び取付管用)
(単位:mm)(単位:mm)

外 径 管 厚 近似内径 参考質量 L呼び径 D 平均外径の
許容差 t 許容差 d (kg/m) 呼び径 ゴム輪受口片受け直管 接着受口片受け直管 プレーンエンド直管

150 165.0 ±0.5 5.1 +0.8 154.0 3.941 800±10
200 216.0 ±0.7 6.5 +1.0 202.0 6.572 取付管 150 4000±15
250 267.0 ±0.9 7.8 +1.2 250.2 9.758 200 (略号 SRB)
300 318.0 ±1.0 9.2 +1.4 298.2 13,701 200
350 370.0 ±1.2 10.5 +1.4 347.6 18.051 250
400 420.0 ±1.3 11.8 +1.6 394.8 23.059 300
450 470.0 ±1.5 13.2 +1.8 441.8 28,875
500 520.0 ±1.6 14.6 +2.0 488.8 35.346

本 管 350 4000±15
400 (略号 SRA)

600 630.0 ±3.2 17.8 +2.8 591.6 52.679 450
500
600

4000±15 4000±10
(略号 ST)

・平均外径の許容差とは、任意断面における直角2方向以上の外径測定値の平均値(平均外径)と基準寸法との差をいう。 下水道用硬質塩化ビニル管特
・表中1m当りの質量は、密度1.43g/cm°で算出したものである。記

事 規格図(1)直管)
項 (JSWAS K-1)

2-5



ゴム輪受口共通寸法 接着受口共通寸法

ゴム輪受口共通寸法表 接着受口共通寸法表
（単位：mm） （単位：mm）

2-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用硬質塩化ビニル管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

規格図（２）《受口》

令和６年４月

取付け管用本　管　用

ゴム輪
ゴム輪

接着受口B形接着受口A形

ｅ
ｅ

ｄ
1

ｄ
1

ｄ
1

ｄ
1

d
2

d2

呼び径
（最小）

ｄ1

受口内径 接合長さ

ｅ
（最小） （最大）

受口長さ

取付管

本　管

250

500

600

450

350

400

300

200

200

150

268.1

522.1

633.8

471.9

371.5

421.7

319.3

218.0

216.9

166.0

59

82

93

77

67

72

62

69

54

58

205

225

260

240

285

305

355

108

126

185

±10140±0.6265.4268.6250 ±0.6

500

600

450

522.8

634.3

472.6

300

400

350 372.0

422.3

319.8 165

220

200

280

330

250

518.2±0.9

±1.1 626.7

±0.9 468.1

±0.9

±1.1

±0.9

368.7±0.7

±0.8 418.4

±0.7 316.2

±0.7

±0.8

±0.7

±10

±10

±10

±10

±10

±10

呼び径

150

200

166.1

217.4

ｄ1

 80

115

受 口 長 さ

163.9±0.5

±0.6 214.6

許容差 ｄ2

±0.5

±0.6

許容差

受　口　内　径

±5 

±10

許容差

・破線で示す形状にすることもできる。

・ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、規定しない。

・破線で示す形状にすることもできる。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ゴム輪受口共通寸法 接着受口共通寸法

本 管 用 取付け管用 接着受口A形 接着受口B形

ゴム輪 ゴム輪

8 8
〒 〒 〒 〒

1

1 l le
e

l l
接着受口共通寸法表ゴム輪受口共通寸法表

(単位:mm)
受口内径 接合長さ 受口長さ

呼び径 d1 e l
(最小) (最小) (最大)

取付管 150 166.0 58 108
200 218.0 69 126
200 216.9 54 185
250 268.1 59 205
300 319.3 62 225

本 管 350 371.5 67 240
400 421.7 72 260
450 471.9 77 285
500 522.1 82 305
600 633.8 93 355

・破線で示す形状にすることもできる。
・ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、規定しない。

(単位:mm)
受 口 内 径 受口長さ呼び径 d1 許容差 d2 許容差 l 許容差

150 166.1 ±0.5 163.9 ±0.5 80 ±5
200 217.4 ±0.6 214.6 ±0.6 115 ±10
250 268.6 ±0.6 265.4 ±0.6 140 ±10
300 319.8 ±0.7 316.2 ±0.7 165 ±10
350 372.0 ±0.7 368.7 ±0.7 200 ±10
400 422.3 ±0.8 418.4 ±0.8 220 ±10
450 472.6 ±0.9 468.1 ±0.9 250 ±10
500 522.8 ±0.9 518.2 ±0.9 280 ±10
600 634.3 ±1.1 626.7 ±1.1 330 ±10

・破線で示す形状にすることもできる。

特
記
事
項

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(2)受口
(JSWAS K-1)

2-6



ゴム輪受口（略号３０ＳＲ） 接着受口（略号３０ＳＴ）

ゴム輪受口カラー（略号ＷＲ）

接着受口カラー（取付管用）（略号ＷＴＢ）

３０度曲管 （取付管用）

（単位：mm）

（単位：mm）

2-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

規格図（３）《30度曲管、カラー》
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

下水道用硬質塩化ビニル管

（単位：mm）

令和６年４月

Ｚ2

Ｚ
1

Ｚ2

Ｚ
1

Ｌ1

Ｌ
Ｌ

Ｒ

30°

Ｒ

30°
d
1

Ｚ

d

150

200

呼び径 Ｚ1

159±15

187±15

15

25

（最小）

150

200

呼び径
（最大）

Ｌ

220

250

（最小）

107

 86

Ｌ1

216.9

165.7

ｄ1

Ｚ2

（注）ゴム輪受口は、取付け管形とする。

200

150

呼び径 Ｌ Ｚ ｄ

5±2235±20

165±10 5±2

202  

154  

（注）d1の寸法は、本管形と同一である。

（参考）

（最小）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ゴム輪受口(略号30SR) 接着受口(略号30ST)
30度曲管 (取付管用)

(単位:mm)

22
30°

22

30°
呼び径 Z1 Z2

(最小)
150 159±15 15N R N R 200 187±15 25

1 1 (注)ゴム輪受口は、取付け管形とする。

接着受口カラー(取付管用)(略号WTB)

ゴム輪受ロカラー(略号WR)
(単位:mm)

(単位:mm) 呼び径 L Z d
(参考)L L1 d1 0〒

1
呼び径 (最大) (最小) (最小) 150 165±10 5±2 154

200 235±20 5±2 202

L1 - 150 220 86 165.7

L 200 250 107 216.9 2
L(注)d1の寸法は、本管形と同一である。

特
記
事
項

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(3)30度曲管、カラー

(JSWAS K-1)
2-7



枝付鉄筋コンクリート管及び陶管用支管（取付管用）（略号ＲＨ）９０度及び管軸６０度支管（取付管用）

９０度（略号９０ＳＶＲ）管軸６０度（略号Ｋ６０ＳＶＲ）

枝付鉄筋コンクリート管及び陶管用支管寸法表（取付管用）

（単位：mm）（単位：mm）

硬質塩化ビニル管用９０度及び６０度支管寸法表（取付管用）

2-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

規格図（４）

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

下水道用硬質塩化ビニル管

《枝付管用支管、90度及び管軸60度支管》

令和６年４月

硬質塩化ビニル管用

・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

砂付け又はシボ加工

Ｚ
Ａ

Ｚ

Ａ

Ｚ

60°

ｔ

Ｂ Ａ Ｒ

ｔ

Ｂ

Ｄ
1

80±15200 248±5

150

呼び径

198±5

Ｄ1

80±15

Ｚ

注）　Ｚの許容差は±１５mmとする。

200－150

250－150

250－200

300－150

350－150

400－150

350－200

300－200

呼び径

 9550

 9550

50

50

 95

110

50

50

50

 95

110

110

90度

50  95

60度

Ｚ

4

4

4

4

300 11.8

300 10.5

210

185

300  9.2

300  7.8

159

133.5

4

最小

ｔ

300  6.5

最小 最大

108

標準

Ａ Ｂ Ｒ

450－150

450－200

500－200

600－150

500－150

600－200

呼び径

400－200

50  95

50  95

11050

110

 95

110

50

50

50

60度

11050

90度

Ｚ

最小最小

ｔ Ａ

標準最大

Ｂ Ｒ

4 300

4 300

4 300

17.8 315

14.6 260

13.2 235

4 300 11.8 210

注）　ゴム輪受口は取付け管形とする。

破線で示す形状にすることもできる。
ゴム輪受口は、取付け管形とする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

硬質塩化ビニル管用
90度及び管軸60度支管(取付管用) 枝付鉄筋コンクリート管及び陶管用支管(取付管用)(略号RH)

管軸60度(略号K60SVR) 90度(略号90SVR)
砂付け又はシボ加工1 60°

N
m

ロ
m A

A A
Z -

硬質塩化ビニル管用90度及び60度支管寸法表(取付管用) 枝付鉄筋コンクリート管及び陶管用支管寸法表(取付管用)
(単位:mm) (単位:mm)

Z t A B R Z t A B R
呼び径 呼び径

90度 60度 最小 最小 最大 標準 90度 60度 最小 最小 最大 標準
呼び径 D1 Z

150 198±5 80±15
200 248±5 80±15

注)ゴム輪受口は取付け管形とする。

200-150 50 95 4 300 6.5 108 400-200 50 110 4 300 11.8 210
450-150 50 95 4 300 13.2 235

250-150 50 95 4 300 7.8 133.5 450-200 50 110250-200 50 110
500-150 50 95 4 300 14.6 260

300-150 50 95 4 300 9.2 159
500-200 50 110300-200 50 110

350-150 50 95 4 300 10.5 185
600-200 50 110
600-150 50 95 4 300 17.8 315350-200 50 110

400-150 50 95 4 300 11.8 210
注)Zの許容差は±15mmとする。

破線で示す形状にすることもできる。
ゴム輪受口は、取付け管形とする。

特 ・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。
記
事
項

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(4)

枝付管用支管、90度及び管軸60度支管
(JSWAS K-1)
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Ａ形９０度支管（略号Ａ９０ＳＨＲ）

硬質塩化ビニル管用副管９０度支管（略号ＶＳ）

Ｂ

ｔ

Ｂ
ｔ

鉄筋コンクリート管及び陶管用Ａ形９０度、６０度支管寸法表

副管用９０度支管寸法表

［取付管用］
（単位：mm）

（単位：mm）

2-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

A形90度、60度支管、副管用90度支管》

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図（５）

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

《鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管及び陶管用

R Ａ

R

鉄筋コンクリート管用副管９０度支管（略号ＨＳ）

ｔ
Ｂ

Ａ

ｔ

強化プラスチック複合管用副管９０度支管（略号ＫＳ）

Ｂ

ＡR

R

令和６年４月

砂付け又はシボ加工

砂付け又はシボ加工

Ｚ

ａ ａ

Ｚ

Ａ

Ｚ

ｂ1
Ａ

Ｚ

Ｚ

Ａ

直
管
部

呼び径

φ150

φ200 50±15

50±15

９０度
Ｚ

4

4

（最小）
ｔ

（最小）（最小） （最大）
Ｂｂ1ａ

10035

35 140

25

25

600－300

500－250

450－250

400－250

350－200

300－200

250－200

200－150

呼び径
（最小）

300

直
管
部

直
管
部

直
管
部

直
管
部

直
管
部

Ａ
（最大）

Ｂ Ｒ
硬質塩化ビニル用（VS）

（最小）
ｔＺ

140

200

220

160

200

200

160

160

4

4

4

4

4

4

4

4

300

300

300

300

300

350

350

14.6

17.8

10.5

13.2

11.8

9.2

7.8

6.5

260

315

185

210

235

159

133.5

108

（最小）（最大）
Ｂ Ｒ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用（HS）

Ａ

350

400

300

350

350

300

300

255

40

48

30

36

33

26

28

25

292

350

207

263

235

153

180

127

（最小）
Ａ

（最大）
Ｂ Ｒ

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ複合管用（KS）

400 12 312

注）1.呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。
2.Ｚの許容差は、±10mmとする。
3.Ｒは、標準値を示す。
4.強化プラスチック複合管の本管呼び径500以下については、硬質塩化ビニル管用副管90度支管を使用する。

・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

令和6年4月
A形90度支管(略号A90SHR)

横浜市下水道河川局
鉄筋コンクリート管及び陶管用A形9O度、6O度支管寸法表

「取付管用l
(C (単位:mm)

呼び径 Z t a b1 B
90度 (最小) (最小) (最小) (最大)

Q150 50±15 4 35 100 25
d200 50±15 4 35 140 25

砂付け又はシボ加工
N ウ

m
N

硬質塩化ビニル管用副管90度支管(略号VS) 鉄筋コンクリート管用副管90度支管(略号HS)a a b1
A A

砂付け又はシボ加工 ロ
8 A 5 A

m m
ウ

品
迎皿

最 品
N 亠

走皿 走皿

四

L 品
N 迎皿

強化プラスチック複合管用副管90度支管(略号KS) 副管用9O度支管寸法表 (単位:mm)
A

A
m

品
N 迎皿

品
定皿�

硬質塩化ビニル用(VS) 鉄筋コンクリート用(HS) 強化プラスチック複合管用(KS)

呼び径 Z t A B R A B R A B R
(最小)(最小)(最大) (最小)(最大) (最小)(最大)

200-150 140 4 300 6.5 108 255 25 127
250-200 160 4 300 7.8 133.5 300 26 153
300-200 160 4 300 9.2 159 300 28 180
350-200 160 4 300 10.5 185 300 30 207
400-250 200 4 300 11.8 210 350 33 235
450-250 200 4 300 13.2 235 350 36 263
500-250 200 4 350 14.6 260 350 40 292
600-300 220 4 350 17.8 315 400 48 350 400 12 312

注)1.呼び径は、「本管呼び径-取付け管呼び径」である。
2.Zの許容差は、±10mmとする。
3.Rは、標準値を示す。
4.強化プラスチック複合管の本管呼び径500以下については、硬質塩化ビニル管用副管90度支管を使用する。

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(5)鉄筋コンクリート管及び陶管用
A形90度、60度支管、副管用90度支管

(JSWAS K-1)

特 ・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。
記
事
項
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（略号　９０ＳＴ）

９０度曲管（副管用）

ゴム輪受口（上流用）
（略号　ＭＲ）

マンホール継手（本管用）

差し口（下流用）
（略号　ＭＳＡ）

15～30゜

９０度曲管寸法表（副管用）

（単位：mm）

マンホール継手寸法表（本管用）

差し口短管（下流用）
（単位：mm）（単位：mm）

受口（上流用）

2-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

《90度曲管、マンホール継手》

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図（６）

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

令和６年４月

標線
砂付け又はシボ加工

砂付け又はシボ加工

A部

15～30゜

A部詳細図

約
2ｔ

Ｚ

Ｚ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｌ

Ｒ

90°

ｔ

呼び径

100

125

200

300

250

150

250±15

225±15

196±15

170±15

140±15

128±15

Ｚ

196

250

225

170

140

128

Ｒ（参考）

450

600

500

400

350

300

呼び径

200

250

 500±15 1000±15

副管用

（最大）Ｌ

ﾏﾝﾎｰﾙ用
Ｓ

（参考）

250

300

350

450

600

500

400

350

300

呼び径

200

250

Ｌ

1000±15

 500±15

250

300

350

Ｓ（参考）

・マンホールの内径に合わせて破線で示す形状
にすることもできる。

・ゴム輪受口は本管形とする。

・マンホールの内径に合わせて破線で示す形状
にすることもできる。

  ・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

 750±15

令和6年4月 横浜市下水道河川局

90度曲管(副管用)
(略号 90ST)

マンホール継手(本管用)
差し口(下流用)

(略号 MSA)ゴム輪受口(上流用)
(略号 MR)

標線Z -
90°

砂付け又はシボ加工
砂付け又はシボ加工

S S
1

1

1 1 A部N P 1

1 L 15~30°L
A部詳細図 IeN

桑マンホール継手寸法表(本管用) 15~30°

90度曲管寸法表(副管用)
呼び径 L S(参考)

250

(単位:mm)
呼び径 Z R(参考)

100 128±15 128
125 140±15 140
150 170±15 170
200 196±15 196
250 225±15 225
300 250±15 250

受口(上流用)
(単位:mm)

差し口短管(下流用)
(単位:mm)

L (最大) S呼び径
マンホール用 副管用 (参考)

200
250
300
350
400

500±15 1000±15

450
500
600 350

・マンホールの内径に合わせて破線で示す形状
にすることもできる。

・ゴム輪受口は本管形とする。

200 500±15
250

250
300
350

750±15

400
450
500

1000±15
300

600 350
・マンホールの内径に合わせて破線で示す形状
にすることもできる。

300

特 ・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。
記
事
項

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(6)

90度曲管、マンホール継手
(JSWAS K-1)
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（単位：ｍｍ）

副管分岐用マンホール継手

砂付け又はシボ加工

面取り

（単位：ｍｍ）

2-11

特
記
事
項

横浜市下水道河川局

下水道用硬質塩化ビニル管

《副管分岐用マンホール継手及びます取付け継手》
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

令和６年４月

（略号　MRL)

ます取付け継手

（略号　MSB)

規格図（７）

砂付け又はシボ加工

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｌ

200

150

呼び径 Ｌ Ｓ（参考）

200

250

300

500

450

350

400

600 350

300

250

1000±15

注1．マンホールの内径に合わせて、破線で示す形状にすることもできる。

  2．ゴム輪受口は、本管形とする。

500±15

200

150
200

Ｓ（参考）Ｌ呼び径

100

125

注1．面取りの形状は、規定しない。

  3．シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

副管分岐用マンホール継手
(略号 MRL)

S

ます取付け継手
(略号 MSB)

砂付け又はシボ加工 S 面取り

砂付け又はシボ加工

8

L
L

(単位:mm) (単位:mm)
呼び径 L S(参考) 呼び径 L S(参考)

150 200 100

200 125
500±15 200

150250 250
300 200

350 1000±15
注1.面取りの形状は、規定しない。

400

450 300

500

600 350

特 注1. マンホールの内径に合わせて、破線で示す形状にすることもできる。記
事 2.ゴム輪受口は、本管形とする。
項 3.シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

下水道用硬質塩化ビニル管
規格図(7)

副管分岐用マンホール継手及びます取付け継手
(JSWAS K-1)
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寸　法　表
（単位：mm）

2-12

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

規格図（１）
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

令和６年４月

直     管（Ｂ形）

受口部
直管部

ゴム輪 挿口部

Ｄ
3

Ｄ
1

ＬＰ

Ｄ
2

Ｔ
－10

＋30

許容差

＋ 733.01650

2000

1800

40.0

36.0 － 0

16.0 800

1500

1350

1200

1000

1100

 900

30.0

27.0

24.0

4000

＋ 5
20.0

22.0
－ 0

18.0

 700

呼び径
厚  さ 有効長

許容差Ｔ

14.0

Ｌ

1570
300

1749.517481650

2000

1800

2112

1904

2113.5
± 2.0 1905.5 ± 2.0

330 2320

1870

受　　口　　部

 857.5 856 800

± 3.01500

1350

1200

1588

1432

1276

1000

1100

 900

1068

1172

 960

1589.5

1433.5

1277.5

1069.5± 1.5

1173.5

 961.5
± 1.5

 挿口部
外　 径

内　径

許容差Ｄ1

 700

Ｄ2

 749

Ｄ3許容差

 750.5

許容差

内　径

 359

250 ±10 1280

1030

 811

220
 563

 682

 454

参考質量

許容差Ｐ

長　さ

 274

（kg/本）

１．有効長(Ｌ)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

３．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

２．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。

200

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直 管(B形)

受口部

1
l1 直管部

1

S 口 S
1 5

ゴム輪 挿口部P L -

寸 法 表 (単位:mm)
挿口部 受 口 部

呼び径 厚さ 有効長 内 径 外 径 内 径 長 さ 参考質量

T 許容差 L 許容差 D1 許容差 D2 許容差 D3 許容差 P 許容差 (kg/本)

700 14.0 700 749 750.5 200 274
800 16.0 800 856 857.5 359
900 18.0 900 960 961.5 454

1000 20.0 十5
1100 22.0 -0 1000 1068 ±1.5 1069.5 ± 1.5

220
563

1100 1172 1173.5 682
1200 24.0 1200 1276 1277.5 811
1350 27.0 +30 1350 1432 1433.5 1030
1500 30.0 4000 -10

1650 1748 1749.5
300

1870

1500 ± 3.0 1588 1589.5 250 ±10 1280
15701650 33.0 +7

1800 36.0 -0 1800 1904 ± 2.0 1905.5 ± 2.0
2000 2112 2113.5 330 23202000 40.0

記 2. 内径(D1)及び受口部内径(D3)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の内径測定値の算術平均値とする。
下水道用強化プラスチック複合管特 1.有効長(L)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

事 3.挿口部外径(D2)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を 規格図(1)
項 円周率3.1416で除した値とする。 (JSWAS K-2)
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直　　管（Ｃ形）

寸 　法 　表
（単位：mm）

ゴム輪 受口部 直管部 挿口部

2-13

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図（２）

令和６年４月

Ｐ Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
1

Ｄ
3

Ｔ

有効長

許容差

－10

＋30

２．有効長（Ｌ）は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

１．ゴム輪は、分割形であってもよい。

４．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

３．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。

2000

1800

1650

1500

1350

1200

1100

1000

＋ 7

－ 0
40.0

36.0

33.0

30.0

＋ 5

－ 0

27.0

24.0

22.0

20.0

4000

呼び径

 900

 800

 700

Ｔ 許容差 Ｌ

18.0

16.0

14.0

厚  さ

Ｐ

200

受　　口　　部

220

250

300

330

1800

2000

1500

1650

2085

1877

1721

1563

1350

1200

1100

1000

± 3.0

1407

1251

1147

1043

± 2.0

2086.5

1878.5

1722.5

1564.5

± 2.0

1408.5

1252.5

± 1.5
1148.5

1044.5
± 1.5

外　径

挿口部

Ｄ2許容差Ｄ1

 900

 800

 700

 939

 835

 731

内  径

Ｄ3 許容差許容差

 940.5

 836.5

 732.5

内　径

2320

1870

1570

1280

±10

1030

 811

 682

 563

（kg/本）
許容差

 454

 359

 274

長　さ
参考質量

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直 管(C形)

ゴム輪 受口部 挿口部
トー

直管部

S 口 S

1

P L

寸 法 表

有効長 内 径
(単位:mm)

挿口部 受 口 部 参考質量呼び径 厚 さ 外 径 内 径 長 さ
T 許容差 L 許容差 D1 許容差 D2 許容差 D3 許容差 P 許容差 (kg/本)

700 14.0 700 731 732.5 200 274
800 16.0 800 835 836.5 359
900 18.0 900 939 940.5 454

1000 20.0 +5 1000 1043
1148.5

± 1.5 220
563

1100 1147
± 1.5

1044.5
1100 22.0 -0 4000 +30

1200 ± 3.0 1251 1252.5 ±10 811
682

1200 24.0
1350 27.0

-10
1350 1407 1408.5 1030

1500 30.0 1500 1563 1564.5 1280
1650 1721 1722.5

2000 40.0
-0 1800 1877 ± 2.0 1878.5 ± 2.0

300
15701650 33.0 +フ

1800 36.0 1870
2000 2085 2086.5 330 2320

250

1ゴム輪は、分割形であってもよい。特
記 2.有効長(L)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

3.内径(D1)及び受口部内径(D3)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の内径測定値の算術平均値とする。事
項 4.挿口部外径(D2)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

円周率3.1416で除した値とする。

下水道用強化プラスチック複合管
規格図(2)

(JSWAS K-2)
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挿口短管 副管用短管受口短管

砂付け

砂付け

砂付け

砂付け

砂付け

砂付け

マンホール短管寸法表
（単位：mm）

2-14

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図
《マンホール短管》

令和６年４月

マンホール短管Ｂ形

マンホール短管Ｃ形

（３）

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｌ

（標準） （参考）（標準）（標準） （参考） （参考）

また、破線で示す形状であってもよい。

厚さ(Ｔ)、内径(Ｄ1)、挿口部外径(Ｄ2)、受口部内径(Ｄ3)及び受口部長さ（Ｐ）は、直管の同じ呼び径の寸法とする。

1500～2000 1500

 400～ 700

 800～1350

 750

1000

Ｌ

 600 1500  600 2000

 400

 300

1000

 750

Ｓ Ｌ

 400

 300

1500

1250

Ｓ Ｌ

 600

 300

 400

Ｓ

有効長
副管用短管受口短管

砂付長
呼び径

有効長
挿口短管

有効長 砂付長 砂付長

令和6年4月 横浜市下水道河川局

受口短管 挿口短管 副管用短管

砂付け S S 砂付け 砂付け S
マンホール短管B形

L L L

砂付け S S 砂付け 砂付け S
マンホール短管C形

1

L L L
マンホール短管寸法表

(単位:mm)
受口短管 挿口短管 副管用短管

有効長 砂付長 有効長 砂付長 有効長 砂付長
呼び径 (標準) (参考) (標準) (参考) (標準) (参考)

L S L S L S
400~ 700 750 300 750 300 1250 300
800~1350 1000 400 1000 400 1500 400

1500~2000 1500 600 1500 600 2000 600

厚さ(T)、内径(D1)、挿口部外径(D2)、受口部内径(D3)及び受口部長さ(P)は、直管の同じ呼び径の寸法とする。特
また、破線で示す形状であってもよい。記

事
項

下水道用強化プラスチック複合管
規格図(3)

マンホール短管)
(JSWAS K-2)

2-14



コンクリート ９０°基礎 コンクリート １２０°基礎 コンクリート １８０°基礎

砕石 ９０°基礎 ゴム輪 ゴム輪

下水道用鉄筋コンクリート管

(内径200mm～1350mm)

D

 t

 90゜

D

 t

d d

 120゜

d

D

 t

 180゜

D

 t

 90゜

t
t

d

φ２００ｍｍは、原則として使用しない。

コンクリート

クラッシャラン

（18-8）

(RC-40)

3-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

Ｂ形布設図

令和６年４月

H

h

B

B'
d'

d'

B

B'

h

H

B

B'

d'

H

h

B

d

H

h

D

Ｈ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

コンクリート 90° 基礎 コンクリート 120° 基礎 コンクリート 180° 基礎

t t t
D D D

490° 120° 180°
0

0
エ

0 51 エ0 エ
5

0
1

1

B9 B B:
B B B

砕石 90° 基礎 ゴム輪 ゴム輪
+

t
D l
90°

0
1

5 △エ
0

エ コンクリート (18-8) 0△

B クラッシャラン (R0-40)

特 0200mmは、原則として使用しない。
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管
B形布設図

(内径200mm~1350mm)
3-1



内　径 長　さ 管厚

コ  　ン  　ク  　リ  　ー  　ト  　基  　礎

ｄ ｈ

ｄ’ Ｂ Ｂ’ Ｈ ｄ’ Ｂ Ｂ’ Ｈ ｄ’ Ｂ Ｂ’ Ｈ ｄ Ｂ Ｈ

９０゜ １２０゜ １８０゜ ９０゜

砕　石　基　礎

Ｄ Ｌ ｔ

（単位：mm）

１．３６０゜コンクリート基礎（内径２００ｍｍ～８００ｍｍ）の高さは、１８０゜コンクリート基礎のｄ′の２倍とする。
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記
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特

横浜市下水道河川局

寸　　法　　表

コ　ン　ク　リ　ー　ト　基　礎

 5.7 5.2 400  5.2

21.1

24.5

33.9
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13.6
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（RC-40）

クラッシャラン
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100.0 
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48.5

42.3

60.5

48.1

34.3

28.3

29.5

21.3

12.3

14.4

17.7

12.6

 7.7

 9.0

（単位：ｍ ）

180゜90゜ 120゜

 3.0

 4.6

 3.7

 2.4

 3.7

 4.4

 5.1

 2.5
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（18-8）
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 4.6

 2.4

砕石基礎

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

（RC-40）

（１００ｍ当り） 3材　　料　　表

下水道用鉄筋コンクリート管

(内径200mm～1350mm)
B形布設寸法表及び材料表

 2.6

 3.4

 3.7

 4.1

 900 450 250 804

令和６年４月令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸 法 表 (単位:mm)
コンクリート基 礎 砕石基礎

90° 120° 180° 90°内 径 長 さ 管厚
d h

D L t d B B° H d° B B° H d B B° H d B H
200 2000 27 50 77 90 516 316 127 110 516 316 127 180 560 360 127 90 316 77
250 2000 28 60 88 100 570 370 148 140 570 370 148 210 620 420 148 100 370 88
300 2000 30 60 90 110 624 424 150 150 624 424 150 240 680 480 150 110 424 90
350 2000 32 60 92 120 682 482 152 160 682 482 152 270 740 540 152 120 482 92
400 2430 35 70 105 140 744 544 175 190 744 544 175 310 810 610 175 140 544 105
450 2430 38 80 118 160 806 606 198 210 806 606 198 340 880 680 198 160 606 118
500 2430 42 80 122 170 872 672 202 230 872 672 202 370 950 750 202 170 672 122
600 2430 50 100 150 200 1004 804 250 280 1004 804 250 450 1100 900 250 200 804 150
700 2430 58 120 178 240 1136 936 298 320 1136 936 298 530 1250 1050 298 240 936 178
800 2430 66 130 196 270 1268 1068 326 360 1268 1068 326 600 1400 1200 326 270 1068 196
900 2430 75 150 225 300 1404 1204 375 410 1404 1204 375 680 1550 1350 375 300 1204 225

1000 2430 82 160 242 330 1532 1332 402 450 1532 1332 402 740 1690 1490 402 330 1332 242
1100 2430 88 180 268 370 1658 1458 448 500 1658 1458 448 820 1830 1630 448 370 1458 268
1200 2430 95 190 285 390 1786 1586 475 540 1786 1586 475 890 1970 1770 475 390 1586 285
1350 2430 103 210 313 440 1969 1768 523 600 1968 1768 523 990 2170 1970 523 440 1768 313

材 料 表 (100m当り) (単位:m°)
コンクリート基礎 砕石基礎

内 径 クラッシャラン コンクリート クラッシャラン

(R0-40) (18-8) (R0-40)

D 90° 120° 180° 90° 120° 180° 90°

200 2.6 2.6 2.8 2.4 2.5 3.9 2.4
250 3.4 3.4 3.7 3.0 3.7 51 3.0
300 3.7 3.7 4.1 3.7 4.4 6.4 3.7
350 4.1 4.1 4.4 4.6 5.1 7.8 4.6
400 5.2 5.2 5.7 6.0 6.9 10.2 6.0
450 6.4 6.4 7.0 7.7 8.5 12.3 7.7
500 70 7.0 7.6 9.0 10.2 14.4 9.0
600 10.0 10.0 11.0 12.6 15.0 21.3 12.6
700 13.6 13.6 15.0 17.7 19.7 29.5 17.7
800 16.5 16.5 18.2 22.6 25.1 37.9 22.6
900 21.1 21.1 23.3 28.3 32.4 485 28.3

1000 24.5 24.5 27.0 34.3 39.1 57.1 34.3
1100 29.8 29.8 32.9 42.3 47.9 697 42.3
1200 33.9 339 37.4 48.1 56.0 81.7 48.1
1350 41.3 41.3 45.6 60.5 68.9 100.0 60.5

1.360°コンクリート基礎(内径200mm~800mm)の高さは、180°コンクリート基礎のd° の2倍とする。特
記 2.d0200mmは、原則として使用しない。

事
項

下水道用鉄筋コンクリート管
B形布設寸法表及び材料表

(内径200mm~1350mm)
3-2
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＮＣ形布設図
(内径1500mm～2000mm)

下水道用鉄筋コンクリート管

令和６年４月

H

h d'

B

B' B'
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d'
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B'

Ｈ

B

d
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H

h (18-8)

(RC-40)

コンクリート

クラッシャラン

令和6年4月 横浜市下水道河川局

コンクリート 90° 基礎 コンクリート 120° 基礎 コンクリート 180° 基礎

t t t
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エ
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エ0
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D
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0エ コンクリート (18-8)エ
0B クラッシャラン (RC-40)

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管
NC形布設図

(内径1500mm~2000mm)
3-3
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＮＣ形布設寸法表

(内径1500mm～2000mm)

下水道用鉄筋コンクリート管

材  料  表

寸  法  表

（１００ｍ当り）
（単位：m ）3

（単位：mm）

・ＮＣ

・ＮＣ

及び材料表

令和６年４月

コ  ン  ク  リ  ー  ト  基  礎

コ  　ン　  ク　  リ　  ー　  ト　  基　  礎

 ｄ′

内 径 

1500

1800
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1650

Ｄ

(RC-40)
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 47.4 47.4

 80.8
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(18-8)
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 465
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1954
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 360
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸 法 表 (単位:mm)

コ ン クリー ト 基 礎 砕石基礎
内径 長さ 厚さ

90° 120° 180° 90°

D L t d h d B B7 H d B B・ H d B B・ H d B H
1500 2300 140 220 360 498 2154 1954 580 678 2154 1954 580 1108 2370 2170 580 498 1954 360
1650 2300 150 240 390 550 2336 2136 630 740 2336 2136 630 1220 2570 2370 630 550 2136 390
1800 2300 160 250 410 583 2514 2314 660 793 2514 2314 660 1313 2760 2560 660 583 2314 410
2000 2300 175 290 465 660 2786 2586 755 890 2786 2586 755 1470 3070 2870 755 660 2586 465

材 料 表 (100m当り) (単位:ms)

コンクリート基 礎 砕石基礎
内径

クラッシャラン コンクリート クラッシャラン

(RO-40) (18-8) (R0-40)
D

90° 120° 180° 90° 120° 180° 90°

1500 47.4 47.4 52.1 74.7 83.8 116.0 74.7
1650 56.1 56.1 61.7 90.3 99.7 139.8 90.3
1800 62.9 62.9 69.0 102.8 114.5 159.6 102.8
2000 80.8 80.8 89.0 131.3 145.4 205.0 131.3

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管
NC形布設寸法表

(内径1500mm~2000mm)
及び材料表

3-4



受口

ゴム輪

表示テープ

表示テープ

差口

表示テープ

砂基礎

砂基礎

改良土基礎

改良土基礎

Ｄ

寸法及び材料費 （１００ｍ当り）

種類 呼び径 ｔ
管　　厚

（mm）

外　　径
Ｄ

（mm）
ｈ

（mm）
Ｈ

（mm）

基礎幅
Ｂ

（mm）

砂基礎
改良土基礎

（m ）3
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φ２００ｍｍは、原則として使用しない。
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用硬質塩化ビニル管
（内径200mm～600mm）　及び

強化プラスチック複合管
（内径700mm～2000mm）　布設図

令和６年４月

Ｂ

Ｈ

ｈ
Ｄ

ｈ
Ｄ Ｈ

ｈ
ｈ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸法及び材料費 (100m当り)

5 管 厚 外 径 基礎幅 砂基礎
種類 呼び径 t D h H B 改良土基礎

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (m3)

D 0 工

砂基礎
改良土基礎

B
表示テープ表示テープ

ゴム輪
受口 5

200 6.5 216 100 416 800 29.6
硬 250 7.8 267 100 467 850 34.1質

300 9.2 318 100 518 900 38.7塩
化 350 10.5 370 100 570 950 43.4
ビ 400 11.8 420 100 620 1000 48.1二

450 13.2 470 100 670 1050 53.0ル
管 500 14.6 520 100 720 1100 58.0

600 17.8 630 100 830 1250 72.6
700 14 728 200 1128 1350 110.7

強 800 16 832 200 1232 1450 124.3
化 900 18 936 200 1336 1550 138.3プ

1000 20 1040 200 1440 1650 152.7ラ
ス 1100 22 1144 200 1544 1750 167.4
チ 1200 24 1248 200 1648 1850 182.6
ツ

1350 27 1404 200 1804 2000 206.0ク

合
複 1500 30 1560 200 1960 2150 230.3

1650 33 1716 200 2116 2300 255.4
管 1800 36 1872 200 2272 2450 281.4

2000 40 2080 200 2480 2700 329.8

差口
口 エ

砂基礎 4
改良土基礎

表示テープ

特 d200mmは、原則として使用しない。

記
事
項

下水道用硬質塩化ビニル管
(内径200mm~600mm) 及び

(内径700mm~2000mm)
強化プラスチック複合管

布設図
3-5



下水道管埋設明示方式

実物デザイン明示デザイン

硬質塩化ビニル管      圧送管

表示テープ２回重ね巻
表示テープ３本

明示テープ(及びラベル)の仕様

テープ

1.5ｍ1.5ｍ
1.5ｍ

1.5ｍ 1.5ｍ

3-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

管頂に表示テープを３本タテ方向に

貼り付け1.5ｍ以内のピッチでハチ巻

き状に２回巻きする｡

又管端部のネックのところは必ずハ

チ巻き状に２回巻きする。

巾 3cm

の 寸 法
ﾃｰﾌﾟ及びﾗﾍﾞﾙ

圧 送 管
（リブ付管含む）

硬質塩化ビニル管

明 示 対 象 物

塩化ビニル

材  質

横浜市下水道

名称管理者

文字  白
地色  茶

色

西暦年４桁

埋 設 年

 ３) コンクリート造の堅固な構造物で

 ２) 外径0.08ｍ未満の管及び管路｡

但し明示対象物として次のものは除く｡

 １) 各戸引込管｡

     外径上管理者が明らかなもの｡

令和6年4月 横浜市下水道河川局

明示デザイン 実物デザイン

硬質塩化ビニル管 圧送管
テープ

表示テープ2回重ね巻
表示テープ3本 T5

() 久市路
( 2023

1.5m 1.5m

1.5m 1.5m 1.5m 昌

管頂に表示テープを3本タテ方向に
貼り付け1.5m以内のピッチでハチ巻
き状に2回巻きする。
又管端部のネックのところは必ずハ
チ巻き状に2回巻きする。

明示テープ(及びラベルレ)の仕様

テープ及びラベル 色 名称管理者 埋設年 但し明示対象物として次のものは除く。明示対象物 材 質 の寸法 1)各戸引込管。硬質塩化ビニル管
(リブ付管含む) 塩化ビニル 巾 3cm 地色 茶

圧送管 文字 白 横浜市下水道 西暦年4桁 2)外径0.08m未満の管及び管路。

3)コンクリート造の堅固な構造物で

外径上管理者が明らかなもの。

特
記
事
項

下水道管埋設明示方式
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本管（鉄筋コンクリート管）－ 取付管（硬質塩化ビニル管） 本管（硬質塩化ビニル管）－ 取付管（硬質塩化ビニル管）

官

境
界

民

4-1

記

項
事

特

取付管布設図

横浜市下水道河川局

樹脂系接着剤

90゜支管（砂付け）

塩ビ直管

モルタル (1:2)

ゴム輪

塩ビ直管（砂付き）

塩ビ直管
90゜支管（砂付け）

境
界

官
民

塩ビ直管60゜支管

30゜曲管

60゜支管

30゜曲管

ゴム輪

モルタル (1:2)

塩ビ直管（砂付き）

塩ビ直管

令和６年４月

5750以内

掘
削

幅

5750以内

掘
削

幅

1
0.
00
0

雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。

本管

13
2(

　
 1

50
)

15
5(

  
 2

00
)

本　管

(　
 1

50
)

( 
  
20

0)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

本管(鉄筋コンクリート管)- 取付管(硬質塩化ビニル管) 本管(硬質塩化ビニル管)- 取付管(硬質塩化ビニル管)

8g
9@

88
ヘ

00
9O

LO�i - LO-
唔

g1
1田 i�

唔

30°曲管90°支管(砂付け)
塩ビ直管 60°支管 塩ビ直管

官
民

界
境

官
民
境
界本 管 本管

5750以内 5750以内

モルタル(1:2) モルタル(1:2)

ゴム輪 ゴム輪

樹脂系接着剤

塩ビ直管(砂付き)塩ビ直管(砂付き)
塩ビ直管

30°曲管90°支管(砂付け)
60°支管

塩ビ直管

特 雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。
記
事
項

取付管布設図
4-1



A-A断面図 B-B断面図 平面図

(M16、SUS　3ヵ所)
上部調整高

調整リング

斜　壁

直　壁

管取付壁

底　版

クラッシャラン

11
0

人

孔

深

20
0

（仕上げ厚２０）
(1:2)

インバートコンクリート

底　版

クラッシャラン

11
0

20
0

Ｄ

90
0

900

B

B

AA

5-1

記

項
事

特

令和６年４月

第１種組立人孔構造図

横浜市下水道河川局

モルタル上塗り

(18-8)

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

高さ調整部材

（無収縮モルタル）

枠変形防止機能付

(RC-40) (RC-40)

600

人孔底版部幅 人孔底版部幅

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A-A断面図 B-B断面図 平面図

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所) 600

上部調整高
(無収縮モルタル) B

△コ 西 調整リング

斜 壁
人

直 壁-- 管取付壁 深
孔

A 900
0 Aモルタル上塗り

(仕上げ厚20)
(1:2)

900 インバートコンクリート2 (18-8)()

0
B

S 底版 S 底 版
人孔底版部幅 クラッシャラン(R0-40) 人孔底版部幅 クラッシャラン(RO-40)

特 1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

記 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 つの継手部の形状及び寸法について 第1種組立人孔構造図
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。事

項
3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、

現場打または工場製品のいずれでもよい。
(JSWAS A-11)

5-1



A-A断面図 B-B断面図 平面図

上部調整高
11

0

管取付壁

直　壁

斜　壁

調整リング

人

孔

深

20
0

底　版

クラッシャラン

11
0

インバートコンクリート

クラッシャラン

20
0

1200

Ｄ

12
00

B

AA

B
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記

項
事

特

令和６年４月

第２種組立人孔（タイプＡ）

横浜市下水道河川局

構造図

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

(1:2)

(18-8)

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所) （無収縮モルタル）

(RC-40) (RC-40)人孔底版部幅 人孔底版部幅

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

B-B断面図 平面図A-A断面図
枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所)

B上部調整高
(無収縮モルタル)

: 4 コ コ調整リング

斜 壁
1200 AA

直 壁 人
孔

管取付壁 深- (仕上げ厚20)
モルタル上塗り

(1:2)1200

0
インバートコンクリート B0

(18-8)

4
S 底版 S

人孔底版部幅 クラッシャラン(RC-40)人孔底版部幅 クラッシャラン(RC-40)

1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。特 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 (の継手部の形状及び寸法について
第2種組立人孔(タイプA)

記
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。 構造図事

項 3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、 (JSWAS A-11)現場打または工場製品のいずれでもよい。
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A-A断面図 B-B断面図
11

0

11
0

人

孔

深

上部調整高

20
0

調整リング

上段斜壁

直　壁

下段斜壁

管取付壁

底　版

クラッシャラン

20
0

Ｄ

900

1200

インバートコンクリート
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記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

構造図
第２種組立人孔（タイプＢ）

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

(1:2)

(18-8)

A A

B

12
00

平面図

B

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所) （無収縮モルタル）

(RC-40) クラッシャラン(RC-40)人孔底版部幅 人孔底版部幅

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図
B-B断面図 BA-A断面図

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所)

上部調整高
(無収縮モルタル)

コ 調整リング

上段斜壁
-Pl △4 コ

A 1200 A
900- 直壁 人

孔
下段斜壁 深
管取付壁

モルタル上塗り
(仕上げ厚20)

(1:2)- 1200 B
)

インバートコンクリート0
(18-8)

S 底版 8
人孔底版部幅 クラッシャラン(R0-40) 人孔底版部幅 クラッシャラン(RC-40)

特 1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

記 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 ()の継手部の形状及び寸法について 第2種組立人孔(タイプB)
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。 構造図事

項 3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、 (JSWAS A-11)現場打または工場製品のいずれでもよい。
5-3



A-A断面図 B-B断面図 平面図

11
0

11
0

人

孔

深

上部調整高

調整リング

上段斜壁

直　壁

下段斜壁

直　壁

管取付壁

底　版

クラッシャラン

20
0

インバートコンクリート
(18-8)

クラッシャラン

20
0

900

1500

Ｄ

15
00

B

AA

B
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記

項
事

特

令和６年４月

第３種組立人孔構造図

横浜市下水道河川局

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

(1:2)

踊り場直壁

踊り場直壁

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所) （無収縮モルタル）

(RC-40) (RC-40)人孔底版部幅 人孔底版部幅

3ｍ以内に1箇所入れること。

注）人孔深が5ｍ以上の場合は、

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

B-B断面図 平面図A-A断面図
枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所)

B上部調整高
(無収縮モルタル)

1S △ コ1 匚 調整リング

上段斜壁

900 A 500- 直 壁 人
( A

孔
下段斜壁 深

1-
直 壁 1500

B1
管取付壁 ( モルタル上塗り

(仕上げ厚20)
(1:2)

0 インバートコンクリート
踊り場直壁(18-8)

8 底 版 S 踊り場直壁

人孔底版部幅 - クラッシャラン(RC-40) 人孔底版部幅 = クラッシャラン(R0-40)

注)人孔深が5m以上の場合は、
3m以内に1箇所入れること。

特 1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

記 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 の継手部の形状及び寸法について 第3種組立人孔構造図
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。事

項 3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、 (JSWAS A-11)
現場打または工場製品のいずれでもよい。
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A-A断面図 B-B断面図
平面図

11
0

11
0

人

孔

深

上部調整高

調整リング

直　壁

中間スラブ

直　壁

管取付壁

底　版

クラッシャラン

20
0

インバートコンクリート
(18-8)

クラッシャラン

20
0

900

1800

Ｄ
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記

項
事

特

令和６年４月

第４種組立人孔構造図

横浜市下水道河川局

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

(1:2)

踊り場直壁

踊り場直壁

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所) （無収縮モルタル）

18
00

B

A

B

A

斜　壁

(RC-40) (RC-40)人孔底版部幅 人孔底版部幅

3ｍ以内に1箇所入れること。

注）人孔深が5ｍ以上の場合は、

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図
B-B断面図 BA-A断面図

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所)

上部調整高
(無収縮モルタル)

1S △ コ1 匚 調整リング

斜 壁

900 A 1800 Ai- 直 壁 人
(

孔 8中間スラブ 深 (- (
直壁 1800

1
管取付壁 ( モルタル上塗り B(仕上げ厚20)

(1:2)

0 インバートコンクリート
踊り場直壁(18-8)

8 底 版 S 踊り場直壁

人孔底版部幅 - クラッシャラン(RC-40) 人孔底版部幅 = クラッシャラン(R0-40)

注)人孔深が5m以上の場合は、
3m以内に1箇所入れること。

特 1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

記 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 の継手部の形状及び寸法について 第4種組立人孔構造図
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。事

項 3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、 (JSWAS A-11)
現場打または工場製品のいずれでもよい。
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A-A断面図 B-B断面図

平面図

11
0

11
0

人

孔

深

上部調整高

調整リング

直　壁

直　壁

管取付壁

底　版

クラッシャラン

20
0

インバートコンクリート
(18-8)

クラッシャラン

20
0

900

2200

Ｄ

A

5-6

記

項
事

特

令和６年４月

第５種組立人孔構造図

横浜市下水道河川局

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

(1:2)

踊り場直壁

踊り場直壁

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所) （無収縮モルタル）

22
00

B

B

A

中間スラブ

斜　壁

(RC-40) (RC-40)人孔底版部幅 人孔底版部幅

3ｍ以内に1箇所入れること。

注）人孔深が5ｍ以上の場合は、

３．底版の形状については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。なお、管取付壁（底版付）を使用する場合のインバートは、

２．調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図　　  の継手部の形状及び寸法について

１．上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

　　現場打または工場製品のいずれでもよい。

　　は、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図

B-B断面図
B

A-A断面図
枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16,SUS 3カ所)

上部調整高
(無収縮モルタル)

1S △ コ1 匚 調整リング

斜 壁

900 A 2200 A- 直 壁 人
(

孔 ×中間スラブ 深 (- (
直壁 2200

1
管取付壁 ( モルタル上塗り

(仕上げ厚20)
(1:2) B

0 インバートコンクリート
踊り場直壁(18-8)

8 底 版 S 踊り場直壁

人孔底版部幅 - クラッシャラン(RC-40) 人孔底版部幅 = クラッシャラン(R0-40)

注)人孔深が5m以上の場合は、
3m以内に1箇所入れること。

特 1.上部調整高は、調整リングで調整できない範囲を微調整する高さであり、現場において、枠変形防止機能付高さ調整部材等により調整を行う。

記 2調整リングの上部及び下部の両端面、並びにこれと接合する部材の上端部の形状及び寸法、また、本図 の継手部の形状及び寸法について 第5種組立人孔構造図
は、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。事

項 3.底版の形状については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)による。なお、管取付壁(底版付)を使用する場合のインバートは、 (JSWAS A-11)
現場打または工場製品のいずれでもよい。
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詳　細　図 断　面　図

寸法の許容差

(2
3)

(28)(7)
6

4
(9) (25)

6
(7) (28)

(1
5)

（内径900）
内径600

足掛金物

マンホール蓋

上部調整高

蓋 受 枠

調整リング

斜　壁

ｈ
1

ｈ
2

（単位：ｍｍ）

5-7

記

項
事

特

令和６年４月

調整リング上部及び下部の

横浜市下水道河川局

両端面並びにこれと接合する
部材の上端部の寸法の許容差

（無収縮モルタル）

枠変形防止機能付
高さ調整部材
(M16、SUS　3ヵ所)

ａ 80

15

26

25

26

10

ｔ1 ａ ｔ1

ａ1

ａ2

ａ4

ａ3

ｈ

調整リング

ボルト穴中心

斜壁

外
側

内
側

　　　　各製品に係る業界の団体規格による。

注）１．ａ部の寸法については、日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１１）及び

　　２．（　）内の寸法については、内径900を示す。

区　　　分
調整リングの

上部及び下部
調整リングに接合

する側壁の上端部 ±4

±4

ａ ａ1 ～ ａ4 

±3

±3
＋4
－2

－2
＋4

±5 ±2

±2

ｈ1 ，ｈ2 ｈｔ1

・上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
詳 細 図 断 面図

マンホール蓋

蓋受枠枠変形防止機能付
ボルト穴中心 高さ調整部材

(M16,SUS 3カ所) 上部調整高a 80 (無収縮モルタル)

28 調整リング

足掛金物
斜 壁

6 26

調整リング
(7) (28)

内径600
(内径900)

内4 25
側(9) (25)

外
側

59
寸法の許容差

斜壁 t1 t1
6 26

(7) (28)

a
a1
a25

(
注)1.a部の寸法については、日本下水道協会規格(JSWAS A-11)及び

各製品に係る業界の団体規格による。 S a3

2.( )内の寸法については、内径900を示す。
a4

(単位:mm)
区 分 a a1 ~ a4 t1 h h1,h2

調整リングの
上部及び下部 ±4 ±3 +4

-2 ±5 ±2
調整リングに接合 +4

する側壁の上端部 ±4 ±3 -2 ±2

・上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。特
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化記

事 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

項

調整リング上部及び下部の
両端面並びにこれと接合する

部材の上端部の寸法の許容差
5-7



人孔インバート図
（Ｄ1＜Ｄ2＜Ｄ3）

5-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
Ｄ1

Ｄ2

Ｄ1

Ｄ3

Ｄ1

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｄ1Ｄ1

Ｄ3

Ｄ
1

Ｄ2

Ｄ3

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ2Ｄ1

　インバート高さは下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
D1

D1 D2 D1 D3 D2 D3

D2 D1

D2
D1 D1 D1

D1

D3

2

D2 D3

D1 D2

特 インバート高さは下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。
記
事
項

人孔インバート図
(D1<D2<D3)

5-8



人孔副管

副管断面選定基準

（単位：mm）

6-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

・副管は原則として人孔内側に設置し、上表を標準とする。

・副管を内側に設置する場合は、第２種人孔以上の適用が望ましいが、構造上の工夫等で維持管理に支障がない場合はこの限りではない。

・合流式下水道で副管の設置位置に中間スラブがある場合等は、維持管理への配慮から別途考慮することができる。

・分流式下水道の雨水管きょの人孔には副管を使用しないのが一般的であるが、周辺環境等に応じて設置する場合がある。

φ６００以上

φ４００～φ５００

φ２００以下

φ２５０～φ３５０

300

250

200

150

副管径ｄ本　管　の　内　径

令和6年4月 横浜市下水道河川局

副管断面選定基準
(単位:mm)

本管の内 径 副管径d

0200以下 150

0250~0350 200

d400~0500 250

d0600以上 300

・副管は原則として人孔内側に設置し、上表を標準とする。
・合流式下水道で副管の設置位置に中間スラブがある場合等は、維持管理への配慮から別途考慮することができる。

・分流式下水道の雨水管きょの人孔には副管を使用しないのが一般的であるが、周辺環境等に応じて設置する場合がある。
・副管を内側に設置する場合は、第2種人孔以上の適用が望ましいが、構造上の工夫等で維持管理に支障がない場合はこの限りではない。

特
記
事
項

人孔副管

6-1



人孔ダクタイル蓋種別図

合流の場合

7-1

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

30°

名称表示

管理番号キャップ

ガス穴

設計荷重表示

バ－ル穴２ヶ所

Ｂ型：25
Ａ型：14

荷重表示例 名称表示名　　称

ＳＬ空気弁スラッジ管空気弁

スラッジ管泥吐
スラッジ管仕切弁

ＳＬ吐口

ＳＬ仕切弁

汚水

汚水幹線
合流
雨水

合流幹線
雨水幹線

雨水吐
伏越

雨水放流管

汚水管空気弁
枝線（分水後の人孔）
幹線（分水後の人孔）
枝線（分水人孔）
幹線（分水人孔）

再利用水管泥吐
再利用水管仕切弁

再利用水管空気弁
汚水管泥吐
汚水管仕切弁

幹線分水

合流雨水
合雨幹線

ＳＥ空気弁

ＳＥ吐口

ＲＥ吐口

ＲＥ仕切弁

ＲＥ空気弁

ＳＥ仕切弁

分水

おすい

汚水幹線

合流幹線
雨水幹線

雨水放流
雨水吐
伏越

下

水

道

管

き

ょ

下
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

汚水用のふたについては、ガス穴は開けないものとする。

あ　め

構造等詳細は、人孔ダクタイル蓋構造図による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

30° 荷重表示例
設計荷重表示 A型:14

B型:25

名称表示
おすい
あ めガス穴

バール穴2ヶ所07
定 50 1@

1
YOKOHAMA

母

0 3 0
00000007

D△00△ロ0△9

名 称
汚水
雨水

下 合流

水
汚水幹線 汚水幹線
雨水幹線 雨水幹線
合流幹線 合流幹線道
伏越 伏越

管 雨水吐 雨水吐
雨水放流管 雨水放流

き 幹線(分水人孔) 幹線分水
よ 枝線(分水人孔) 分水

幹線(分水後の人孔) 合雨幹線
枝線(分水後の人孔) 合流雨水
汚水管空気弁 SE空気弁

下 汚水管仕切弁 SE仕切弁水 汚水管泥吐 SE吐口道
パ 再利用水管空気弁 RE空気弁
イ 再利用水管仕切弁 RE仕切弁
プ 再利用水管泥吐 RE吐口ラ スラッジ管空気弁 SL空気弁イ

スラッジ管仕切弁 SL仕切弁ン
スラッジ管泥吐 SL吐口

0 口
管理番号キャップ

JQ
名称表示

9
合流の場合

特 汚水用のふたについては、ガス穴は開けないものとする。
記 構造等詳細は、人孔ダクタイル蓋構造図による。
事
項

人孔ダクタイル蓋種別図

7-1



アンカ－穴詳細

管理番号キャップ取付部詳細
蝶番錠

ガス穴

名称表示

設計荷重表示

バ－ル穴２ヶ所

管理番号キャップ

受枠変形防止機能付ボルト・ナット

特

記

項

事

令和６年４月

7-2

人孔ダクタイル蓋構造図

（φ600mm）Ａ型・Ｂ型

横浜市下水道河川局

30° 荷重表示例
Ａ型：14
Ｂ型：25

（M-16、SUS）

種類の記号

材質記号

製造年

下水道協会標章

呼びの記号

ふた裏面表示例

R3
.5

4
D

32R6

R
5

R5

R3R3
45D

C
0.

5

R
3
.
5

R
6

32

4
D

2
D

2
D

材　質

載荷重

蓋FCD700 受枠FCD600

Ｔ－14　ｉ＝0.4

・飛散防止機能付きのふたとし、名称表示の詳細は、人孔ダクタイル蓋種別図による。

Ａ型

Ｂ型 Ｔ－25　ｉ＝0.4

・管理番号キャップの詳細は、人孔ダクタイル蓋用管理番号キャップ構造図による。

社章（社名）

・仕様は、「下水道用鋳鉄ふた仕様書（横浜市下水道河川局）」による。
・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること（横浜市下水道河川局HP

「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照

C600

C820

Ｐ．Ｃ．Ｄ．７６０

11
0

2
9
.
5

3
3
.
5

29
.
5

3
3
.5

4

（３８）

66

１
５

1
3

３

25

C１３

３２

23

C１６

2
3.
5

2
3
.5

2
1

2
1

4

22

4
0

令和6年4月 横浜市下水道河川局

管理番号キャップ取付部詳細
錠 蝶番

R0
32 R3ら

32
L
Q盗 5 居 ウ :

受枠変形防止機能付ボルト・ナット
Lつ

(M-16,SUS)
Q

LO

宇
8 コ

思 8
Lつ

宇 LO コ 岡l LO

8 8
0600

忍P.C.D.760 5
0820

30°

32 (38)
23

016S
ア 0荷重表示例

設計荷重表示 A型 14
B型 25

ガス穴

S20
LO忍

3 45
01

立A

6 25
3

十6
バール穴2ヶ所 アンカー穴詳細

Q
00

87
YOKOHANDA,4

つ
ウ0

コロ0 D△00△7D△

ふた裏面表示例

材質記号 呼びの記号

0 g

社章 (社名)

母 同0 ロノ 母
管理番号キャップ

J
名称表示 下水道協会標章

種類の記号 製造年

・飛散防止機能付きのふたとし、名称表示の詳細は、人孔ダクタイル蓋種別図による。特
記

材 質 蓋FCD700 受枠FCD600 ・管理番号キャップの詳細は、人孔ダクタイル蓋用管理番号キャップ構造図による。
A型 T-14 i=0.4 ・仕様は、「下水道用鋳鉄ふた仕様書(横浜市下水道河川局) 」による。事 載荷重
B型 T-25 i=0.4 「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照

・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること (横浜市下水道河川局HP
項

7-2

人孔ダクタイル蓋構造図
(0600mm)A型・B型



受枠平面図

40

22

親ふた平面図 子ふた平面図

バール穴2ヶ所

ボルト緊結部詳細図

親ふたバール穴部詳細図

ふた,受枠断面図

バール穴2ヶ所

9.
5

15

17.5

14

錠
蝶番

蝶番

設計荷重表示

管理番号キャップ

名称表示

30°

30
°

90°

13
5°

φ1140

φ948（受枠），φ947.6（親ふた）

φ634

φ900

12
0

70

□180

φ972

P.C.D.1060

P.C.D.868

51

φ600

66
99

56

7-3

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

人孔ダクタイル蓋構造図
(φ９００－６００mm）

材　質 ふたFCD700　受枠FCD600

載荷
重

Ｔ-25　i=0.4

・仕様は、「下水道用鋳鉄ふた仕様書（横浜市下水道河川局）」による。 

・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること（横浜市下水道河川局HP

「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ふた、受枠断面図 ボルト緊結部詳細図

錠
蝶番

0972
Q948(受枠)、0947.6(親ふた)

P.C.D.868
0634

LO 0 700
0 蝶番LO

1

8 5
1

8 1
IIO)O 1 08 親ふたバール穴部詳細図

17.5
14

口180
0600

(0900
P.O.D.1060

01140

受枠平面図 親ふた平面図 子ふた平面図

30° 90° 設計荷重表示
中°

09 田 405 ぬ ×3
北

バール穴2ヶ所

6 母
H風NA

22 分術
ウ

母 0 Tg5
母 °80 管理番号キャップ

1 や
バール穴2ヶ所 名称表示

特 材 質 ふたFCD700 受枠FCD600 ・仕様は、「下水道用鋳鉄ふた仕様書 (横浜市下水道河川局) 」による。
記 載荷 T-25 i=0.4 ・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること(横浜市下水道河川局HP事
項 重 「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照。

人孔ダクタイル蓋構造図
(0900-600mm)

7-3



人孔ダクタイル蓋用

7-4

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

管理番号キャップ構造図

管理番号キャップ一覧

2

1

キャップ詳細図外枠キャップ詳細図

20
.8

12.8

17

25

5

32

C8.6

C12

C17.2

12

C７．１

7

21

C１１．８

21

8

6.
5

8.
6

C6.8

C3

C8

23
.5

C5

20
.5

3
4.
5

20.8

12
.8

18

管理番号キャップの規格は、以下のとおりとする。

標準色

イエロー

三属性による表示（JIS　Z　8721）

7.5YR　7/12相当

材　　質

ＰＡ（６Ｎ）　ガラス含有率１５％

令和6年4月 横浜市下水道河川局

管理番号キャップ一覧 外枠キャップ詳細図 キャップ詳細図
25

20.8

12.8
ロ ∞

∞S 0 9 2 3 4 21 18

07.
10
子 8 6 LS LO8

∞

2
L

C
C1211 は

C6.8_

0
C5
C85 6 (7 (O

(0) 9 C8.6-
011.8
C17.2

特 管理番号キャップの規格は、以下のとおりとする。
記 材 質 標準色 三属性による表示(JIS Z 8721)事
項 PA(6N) ガラス含有率15% イエロー 7.5YR 7/12相当

人孔ダクタイル蓋用
管理番号キャップ構造図
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歩道設置用鉄蓋構造図

A

B

B

A

凹 凸

125 170

12
350

500

15

1090

3
8

R10 60

170

R1
0

1.5

12

125

1.5

35

Ｂ－Ｂ断面図

ずれ止め詳細

Ａ－Ａ断面図

φ20
10

45

R10

470
R10

470
R10

12 1.5 1.5

12

35 608
3

15

248

R10

10
10 22 10

240

8

28

7

65

18

110

30

65

13

95

46

50

70

7-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

材　質 FCD600

FCD600
年号

令和6年4月 横浜市下水道河川局

B 凹 凸

A A
1 248

15

001

00 8
12 1.5 1.5

12

B-B断面図
B

1090

15 ∞
宮 001 品

12
251

1.5 1.5
12

170 125

350
95

125 170 500
46

A-A断面図

240

10 10 22 10

冂 ∞- 0 ∞0

30 18
冖

50
65 110 65 70

吾2010

4 ずれ止め詳細
470 470 母

弐R10R10 FCD600 000.
年号

FCD600特 材 質
記
事
項

歩道設置用鉄蓋構造図

7-5



3％

歩道設置用鉄蓋設置図

平面図 Ｂ－Ｂ’断面図

Ａ－Ａ’断面図

ずれ止め設置図

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ

’

ずれ止め

3％

3％

脇付コンクリート
車道側に３％の勾配をつける

歩道設置用鉄蓋

3％

100

20
8

20
8

7-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

10
90

750

250 250 250

120 150 1100

100

37
7

15
0

12
7

10
0

600

15
0

95

50

70

35 43

240

65 110 65

4335

材　質 蓋ＦＣＤ６００

歩

道 道

車

G.L
Aﾌﾞﾛｯｸ

18-8

砕石基礎

歩道

車道

Ａブロック

３　 　同　 　上　 　歩道側に５８mm以上～３０７mm以下

２　 　同　 　上　 　車道側に１９２mm以下～歩道側５７mm以下

１．ＭＨ中心点が歩車道境界線より、車道側に１９３mm以上

歩 道 設 置 用 鉄 蓋　　設 置 基 準 鉄蓋使用枚数

１　枚

２　枚

３　枚

横浜市下水道河川局令和6年4月
平面図 m B-B断面図

120 150

100

1100
歩道設置用鉄蓋

1

品13% Aブロック G.L
品1

Q
こ
00

g
18-8

砕石基礎
歩
道48

A

車
道

A
600

脇付コンクリート
車道側に3%の勾配をつける

3% A-A°断面図
3%

3%
歩道

1 0n
ずれ止め 車道

250 250 250

750

95 ずれ止め設置図
m

°088 0 8口 囗

8西

50
70 Aブロック
100

65 110 65
240

歩道設置用鉄蓋 設置基準 鉄蓋使用枚数
1.MH中心点が歩車道境界線より、車道側に193mm以上 1枚
2 同 上 車道側に192mm以下~歩道側57mm以下 2 枚
3 同 上 歩道側に58mm以上~307mm以下 3 枚

特
記 材 質 蓋FCD600
事
項

歩道設置用鉄蓋設置図
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人孔蓋蝶番位置図

凡　 　例

蝶　番

7-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

流下方向

車の進行方向 車の進行方向

注1）　道路中央に管を布設出来ない場合、車の進行方向の手前に蝶番を設置する。

坂道の場合は、道路勾配の上側に蝶番を設置する。

注2）　原則として蝶番は、足掛金物と直角の位置に設置する。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

凡 例

蝶 番

流下方向0

一
車の進行方向 車の進行方向

O

特 注1) 道路中央に管を布設出来ない場合、車の進行方向の手前に蝶番を設置する。
坂道の場合は、道路勾配の上側に蝶番を設置する。記

注2) 原則として蝶番は、足掛金物と直角の位置に設置する。事
項

人孔蓋蝶番位置図

7-7



合流式足掛け金物設置図

計画管 凡　　例

8-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

Ｌ
1

Ｌ
2

原則としてＬ1＝Ｌ2であるが、

やむをえずＬ1＜Ｌ2となった場合

注1）将来計画管の流入位置を考慮して設置位置を定める。

注2）原則として足掛金物は、蝶番と直角の位置に設置する。

記　号 名　称

足掛金物

令和6年4月 横浜市下水道河川局

原則としてL1=L2であるが、
やむをえずL1<L2となった場合

ロ口 ロ口

計画管 凡 例

記 号 名 称

口口

足掛金物

注1)将来計画管の流入位置を考慮して設置位置を定める。特
注2)原則として足掛金物は、蝶番と直角の位置に設置する。記

事
項

合流式足掛け金物設置図

8-1



分流式足掛け金物設置図

凡　　例

計画管

8-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

記　号

足掛金物

名　称

注1）将来計画管の流入位置を考慮して設置位置を定める。

注2）原則として足掛金物は、蝶番と直角の位置に設置する。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ロ口
口口

ロ口

-
△ -ロロ

凡 例

記 号 名 称

足掛金物

計画管

注1)将来計画管の流入位置を考慮して設置位置を定める。特
注2)原則として足掛金物は、蝶番と直角の位置に設置する。記

事
項

分流式足掛け金物設置図

8-2



足掛金物詳細図

材質 ＳＵＳ－４０３

足掛金物詳細図

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ被覆

10
0

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

先端ネジ切り加工
（３／４）

材質 ＳＵＳ－４０３

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ被覆

[後付け用][埋め込み用]

すべり止めの模様や波形については、機能上支障がなければ他の形でもよい。

8-3

180 180

360

17
0

46

21
6

180 180

17
0 20

0

30

φ19 φ19

25

令和6年4月 横浜市下水道河川局

「埋め込み用 「後付け用

先端ネジ切り加工
(3/4)

L
ヘ1 86

619 材質 SUS-403 019 材質 SUS-403 1

ポリプロピレン被覆
S

ポリプロピレン被覆

S1 S
8

180 180

足掛金物詳細図

180 180

「 I
8

360

特 すべり止めの模様や波形については、機能上支障がなければ他の形でもよい。
記
事
項

足掛金物詳細図

8-3



安全ネット詳細図

安全ネット

ネット用フック６本

φ900

安全ネット詳細図（φ９００用）

フック詳細図

ネット用フック 先端ネジ切り加工

エボキシ樹脂充填

Ｒ5.5

コンクリート(24-8)

コンクリート(24-8)

8-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

50

50

120

70 50

45

62
.5

φ
26

.5

80
0

800

丸棒材質

材 　 　質 塩化ポリプロピレン

芯材φ16, SUS403

材　　 質

網      径

網目（中心間隔） 5０ｍｍ

６ｍｍ

PE

令和6年4月 横浜市下水道河川局
フック詳細図

120
70 50

コンクリート(24-8)
45

エボキシ樹脂充填
R5.5LO

8 00

安全ネット
ネット用フック 先端ネジ切り加工

材 質 塩化ポリプロピレン
丸棒材質 芯材d16,SUS403

ネット用フック6本
安全ネット詳細図(d900用)

800

1

d900 8
6

コンクリート(24-8) 0
10

50
材 質 PE
網 径

網目(中心間隔)
6mm

50mm

特
記
事
項

安全ネット詳細図
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接続桝紋章種別表

9-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

接続桝紋章種別表

令和６年４月

おすい

おすい

おすい

あめ

あめ

あめ

おすい

おすい

おすい

あめ

あめ

あめ

宅地内 宅地外

合  流  式

宅地外

汚    水

宅地内

分    流    式

雨    水

宅地内 宅地外

内  径タイプ

  １

１０ φ４５０

φ４５０  ７

φ６００  ８

  ９ φ７００

  ４ φ４５０

  ３ φ７００

  ２ φ６００

φ４５０

令和6年4月 横浜市下水道河川局
接続桝紋章種別表

分 流 式
合 流 式

タイプ 内 径 汚 水 雨 水

宅地内 宅地外 宅地内 宅地外 宅地内 宅地外

1 0450 おすい

2 0600 おすい
Q

おすい

3 0700 おすい
Q

おすい

4 0450 おすい

7 0450 Q
あめ

8 0600 あめ あめ

9 0700 あめ
令
あめ

10 0450 あめ

特
記
事
項

接続桝紋章種別表

9-1



タイプ１接続汚水桝構造図

FCD 10mm

φ4mm

φ4mm
12本

目地ﾓﾙﾀﾙ

目地ﾓﾙﾀﾙ

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

55 55

35 35

20

10

40
20

20
20

φ450 4040

10
10

10
10

10

質　量　表（参　考）

下部側塊・底塊

ふた 縁塊 下部側塊

底　塊

φ4mm 12本

45040 40
φ4mm

φ4mm

100Ｒ

300
Ｒ

120°

120° 12
0°

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

底塊

9-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（φ450）（宅地外）

下部側塊

底塊

令和６年４月

φ530

φ350

φ120

530

88
0

27
019

5
75

60

94
0

10
0

12
0

15
0

15
0

38
5

13
5

60
19

5
65

70

530

410 200

200

200

150

200

150

15015
0

φ420

呼び名
ふ　た
縁　塊
上部側塊
中部側塊
下部側塊
底　塊

22

51
52

36
35

24
質量(kg)

紋章

注）インバート高さは、下流管径の１／２とする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ふた縁塊 下部側塊

530

200

(0530
(0420 55
d0350 35
0120

55 410
35

04mm 12本20S FCD 10mm

1 ふた縁塊

d4mm
上部側塊8 8

(紋章

18

200

0450

04mm0

品 目地モルタル d 12本
中部側塊-

9 下部側塊q S 40 40 S 品

2LO0
LO0 S
028- S

g

d ウ 底 塊
下部側塊・底塊 200

20
目地モルタル 20 0 S8

28
150

下部側塊
6

40 450 0 40 15

04mm 120°
宮

530

g
底塊
クラッシャラン
(RC-40) 勇

d

2 12008°

300R
0

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)

ふ た 24
縁 塊 36
上部側塊 35
中部側塊 22
下部側塊 52
底 塊 51

底塊 04mm
150
200

特 注)インバート高さは、下流管径の1/2とする。
記
事
項

タイプ1接続汚水桝構造図
(0450)(宅地外)

9-2



（φ６００）
タイプ２接続汚水桝構造図

質　量　表（参　考）

底　塊

下部側塊ふた 縁塊

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

目地ﾓﾙﾀﾙ

目地ﾓﾙﾀﾙ

45 φ600 45

φ4mm

φ4mm
12本

20 20

FCD 10mm

FCD 10mm
5050

20
10

10
10

10
10

10

10

20
45

φ4mm 12本

12
0°

120°

120°

120°

120° 12
0°

430
Ｒ

φ60045 45

100Ｒ

φ4mm

φ4mm

130

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊

中部側塊

下部側塊

底塊

9-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊

底塊

下部側塊

令和６年４月

690

φ860

90 φ680

φ580

φ160

90
20

0

12
45

35
5

19
5

10
0

14
0 65

75

20
0

15
0 60

20
0

90

11
80

27
019

5
75

65

860

670

200

150

200

150

20020
0

20
0 200

200

200

呼び名

中部側塊

底　塊
下部側塊

（２個）

縁　塊
上部側塊

ふ　た

質量(kg)

89
74

43

73

110
97

紋 章

令和6年4月 横浜市下水道河川局
下部側塊ふた縁塊d860

0680
0580
Q160

90
50 FCD 10mm

FCD 10mm

90
20050

04mm12本S 20
1

S 宮ふた縁塊 0
120°

130 上部側塊 (紋章
120

°0

目地モルタル 0
d4mm

中部側塊
d4mm 品
12本 :

45 中部側塊
下部側塊e

d0600

8 8
8

8
28
S 45

LO

81

S
0LO S

目地モルタルLO
00

LO0
20

S
g 0
- L

8-

200
670 底 塊
860

200
150

下部側塊・底塊
下部側塊

20 6 S8 L
0 45 b 0600 g 45 宮

04mm
120°

底塊
クラッシャラン

(RO-40)

シ
1200S100R

690
質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)

ふた 73
縁 塊 110
上部側塊 97
中部側塊

43(2個)
下部側塊 74
底 塊 89

ユ 0 430R

底塊 d4mm
150
200

特
記
事
項

タイプ2接続汚水桝構造図
(0600)
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タイプ３接続汚水桝構造図
（φ７００）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

110

目地ﾓﾙﾀﾙ

目地ﾓﾙﾀﾙ

50 φ700 50

25

FCD 10mm

FCD 10mm
20

50 50

10
10

10
10

10
10

φ5mm

12本
φ5mm

10

20
50

質　量　表（参　考）

ふた 縁塊 下部側塊

底　塊

φ5mm 12本

120°

12
0°

120°
120° 12

0°

120°

520
Ｒ

100Ｒ
50 φ700 50

φ5mm

φ5mm

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊A

中部側塊B

下部側塊

底塊

9-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊

底塊

下部側塊

令和６年４月

800

φ860
90 φ680

φ580

φ160

90
15

50

45
5

19
5

14
5 65

80

20
0

20
0

40
0

15
0 60

90

10
0

14
80

27
019

5
75

70

860

670

200

20
0 200

200

200

150

20020
0

200

150

紋 章

呼び名
ふ　　　た
縁　　　塊
上部側塊 90

73
110

質量(kg)
中部側塊Ａ
中部側塊Ｂ

呼び名

下部側塊
118
127

質量(kg)
59 底　　　塊

呼び名
123

質量(kg)

令和6年4月
ふた縁塊 下部側塊

横浜市下水道河川局

200 05mm 12本
d860
0680
0580
Q160

90 90 FCD 10mm
50 50 FCD 10mmS 20

80 宮
8

1 ふた縁塊 08 8
120°

110 上部側塊 紋章
200 °0

8
98
2

05mm
中部側塊A
05mm

す

4 12本

0 中部側塊B
0 50 さ

品

目地モルタル 0

LO
品 早 50 d700 670

860

200
底 塊

2000

8
下部側塊

0 2
S 150_

下部側塊・底塊

目地モルタル 9

下部側塊

d
50 100

05mm
0700 宮

LOL S子

0LO- SL01
品

g

120°

男 1200
0

0

520R

ウ b
5025 LO0

品1
8 LO

S
品

800
底塊
クラッシャラン

質 量 表(参 考) (RC-40)
呼び名 質量(kg) 呼び名 質量(kg) 底塊呼び名 質量(kg)

ふ た 73 中部側塊A 59 底 塊 123
縁 塊 110 中部側塊B 118
上部側塊 90 下部側塊 127

特
記
事
項

05mm

150
200

タイプ3接続汚水桝構造図
(d0700)

9-4



タイプ４接続汚水桝構造図
（φ４５０）

FCD 7mm

目地ﾓﾙﾀﾙ

目地ﾓﾙﾀﾙ 2020

φ45040 40

φ4mm

φ4mm 12本

35

15

35

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

30

10
10

10
10

10

30
20

質　量　表（参　考）

ふた 縁塊 下部側塊

底　塊

φ4mm 12本

φ4mm 

120° 12
0°

120°
φ4mm

100Ｒ

φ4mm

φ45040 40

ふた縁塊

中部側塊

下部側塊

底塊

9-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊

下部側塊

底塊

令和６年４月

φ530

55 φ420

φ350

φ120

55

530

15
0

92
0

60

27
0

60

45
0

26
0

50

14
0

10
0

87
0

26
0

50

530

410 200

200

200

150

150

15015
0

呼び名 質量(kg)

44
62

21
56
21

ふ　　　た
上部側塊
中部側塊
下部側塊
底　　　塊

紋章

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ふた縁塊 下部側塊
0530

55 (0420 55
(0350 35
Q120

530
20035 410 =

15 FCD 7mm dp4mm 12本e
8 d4mm

S
紋章)

ふた縁塊
中部側塊
d4mm

目地モルタル

S
81 S

8
d4mm12本
下部側塊

40 S 00
S

d450 20040S
呉 20 目地モルタル 20

8

18
g 8 8

品

8 8gH

底 塊
下部側塊・底塊

下部側塊
150

530

品
底塊

クラッシャラン

(RC-40)
40 d450

9P
40 L04mm 8

120°

勇
1200

°8質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)

ふ た 21
上部側塊 56
中部側塊 21
下部側塊 62
底 塊 44

底塊 dp4mm 150
200

特
記
事
項

タイプ4接続汚水桝構造図
(d0450)

9-5



（φ４５０）（宅地外）
タイプ７接続雨水桝構造図

FCD 10mm35 35

40 φ450 40

20 20

(RC-40)
ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

φ4mm

φ4mm
12本

10
40 40

10

20

ふた 縁塊 底　塊

質　量　表（参　考）

φ4mm 12本

100Ｒ

φ450 4040

φ4mm

φ4mm

10
10

10
10

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

底塊

泥溜

9-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊

下部側塊

底塊

令和６年４月

φ530

55 55φ420

φ350

φ120

530

10
90

60

12
0

15
0

38
5

26
028

5

10
0

85

15
0

89
0

19
5

16
0

85

20
0

28
0

530

410 200

200

呼び名
ふ　た
縁　塊
上部側塊
中部側塊
下部側塊
底　塊

質量(kg)

54

35

52
22

36
24

紋章

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ふた縁塊 底 塊
530

200410 =

04mm12本

(0530
55 0420 55

0350
Q120

紋章)
35 35 FCD 10mm

S
0 8

2001
品

8 S 下部側塊・底塊

1
ふた縁塊
04mm

d4mm
上部側塊

ま
12本

中部側塊
下部側塊

40 e 82
40 0450

す18 LO
00

ウ

00 20 20 LO0 品

6

下部側塊
b

0450 4040
d4mm

100R
2S

0LO 9 泥溜 8 1品品

g 0 g 8
8-

d
0

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)ふた 24

縁 塊 36
上部側塊 35
中部側塊 22
下部側塊 52
底 塊 54

底塊
クラッシャラン

(RO-40)530
底塊 04mm

特
記
事
項

タイプ7接続雨水桝構造図
(0450)(宅地外)

9-6



タイプ８接続雨水桝構造図
（φ６００）

FCD 10mm
ﾀﾞｸﾀｲﾙ　10mm50

20

20 20

φ60045 45

φ4mm

φ4mm
12本

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

130

10
45

10
10

10
10

10
10

45
10

20

質　量　表（参　考）

底　塊ふた 縁塊

φ4mm 12本

12
0°

120°

120°
100Ｒ

45 φ600 45
φ4mm

φ4mm

50

泥溜

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

底塊

9-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊

下部側塊

底塊

令和６年４月

φ860

φ580

90

690

13
95

20
0

20
0

15
0 60

90

35
5

19
5

10
0

29
0

20
0

20
5

85

11
90

28
0

85
16

0

20
5

19
5

860

670

200

20020
0

200

φ680 90

呼び名 質量(kg)

（２個）
下部側塊
底　塊

上部側塊
中部側塊

縁　塊
ふ　た

43

94
74

110
97

73

紋 章

令和6年4月 横浜市下水道河川局
底 塊ふた 縁塊

200-
04mm12本

0860
0680
0580

90

FCD
50ダクタイル

10mm
10mm

90 S
50 0

宮
120°20e

130

8 11

-品 ふた縁塊8 0

紋章
1200

上部側塊

9 04mm
中部側塊

200

670
860

0600 下部側塊・底塊

す 04mm 8
45

12本 :0

0 下部側塊
9 2
0
9

8

28

9 45
00
0 8LO

1 S
LO
LO S

200
LO01 S
LO
001

00 S8
1 8

g

下部側塊
q

45d4mm

P
45 0 d0600

勇 0
2
d

泥溜

20 LO0 品1
LO00

品0 8 1 Sd 9
4

底塊
クラッシャラン

(RC-40)

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)ふた 73

縁 塊 110
上部側塊 97

(2個)
中部側塊 43

下部側塊 74
底 瑰 94

0

690
底塊 04mm

特
記
事
項

タイプ8接続雨水桝構造図
(0600)

9-7



（φ７００）
タイプ９接続雨水桝構造図

110

50 ﾀﾞｸﾀｲﾙ 10mm

FC 10mm20

50

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

25 25

50 φ700 50

10
10

10
10

10
10

10

φ5mm

φ5mm
12本

20

10
50

ふた 縁塊 底　塊

質　量　表（参　考）

12
0°

120°

120°

φ5mm 12本

100Ｒ

50 φ700 50

φ5mm

φ5mm

ふた縁塊

上部側塊

中部側塊A

中部側塊B

下部側塊

底塊

泥溜

9-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊
下部側塊

底塊

令和６年４月
φ860

90φ680

φ580

90

φ160

800

17
00

20
0

15
0 60

90

20
0

40
0

45
5

19
5

29
5

85
21

0

10
0

19
5

21
0

16
0

85

28
0

14
90

860

670

200

20020
0

200

紋 章

ふ　た

上部側塊

下部側塊

中部側塊Ａ
中部側塊Ｂ

底　塊

縁　塊

呼び名 質量(kg)
73

127
130

59
118

90
110

令和6年4月
ふた縁塊

横浜市下水道河川局
底 塊

200 05mm 12本90
d0860
0680
0580
Q160

90
50 ダクタイル 10mm50

20 FO 10mme 0 宮8 2 ふた縁塊 0 1品1 8 120°

110 (紋章
200

0S
2S
2

9
上部側塊

05mm
井

d5mm
中部側塊A

す
オ

12本

中部側塊B
0 8

さ

0

670
200

860 下部側塊・底塊 下部側塊
早

:
9

50

0
0

下部側塊
0
半

50 90
0700 50 d700

d

0

0 50
0
0 05mm

25 25 勇LO0
品-

0

LO
LO子 S

16 S
60

9LOQ

g

0
泥溜 0

0
レ 品 S0 8 1

底塊
品

クラッシャラン

(RO-40)

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)

ふ た 73
縁 塊 110
上部側塊 90
中部側塊A 59
中部側塊B 118
下部側塊 127
底 瑰 130

底塊 05mm

800

特
記
事
項

タイプ9接続雨水桝構造図
(0700)

9-8



（φ４５０）
タイプ１０接続雨水桝構造図

FC 7mm35 35

20 20

φ45040 40

(RC-40)
ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

10
10

50

10
10 φ4mm

φ4mm
12本

10

ふた 縁塊 下部側塊

質　量　表（参　考）

φ4mm 12本

φ4mm 

φ4mm

φ4mm

φ45040 40

100Ｒ

上部側塊

中部側塊

下部側塊

中部側塊

底塊

9-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下部側塊・底塊
下部側塊

底塊

令和６年４月

φ530

φ420

φ350

φ120

55 55

530

15
0

10
70

26
0

15
0

45
0

10
0

60

27
0

89
0

26
0

530

410 200

200

（２個）
中部側塊
上部側塊
ふ　た

底　塊
下部側塊

呼び名

27
62

56

21

質量(kg)
21

紋章

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ふた縁塊 下部側塊

530
200410 =

04mm 12本

04mm

紋章
0530

55 (0420 55
d0350 35 FO 7mm
Q120

35

S
8 P 200上部側塊S

9
8 9

d4mm
料 中部側塊

d4mm
12本9 品

40

下部側塊・底塊
下部側塊

40 P 450 9
40

04mm

P

S S 40 d450

尋 20
品

20
下部側塊 品 勇

0

品-
8

g

中部側塊
底塊0 0 -

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)ふた 21

上部側塊 56
中部側塊
(2個) 21

下部側塊 62
底 瑰 27

底塊 d4mm
530 クラッシャラン

(RC-40)

特
記
事
項

タイプ10接続雨水桝構造図
(0450)

9-9



（宅地内用φ３００）
接続雨水浸透桝構造図

（下流側がＬＵ型側溝の場合）

透水シート

浸透箇所

9-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

100 300 100

10
0

Ｌ
30

0
10

0

20
0

10
0

単粒度砕石

４ 号

洗　砂

φ100

注）１．桝の材質については，既成コンクリート及び合成樹脂等の多孔浸透桝とする。

　　２．蓋の載荷重強度はＴ－２とする。また，紋章については，「しんとう」「浸透」のマ－クを記入したものとする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

100 300 100

g
8

1
0 0 0 Q100 g

」
0 0 0

0 0 0

: 単粒度砕石
4 号 浸透箇所

4△

透水シートg 洗 砂

特 注)1.桝の材質については、既成コンクリート及び合成樹脂等の多孔浸透桝とする。
記 2.蓋の載荷重強度はT-2とする。また、紋章については、「しんとう」「浸透」のマークを記入したものとする。

事
項

接続雨水浸透桝構造図
(宅地内用0300)

(下流側がLU型側溝の場合)
9-10



接続雨水浸透ます（タイプ１）

9-11

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

構造図

透水シート

浸透箇所24箇所

浸透箇所25箇所4 号
単粒度砕石

洗 砂

40
40

25

浸透箇所

25

透水シート

50

35

7025

4 号
単粒度砕石

有穴部詳細 有穴側塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

有穴側塊

有穴底塊

有穴底塊

質　量　表（参　考）

3
5

しんとう

ふ　た

令和６年４月

200

87
0

200

14
20

55
0

25
0

20
0

10
0

Φ930

Φ530

Φ530

45
0

Φ
53
0

20
0

20
0

20
0

53
0

Φ
53
0

φ410

呼び名 質量(kg)

21

21
56

ふ　　　た
上部側塊
中部側塊

有穴底塊
有穴側塊

25
28
62下部側塊

令和6年4月 横浜市下水道河川局

1530

ふ た
上部側塊 dp410

中部側塊

品

単粒度砕石S 4号
00

38000 S0
品 品0

下部側塊

8
さ

200 200 透水シート
んとう

S品
厂 浸透箇所24箇所 0000

有穴側塊

品 S
6C
( 4号 有穴底塊 透水シート単粒度砕石

浸透箇所25箇所

g 洗砂

1930
有穴部詳細 有穴側塊0530

g
質 量 表(参 考) O000oO00O 5品 尋 0-0-0-0-O000O00O

囗
S 0 1 0

品
6 匚

20 1 0

25 20g 浸透箇所

呼び名 質量(kg)
ふ た 21
上部側塊 56
中部側塊 21
下部側塊 62
有穴側塊 28
有穴底塊 25

有穴底塊

特
記
事
項

接続雨水浸透ます(タイプ1)
構造図

9-11



接続雨水浸透ます（タイプ２）

9-12

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

構造図

透水シート

単粒度砕石
４　号

洗　砂

FC　10mm

有孔底部ブロック孔詳細図

2
5

35

25

35

浸 透 箇 所

下部側塊

単粒度砕石
４　号

ふた　縁塊

質　量　表（参　考）

下部側塊

中部側塊

側　　塊

異形甲

縁　　塊

ふ　　た

令和６年４月

φ530

200

9
20

20014
7
0

5
50

2
5
0

20
0

10
0

φ950

φ550

4
50

3
40

4
0
0

15
0

16
0

1
20

20
0

20
0

5
50

9
50

φ25

φ35

5
0

3
4
0

550

Φ410

Φ530

側　　　塊 22
74
84

中部側塊
下部側塊

異　形　甲
縁　　　塊
ふ　　　た

36
21

35

質量(kg)呼び名

とんし う

令和6年4月 横浜市下水道河川局

(1530
F0 10mm ふた 縁塊

ふ た 8
15308 縁 塊

単粒度砕石

888
4 号

000386 異形甲 1410

品 側 塊 8 品
中部側塊8

8
S
さ

ど

200 200
透水シート 8

800

居 8
下部側塊

0 0 0
880
89 8

0 0 0

品 8 89808 4 号
単粒度砕石

8 洗 砂 有孔底部ブロック孔詳細図 下部側塊
035

(0550 質 量 表(参 考)(0950
品

025

居 350 1 0 5
0 0

25 1

呼び名 質量(kg)ふ た 21
縁 塊 36
異 形 甲 35
側 塊 22
中部側塊 74
下部側塊 84

浸透箇所
550

特
記
事
項

接続雨水浸透ます(タイプ2)
構造図

9-12



接続雨水浸透ます

9-13

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

10
0

31
0

鉄
版
は

黒
色

塗
装
と

す
る

L=6mmP

32
0

10
0

12
0

54

15

φ18

30
20

φ120

φ22

470

4@80=320746

480

480

80

L=6mmP

30
50

D13-5本
6

D13-5本

74

40
54

6
60

40

60

コンクリートふた

120120 240

6

D10-2本

5
5

120

115

1
4
8

9
0

5
8

D10-2本

D10-7本

500

385

500

285

D10-4本

95

縁塊

8
0

95

1
7
5

D10-2本

5
5

4
5

4
0
0

6
0
0

5
5

45

A

85

500

115

B

300

R210

R210

6
0
0

9
0

4
2
0

9
0

A

上部側塊

B φ５

90

5050

φ5

φ550

φ450

1
5
0

50

1
2
0

1
0

2
0

A-A断面図

φ550

φ450 50

1
2
0

1
0

2
0

1
5
0

600

420 90

B-B断面図

手掛けは溶融亜鉛メッキ処理とする

M12用ネジ切L=35mm

コンクリ－トふた用手掛け

M12用ワッシャ－

M12用ナット

35

（タイプ３・４）ふた等構造図

質　量　表（参　考）

32
0

500

85300115

120

17
0

うしんと

30
呼び名 質量(kg)

52
50

ふ　　　た
縁　　　塊
上部側塊

令和6年4月 横浜市下水道河川局

コンクリートふた 上部側塊縁塊 D10-2本

L
9 0 0 9

〒 LO 4 B 05

8
120 240 120 0

Q
- g 古 D10-2本ね

品

品 8 9
6 ( 19挑

S 供

は
99 品

D10-7本
0 �

世 8
趙 g笠

古

6 74 4@80=320 74 6
6

PL=6mm D13-5本

8 8
AD10-4本 R210

8 8 A

d 8
L0 R210

480 L
D13-5本

120 285 95 D10-2本
8

480

500

co 115 300 85
20
30 (120 9 品

H618 0 品 9 品 ピ
470 8 8 H022

0 0d 2 500
品

PL=6mm B
115 385

500 A-A断面図 B-B断面図
600

コンクリートふた用手掛け
500質 量 表(参 考)

115 300 85 8 Q90 420 90

ふ
呼び名 質量(kg)

た 30
縁 塊 52
上部側塊 50

M12用ワッシャー S2 1
曹

M12用ナット
120 M12用ネジ切L=35mm

S -品
S

1 8 品

S05
50 d450 50

0550

50 0450 50

0550手掛けは溶融亜鉛メッキ処理とする

特
記
事
項

接続雨水浸透ます
(タイプ3・4)ふた等構造図
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接続雨水浸透ます（タイプ３）

9-14

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

構造図

宅地排水管
（Φ100mm）

取付管
（Φ200mm）

A

B

A

B

合成ゴム

不織布

有孔底部ブロック

底フィルター
φ200

フィルター層用砂

透水シート

単粒度砕石
S-30（4号）

有孔底部ブロック

単粒度砕石
S-30（4号）

透水シート

フィルター層用砂

Φ550

35

平 面 図 A-A 断面図 B-B 断面図

有孔底部ブロック孔詳細図
底フィルター図（参考）

平面図 断面図

質　量　表（参　考）

縁　　塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

600

900

5
00

7
00

Φ430

15
5

900

600

45
0

10
0

45
0

13
6
5

20
0

1
44
0

700

10
0

10
0

380120

40
0

3
40

90

25
0

15
0

φ25

呼び名 質量(kg)

74

52
50

縁　　　塊
上部側塊
中部側塊

84下部側塊

φ35

5
0

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面図 A-A 断面図 B-B 断面図
600 120 380

B
900

600
宅地排水管 8(1100mm)

縁 塊

上部側塊 品

中部側塊
呂

S
0200

底フィルター
2688

8
星

0 下部側塊

居
0550

A 8080
取付管 B

(1200mm)

A 尋 00
80
000020(

g
透水シート

0
8-00600

0
00 尋

8900000
有孔底部ブロック 透水シートS

有孔底部ブロック g 404 g
フィルター層用砂単粒度砕石 フィルター層用砂 単粒度砕石

S-30(4号) -S-30(4号)
900

700質 量 表(参 考) 底フィルター図 (参考)
平面図 断面図

有孔底部ブロック孔詳細図呼び名 質量(kg)
縁 塊 52
上部側塊 50
中部側塊 74
下部側塊 84

035

品
00 00 不織布 00 0

Ooo 5o00,

00o0 00 合成ゴム 1430

ooo 山0
0 0 025

特
記
事
項

接続雨水浸透ます(タイプ3)
構造図
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接続雨水浸透ます（タイプ４）

9-15

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

構造図

底フィルター図（参考）

平面図

断面図

宅地排水管
（Φ100mm）

取付管
（Φ200mm） B

A

B

浸透管（C150mm）
L=2000mm

C

A

キャップ

C

浸透管（Φ150mm）
L=2000mm

ゴミ除去ﾌｨﾙﾀｰ

Φ200

単粒度砕石
S-30（4号）

10
0

底ﾌｨﾙﾀｰ

有孔底部ブロック フィルター層用砂

1
00

浸透管（C150mm）
L=2000mm

ゴミ除去ﾌｨﾙﾀｰ

有孔底部ブロック

キャップ

1
00

フィルター層用砂

単粒度砕石
S-30（4号）

9
0

3
5

有孔底部ブロック

Φ550

10
0

単粒度砕石
S-30（4号）

透水シート

有孔底部ブロック

透水シート

フィルター層用砂

90

Φ550

35

1
00

有孔底部ブロック孔詳細図

φ25

φ35

平 面 図

A-A 断面図

B-B 断面図

C-C 断面図

質　量　表（参　考）

縁　　塊

上部側塊

中部側塊

下部側塊

不織布

合成ゴム

600150

70
0 50

0

2125

550

600

14
90

44
0

1
50

175

2
50

1
50

4
00

5
25

7
25

2150

16
0

1
60

14
15

14
90

44
0

1
50

700

25
0

40
0

1
50

1
75

1
60

380 120

380

2
50

14
90

14
1
5

44
0

700

1
50

40
0

1
50

1
75

120

5
0

1
55

φ430

調整側塊は高さに合わせて使用すること。

下部側塊 109
中部側塊
上部側塊
縁　　　塊

50
52

74

質量(kg)呼び名

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面図 B-B 断面図
120 380 底フィルター図 (参考)

B C
150 600 2125

平面図宅地排水管
浸透管(C150mm) キャップ 品 ピ(1100mm)
/L=2000mm 品

S 呂
星

g 4
O
き

0550 00
星 0 0 透水シート0

品 0 有孔塵部ブロック
8 14

0 0
0 0 00000

00O1Ooo
ooo00 0 00 0

A4PA
取付管 B 9 断面図

(1200mm)

ゴミ除去フィルター

浸透管(0150mm)
/L=2000mm

単粒度砕石 700 フィルター層用砂 不織布 日0
S-30(4号)

上
1

A-A 断面図
世

合成ゴム 0430

600 035 380 120

有孔底部ブロック孔詳細図 0-0 断面図
8

11
有孔底部ブロック

品
品

品縁 塊 025 ピ
品 上部側塊

品

呆

中部側塊

星
早 底フィルター ゴミ除去フィルター 浸透管(C150mm) キャップ

/L=2000mm

下部側塊

Q

T 8
品
8 g

g
0800

品

早
尋

Op55 呆
透水シート 81 0o1。00

有孔底部ブロック 邑
8

質 量 表(参 考)
き 呼び名 質量(kg)

縁 瑰 52
上部側塊 50
中部側塊 74
下部側塊 109単粒度砕石 有孔底部ブロック フィルター層用砂

フィルター層用砂 700 単粒度砕石S-30(4号)
175 550 2150

S-30(4号)

特 調整側塊は高さに合わせて使用すること。
記
事
項

接続雨水浸透ます(タイプ4)
構造図
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雨水浸透ます（タイプ１・２）

9-16

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

ふた

A

ふた等構造図

　注）ふたは、雨水桝蓋もしくは性能規定型雨水桝蓋を用いる。

3
7

R30

縁塊

5
5

4
5

5
5

5
5
4
5

D10-2本

D10-4本 D10-2本

D10-2本

D10-7本

4
0

5
8

受枠

質量表（参考）

85

R2
10

φ5

R210

A

B
B

上部側塊

85

A-A断面図 B-B断面図

2
0

1
0

50 50 50 50

2
0

1
0

φ5

470

470

3
2
7

500
120 285 95

6
0
0

4
0
0

500
115 385

1
3
5

1
7
5

901
4
8

500
115 300

6
0
0

4
2
0

9
0

9
0

500
115 300

600
90 420 90

1
2
0

1
5
0

φ550
φ450

φ550
φ450

1
2
0

1
5
0

上部側塊
縁　　　塊
ふ　　　た

50
57

質量(kg)呼び名
24

令和6年4月 横浜市下水道河川局

上部側塊

ふた 縁塊 0 05

D10-2本

0 LO0LO

LO

D 8

810
4A

0つ D10-2本 3 早8 A冖

受枠
早邑

忍台
470

品D10-7本
▲1▲ LO

口 18
16 6 ピ

470
115 300 85

0 500
D10-4本 120 285 95 D10-2本

500 00
早 A-A断面図 B-B断面図

宀 9 500

さ
°000

0 0 d
日LO

115 300 85 8品 00
600

90 420 90 8
質量表(参考) 115 385

9 思品 やア1
16500

p

05
88

呼び名 質量(kg)
ふ た 24
縁 塊 57
上部側塊 50

50 1450 50 S 50 1450 50 2
(0550 (1550

特 注)ふたは、雨水桝蓋もしくは性能規定型雨水桝蓋を用いる。
記
事
項

雨水浸透ます(タイプ1・2)
ふた等構造図
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雨水浸透ます（タイプ１）

9-17

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

構造図

取付管
（Φ200mm）

A

B

A

B

φ25

有孔底部ブロック

底フィルター

φ200

フィルター層用砂

透水シート

単粒度砕石
S-30（4号）

有孔底部ブロック

単粒度砕石
S-30（4号）

フィルター層用砂

Φ550

透水シート

平 面 図 A-A 断面図 B-B 断面図

底フィルター図（参考）

平面図 断面図
有孔底部ブロック孔詳細図

縁塊
上部側塊

中部側塊

下部底塊

質　量　表（参　考）

不織布

合成ゴム

600

900

50
0

70
0

φ35

50

900

600

45
0

1
00

45
0

13
65

2
00

14
4
0

700

1
00 1
00

380120

40
0

34
0

25
0

15
0

17
5

15
5

Φ430 下部底塊
中部側塊
上部側塊

74
50

84

質量(kg)呼び名

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 A-A 断面図 B-B 断面図
B 600 120 380

900

600

上部側塊 8 縁塊

ピ

品

中部側塊呂
S

底フィルター
0200

早

星
下部底塊

188
0

A A 居
取付管 B

(0200mm) 尋

032808

底フィルター図 (参考) g
単粒度砕石
S-30(4号)

0550 OO0
380 0 08 透水シート 0 0 0 08 尋

透水シート有孔底部ブロック
有孔底部ブロックS 8000

00000
g 40 昌

フィルター層用砂
単粒度砕石
S-30(4号)

44

900 700
フィルター層用砂

平面図 断面図 有孔底部ブロック孔詳細図 質 量 表(参 考)
035

0 0 00 不織布 戌00 0

0o0000ト000 世0°o00 00 合成ゴム 14300 0
品

呼び名 質量(kg)
上部側塊 50
中部側塊 74
下部底塊 84

025

特
記
事
項

雨水浸透ます(タイプ1)
構造図
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雨水浸透ます（タイプ２）

9-18

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

構造図

フィルター層用砂

単粒度砕石
S-30（4号）

浸透管（Φ150mm）
L=2000mm

ゴミ除去ﾌｨﾙﾀｰ

φ200

単粒度砕石
S-30（4号）

10
0

底ﾌｨﾙﾀｰ

有孔底部ブロック フィルター層用砂

10
0

浸透管（C150mm）
L=2000mm

ゴミ除去ﾌｨﾙﾀｰ

有孔底部ブロック

キャップ

10
0

φ35

φ25

取付管
（Φ200mm） B

A

B

浸透管（C150mm）
L=2000mm

C

A

キャップ

C

透水シート

90 35

有孔底部ブロック

Φ550

10
0

単粒度砕石
S-30（4号）

有孔底部ブロック

透水シート

フィルター層用砂

9
0

Φ550

3
5

10
0

平 面 図

A-A 断面図 有孔底部ブロック孔詳細図

B-B 断面図

C-C 断面図

底フィルター図（参考）

平面図

断面図

縁塊

上部側塊

中部側塊

下部底塊

質　量　表（参　考）

合成ゴム

不織布

550

600

14
90

44
0

1
50

175

2
50

1
50

4
00

52
5

72
5

2150

16
0

1
60

5
0

600150

70
0 5
00

2125

1
41
5

1
49
0

4
40

1
50

700

25
0

4
00

15
0

17
5

16
0

380 120

380

25
0

1
49
0

14
15

4
40

700

15
0

40
0

15
0

1
75

120

φ430

15
5

調整側塊は高さに合わせて使用すること。

呼び名 質量(kg)

109

50
74

上部側塊
中部側塊
下部底塊

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 B-B 断面図 底フィルター図 (参考)
120 380B C

150 600 2125 縁塊 平面図
浸透管(C150mm) キャップ 8 ピ 上部側塊
L=2000mm

品
中部側塊

0 0
0 000

0O0000
4100000000 00
0 0S 呂 8

8
L
き

0550 080 下部底塊星
150016OO° 透水シート8 388 1

A4 断面図PA
取付管 B 9(1200mm)

ゴミ除去フィルター

浸透管(中150mm)
/L=2000mm

単粒度砕石 700
フィルター層用砂

-S-30(4号) 有孔底部ブロック

合成ゴム
0430

不織布 0
5

1

A-A 断面図 有孔底部ブロック孔詳細図 0-0 断面図V

e
辺立

有孔底部ブロック

600 035 380 120

品

8 025 ピ 邑

品 品

8
早 底フィルター 2 ゴミ除去フィルター 浸透管(C150mm) キャップ

/L=2000mm LO
き

星

1T11 8
0000

8

品

g
8

Op550

透水シート
8 0000 星

8d 8
8

質 量 表(参 考)
呼び名 質量(kg)

上部側塊 50
中部側塊 74
下部底塊 109品 818

有孔底部ブロック フィルター層用砂 フィルター層用砂
単粒度砕石 175 550 2150

有孔底部ブロック S-30(4号)
700 単粒度砕石

S-30(4号)

特 調整側塊は高さに合わせて使用すること。
記
事
項

雨水浸透ます(タイプ2)
構造図
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樹脂製接続ます施工標準図
（JSWAS K-7）

9-19

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

公共ますインバート部

立上り部

曲管

樹脂製ふた

本管

曲管

支管

取付管

ます内径と深さ

※雨水ますの場合は泥だめを含まない深さとする。

300mm以上

200mm以上

ます内径 深　　さ

1.5m未満

1.0m以下

ます内径と深さの表は、取付管径150mmの場合であり、200mmの場合は深さ1.0m以下についても、ます内径300mm以上とする。

樹脂ますの設置は、宅地内を原則とし、取付管は硬質塩化ビニル管とする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

樹脂製ふた

立上り部

曲管

町山
1

UU 曲管

支管
本管公共ますインバート部

取付管

ます内径と深さ
ます内径 深 さ

200mm以上 1.0m以下

300mm以上 1.5m未満

※雨水ますの場合は泥だめを含まない深さとする。

特 ます内径と深さの表は、取付管径150mmの場合であり、200mmの場合は深さ1.0m以下についても、ます内径300mm以上とする。
記 樹脂ますの設置は、宅地内を原則とし、取付管は硬質塩化ビニル管とする。
事
項

樹脂製接続ます施工標準図
(JSWAS K-7)
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樹脂製接続ます設置例
及びふた構造図

9-20

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

基
礎

厚
さ

　
ｄ

樹脂製ふた

立上り部

流入管

汚水ます設置例

15
cm

以
上

雨水ます設置例

基礎砂基礎幅　Ｂ

流入管
底部（汚水ます底部）

取付管

立上り部

樹脂製ふた

取付管

底部（雨水ます底部）

樹脂製公共ます

各寸法等の名称

接着

土
被

り

ふた枠

ふた

接着

立上り管

ま
す

深
さ

　
ｈ

開閉器差し込み口

ふた名称表示

ふた構造図（例）

凹凸模様
滑り止め

（JSWAS K-7）

基礎幅　　B=内径+50mm以上
基礎厚さ　d=50mm以上

接続 あめ

接続 ます

接続 おすい汚　　水

合　　流

雨　　水

接続
○○

日本下水道協会規格　K-7規格のR-90WYまたはR-ST、K-8のＲＴを標準とし、ＲＴに接続を行う場合は接続リングを使用すること。
なお、硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製ますにおける、ます内径300mm以上については、JSWAS　K-7規格「５．品質」に準じた製品とすることができる。

蓋の表面には、滑り止め防止の凹凸模様を設けるものとする。ただし、その模様は規定しない。

日本下水道協会規格　K-7、K-8の90WY及び90WY-RまたはS及びS-Rを標準とし、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会規格のPMMS-007
  についても使用することができる。

２　雨水ます

３　樹脂製ふた

１　汚水ます（合流ます）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

各寸法等の名称
ふた

ふた枠 ふた構造図(例)
接着 立上り管

3 C挫H れU
黙接着 ね
H6

樹脂製公共ます 滑り止め
凹凸模様

接続
OO基礎厚さ d=50mm以上

基礎幅 B=内径+50mm以上
O
れU�
盤
期 基礎幅 B 基礎砂

開閉器差し込み口汚水ます設置例
樹脂製ふた

雨水ます設置例
樹脂製ふた

立上り部 ふた名称表示
立上り部

底部(雨水ます底部) 汚 水 接続 おすい
底部(汚水ます底部) 流入管 取付管 雨 水 接続 あめ

流入管 取付管

合 流 接続 ます
0

(( 0(
亠
△
L00
8

特 1 汚水ます(合流ます) 日本下水道協会規格 K-7,K-8の90WY及び90WY-RまたはS及びS-Rを標準とし、プラスチック・マスマンホール協会規格のPMMS-007 樹脂製接続ます設置例
についても使用することができる。記 2 雨水ます 日本下水道協会規格 K-7規格のR-90WYまたはR-ST,K-8のRTを標準とし、RTに接続を行う場合は接続リングを使用すること。 及びふた構造図

事 なお、硬質塩化ビニル製ますにおける、ます内径300mm以上については、JSWAS K-7規格「5.品質」に準じた製品とすることができる。 (JSWAS K-7)項 3 樹脂製ふた 蓋の表面には、滑り止め防止の凹凸模様を設けるものとする。ただし、その模様は規定しない。
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（φ４５０用）

タイプ１，７接続桝縁塊

Ａ

Ａ

φ6mm

Ａ－Ａ 断面

φ4mm

φ6mm

ﾀ
ﾞｸ

ﾀ
ｲ
ﾙ

 1
0m

m

10
20

5
5

接続桝紋章種別表

9-21

記

項
事

特

令和６年４月 横浜市下水道河川局

及び蓋構造図（１）
53

0

90
35

0
90

60
30

30
60

30
30

12
0

120

60 60

42
0

41
0

材　 質

載荷重 T-14　　i＝0.3

ｺﾝｸﾘ-ﾄ σck=30N/mm 2

合流式

分 流 式

汚水 雨水

おすい あ め

あ めおすい
宅地外

宅地内

（注）　紋章の材質 ＦＣ ２００

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A-A 断面

-A d4mm

LO

19

8 8
88d 接続桝紋章種別表

1 分流式
合流式

汚水 雨水

00
品 品

06mm
p

8 呆 8
9g
8 61

ミ 6
宅地内 おすい あめ

d6mm 1 50 宅地外 おすい あめ
8
8
8 8

LO 8
(注)紋章の材質FC 200-A 10

60_ 60
120

特
記 材 質 コンクリート Ock=30N/mm2
事 載荷重 T-14 i=0.3
項

タイプ1,
及び蓋構造図(1)

(0450用)
7接続桝縁塊
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タイプ２，３，８，９接続桝縁塊

（φ６００，φ７００用）

Ａ

Ａ

φ9mm

φ4mm

φ9mm

Ａ－Ａ 断面
φ4mm

φ9mm

ﾀ
ﾞｸ

ﾀ
ｲ
ﾙ

 1
0m

m

10
10

10

20

5
5

9-22

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

及び蓋構造図（２）

令和６年４月

86
0

14
0

58
0

14
0

90
50

50
90

50
50

150

60 90
68

0

65
0

16
0

67
0

材　 質

載荷重

ｺﾝｸﾘ-ﾄ σck=30N/mm 

T-14 　　i＝0.3

2

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A-A断面 d4mm

8 LO 8 g1
7品
品d9mm

2

8 0 品 088 品 邑 -

d9mm

d4mm
5ミ5

d9mm8
品

98
8 1gLO

8
△

10
60 90

150

特
材 質 コンクリート ock=30N/mm°記

事 載荷重 T-14 i=0.3
項

タイプ2,3,8,
及び蓋構造図(2)

0700用)
9接続桝縁塊

(0600,
9-22



タイプ１雨水桝布設図

平　面　図 側　面　図 Ａ－Ａ断面図

材　料　表 質　量　表

φ
450

340R

34
0R

340R

Ａ

Ａ

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

14
0R

160R

140R 16
0R

10
20

10
10

50

65

2820 2

35

50 φ450 50

55 φ440 55

10

注）１．雨水桝（タイプ１）は、Ｌ型側溝タイプ１、２に適用する。
     ２．取付管の最小土被りは0.60mとする。

20

縁塊

上ブロック

中ブロック

下ブロック

9-23

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

665

95 475 95

60
0

65
47

0
65

89
0

30
0 20

0
90

15
0

40
0

34
0

φ550

60 φ430 60

φ470 65

600

14
0

10
0

φ550

11
70

18
0

89
0

10
0

665

165 500

89
0

15
0

40
0

34
0

90
20

0

(RC-40)

種　別
(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

タイプ１

下ブロック

中ブロック

上ブロック

縁　塊

種　別 質量(kg)

89

88

74

600.024m3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 側 面 図 A-A断面図A 665

665 600 165 500

95 475 95 縁塊

0
65 0470 65

8
8
ヘ

g18

8
ヘ

上ブロックS8 8
340R340R 8

忌
8g

品 8 8 S 20 2 28 881
50

中ブロック
50 0450

8 8 1
40F

60R

8 55 d440 55
ウ

9 8
6

8
品

△ 下ブロック
20

居

S
8 :

居

8ウ

g g
材 料 表 質 量 表

60 0430 60 0550

0550 クラッシャラン

(RC-40)
種 別 クラッシャラン 種 別 質量(kg)

(RC-40) 縁 塊 89
タイプ1 0.024m3 上ブロック 60

中ブロック 74
下ブロック 88

A
特 注)1.雨水桝(タイプ1)は、L型側溝タイプ1,2に適用する。
記 2取付管の最小土被りは0.60mとする。

事
項

タイプ1雨水桝布設図
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タイプ２雨水桝布設図

平　面　図 側　面　図 Ａ－Ａ断面図

材　料　表 質　量　表

50

21
0R

21
0R

Ａ

Ａ

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

140R 16
0R

14
0R

160R

35

55 φ440 55

50 φ450 50

90 90

228 20

10
10

20
10

50

10

注）取付管の最小土被りは0.60mとする。
         現場打ちコンクリートを施工し、エプロンのとおりを一致させる。
     ２．Ｌ型側溝にタイプ３、４に雨水桝を設置する際は、雨水桝の前面にＬ型側溝のエプロンの幅及び厚さに併せて
注）１．雨水桝（タイプ２）は、Ｌ型側溝タイプ３～６に適用する。

縁塊

上ブロック

中ブロック

下ブロック
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

500

85300115

60
0

90
42

0
90

φ430

φ550

60 60

10
0

600

14
0

φ420

89
0

90

25
0

15
0

15
0

40
0

34
0

380

500

120

φ550

89
0

40
0

34
0

15
0

15
0

90

11
65

89
0

17
5

10
0

(RC-40)
種　別

(RC-40)

タイプ２

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

下ブロック

中ブロック

上ブロック

縁　塊

種　別 質量(kg)

57

88

74

500.024m3

令和6年4月 横浜市下水道河川局
A-A断面図平 面図 側 面 図A 500

500 600
縁塊

120 380

115 300 - 85 50

8
品

8
8168 90-===Q420-90

8
上ブロック S8

LO-
N
5 S 28 2 20

8 8 5 50

邑

(d450 50
中ブロック

8 8 140R
60R

8 55 d440 55 g
2

8
8

下ブロック
1

品
8:

80
60R

0g 20
居

8
g g1

材 料 表 質 量 表 60 0430 60 0550

0550 クラッシャラン

(RC-40)種 別 クラッシャラン 種 別 質量(kg)
(R0-40) 縁 塊 57

タイプ2 0.024m3 上ブロック 50
中ブロック 74
下ブロック 88

A
特 注)1.雨水桝(タイプ2)は、L型側溝タイプ3~6に適用する。
記 2.L型側溝にタイプ3,4に雨水桝を設置する際は、雨水桝の前面にL型側溝のエプロンの幅及び厚さに併せて

現場打ちコンクリートを施工し、エプロンのとおりを一致させる。事
項

注)取付管の最小土被りは0.60mとする。
タイプ2雨水桝布設図
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タイプ３雨水桝布設図

平　面　図 側　面　図

材　料　表 質　量　表

210R
210R

210R
210R

50
10

20
10

16
0R

120R

25

55440

5045050
5045050

220 28

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

28220

         現場打コンクリートを施工し、エプロンのとおりを一致させる。
     ２．Ｌ型側溝タイプ３、４に雨水桝を設置する際は、雨水桝の前面にＬ型側溝のエプロンの幅及び厚さに併せて
注）１．雨水桝（タイプ３）は、Ｌ型側溝タイプ３～６に適用する。

注）取付管の最小土被りは0.60mとする。

縁塊

上ブロック

中ブロック

下ブロック
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

φ
20

0

600

9042090

600

9042090

1200
50

0

11
5

30
0

85
600 600

89
0

40
0

34
0

15
0

10
0

14
0

φ
20

0
15

0

φ550

60 φ430 60

φ550

φ430 6060

90 420 90 90 420 90

(RC-40)

タイプ３

種　別
(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 種　別 質量(kg)

下ブロック

中ブロック

上ブロック

縁　塊

100

176

148

114

0.048m3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 側 面 図

1200 600 600

600 600

90 420 90 90 420 90 縁塊
8 90 420 90 90 420 90

F
18

20 228
上ブロック

呂 8 31宮0210R
210R

210R

50

20 228

50 450S 50 450 50

8
品 9

中ブロック
1

60 440S 55 g
608

8 5
下ブロック居

ウ

80
A !

60 0430 60 60 0430 60 クラッシャラン
(RC-40)0550 0550

材 料 表 質 量 表

種 別 クラッシャラン 種 別 質量(kg)
(R0-40) 縁 塊 114

タイプ3 0.048m3 上ブロック 100
中ブロック 148
下ブロック 176

特 注)1.雨水桝(タイプ3)は、L型側溝タイプ3~6に適用する。
雨水桝の前面にL型側溝のエプロンの幅及び厚さに併せて記 2.L型側溝タイプ3,4に雨水桝を設置する際は、

現場打コンクリートを施工し、エプロンのとおりを一致させる。事
項

注)取付管の最小土被りは0.60mとする。
タイプ3雨水桝布設図
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雨水桝蓋構造図

9-26

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

Ａ－Ａ断面図

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

C

C

Ｂ－Ｂ断面図

Ｃ－Ｃ断面図

FCD600

Ｔ－25　ｉ＝0.4載荷重

材　 質

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

10

12

19

12

12

15

4

5

5
2

10.86.5

10

11

108.5

6

9 16.5

8

HP「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照）

・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること（横浜市下水道河川局

470

8080

6060 20

80

38

23

40

20

37

23

32
7

令和6年4月 横浜市下水道河川局

B-B断面図
80 12 80 B

2 4 105
9
12

80

A 2 5
/

4 1
K 12品

0
FZ

ま 1
L2

M
8

佐 N ∞
6.5 10.8g 10

A

B_60 20 60

A-A断面図 O-C断面図
23

470

9 20 16.5 11

1
E 0

1
106 8.5

特 注)蓋裏にメーカ一名、製造年、材質を記入する。

記
事

材 質 FCD600

項 載荷重 T-25 i=0.4
・本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること(横浜市下水道河川局 雨水桝蓋構造図

HP「下水道用鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」を参照)
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性能規定型雨水桝蓋構造図

Ａ

Ａ－Ａ断面図

Ｂ－Ｂ断面図

9-27

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

　１．本図は寸法を示すものであり、形状を指定するものではない。

測定箇所

寸法

許容差

Ａ Ｂ Ｃ

性能規定型雨水桝蓋

470 327 37

±3.5 ±3.1 ±1.8

材質

載荷重

FCD600

Ｔ－25

　２．性能規定に関する詳細は、横浜市性能規定型雨水桝蓋仕様書を参照すること。

３．登録されている性能規定型雨水桝蓋の図面は、下水道河川局HPを参照すること。
４．本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること（横浜市下水道河川局HP「鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」

を参照）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A B-B断面図
四一

性能規定型雨水桝蓋
測定箇所 A B C

寸法 470 327 37

許容差 ±3.5 ±3.1 ±1.8A

m
A

m

m-
A-A断面図 C

0
A

FCD600 材質
T-25 載荷重

特 1.本図は寸法を示すものであり、形状を指定するものではない。
記 2.性能規定に関する詳細は、横浜市性能規定型雨水桝蓋仕様書を参照すること。

事 3.登録されている性能規定型雨水桝蓋の図面は、下水道河川局HPを参照すること。 性能規定型雨水桝蓋構造図
項 4.本市へ登録を完了している製造業者の登録製品を使用すること(横浜市下水道河川局HP「鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」

を参照)
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雨水桝用縁塊、受枠、構造図

平面図

9-28

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

受枠

(タイプ１－Ａ)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

R30

１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。

２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）

3
7

30
5 5 12

4
7
7

1
4

1
6
.
5 300 4.5

334

665

165 500

167333165

1
8
0

135 341 189

311

6
1
.
53
7

4
0
3

3
7 6
1
.
5

1
2

3
8
0

1
2

6
0
0

9
0

5
5

令和6年4月 横浜市下水道河川局

縁塊
平面図

受枠
平面図

L
160二

R30

8 00
品 9 安

受枠 012

- 1 10L・
16

冂
ヨ 中 1

334
500165

665

側面図 側面図

165 333 167
LO 300 4.5

08 0
品-8

材質:SS400(溶融亜鉛メッキ)
5
30

5
311

12

135 341 189

特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
記 2.性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
事
項

雨水桝用縁塊、受枠、構造図
(タイプ1-A)
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平面図
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

(タイプ１－Ｂ)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

R30

受枠

3
7

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）

雨水桝用縁塊、受枠、構造図
１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。

２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。

4
7
7

300 4.5

1
8
0

311

705

205 500

189341175

167333205

1255

1
2

3
8
0

1
2

6
0
0

6
1
.
5

3
7

4
0
3

3
7

6
1
.
5

9
0

5
5

1
6
.
5

1
4

30

334

令和6年4月 横浜市下水道河川局

縁塊
平面図

受枠
平面図
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材質:SS400(溶融亜鉛メッキ)
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1人5
311 -11230
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特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
記 2性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
事
項

雨水桝用縁塊、受枠、構造図
(タイプ1-B)
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平面図

9-30

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

12

受枠

R30

(タイプ２)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

3
7

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）

雨水桝用縁塊、受枠、構造図２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

縁塊 受枠
平面図 平面図

LO.
016F

R30

80品 9 安

受枠 012
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中
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10 334

120 380
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側面図 側面図

120 333 47

00 0 00

LO 300 4.5
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こ8

5 5
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12-30
材質:SS400(溶融亜鉛メッキ)

90 341 69

特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
記 2性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
事
項

雨水桝用縁塊、受枠、構造図
(タイプ2)
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雨水桝用(排水性舗装)

平面図

9-31

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

受枠

(タイプ１－Ａ)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

R30

縁塊、受枠、構造図

3
7

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）

１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。

２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

縁塊
平面図

受枠
平面図
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材質:SS400(溶融亜鉛メッキ)
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135 341 189

特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A5371)を使用する。
記
事

2性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。

項

雨水桝用(排水性舗装)
縁塊、受枠、構造図

(タイプ1-A)
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雨水桝用(排水性舗装)

平面図

9-32

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

縁塊、受枠、構造図
(タイプ１－Ｂ)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

R30

3
7

１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）
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令和6年4月 横浜市下水道河川局
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特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A5371)を使用する。
記 2性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
事
項

雨水桝用(排水性舗装)
縁塊、受枠、構造図

(タイプ1-B)
9-32



雨水桝用(排水性舗装)

平面図

9-33

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

12

受枠

R30

縁塊、受枠、構造図
(タイプ２)

側面図

平面図

側面図

φ12

縁塊 受枠

3
7

材質：SS400（溶融亜鉛メッキ）

１．雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。

２．性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
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令和6年4月 横浜市下水道河川局
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平面図 平面図
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90 341 69

特 1.雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は境界ブロック(JIS A 5371)を使用する。
記 2性能規定型雨水桝蓋を設置する場合は、縁石は水抜縁石を使用する。
事
項

雨水桝用(排水性舗装)
縁塊、受枠、構造図

(タイプ2)
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Ｌ 型 側 溝 布 設 図

タイプ１，２ タイプ３，４ タイプ５ タイプ６

6％

ﾓﾙﾀﾙ

5050 d
50

30
10

6％
6％ 6％

ﾓﾙﾀﾙ

10

10

5050
15

50

10

10-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

４．施工目地間隔は２０ｍを標準とし、雨水桝間に設置する。（伸縮目地材は「樹脂発泡体（15倍発泡）」を標準仕様とする）

１．タイプ５，６に関しては現場状況によってはＬ型側溝の下に道路路盤工を必要としない場合，切込砕石を20cm見込むものとする。
２．上記のコンクリート厚はアスファルト舗装の場合である。
３．ブロックの目地は５mmを標準とする。

５．歩道巻込み部の段差切下げの場合、又は車道の幅員構成上エプロンを車道に含めて使用する必要がある場合は、２％とすることができる。

50

50 50
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A A
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120 500
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11
7

545

150 380
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15
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11
7

380

500

120

（ＬＡ交通単断面）（ＬＡ交通複断面）（ＡＢＣＤ交通単断面）（ＡＢＣ交通複断面）

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

上 層 路 盤

下 層 路 盤

ﾌﾞﾛｯｸ
ﾌﾞﾛｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

上 層 路 盤

下 層 路 盤

ﾌﾞﾛｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

砕 石 基 礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8)

砕 石 基 礎

ﾌﾞﾛｯｸ

種　別

寸　　法　　（mm） コンクリートブロック（JISA5371）

ｄｃｂＡ 形　状 寸　法 （mm） 小型構造物(RC-40)(18-8)
（ｍ ）３ ３（ｍ ） （ｍ ）２ ３（ｍ ）

型　枠 ﾓﾙﾀﾙ
１０ｍ当り材料

ｸﾗｯｼｬﾗﾝｺﾝｸﾘｰﾄ

1.517

1.056
1.366

0.856

0.965

4.100

0.500

0.645 3.170

3.170

4.100

3.100
0.013

0.013

0.030

0.013

0.030

3.100 0.0301.158

地先 　Bﾌﾞﾛｯｸ

地先 　Bﾌﾞﾛｯｸ

歩車道Aﾌﾞﾛｯｸ

歩車道Aﾌﾞﾛｯｸ
地先 　Bﾌﾞﾛｯｸ

歩車道Aﾌﾞﾛｯｸ

120×120×150×600

120×120×150×600
150×170×200×600

150×170×200×600

120×120×150×600

150×170×200×600

タイプ１

タイプ３

タイプ２

タイプ４

タイプ６

タイプ５

100160250

200

200
117

117

100

150

250
200

200

160
110

150

100

110 150
15

15

0.035

0.036

0.059

（ｍ ）

0.058

0.046

0.046

２

伸縮
目地材

令和6年4月 横浜市下水道河川局

タイプ1, 2 タイプ3,4 タイプ5 タイプ6

620 500
120 500 120 3805050 d 500

モルタル

品
ウ

ブロック 0 6%
0M1 10

コンクリート(18-8)

545
5050 150 380

モルタル 15

ブロック 0 6%8 ブロック 0 6% g
1 6 8 目 コンクリート(18-8)

0マ
品 ブロック 0 6%

S1 6 0 89
コンクリート(18-8) コ コンクリート(18-8)

1

砕石基礎 g 砕石基礎 g上層路盤 上層路盤
50

下層路盤 下層路盤
595 -

(ABC交通複断面) (ABCD交通単断面) (LA交通複断面) (LA交通単断面)

寸 法 (mm)

種 別 A b 0 d 形 状

コンクリートブロック(JISA5371) 10m当り材料
コンクリート クラッシャラン 型 枠 モルタル 伸縮

寸 法 (mm) (18-8) (R0-40) 小型構造物 目地材
(m3) (m3) (m2) (m3) (m2)

タイプ1 200 110 150 15 歩車道Aブロック 150×170×200×600 1.158 -- 3,100 0.030 0.046
タイプ2 250 160 150 15 歩車道Aブロック 150×170×200×600 1.517 - 4.100 0.030 0.058
タイプ3 200 110 100 -- 地先 Bブロック 120×120×150×600 1.056 --- 3.100 0.013 0.046
タイプ4 250 160 100 - 地先 Bブロック 120×120×150×600 1.366 --- 4,100 0.013 0.059
タイプ5 200 117 150 -- 歩車道Aブロック 150×170×200×600 0.965 0.645 3.170 0.030 0.035
タイプ6 200 117 100 -- 地先 Bブロック 120×120×150×600 0.856 0.500 3,170 0.013 0.036

特 1.タイプ5,6に関しては現場状況によってはL型側溝の下に道路路盤工を必要としない場合、切込砕石を20cm見込むものとする。

記 2.上記のコンクリート厚はアスファルト舗装の場合である。
3.ブロックの目地は5mmを標準とする。事

項
4.施工目地間隔は20mを標準とし、雨水桝間に設置する。(伸縮目地材は「樹脂発泡体(15倍発泡)」を標準仕様とする)
5.歩道巻込み部の段差切下げの場合、又は車道の幅員構成上エプロンを車道に含めて使用する必要がある場合は、2%とすることができる。
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L型 側 溝布設図



Ｌ型側溝と上層路盤との

（１） Ｌ型側溝が安定処理にくいこむ場合

〔  複    断    面  〕 〔  複    断    面  〕

（２） Ｌ型側溝が上層路盤にくいこむ場合

〔  単    断    面  〕〔  単    断    面  〕

モルタル モルタル

モルタルモルタル

歩車道境界ブロック(JISA5371) 歩車道境界ブロック(JISA5371)

地先境界ブロック(JISA5371)地先境界ブロック(JISA5371)

６％

６％ ６％

６％
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

調整方法

令和６年４月

調整コンクリート

上  層  路  盤

下  層  路  盤

(18-8)

コンクリート Ａs 基層

Ａs 表層
Ａs 中間層

Ａs 安定処理

コンクリート
(18-8)

Ａs 基層
Ａs 表層

（RＣ－４０）

コンクリート
(18-8)

Ａs 基層
Ａs 表層

下  層  路  盤 

調整コンクリート

コンクリート
(18-8)

Ａs 基層
Ａs 中間層
Ａs 表層

Ａs 安定処理

下  層  路  盤 

（RＣ－４０）

下  層  路  盤  

（RＣ－４０）

（RＣ－４０）

（RＭ－４０）

上  層  路  盤 （RＭ－４０）

上  層  路  盤 （RＭ－４０）

上  層  路  盤 （RＭ－４０）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

(1)L型側溝が安定処理にくいこむ場合 (2) L型側溝が上層路盤にくいこむ場合

複 断 面 「 複 断 面
歩車道境界ブロック(JISA5371) 歩車道境界ブロック(JISA5371)

モルタル
6%

モルタル
6%

As 表層
As中間層

コンクリート As基層
(18-8)

As 表層
As基層

コンクリート
(18-8)

調整コンクリート As安定処理 上 層路 盤 (RM-40)
上層路 盤 (RM-40) 下 層路 盤 (RC-40)
下層路 盤 (RC-40)

単 断 面 単 断 面
地先境界ブロック(JISA5371) 地先境界ブロック(JISA5371)

モルタル
6%

モルタル
6%

As表層
As中間層
As基層

As表層
As基層

コンクリート コンクリート
(18-8) (18-8)

調整コンクリート As安定処理 上 層 路 盤 (RM-40)
上 層路 盤 (RM-40) 下 層路 盤 (RC-40)

下層路 盤 (RC-40)

L型側溝と上層路盤との特
記
事
項

調整方法
10-2



地先境界ブロック構造図

Ｄ・Ｅ区分Ａ・Ｂ・Ｃ区分、地先

車両出入り部基準 数 量 表
（１０ｍ当り）

道  路 民  地 道  路 民  地

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

コンクリート
(18-8)

モ ル タ ル

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

(18-8)
コンクリート

モ ル タ ル

120 120

10 10

10-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

150

150

33
0

12
0

10
0

10
0

15
0

15
0

12
0

43
0

区      分

記号
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

総重量区分

2t未満

2t未満

2t以上4.5t未満

4.5t以上8t未満

8t以上20t迄

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

RC-40 均　し(18-8)

8t,10t積ﾄﾗｯｸ，特殊車,大型バス

A･B･C区分,地先

4t積ﾄﾗｯｸ，特殊車，小型バス

2t積ﾄﾗｯｸ，特殊車

軽，小型，普通自動車

軽，小型，普通自動車

注）区分Ａは個人住宅用、区分Ｂは駐車場等に用いる。

 3.00

 2.00

 0.225

 0.150

 0.001

 0.001

 0.012

 0.012

0.225

0.150

 16.5

 16.5

目地用敷均用120×120×600

D･E区分

2333 （ｍ ）（ｍ ）（ｍ )（ｍ ）（個）

型  枠モルタルｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

呼  び  名

車            種

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A・B・C区分、地先 D・E区分

道 路 民 地 道 路 民 地

120 120

モルタル モルタル 18

6
8-
6

8 品-

81

コンクリート
コンクリート(18-8)

(18-8) 品
尋

クラッシャラン

(RC-40)

クラッシャラン

(RC-40)
品-

150

150

車両出入り部基準 数量 表 (10m当り)
コンクリートブロック コンクリート モルタル クラッシャラン 型 枠

(個) (m3) (m3) (m3) (m2)車 種
呼 び 名

120×120×600 (18-8) 敷均用 目地用 RO-40 均し

区 分
記号 総重量区分
A 2t未満 軽、小型、普通自動車
B 2t未満 軽、小型、普通自動車
C 2t以上4.5t未満 2t積トラック、特殊車 A・B・C区分、地先 16.5 0.150 0.012 0.001 0.150 2.00
D 4.5t以上8t未満 4t積トラック、特殊車、小型バス D・E区分 16.5 0.225 0012 0.001 0.225 3.00
E 8t以上20t迄 8t,10t積トラック、特殊車、大型バス

特 注)区分Aは個人住宅用、区分Bは駐車場等に用いる。
記
事
項

地先境界ブロック構造図
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モルタル

ＬＵ型側溝布設図（LU-240）（１）

タイプ１（Ｔ－７用）

材  料  表

5
10

50

70

25

（１０ｍ当り）

10-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

(18-8)
コンクリート

令和６年４月

・U形ブロック（300A）はJISA5372に準拠すること。

50

30

500
120 380

65
5

10
0

80
24

0
60

60
10

0

57
8

10
3

37
5

10
0

620

400 100
570

70 50

24
0

300

50

タイプ １

種   別

型  枠ｺﾝｸﾘ-ﾄモルタル 目地ﾓﾙﾀﾙ

（個）

16.5

（個）

16.5

(300Ａ)

0.065

（ｍ ）3

0.009

（ｍ ）3

(18-8)

0.915

（ｍ ）3

(RC-40)

0.620

（ｍ ）3

(小型構造物)

8.560

（ｍ ）2

Ｕ形ﾌﾞﾛｯｸＬ形ﾌﾞﾛｯｸ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

クラッシャラン
(RC-40)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

タイプ1(T-7用)

500
120 380

品g
7050 2

LO
8

50 30 S
足

300- 00 Le0LO5 g

S 8
品

1 8 クラッシャラン
(RC-40) S 1

モルタル
コンクリート

(18-8)

70 400 100
570 50
620

材 料 表
(10m当り)

L形ブロック U形ブロック モルタル 目地モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (300A) (18-8) (RC-40) (小型構造物)

(個) (個) (m3) (m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ1 16.5 16.5 0.065 0.009 0.915 0.620 8.560

特 ・U形ブロック(300A)はJISA5372に準拠すること。
記
事
項

LU型側溝布設図(LU-240)(1)
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ＬＵ型側溝布設図（LU-240）（２）

タイプ３（Ｔ－20用） タイプ４（Ｔ－20用）

50

25 30

50

10
5

50

50

25 35

15

10
5

材  料  表 （１０ｍ当り）

モルタル モルタル

10-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

コンクリート
(18-8) (18-8)

コンクリート

令和６年４月

・U形ブロック（300A）はJISA5372に準拠すること。

620

70

570

400 100

70 50

300

24
0

50

60
8

37
5

13
3

10
0

120

500

380

60

68
5

60
10

0
11

0
24

0
10

0

400

660

610

110 100

13
3

60
8

37
5

10
0

24
0

300

50110 50

545

150 380

11
0

73
5

60
10

0
60

24
0

15
0

クラッシャラン
(RC-40)

クラッシャラン
(RC-40)

タイプ ３

タイプ ４

種   別

目地ﾓﾙﾀﾙＵ形ﾌﾞﾛｯｸ

(300Ａ)

（個） （個）

Ｌ形ﾌﾞﾛｯｸ

（ｍ ）3 （ｍ ）3

モルタル

(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(18-8)

（ｍ ）3 （ｍ ）3

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

(小型構造物)

（ｍ ）2

型  枠

16.5

16.5

1.082

0.936

0.065

0.065

16.5

16.5

0.009

0.009

0.660

0.620

9.160

9.160

令和6年4月 横浜市下水道河川局

タイプ3(T-20用) タイプ4(T-20用)

500 545

15015 380120 380

品 品
ウ ウ8

9 7050 10

LO

050 30
△ -00

品

110 5089
LO1

LO
足

00050 35 1
4g

300-
LO8 g

LO
00

0 足
LO 8300- ~
00

e 8
8

1 g クラッシャラン クラッシャラン
(R0-40) S(R0-40) g 1

S 8
8

g
モルタル モルタル

コンクリート 70 400 100 (18-8)
コンクリート 110 400 100(18-8)

570 50 610 50

620 660

材 料 表 (10m当り)
L形ブロック U形ブロック モルタル 目地モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠

種 別 (300A) (18-8) (RO-40) (小型構造物)
(個) (個) (m3) (m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ3 16.5 16.5 0.065 0.009 0.936 0.620 9.160

タイプ4 16.5 16.5 0.065 0.009 1.082 0.660 9.160

特 ・U形ブロック(300A)はJISA5372に準拠すること。
記
事
項

LU型側溝布設図(LU-240)(2)
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ＬＵ型側溝布設図（LU-300）（１）

タイプ５（Ｔ－7用）

50

10

80

5

25 30

50

材  料  表
（１０ｍ当り）

モルタル

10-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

コンクリート
(18-8)

令和６年４月

・U形ブロック（300A）はJISA5372に準拠すること。

500

380120

620

570

40070 100

60

71
5

60
10

0
30

0
10

0

70 50

30
0

300

50

63
8

43
5

10
3

10
0

(RC-40)
クラッシャラン

タイプ ５

種   別

ｸﾗｯｼｬﾗﾝＵ形ﾌﾞﾛｯｸ

(300Ｂ)

（個）

Ｌ形ﾌﾞﾛｯｸ

（個）

目地ﾓﾙﾀﾙ

（ｍ ）

モルタル

（ｍ ）3

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

(18-8)
3 （ｍ ）3

型  枠

（ｍ ）3
(RC-40)

（ｍ ）2
(小型構造物)

1.01716.5 0.06516.5 0.010 9.7600.620

令和6年4月 横浜市下水道河川局

タイプ5(T-7用)

500

120 380

品8- 7050 0
品

LO

ウ50 30
18

8
00 300--ト 8 2

子 S00
L

18e 8
g クラッシャラン

(R0-40) g
モルタル

コンクリート 70 400 100(18-8)
570 50

620

材 料 表
(10m当り)

L形ブロック U形ブロック モルタル 目地モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (300B) (18-8) (RO-40) (小型構造物)

(個) (個) (m3) (m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ5 16.5 16.5 0.065 0.010 1.017 0.620 9.760

特 ・U形ブロック(300A)はJISA5372に準拠すること。
記
事
項

LU型側溝布設図(LU-300)(1)
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ＬＵ型側溝布設図（LU-300）（２）

タイプ７（Ｔ－20用） タイプ８（Ｔ－20用）
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50
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50
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50

材  料  表
（１０ｍ当り）
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モルタルモルタル

10-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

コンクリート
(18-8) (18-8)

コンクリート

令和６年４月

・U形ブロック（300A）はJISA5372に準拠すること。
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クラッシャラン
(RC-40)

クラッシャラン
(RC-40)

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

(18-8)

（個）

種   別
3（ｍ ）（個）

(300Ｂ)
3（ｍ ） 33（ｍ ） （ｍ ）

(RC-40)
2（ｍ ）

(小型構造物)

型  枠Ｌ形ﾌﾞﾛｯｸ モルタルＵ形ﾌﾞﾛｯｸ 目地ﾓﾙﾀﾙ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

タイプ ７

タイプ ８ 16.5

16.5

0.06516.5 0.010

0.06516.5 0.010

1.208 0.660 10.360

1.038 0.620 10.360

令和6年4月 横浜市下水道河川局
タイプ7(T-20用) タイプ8(T-20用)

500 545

15015 380120 380

品 品
ウg

g 7050
10ヘ

LO

50 30
100
0

品

110 50 89
LO

C50 35

足 8 $300- LO
00寸 8

邑 8 g
00300- °0LO 6
118S 8

1 S クラッシャラン クラッシャラン
(R0-40) g- 1 (RC-40) g

18S 8
8

モルタルモルタル
コンクリート 70 400 100

(18-8)
コンクリート 110 400 100(18-8)

570 50 610 50

620 660

材 料 表
(10m当り)

L形ブロック U形ブロック モルタル 目地モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (300B) (18-8) (R0-40) (小型構造物)

(個) (個) (m3) (m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ7 16.5 16.5 0.065 0.010 1.038 0.620 10.360

タイプ8 16.5 16.5 0.065 0.010 1.208 0.660 10.360

特 ・U形ブロック(300A)はJISA5372に準拠すること。
記
事
項

LU型側溝布設図(LU-300)(2)
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構造図（Ｔ－７）
（タイプ１，５用）

側　面　図
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70 100

50 50
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100 70 70 100
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（１カ所当り）
材  料  表

10-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＬＵ型側溝用中間桝（１）

コンクリート
(18-8)

(18-8)
コンクリート

令和６年４月
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(RC-40)
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(RC-40)

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

(18-8)
3（ｍ ）

(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

2（ｍ ）

(小型構造物)

型  枠

（ｍ ）3

モルタル

タイプ１

種　　別

タイプ５ 1.291

1.363

0.056

0.056

0.106

0.113

0.002

0.002

（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

側 面 図
500
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120 330 - 50

品
ウ8-
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品 A
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1 1 LO0100 70 460 70 100 08S 70 足 8 100

8 8
8 0

LO8 1

8-
08品

g
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早8
8S
gクラッシャラン

(R0-40) g クラッシャラン
(R0-40)

570 50 50 800 50コンクリート
(18-8) 620 900

コンクリート
(18-8) 材 料 表

(1カ所当り)
モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠

種 別 (18-8) (RO-40) (小型構造物)
(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ1 0.002 0.113 0.056 1.363

タイプ5 0.002 0.106 0.056 1.291

特
記
事
項

LU型側溝用中間桝(1)
構造図(T-7)
(タイプ1, 5用)
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（タイプ３，７用）
構造図（Ｔ－20用）

側　面　図

材  料  表
（１カ所当り）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

コンクリート
(18-8)

コンクリート
(18-8)

令和６年４月

ＬＵ型側溝用中間桝（２）
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60

90

モルタル

種　　別 (18-8)

（ｍ ）3
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(小型構造物)

（ｍ ）

型  枠ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(RC-40)
2

タイプ３

タイプ７

0.002

0.002

0.114

0.107

0.056

0.056

1.403

1.331

クラッシャラン
(RC-40)

クラッシャラン
(RC-40)

（ｍ ）3（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

側 面 図
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品8
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L- 000
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70 足 8 100

LO8 品

6 8品

S品
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8 8 8

子品
8S
gクラッシャランクラッシャラン

(R0-40) S (R0-40)

50 50 800 50コンクリート 570
(18-8) 620 900

コンクリート
(18-8) 材 料 表

(1カ所当り)

モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (18-8) (R0-40) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ3 0.002 0.114 0.056 1,403

タイプ7 0.002 0.107 0.056 1.331

特
記
事
項

LU型側溝用中間桝(2)
構造図(T-20用)

(タイプ3, 7用)
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（１カ所当り）
材  料  表

側　面　図

（タイプ４，８用）
構造図（Ｔ－20用）

150

545

380
15

10-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

コンクリート
(18-8)

(18-8)
コンクリート

令和６年４月

ＬＵ型側溝用中間桝（３）

クラッシャラン
(RC-40)(RC-40)

クラッシャラン

1.379

1.451

0.0590.1230.002

0.1310.002 0.059

タイプ８

タイプ４

2

(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 型  枠

（ｍ ）

(小型構造物)

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

3（ｍ ）3

(18-8)種　　別

（ｍ ）

モルタル

（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

側 面 図
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15015 380 600
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古 -00
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4444

110 8 8 100
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60

S100 70 460 70 100
8

LOS
8 品
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ウ g
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早
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(RO-40)

クラッシャラン
(RO-40) g ウ

610 50 50 800 50コンクリート
(18-8) 660 900

コンクリート
(18-8)

木オ 米斗 表
(1カ所当り)

モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (18-8) (RC-40) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ4 0.002 0.131 0.059 1.451

タイプ8 0.002 0.123 0.059 1.379

特
記
事
項

LU型側溝用中間桝(3)
構造図(T-20用)

(タイプ4, 8用)
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（タイプ１，５用）
構造図（Ｔ－7用）

側　面　図

材  料  表
（１カ所当り）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＬＵ型側溝用取付桝（１）

(18-8)
コンクリート
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コンクリート

令和６年４月
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2.629

(RC-40)
クラッシャラン クラッシャラン

(RC-40)

（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局
500 側 面 図
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S
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570 50 50 800 50

木オ 米斗 表(18-8)
620 (1カ所当り)900

コンクリート
(18-8)

モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠
種 別 (18-8) (RC-40) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ1 0.002 0.213 0.056 2.651

タイプ5 0.002 0.209 0.056 2.629

特
記
事
項

LU型側溝用取付桝(1)
構造図(T-7用)
(タイプ1, 5用)
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（タイプ３，７用）
構造図（Ｔ－20用）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局
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モルタル ｺﾝｸﾘ-ﾄ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 型  枠
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(RC-40)
33

(18-8) (小型構造物)
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種　　別
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（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局
500 側 面 図
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(18-8)

(1カ所当り)
モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠

種 別 (18-8) (R0-40) (小型構造物)
(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ3 0.002 0.214 0.056 2.692

タイプ7 0.002 0.211 0.056 2,669

特
記
事
項

LU型側溝用取付桝(2)
構造図(T-20用)

(タイプ3, 7用)
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（１カ所当り）
材  料  表

側　面　図

（タイプ４，８用）
構造図（Ｔ－20用）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

(18-8)
コンクリート

(18-8)
コンクリート

令和６年４月

ＬＵ型側溝用取付桝（３）
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モルタル ｺﾝｸﾘ-ﾄ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 型  枠

23
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(18-8) (小型構造物)

（ｍ ） （ｍ ） （ｍ ） （ｍ ）

種　　別

タイプ４

タイプ８

令和6年4月
側 面 図 横浜市下水道河川局
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g

コンクリート
610 50 50 800 50(18-8)
660

木 米斗 表
(1カ所当り)900

コンクリート
(18-8) モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠

種 別 (18-8) (RO-40) (小型構造物)
(m3) (m3) (m3) (m2)

タイプ4 0.002 0.245 0.059 2,759

タイプ8 0.002 0.241 0.059 2.734

特
記
事
項

LU型側溝用取付桝(3)
構造図(T-20用)

(タイプ4, 8用)
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ＬＵ型側溝用Ｌ型ブロック

ＬＵタイプ１，５用

正  面  図 側  面  図

平  面  図
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10

10

25 10 10 25

10

10
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

（タイプ１，５用）一般部構造図（Ｔ－7用）
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0
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

LUタイプ1,5用

平 面 図 e

品 8

1

g
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120 270 = 90 10

500 10 610

LU型側溝用L型ブロック特
記
事
項

一般部構造図(T-7用)(タイプ1,5用)
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ＬＵ型側溝用Ｌ型ブロック

平  面  図

ＬＵタイプ３，７用 ＬＵタイプ４，８用

側  面  図 平  面  図

正  面  図 側  面  図 正  面  図
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6％

2510 1025
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15
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25 2510 10
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

一般部構造図（Ｔ－20用）

令和６年４月
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

LUタイプ3,7用 LUタイプ4,8用
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LU型側溝用L型ブロック特
記
事
項

一般部構造図(T-20用)
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ＬＵ型側溝用中間桝構造図

平　面　図 Ａ-Ａ 断 面 図 側　面　図
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R50

R50

70

10-16

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 A-A断面図 側 面 図
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特
記
事
項

LU型側溝用中間桝構造図
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ＬＵ型側溝用取付桝構造図

平　面　図 Ａ-Ａ 断 面 図 側　面　図

50 50
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40 40
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

平 面 図 A-A断面図 側 面 図
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特
記
事
項

LU型側溝用取付桝構造図
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ＬＵ型側溝用Ｌ型ブロック

ＬＵタイプ１，５用

Ａ－Ａ 断面図Ａ

Ａ
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5 10 1010
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5 5
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

雨水桝蓋取付部構造図（Ｔ－7）

令和６年４月

（タイプ１，５用）
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令和6年4月 横浜市下水道河川局
LUタイプ1,5用
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特
記
事
項

LU型側溝用L型ブロック
雨水桝蓋取付部構造図(T-7)

(タイプ1,5用)
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ＬＵ型側溝用Ｌ型ブロック

ＬＵタイプ３，７用 ＬＵタイプ４，８用

Ｂ－Ｂ 断  面  図

Ａ－Ａ 断  面  図Ａ
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

雨水桝蓋取付部構造図（Ｔ－20）

令和６年４月
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令和6年4月 横浜市下水道河川局
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記
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項 雨水桝蓋取付部構造図(T-20)
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ＬＯ型側溝（タイプ１）布設図

（複断面BCD交通用）

φ２５０ｍｍ φ３００ｍｍ φ３５０ｍｍ
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材　 料　 表
（１０ｍ当り）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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(RC-40)
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ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

注）Ｈ1は､0.20m以上1.00m以下とする｡
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材 料 表
(10m当り)

可動部(10cm当り)固 定 部

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠
(18-8) (RO-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物)

(m3) (ms) (m3) (m2) (m3) (m2) ヒューム管

0250 0.030 3.326 1.223 11.220 0.715 2,000 1種
0300 0.030 3.429 1.223 12,300 0.715 2,000
0350 0.030 3.487 1.223 13,380 0.715 2,000

LO型側溝(タイプ1)布設図特 注)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。

記
事
項

(複断面BCD交通用)
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ＬＯ型側溝（タイプ２）布設図

（複断面ＡＬＲ交通用）
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材　 料　 表
（１０ｍ当り）

注）Ｈ1は､0.20m以上1.00m以下とする｡
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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材 料 表 (10m当り)
固 定 部 可動部(10cm当り)

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠
(18-8) (RO-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2) (m3) (m2) ヒューム管

0250 0.030 2.645 1.043 11,290 0.595 2,000 1種
0300 0.030 2.684 1.043 12,370 0.595 2,000

0350 0.030 2.677 1.043 13.450 0.595 2.000

LO型側溝(タイプ2)布設図特 注)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。

記
事
項

(複断面ALR交通用)
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50

（単断面ＡＢＣ交通用）

ＬＯ型側溝（タイプ３）布設図
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注）Ｈ1は､0.20m以上1.00m以下とする｡
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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0.620

0.620

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾋｭｰﾑ管
１種

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)
クラッシャラン

(RC-40)

2

(小型構造物)

    （m ）3

(18-8)

    （m ）23

(RC-40)

    （m ）3

(18-8)
3     （m ）     （m ）    （m ）

(小型構造物)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

0250mm 0300mm 0350mm

620
620

620 310 310

310 = 310
310 310

120 500
120 500

120 500

品 6 %
1品 ウ

I
1マ28 〒△△4マ

157
0250

157

S デ
望

品 6 %
-品 △4 〒9 2

130 130

望 0300 80 デ

8

品 6 %品- ウ

32
王

103 103

0350 △

は
ゴ

白

29
コンクリート (18-8) g
クラッシャラン

(RC-40) 8
29

コンクリート (18-8) g1

クラッシャラン
(RC-40) 8

32
コンクリート(18-8) g
クラッシャラン

(RC-40) 8
620 50 620 50 620 50

670 670 670

材 料 表 (10m当り)
固 定 部 可動部(10cm当り)

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠
(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2) (m3) (m2) ヒューム管

0250 0.013 2.838 1.005 11,220 0.620 2.000 1種
0300 0.013 2.890 1,005 12,300 0.620 2.000
d350 0.013 2.897 1,005 13,380 0.620 2,000

LO型側溝(タイプ3)布設図特 注)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。

記
事
項

(単断面ABC交通用)
10-22



（単断面ＡＬＲ交通用）

ＬＯ型側溝（タイプ４）布設図
注）Ｈ1は､0.20m以上1.00m以下とする｡

122122

φ
25

0

28

28

50

10

50 6 ％

φ２５０ｍｍ

9595

30

φ
30

0

30

50
10

6 ％50

φ３００ｍｍ φ３５０ｍｍ

68 68
φ

35
0

材　 料　 表

32

10

50

32

6 ％

（１０ｍ当り）

50
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

Ｈ
2

15
0

30
6 Ｈ
2

Ｈ
3

600

550

10
0

15
0

380

275

500

275

15
0

120

Ｈ
1

17
5

36
0

Ｈ
3

550

600

10
0

120

275

500

15
0

275

380

Ｈ
1

17
5

41
4

Ｈ
1

17
5

Ｈ
2

10
0

15
0

Ｈ
3

600

550

15
0

380

275

500

275

120

固      定      部

φ350

φ300

φ250

0.013

0.013

0.013

2.337

2.368

2.354

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

クラッシャラン
(RC-40)

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

管  径
モルタル ｺﾝｸﾘｰﾄ

クラッシャラン
(RC-40)

0.900

0.900

0.900

13.450

11.290

12.370

0.550

0.550

0.550

2.000

2.000

2.000

ﾋｭｰﾑ管
１種

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 型  枠

可動部（10cm当り）

ｺﾝｸﾘｰﾄ 型  枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

(RC-40)
クラッシャラン

2

(小型構造物)

（m ）3

(18-8)

（m ）23

(RC-40)

（m ）3

(18-8)
3 （m ） （m ）（m ）

(小型構造物)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

0250mm 0300mm 0350mm
500

500
500

275 275
275 275

275 275 120 380

120 380
120 380

品 6 %
ウ品 6 %

e品1 S7
29 - 〒

122
(0250

122

S デ

品 6 %
ウ L

△
29

〒
近

95
0300

95

8 ゴ望

12

寺
ゴ

コ3 王

68 68

0350

290
コンクリート(18-8) g

クラッシャラン 8(RC-40)

2
コンクリート(18-8) g
クラッシャラン 8(RC-40)

コンクリート(18-8) 832

クラッシャラン 8(RC-40)

550 = 50 550 50 550 50

600 600 600

材 料 表 (10m当り)
固 定 部 可動部(10cm当り)

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠
(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物)

(m3) (m3) (m3) (m2) (m3) (m2) ヒューム管

0250 0.013 2.354 0.900 11,290 0.550 2,000 1種
0300 0.013 2.368 0.900 12.370 0.550 2.000

0350 0.013 2.337 0.900 13,450 0.550 2,000

LO型側溝(タイプ4)布設図特 注)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。

記
事
項

(単断面ALR交通用)
10-23



（複断面ＢＣＤ交通用）
構造図

平 面 図 断 面 図

（１箇所当り）材 料 表 及 び 寸 法 表

50 50

50
50

ｔｔ

70 345

50
15

10

7 ％

50 50

ｔ

D

ｔ

70 345

45 5
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＬＯ型側溝用桝（タイプ１）

令和６年４月

715

150 415 150

60
0

10
0

40
0

10
0

D

665

150 500

20
0

90

Ｈ
4

15
0

Ｈ
3

15
0

Ｈ
1

Ｈ
2

15
0

18
0

815

715

150 415 150

50
70

注2）固定部はＨ1=0.20ｍとした時の材料である。

注3）Ｈ1が､ 0.20ｍを越えた場合､固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。

注1）Ｈ1は､ 0.20m以上1.00m以下とする。

管  径

φ250

φ300

φ350

ｺﾝｸﾘｰﾄ

0.175

0.182

0.167

モルタル

0.002

0.002

0.002

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

0.086

0.086

0.086

型  枠

2.051

2.159

2.249

固      定      部 可動部（10cm当り）

ｺﾝｸﾘｰﾄ

0.026

0.026

0.026

型  枠

0.426

0.426

0.426

Ｈ2 

278

330

382

 （mm）

（D+t）

Ｈ3 

428

480

532

 （mm）

寸    法

(RC-40)
クラッシャラン

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

2

(小型構造物)

    （m ）3

(18-8)

（m ）23

(RC-40)

（m ）3

(18-8)
3 （m ） （m ）（m ）

(小型構造物)

令和6年4月 横浜市下水道河川局
平面図 断面図

50 715 50 50 665

15015 500

150 415 = 150
7 %8 45 581

品 品
8

王
ウ △

マ マ 4 5 8 ヒ マ△

S 70 345

O△△ 2
△

マ △

70 345 マ

△
早 8

4 g1△

王△

ゴ8

1
8-

8
8

△△4 △
コンクリート (18-8)
クラッシャラン

(R0-40)
150 415 -150

品

t D t 50 715 50

815 -
材 料 表 及び法 表 (1箇所当り)

固 定 部 可動部(10cm当り) 寸 法
管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠 H2 H3

(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物) (D+t)
(m3) (m3) (m3) (m2) (m) (m2) (mm) (mm)

0250 0.002 0.167 0086 2.051 0.026 0.426 278

0300 0.002 0.175 0.086 2.159 0.026 0.426 330

0350 0.002 0.182 0.086 2.249 0.026 0.426 382

428

480
532

特 注1)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。
注2)固定部はH1=0.20mとした時の材料である。記

事 注3)H1が、0.20mを越えた場合、固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。

項

LO型側溝用桝(タイプ1)
構造図

(複断面BCD交通用)
10-24



構造図

平 面 図 断 面 図

材料表及び寸法表
（１箇所当り）

7 ％

50 50

395

50
50

110 285

ｔｔ

50 50

D

ｔ

ｔ

285
110

50
15

10
50
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（複断面ＡＬＲ交通用）

ＬＯ型側溝用桝（タイプ２）

令和６年４月

595

100 100

60
0

40
0

10
0

10
0

D

Ｈ
4Ｈ

2

Ｈ
3

15
0

15
0

15
0

Ｈ
1

17
5

395

695

595

100 100

380

545

150

595

85

20
0

90
11

0

ｸﾗｯｼｬﾗﾝモルタル
管  径

φ250

φ350

φ300

固      定      部

ｺﾝｸﾘｰﾄ

 （mm）

（D＋t）

ｺﾝｸﾘｰﾄ

可動部（10cm当り）

型  枠 型  枠

 （mm）

寸    法

Ｈ2 Ｈ3 

0.002

0.002

0.145

0.141

0.073

0.073

2.109

2.034

0.020

0.020

0.398

0.398

382

330

532

480

0.002 0.137 0.073 1.940 0.020 0.398 278 428

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

(RC-40)
クラッシャラン

2

(小型構造物)

（m ）3

(18-8)

（m ）23

(RC-40)

（m ）3

(18-8)
3 （m ） （m ）（m ）

注1）Ｈ1は､ 0.20m以上1.00m以下とする。

注3）Ｈ1が､ 0.20ｍを越えた場合､固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。

注2）固定部はＨ1=0.20ｍとした時の材料である。

(小型構造物)

令和6年4月 横浜市下水道河川局
平面図 断面図

595

50 545

15015 38050 595 50

100 395 100 85 7 %
品

ウ

8
86
目

50
〒〒

8
△

t110 285 8 8囚

285 t
1/10 D デ

里 王

8
8-

-8
△

△

8 △マ g △

コンクリート(18-8)
クラッシャラン

(RO-40)
100 395 - 100

品

50 595 50

t D t 695

材料表及び、寸法表 (1箇所当り)
寸 法固 定 部 可動部(10cm当り)

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠 H2 H3
(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物) (D+t)

(m3) (m3) (m3) (m2) (m) (m2) (mm) (mm)
0250 0.002 0.137 0.073 1.940 0.020 0.398 278 428

0300 0.002 0.141 0.073 2.034 0.020 0.398 330

0350 0.002 0.145 0.073 2.109 0.020 0.398 382
480
532

特 注1)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。
注2)固定部はH1=0.20mとした時の材料である。記
注3)H1が、0.20mを越えた場合、固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。事

項

LO型側溝用桝(タイプ2)
構造図

(複断面ALR交通用)
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材料表及び寸法表

構造図

断 面 図

ｔ ｔ

50
50

315

420

50

105

平 面 図

10

50

（１箇所当り）

ｔ

D

ｔ

7 ％
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（複断面ＡＢＣ交通用）

ＬＯ型側溝用桝（タイプ３）

令和６年４月

15
0

90

D

60
0

310

620

100

40
0

10
0

10
0

310

100

670

620

420
100100

380120

120500

620

18
3

Ｈ
2

Ｈ
1

Ｈ
3 Ｈ
4

15
0

15
0

15
0

315 105

10
5

50

310310

2.004

2.085

1.905

型  枠

φ300

φ350

φ250

管  径

0.141

0.145

0.136

ｺﾝｸﾘｰﾄ

固      定      部

0.002

0.002

0.002

モルタル

0.070

0.070

0.070

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

480

532

428

Ｈ3 

（mm）

0.408

0.408

0.408

型  枠

可動部（10cm当り）

0.020

0.020

0.020

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（mm）

330

382

278

Ｈ2 

（D+t）

寸    法

(RC-40)
クラッシャラン

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

2

(小型構造物)

（m ）3

(18-8)

（m ）23

(RC-40)

（m ）3

(18-8)
3 （m ） （m ）（m ）

注1）Ｈ1は､ 0.20m以上1.00m以下とする。

注3）Ｈ1が､ 0.20ｍを越えた場合､固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。

注2）固定部はＨ1=0.20ｍとした時の材料である。

(小型構造物)

令和6年4月 横浜市下水道河川局
平面図 断面図

620

500 120

120 380
50 620

310 310
310 310

7%420
100 100 品 Sコ

8
8ウ

△

00
0

王

g 68〒
0

315 105

△ 早 8 5
315 105マ △

g

デ 王

8
8

8
8

コンクリート(18-8)
クラッシャラン

(RC-40)品

100
420
620 100 50

t D t 670

材料表及び寸法表 (1箇所当り)
固 定 部 可動部(10cm当り) 寸 法

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠 H2 H3
(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物) (D+t)

(m3) (m3) (m) (m2) (m3) (m2) (mm) (mm)
0250 0.002 0.136 0.070 1.905 0.020 0,408 278 428

0300 0.002 0.141 0.070 2,004 0.020 0.408 330

0350 0.002 0.145 0070 2.085 0.020 0.408 382
480
532

特 注1)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。
注2)固定部はH1=0.20mとした時の材料である。記
注3)H1が、0.20mを越えた場合、固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。事

項

LO型側溝用桝(タイプ3)
構造図

(複断面ABC交通用)
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ｔ

材料表及び寸法表

構造図

断 面 図

50

ｔ

35315

ｔ

50

350

50

平 面 図

（単断面ＡＬＲ交通用）

10

（１箇所当り）

35

35

50

ｔD

35

7 ％
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

ＬＯ型側溝用桝（タイプ４）

令和６年４月

600

550100

275

500

120

10
0

60
0

D

10
0

40
0

275

550

275

100 100

90
15

0

315

Ｈ
4

Ｈ
3

15
0

15
0

15
0

100
350

Ｈ
1

275

380

17
5

ｺﾝｸﾘｰﾄ (18-8)

φ350

φ300

φ250

0.002

0.002

0.002

0.129

0.126

0.122

0.063

0.063

0.063

1.929

1.863

1.778

管  径

固      定      部

モルタル ｺﾝｸﾘｰﾄ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 型  枠

480

428

532

 （mm）

0.019

0.019

0.019

0.373

0.373

0.373

（D+t）

（mm）

382

330

278

型  枠

可動部（10cm当り）

ｺﾝｸﾘｰﾄ

クラッシャラン
(RC-40)

Ｈ2 

寸    法

Ｈ3 

2

(小型構造物)

（m ）3

(18-8)

（m ）23

(RC-40)

（m ）3

(18-8)
3 （m ） （m ）（m ）

注1）Ｈ1は､ 0.20m以上1.00m以下とする。

注3）Ｈ1が､ 0.20ｍを越えた場合､固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。

注2）固定部はＨ1=0.20ｍとした時の材料である。

(小型構造物)

Ｈ
2

令和6年4月 横浜市下水道河川局
平面図 断面図

500

120 380
50 550

275 275
275 275

350
100 100 品 S8

8ウ

4△ 8
315 35

△ 8 8

7 %
L0

〒
602

315 35
t D tl ゴ I 王

町

△< 8
8

8

4△ g38
コンクリート(18-8)

クラッシャラン
(R0-40)品
350 -

100 550 100 50

t D t 600

材料表及び、丁法表 (1箇所当り)
固 定 部 可動部(10cm当り) 寸 法

管 径 モルタル コンクリート クラッシャラン 型 枠 コンクリート 型 枠 H2 H3
(18-8) (RC-40) (小型構造物) (18-8) (小型構造物) (D+t)

(m3) (m) (m) (m2) (m3) (m2) (mm) (mm)
0250 0,002 0.122 0.063 1.778 0.019 0.373 278

0300 0.002 0.126 0.063 1.863 0.019 0.373 330

0350 0.002 0.129 0.063 1.929 0.019 0.373 382

428
480

532

特 注1)H1は、0.20m以上1.00m以下とする。
注2)固定部はH1=0.20mとした時の材料である。記
注3)H1が、0.20mを越えた場合、固定部の材料に可動部の材料を加えるものとする。事

項

LO型側溝用桝(タイプ4)
構造図

(単断面ALR交通用)
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コンクリート
(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

U形側溝
（JISA5372）

モルタル
（敷均用）

10

d

c

r

45°

モルタル（目地用）

10

5 5600 600

（単位：mm）

（１０ｍ当り）

寸  法  表

材  料  表

180

450

600
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

Ｕ 形 側 溝 布 設 図

令和６年４月

・製品はJISA5372に準拠すること。
・主として車道に並行して設置すること。

g

B

H
50

b e

a

f

50
H

600

呼び

300Ｂ

360Ｂ

240

400450

600 540

360

300

310

260

55450

600 70

360

300

50

50

240

180

220

170

a b

240

180

45

35

c d

300

430

600

360

7070

8080

60

6565

60

56070

70 740

50

50

460

400

g

190

240

40

5050

40

e f

50

50

330

250

r Ｂ

77

130

204

97

100

100

100

100

33

53

参考質量（kg）

100

100

Ｈ

0.0120.10816.5600

Ｕ形本体

JISA5372

450

300Ｂ

呼び

180

0.003 0.051 16.5

 0.060 

 0.092 

 0.066 16.5

16.5

16.5

0.006

0.007

0.004

 0.034 

敷均用

モルタル（m ）

16.5

目地用

0.002

3

1.0000.7400.370

0.3300.165

0.230

0.280

0.200

0.460

0.560

0.400

(18-8)

0.125

ｺﾝｸﾘｰﾄ （m ）3

(RC-40)

0.250

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ (m )

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

型  枠  （m ）

(均し型枠)

3 2

240

360Ｂ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

a d 600 5 600600 5

モルタル(目地用)

b
U形側溝

e (JISA5372)

モルタル 0
(敷均用) 1

コンクリート
忌。 (18-8)4

g マ品
エ

クラッシャラン

(RC-40)

S
8
エ

B 寸 法 表 (単位:mm)
呼び a b 0 d e f g r B H 参考質量(kg)
180 180 170 180 35 40 40 190 50 250 100 33
240 240 220 240 45 50 50 240 50 330 100 53

300B 300 260 300 50 60 60 300 50 400 100 77
360B 360 310 360 50 65 65 360 50 460 100 97
450 450 400 450 55 70 70 430 70 560 100 130
600 600 540 600 70 80 80 600 70 740 100 204

材 料 表 (10m当り)
U形本体 モルタル(m3) コンクリート (m3) クラッシャラン(m3) 型 枠 (mz)呼び JISA5372 敷均用 目地用 (18-8) (RC-40) (均し型枠)

180 16.5 0.034 0.002 0.125 0.250 1.000
240 16.5 0.051 0.003 0.165 0.330 1,000

300B 16.5 0.060 0.004 0.200 0.400 1.000
360B 16.5 0.066 0,006 0.230 0.460 1,000
450 16.5 0.092 0.007 0.280 0.560 1,000
600 16.5 0.108 0.012 0.370 0.740 1,000

特 ・製品はJISA5372に準拠すること。
記 ・主として車道に並行して設置すること。

事
項

U形側溝布設図
10-28



Ｕ形側溝（補強付）構造図

Ｕ－２４０ Ｕ－３００Ｂ

(JISA5372)
Ｕ形側溝

コンクリート
(18-8)

U形側溝
(JISA5372)

ﾓﾙﾀﾙ(敷均用)

コンクリート
(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

コンクリート
(18-8)

ﾓﾙﾀﾙ(敷均用)

(18-8)
コンクリート

10

50

10

50

数  量  表
（１０ｍ当り）

10-29

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

・製品はJISA5372に準拠すること。
・伸縮目地材は「樹脂発泡体（15倍発泡）」を標準仕様とする。

29
0

50

45
240

45
150

44
0

10
0

530

200

150

150300
5050

51
0

10
0

36
0

50

600

200

150

（m ）（個）呼び

240

300Ｂ

16.5

16.5

JISA5372

Ｕ形本体

2233 （m ）（m ）（m ）（m ）3

0.840 0.042

0.993 0.050

18-8 敷均用

0.003 0.530

0.004 0.600

目地用 RC-40 （箇所／10m）

0.0685.300

6.000 0.079

小型構造物

モルタルｺﾝｸﾘｰﾄ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 伸縮目地材型  枠

均し型枠

0.500

0.500

令和6年4月 横浜市下水道河川局

U-240 U-300B

300 150
50 50240 150 コンクリート

45 45 (18-8)U形側溝 U形側溝
(JISA5372) (JISA5372)

コンクリート
(18-8)

8 星 8 品

19
8 g S

19
8

モルタル(敷均用)

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン

(RO-40)

モルタル(敷均用)

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン

(RC-40)

150 50 150 50
200 200

530 600

数 量 表
(10m当り)

U形本体 コンクリート モルタル クラッシャラン 型 枠 伸縮目地材

呼び (個) (m3) (m3) (m3) (m2) (m2)

JISA5372 18-8 敷均用 目地用 RO-40 小型構造物 均し型枠 (箇所/10m)

240 16.5 0.840 0.042 0.003 0.530 5,300 0.500 0.068

300B 16.5 0.993 0.050 0.004 0.600 6,000 0.500 0.079

特 ・製品はJISA5372に準拠すること。
記 ・伸縮目地材は「樹脂発泡体(15倍発泡)」を標準仕様とする。

事
項

U形側溝(補強付)構造図
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Ｕ－２４０

Ｕ形側溝（補強付）構造図

Ｕ－３００Ｂ

（蓋付き）

ﾓﾙﾀﾙ(敷均用)

コンクリート
(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(RC-40)

Ｕ形側溝
(JISA5372)

ﾓﾙﾀﾙ(敷均用)

コンクリート
(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(RC-40)

10

50 50

10

数  量  表
（１０ｍ当り）
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

U形用蓋（2種）
(JISA5372)

Ｕ形側溝
(JISA5372)

U形用蓋（2種）
(JISA5372)

令和６年４月

・製品はJISA5372に準拠すること。

モルタル モルタル

・伸縮目地材は「樹脂発泡体（15倍発泡）」を標準仕様とする。

240
45 45

150

10
0

44
0

50
29

0
85

530

200

150

300
50

150
50

51
0

10
0

200

150

600

36
0

50
85

呼び

300Ｂ

240

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（m ）

18-8

0.840

0.99316.5

JISA5372

16.5 16.7

JISA5372

Ｕ形本体

（個）

Ｕ形用蓋

（枚）

目地用

0.003

0.0040.050

敷均用

0.042

0.600

0.530

(RC-40)

（m ）

モルタル

3

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

（m ）3 3

（箇所／10m）

6.000

小型構造物

5.300

0.079

0.068

伸縮目地材

（m ）

型  枠

（m ）2 2

均し型枠

0.500

0.50016.7

令和6年4月 横浜市下水道河川局

U-240 U-300B
300 150

U形用蓋(2種) 50 50
(JISA5372) モルタル

240 150U形用蓋(2種)
45 45 モルタル(JISA5372)

U形側溝
(JISA5372)

63 U形側溝
8

(JISA5372)

8 星 8 品

19
8 1

g g
19

81
モルタル(敷均用)

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン

(RC-40)

150 50 150 50

モルタル(敷均用)

コンクリート
(18-8)
クラッシャラン

(RO-40)
200 200

530 600

数 量 表
(10m当り)

U形本体 U形用蓋 コンクリート モルタル クラッシャラン 型 枠 伸縮目地材

呼び (個) (枚) (m3) (m3) (m3) (m2) (mz)

JISA5372 JISA5372 18-8 敷均用 目地用 (RC-40) 小型構造物 均し型枠 (箇所/10m)

240 16.5 16.7 0.840 0.042 0.003 0.530 5.300 0.500 0.068

300B 16.5 16.7 0.993 0.050 0.004 0.600 6,000 0,500 0.079

特 ・製品はJISA5372に準拠すること。
記 ・伸縮目地材は「樹脂発泡体(15倍発泡)」を標準仕様とする。

事
項

U形側溝(補強付)構造図
(蓋付き)
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横断暗渠布設図     Ｔ－25
（神奈川県コンクリート製品

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(18-8)

コンクリート

モルタル(敷均用)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ暗渠ﾌﾞﾛｯｸ

(RC-40)

dd

10

10

ｉ

ｈ

材　　料　　表 ( 10m当り )

寸　　法　　表 ( 単位：mm )
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

共同組合型 TYPE Ⅰ）

令和６年４月

（１）

a

B
50 c 50

ｅ
10

0
H

f
b

g

H
10

0

Ｌ

0.094
0.079
0.067
0.062
0.056

敷 均 用

62575400450450
600 540600 80 865

600

240

360
300

ａ

240

450
360
300

呼び名

10.000

310
260
220240

360
300

ｂ ｃ
35045

60
60

500
420

ｄ ｅ

TYPE Ⅰ
暗渠ﾌﾞﾛｯｸ(m)

10.000

10.000
10.000
10.000

90 450640202785 1001000
135130 27 20 7901000 100 775

0.790

65

50
60

60

75
60

ｆ
1017
ｉ

27
27

20
18

ｈg

0.410

0.640
0.520
0.470

(18-8)

0.790

520
470
410
Ｂ

1000

1000
1000

Ｌ
100

100
100

Ｈ

(RC-40)
0.410

0.640
0.520
0.470

2.000

参考質量(kg)
155

297
220

2.000

2.000
2.000
2.000

450
600

呼び名
240

360
300

モルタル (m )3 ｺﾝｸﾘｰﾄ(m )3 ｸﾗｯｼｬﾗﾝ（ｍ ）3 型　枠　 (m )2

均し型枠

令和6年4月 横浜市下水道河川局

L i
h

d a d

4
鉄筋コンクリート暗渠ブロック

モルタル(敷均用) 0 1

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン
(RO-40)

00

810
エ

S
9
エ

50C50 B 材 料 表 (10m当り)

呼び名 暗渠ブロック(m) モルタル(m3) コンクリート(ms) クラッシャラン(m3) 型 枠 (m2)
TYPE I 敷均用 (18-8) (RC-40) 均し型枠

240 10.000 0.056 0.410 0.410 2.000
300 10,000 0.062 0.470 0.470 2.000
360 10.000 0.067 0.520 0.520 2.000
450 10,000 0.079 0.640 0.640 2,000
600 10.000 0.094 0.790 0.790 2.000

寸 法 表 (単位:mm)
呼び名 a b C d e f g h i L B H 参考質量(kg)

240 240 240 220 45 350 60 50 17 10 1000 410 100 155
300 300 300 260 60 420 60 60 27 18 1000 470 100 220
360 360 360 310 60 500 75 65 27 20 1000 520 100 297
450 450 450 400 75 625 85 90 27 20 1000 640 100 450
600 600 600 540 80 865 130 135 27 20 1000 790 100 775

特
記
事
項

横断暗渠布設図(1)T-25
(神奈川県コンクリート製品

共同組合型 TYPE I)
11-1



クラッシャラン
(18-8)

コンクリート

モルタル(敷均用)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ暗渠ﾌﾞﾛｯｸ

(RC-40)

ｒ3ｒ2

ｒ1

10

d

10

ｍ

材　　料　　表 ( 10m当り )

寸　　法　　表 ( 単位：mm )
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（神奈川県コンクリート製品

令和６年４月

共同組合型 TYPE Ⅱ

横断暗渠布設図（２）Ｔ－14

・呼び名240～450）

B

ｉ

g

b hｃ

10
0

H

f
ｅ

ｊ

ｋ

ａ

10
0

H

Ｌ

530

450

ｇ

430
375
320

600

360
300
240

呼び名

625 46110072013070 50201000595685620
110
110

敷 均 用

0.08710.000

ｉｈ

500
420
350

517
450
395

10.000

ｋｊ

585
480
420

495
425
345

0.103

暗渠ﾌﾞﾛｯｸ(m)

10.000
10.000
10.000

0.077
0.070
0.065

0.720

ｍＬ

1000
1000
1000

20
20
20

ｒ2ｒ1

50
50
50

50
50
50

0.880

(18-8)
0.500

0.620
0.550

2.000
2.000
2.000
2.000
2.000

参考質量(kg)

0.720

Ｂｒ3
90

620
550
500

0.880

Ｈ

100
100
100

0.500

0.620
0.550

(RC-40)

298
197
160

908570450400450450

ａ呼び名

360
300
240

360
300
240

ｃｂ

310
260
220

360
300
240

ｅｄ

70
60
50

75
60
60

ｆ

65
60
50

モルタル (m ) ｺﾝｸﾘｰﾄ(m )3 3 ｸﾗｯｼｬﾗﾝ（ｍ ）3 型　枠　 (m )2

均し型枠TYPE Ⅱ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

j
k d nn L
a

0

鉄筋コンクリート暗渠ブロック
52

9
b

モルタル(敷均用) 0

5コンクリート
(18-8)

クラッシャラン
(RO-40)

24 10g
エ

8N4
エ

g

B 材 料 表 (10m当り)
呼び名 暗渠ブロック(m) モルタル(m3) コンクリート(ms) クラッシャラン(m°) 型 枠 (m2)

TYPE II 敷均用 (18-8) (R0-40) 均し型枠
240 10,000 0.065 0.500 0,500 2,000
300 10,000 0.070 0.550 0.550 2,000
360 10,000 0.077 0.620 0.620 2.000
450 10.000 0.087 0.720 0.720 2.000
600 10,000 0.103 0.880 0.880 2,000

寸 法 表 (単位:mm
呼び名 a b C d e f g h j k L n r1 r2 r3 B H 参考質量(kg)

240 240 220 240 50 60 50 320 350 395 420 345 1000 20 50 50 90 500 100 160
300 300 260 300 60 60 60 375 420 450 480 425 1000 20 50 50 110 550 100 197
360 360 310 360 70 75 65 430 500 517 585 495 1000 20 50 50 110 620 100 298
450 450 400 450 70 85 90 530 625 620 685 595 1000 20 70 50 130 720 100 461

特
記
事
項

(神奈川県コンクリート製品
横断暗渠布設図(2)T-14

共同組合型 TYPE II
・呼び名240~450)

11-2



集水桝構造図

Ａ-Ａ断面 ＢｰＢ断面

スクリーン
D13

コンクリート
(18-8)

(RC-40)
クラッシャラン

民
 地

官
 地

(18-8)
コンクリート

クラッシャラン
(RC-40)

30°

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

( 単位：mm )寸　　法　　表

( 1箇所当り )材　　料　　表

D

c

12-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

タイプ１及びタイプ２

令和６年４月

ａ

ｔ ｂ ｔ
12

0
ｈ

d'
d

B1

B1'

ａ

ｂｔ ｔ

B1

B1'

ｔ b ｔ

B
2

B
2’

ｔ
b

ｔ

B2

B2'

ｂ

ａ

ｔ ｔ

12
0

ｈ
d'

d

H

Ｕ字側溝 Ｕ字側溝

1400

1000

Ｂ2'

9001300タイプ　２

形状寸法

タイプ　１

種　別
ａ

900

ｂ

600

1500 15001700200

ｔ

150

Ｂ1

1300

Ｂ1'

1100

Ｂ2

1100

2050

1850

1930200200150

ｃ

150

ｄ

150

ｄ'

150

ｈ

1730

Ｈ

鉄　　筋材　　料

タイプ　２

タイプ　１

種　　別

1.00

2.22

コンクリート
(18-8)
(ｍ )

0.51

0.21

(RC-40)
(ｍ )

クラッシャラン

19.20

11.73

3.5

2.8

（小型構造物）
(ｍ )

型　枠
( D-13 )

(ｋｇ)3 23

１．直上を車両が通行する場所には設置することができない。

令和6年4月
A-A断面

a

横浜市下水道河川局
B-B断面

aB
スクリーン t b t t b tD13 a

t b t
2円HH5

30°

翌
A 咄

玉
U字側溝 皿

A HH 四
マ

8U字側溝

0 △ m mヘ ヘ C エC ア

8
埼
1

0コンクリート
(18-8)

o91
司10 クラッシャラン

(RC-40)

t b t
B1
B1

01
す

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン
(RO-40)B1 -B B2・

B1 B2寸 法 表 (単位:mm
形状寸法 a b t B1 B2 B1 B2 0 d d h H種 別

タイプ 1 900 600 150 1300 1100 1100 1000 150 150 150 1730 1850

タイプ 2 1300 900 200 1700 1500 1500 1400 150 200 200 1930 2050

材 料 表 (1箇所当り)
コンクリート クラッシャラン 型 枠 鉄 筋材 料

(18-8) (RO-40) (小型構造物) (D-13)
(m3) (m3) (m2) (kg)種 別
1.00 0.21 11.73 2.8タイプ 1

タイプ 2 2.22 0.51 19.20 3.5

特 1.直上を車両が通行する場所には設置することができない。
記
事
項

タイプ1及びタイプ2
集水桝構造図
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タイプ３集水桝構造図
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( 1箇所当り )材　　料　　表
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

(RC-40)
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Ｕ-240
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種　　別

タイプ　３

コンクリート
(18-8)
(ｍ )3 (ｍ )

(RC-40)
クラッシャラン

3 (ｍ )
（小型構造物）

2

型　枠

(ｋｇ)
( D-13 )
鉄　　筋

2.85.380.090.32

～φ250
φ200

１．直上を車両が通行する場所には設置することができない。

横浜市下水道河川局令和6年4月
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8
2g
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A
1050
850
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100100100 450 100100100
翌
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8
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マ
品 品0

翌
皿

スクリーン
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00
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<△ 日HHHH日日B 8-
△ 30°g1 18

8
d200~d250

650 A
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02008 ~0250
クラッシャラン(RO-40)U-240 △

~300 g
△

コンクリート : 100100100 450 100100100
(18-8) 1050

Q
8Q

品
1

材 料 表 (1箇所当り)クラッシャラン
(R0-40) 8

△△ S gg 種 別
材 料 コンクリート クラッシャラン 型 枠 鉄 筋

(18-8) (RC-40) (小型構造物) (D-13)
(m3) (m3) (m2) (kg)

タイプ 3 0.32 0.09 5.38 2.8

100 450 100100100
750

特 1.直上を車両が通行する場所には設置することができない。記
事
項

タイプ3集水桝構造図
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集水桝グレーチング構造図

タイプ １ タイプ ２

6 6
2 2

50

50 50 50 50

50

6
2

6
2
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記

項
事

特
タイプ１～タイプ３

横浜市下水道河川局

66

50

50

2

50

2

タイプ ３

令和６年４月

700×700
688×688
684×684

700×700
600×600

1000×1000
900×900

984×984
988×988

1000×1000 550×550
538×538
534×534

550×550
450×450

注）設置時注意

材　 質

載荷重

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 FCD600 SS400

T-14 　 i＝0.4

令和6年4月 横浜市下水道河川局

タイプ1 タイプ2 タイプ3

700×700
688×688 6
684×684 2

1000×1000
988×988
984×984

6 6 6 6 6
2 2 2 2 2

550×550
538×538
534×534

ウ ウ ウ
品6 1 品

50 50 50
700×700

50 900×900 50 450×45050 600×600
- 1000×1000 550×550-

特 注)設置時注意
記

材 質 グレーチング蓋 FCD600 SS400事
項 載荷重 T-14 i=0.4

タイプ1~タイプ3
集水桝グレーチング構造図

12-3



舗装復旧断面図（１）

Ｄ タ イ プ Ｃ タ イ プ Ｂ タ イ プ

Ａ タ イ プＡ タ イ プ
（Ａ１)（Ａ１)
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

5
5

5
20

20
30

5
5

20

5
5

25
10

35

20
5

10
5

20
25

20
5

5
20

30

50
5

30
20

5

10
以

上
5

本　復　旧 仮　復　旧

加熱アスファルト混合物(表　層)

加熱アスファルト混合物(中間層)

加熱アスファルト混合物(基　層)

れき青安定処理

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

加熱アスファルト混合物(表層)

加熱アスファルト混合物(基層)

粒度調整砕石

( RM-40 )

( RC-40 )

加熱アスファルト混合物(表層)

加熱アスファルト混合物(基層)

加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物加熱アスファルト混合物(表層)

( RM-40 )

粒度調整砕石れき青安定処理

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

粒度調整砕石

( RM-40 )
れき青安定処理

( RM-40 )

粒度調整砕石

クラッシャラン

( RC-40 )

( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物

( RM-40 )

粒度調整砕石

クラッシャラン

( RC-40 )

粒度調整砕石

( RM-40 )

加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物

クラッシャラン
( RC-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

本　復　旧 仮　復　旧本　復　旧 仮　復　旧

旧路盤に利用するとき
仮復旧路盤の全部を本復

単位：cm

令和6年4月 横浜市下水道河川局
単位:cm

Dタイプ Cタイプ Bタイプ
本 復 旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復旧 本 復 旧 仮 復 旧

加熱アスファルト混合物(表 層) 加熱アスファルト混合物(表層) L 加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物 L LO 加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物 LLO 加熱アスファルト混合物(中間層) 加熱アスファルト混合物(基層) LO LO 加熱アスファルト混合物(基層) g れき青安定処理 粒度調整砕石LO 加熱アスファルト混合物(基 層) 9 粒度調整砕石
れき青安定処理 (RM-40) 8 (RM-40) 8粒度調整砕石

(RM-40) 8
8 粒度調整砕石8 れき青安定処理

粒度調整砕石 (RM-40)

粒度調整砕石8 (RM-40)
(RM-40)

クラッシャラン

(RC-40)

クラッシャラン
20クラッシャラン (RO-40)

品 (R0-40)

2004

Aタイプ 仮復旧路盤の全部を本復
(A1) 旧路盤に利用するとき

本 復旧 仮 復 旧

Aタイプ
(A1)

本 復 旧 仮 復旧
L 加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石8 (RM-40)

加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物 LO

8 25 粒度調整砕石 (RC-40) △
2クラッシャラン

(RM-40) S
粒度調整砕石

(RM-40) 品
クラッシャランクラッシャラン

品 (RC-40) 品 (RC-40)

04

特
記
事
項

舗装復旧断面図(1)

13-1



Ｄ タ イ プ Ｃ タ イ プ Ｂ タ イ プ
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

舗装復旧断面図（２）

5
5

5
20

20
30

5
5

45

5
5

25
10

35

40
5

10
5

20
25

30
5

30

35

25

本　復　旧 仮　復　旧

加熱アスファルト混合物(表　層)

加熱アスファルト混合物(中間層)

加熱アスファルト混合物(基　層)

れき青安定処理

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

加熱アスファルト混合物(表層)

加熱アスファルト混合物(基層)

粒度調整砕石

( RM-40 )

( RC-40 )

加熱アスファルト混合物(表層)

加熱アスファルト混合物(基層)

加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物加熱アスファルト混合物(表層)

( RM-40 )

粒度調整砕石

れき青安定処理

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

粒度調整砕石

( RM-40 )

れき青安定処理

( RM-40 )

粒度調整砕石

クラッシャラン

( RC-40 )

本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

単位：cm

路盤に利用するとき
仮復旧路盤を本復旧

クラッシャラン

( RC-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

路盤に利用するとき
仮復旧路盤を本復旧

路盤に利用するとき
仮復旧路盤を本復旧

令和6年4月 横浜市下水道河川局
単位:cm

仮復旧路盤を本復旧 Bタイプ 仮復旧路盤を本復旧0タイプ 路盤に利用するとき 路盤に利用するときDタイプ 仮復旧路盤を本復旧
路盤に利用するとき

仮 復 旧本 復 旧 本 復 旧 仮 復 旧 本復 旧 仮 復 旧
LO 加熱アスファルト混合物(表 層) 加熱アスファルト混合物(表層) L 加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物 LO LO 加熱アスファルト混合物(表層) 加熱アスファルト混合物 LOL 加熱アスファルト混合物(中間層) 加熱アスファルト混合物(基層) LO L 加熱アスファルト混合物(基層) g れき青安定処理LOI 加熱アスファルト混合物(基 層) 9 粒度調整砕石れき青安定処理

粒度調整砕石 (RM-40) 品8 れき青安定処理 粒度調整砕石
粒度調整砕石 (RM-40) g 8 水粒度調整砕石

(RM-40)
粒度調整砕石8 (RM-40)

384

(RM-40) 1
(RM-40)

クラッシャラン クラッシャラン
L0 2(RC-40) (R0-40)

1
クラッシャラン (RC-40)

品

クラッシャラン クラッシャラン

クラッシャラン 6 (RC-40) 2
(RO-40)

品(RO-40)

特
記
事
項

舗装復旧断面図(2)
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Ａ タ イ プ
( Ａ２ ) ( Ａ２ )

Ａ タ イ プ

Ｒ タ イ プＬ タ イ プＬ タ イ プ
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

舗装復旧断面図（３）

5
5

10
25

5
15

20 20
5

15

5
25

25
10

5

40
5

10
以

上
5

10
以

上
5

35
5

25
5

5

旧路盤に利用するとき
仮復旧路盤の全部を本復

仮復旧路盤の全部を本復
旧路盤に利用するとき

仮　復　旧本　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

仮　復　旧本　復　旧 仮　復　旧本　復　旧 仮　復　旧本　復　旧

加熱アスファルト混合物(表　層)

加熱アスファルト混合物(基　層)

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物

加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石

( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

アスファルト混合物

( RC-40 )
クラッシャラン

加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石

( RM-40 )( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物(表　層)

加熱アスファルト混合物(基　層)

粒度調整砕石
( RM-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

( RC-40 )
クラッシャラン

加熱アスファルト混合物

単位：cm

令和6年4月 横浜市下水道河川局

単位:cm
Aタイプ
(A2)

旧路盤に利用するとき
仮復旧路盤の全部を本復

Aタイプ
(A2)

本 復 旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復 旧
LOI 加熱アスファルト混合物(表 層) 加熱アスファルト混合物 L0L 加熱アスファルト混合物(基 層)

g 粒度調整砕石
(RM-40)1

クラッシャラン

粒度調整砕石

(RM-40) g

L 加熱アスファルト混合物(表 層) 加熱アスファルト混合物

LO 加熱アスファルト混合物(基 層) クラッシャラン
粒度調整砕石 (RC-40)

山
△1(RM-40) S

クラッシャラン

(RC-40)(RC-40)

Lタイプ RタイプLタイプ
旧路盤に利用するとき

(仮復旧路盤の全部を本復

本 復 旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復旧 本 復 旧 仮 復旧
加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物 O 加熱アスファルト混合物 アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石 粒度調整砕石 クラッシャラン
LO (RM-40) (R0-40) 山

△1
(RM-40) (RM-40) 2L2 (RM-40)

粒度調整砕石 9 粒度調整砕石 粒度調整砕石

(RM-40) LO
00

クラッシャラン クラッシャラン8 (RC-40) 8 (RO-40)

特
記
事
項

舗装復旧断面図(3)
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Ｓ（１）タ イ プ Ｓ（２）タ イ プ Ｓ（３）タ イ プ

Ｇ タ イ プＹ タ イ プＸ タ イ プ

Ｗ タ イ プ Ｚ タ イ プ
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記
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特

横浜市下水道河川局令和６年４月

舗装復旧断面図（４）

15
20

30
5 5 5

15
4

10
10

20 20

10
10

4
15 15

4

15
5

単位：cm

縦断勾配が10％以上で
Ｌ交通以下のとき

Ｂ交通以上のとき

縦断勾配が7％以上
10％未満で

Ａ交通以下のとき
10％未満で
縦断勾配が7％以上

仮　復　旧本　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

仮　復　旧本　復　旧本　復　旧本　復　旧

本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

（ 表 面 処 理 ）

コンクリート

粒度調整砕石 ( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物

( RM-40 )

開粒度アスファルト混合物

標準断面

の本復旧
Ｄ

Ｃ

Ｂ

の仮復旧

標準断面
Ｃ

Ｄ

Ｂ

開粒度アスファルト混合物

Ｒ

Ａ

Ｌ
標準断面

の本復旧
Ｌ

Ａ

Ｒ

の仮復旧

標準断面

( RC-40 )

クラッシャラン

( RC-40 )

クラッシャラン

( RM-40 )

粒度調整砕石

アスファルト混合材

粒度調整砕石
( RM-40 )

コンクリート

コンクリート

( RM-40 )
粒度調整砕石

( RM-40 )

粒度調整砕石

アスファルト混合材 アスファルト混合材

( RM-40 )

粒度調整砕石

粒度調整砕石

( RM-40 )

アスファルト混合材

令和6年4月 横浜市下水道河川局

単位:cm

S(2)タイプ S(3)タイプS(1)タイプ
L交通以下のとき
縦断勾配が10%以上で 縦断勾配が7%以上

10%未満で
B交通以上のとき

本 復 旧 仮 復 旧

縦断勾配が7%以上
10%未満で
A交通以下のとき

本 復 旧 仮 復 旧本 復 旧 仮 復 旧

L2
(表面処理) 加熱アスファルト混合物 L 開粒度アスファルト混合物 口 開粒度アスファルト混合物Dコ

の仮復旧 AT
の仮復旧コンクリート

粒度調整砕石 Dコ
の本復旧 B Lt 標準断面

R
C+

標準断面 AT の本復旧
L+

標準断面
粒度調整砕石 (RM-40) 品 C

標準断面 R8 (RM-40) B

×タイプ Yタイプ Gタイプ
本復旧 本復 旧 本 復 旧 仮 復 旧

アスファルト混合材

LO 粒度調整砕石
粒度調整砕石(RM-40) (RM-40)

9 コンクリート
クラッシャラン クラッシャラン8 (RC-40) (R0-40) 8

9

Wタイプ Zタイプ
本 復 旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復 旧
アスファルト混合材 アスファルト混合材

2と 粒度調整砕石 粒度調整砕石

04
(RM-40) (RM-40) LOLO

5

コンクリート
アスファルト混合材 LO

粒度調整砕石
9 (RM-40) (RM-40) L2粒度調整砕石

特
記
事
項

舗装復旧断面図(4)
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Ｌ 交 通 未 満

（一 般 部） （透水性のある舗装）

プライムコートなし
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横浜市下水道河川局令和６年４月

舗装復旧断面図（５）

10
5

15

25
5

25
55

25

単位：ｃｍ

仮　復　旧本　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

単位：ｃｍ

加熱アスファルト混合物

粒度調整砕石
( RM-40 )

( RC-40 )
クラッシャラン

( RM-40 )

粒度調整砕石

加熱アスファルト混合物

クラッシャラン

( RC-40 )

開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物

クラッシャラン

( RC-40 )

令和6年4月 横浜市下水道河川局

L交通未満

(一般部) (透水性のある舗装)

単位:cm 単位:cm

本 復旧 仮 復旧 本復 旧 仮 復旧
201 開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物 0加熱アスファルト混合物 加熱アスファルト混合物 L

粒度調整砕石g (RM-40)

1LO クラッシャラン(R0-40)

粒度調整砕石 クラッシャラン クラッシャラン(RM-40) 2 2 (RO-40) (RC-40)

プライムコートなし

特
記
事
項

舗装復旧断面図(5)
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プライムコートなし

舗装復旧断面図

Ｑ タ イ プ

Ｑa タ イ プ Ｑb タ イ プ Ｑc タ イ プ

ＣＱ タ イ プ

プライムコートなし

プライムコートなし

プライムコートなし

(1
0)

(1
5) (2
0)

(5
)

13-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

（６）

4
10 10

4

10
7 3

14

10
4 4

10

15
5

15
5 5

25 25
5

単位：cm

歩道舗装（一般部）
（透水性のある舗装）

歩道舗装（一般部）

歩道舗装（自動車乗入れ部）
２ｔ積トラック等

２ｔ以上4.5ｔ未満

歩道舗装（自動車乗入れ部）

駐車場等、２ｔ未満

歩道舗装（自動車乗入れ部）

個人住宅用、２ｔ未満

本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

本　復　旧 仮　復　旧仮　復　旧本　復　旧仮　復　旧本　復　旧

開粒度アスファルト混合物

クラッシャラン
( RC-40 ) ( RC-40 )

クラッシャラン

アスファルト混合物 コンクリート平板

クラッシャラン
( RC-40 )

( RC-40 )

クラッシャラン

アスファルト混合物

開粒度アスファルト混合物

( RC-40 )
クラッシャラン

アスファルト混合物

クラッシャラン
( RC-40 )

( RC-40 )

クラッシャラン

開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物

クラッシャラン

( RC-40 )
( RC-40 )

クラッシャラン

アスファルト混合物

クラッシャラン
( RC-40 )

開粒度アスファルト混合物

注） １. 総重量：車両重量＋最大積載量＋乗車定員重量(１名55kgf)

２. 上記の舗装構成は、乗入れ幅員(切下げ部)の範囲とし、すり付部は歩道一般部と同一構成とする。

３. 特殊車は、その車両の総重量により、ａ～ｅの区分を行うこと。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

単位:cm
OQタイプQタイプ

歩道舗装(一般部)
(透水性のある舗装)

歩道舗装(一般部)

本 復 旧本 復旧 仮 復旧
寸 開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物

9 クラッシャラン クラッシャラン
(RC-40) (R0-40)

19 コンクリート平板

69 (RO-40)クラッシャラン

仮 復 旧

クラッシャラン
1アスファルト混合物 008(RC-40)

プライムコートなし

Qaタイプ Qbタイプ Qcタイプ
(歩道舗装(自動車乗入れ部) (歩道舗装(自動車乗入れ部) 歩道舗装(自動車乗入れ部)

個人住宅用、2t未満 駐車場等、2t未満
2t積トラック等
2t以上4.5t未満

本復 旧 仮 復 旧 本 復旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復 旧
開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物 L 開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物 LO L 開粒度アスファルト混合物 アスファルト混合物 LO

クラッシャランクラッシャラン クラッシャラン クラッシャラン
LO

g (RC-40) (RO-40) g
L2 (R0-40) (RC-40) - 2 クラッシャラン クラッシャラン

プライムコートなし (RO-40) (RO-40) LO

プライムコートなし

プライムコートなし

特 注)1.総重量:車両重量+最大積載量+乗車定員重量(1名55kgf)
記 2.上記の舗装構成は、乗入れ幅員(切下げ部)の範囲とし、すり付部は歩道一般部と同一構成とする。
事 3.特殊車は、その車両の総重量により、a~eの区分を行うこと。

項
舗装復旧断面図(6)
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舗装復旧断面図

Ｑd タ イ プ Ｑe タ イ プ

13-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

（７）

5
5

25

5
30

5
5

5
35

45
5

単位：cm

歩道舗装（自動車乗入れ部）

４ｔ積トラック小型バス等

4.5t以上８ｔ未満

歩道舗装（自動車乗入れ部）

８ｔ積トラック大型バス等

８ｔ以上20ｔ未満

本　復　旧 仮　復　旧 本　復　旧 仮　復　旧

加熱アスファルト混合物（基層）

加熱アスファルト混合物（表層） アスファルト混合物

クラッシャラン

( RC-40 )( RC-40 )
クラッシャラン

加熱アスファルト混合物（基　層）

加熱アスファルト混合物（中間層）

加熱アスファルト混合物（表  層） アスファルト混合物

クラッシャラン

( RC-40 )
クラッシャラン

( RC-40 )

３. 特殊車は、その車輌の総重量により、ａ～ｅの区分を行うこと。

２. 上記の舗装構成は、乗入れ幅員(切下げ部)の範囲とし、すり付部は歩道一般部と同一構成とする。

注） １. 総重量：車輌重量＋最大積載量＋乗車定員重量(１名55kgf)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

単位:cm

Qdタイプ Qeタイプ

1 歩道舗装(自動車乗入れ部)歩道舗装(自動車乗入れ部)
4t積トラック小型バス等

4.5t以上8t未満
8t積トラック大型バス等

8t以上20t未満

本 復 旧 仮 復 旧 本 復 旧 仮 復 旧
加熱アスファルト混合物(表層) アスファルト混合物

LO 加熱アスファルト混合物(基層)
加熱アスファルト混合物(表 層) アスファルト混合物

LO 加熱アスファルト混合物(中間層)

加熱アスファルト混合物(基 層)

LO LO LO

クラッシャラン クラッシャラン
品(RC-40) (RO-40)

クラッシャランクラッシャラン

6 (RO-40) (RO-40) 1g

特 注)1.総重量:車輌重量+最大積載量+乗車定員重量(1名55kgf)
記 2.上記の舗装構成は、乗入れ幅員(切下げ部)の範囲とし、すり付部は歩道一般部と同一構成とする。
事 3.特殊車は、その車輌の総重量により、a~eの区分を行うこと。

項
舗装復旧断面図 (7)

13-7



規格図・寸法表・外圧強さ及び寸法許容差表
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

標準管の形状 標準管の管端部詳細

　1

T
T

Lc2

D

D1

T

カラ－

シ－ル材

水膨張性ゴム

クッション材

２００～５００

６００，７００

 1

D
1

DD
c

ｔ
1.

5

カラ－

水膨張性ゴム

クッション材

シ－ル材

DD
1

 1

2.
5

ｔ

寸法表・外圧強さ及び寸法許容差表

D
C

14-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管（標準管）

令和６年４月

Lc

D
1 D

Lc1

L

Lc2

T

Lc2

T

2430

2000

寸　　　　　　　　　法　　　　　　　　　表

πＤ1

856+3,-2
736±2

620±2

564±2

506±2

450±2

394±2

340±2

Ｄ1

600

700

500

450

600±4

700±4

500±4

450±4

300

350

400

250

300±4

350±4

400±4

250±3

Ｄ

2312±3

2689±3

1948±3

1772±3

80 +4,-2

90 +4,-2

70 +4,-2

67 +4,-2

1238±3

1590±3

1414±3

1068±3
57 +4,-2

60 +4,-2

63 +4,-2

55 +4,-2

Ｔ

呼び径 内　径 厚　さ 破 壊 荷 重ひび割荷重

π・(Dc+2t)

2758±3

2381±3

2004±3

1828±3

1646±3

1470±3

1294±3

1125±3

Ｌｃ1

-1

+3
81

- 5

+10

+5
170

-2

-1

+3
- 5

51

+10

Ｌ 1

120
+5

-2

Ｌｃ

2.080±290
754

874

635

579

1.550±270

Ｌｃ2

409

521

465

355

Ｄｃｔ

72.6(7,400)

69.7(7,100)

66.7(6,800)

63.8(6,500)

58.9(6,000)

55.9(5,700)

52.0(5,300)

49.1(5,000)

48.1(4,900)

46.1(4,700)

44.2(4,500)

42.2(4,300)

39.3(4,000)

37.3(3,800)

34.4(3,500)

32.4(3,300)

有効長

外圧強さ (kN/m(kgf/m))（mm）

96.2(9,800)

92.2(9,400)

88.3(9,000)

84.4(8,600)

78.5(8,000)

74.6(7,600)

68.7(7,000)

64.8(6,600)

127(12,900)

118(12,000)

112(11,400)

103(10,500)

97.1(9,900)

143(14,500)

138(14,000)

133(13,500)

１　種 ２　種 ２　種１　種

298±2200 200±3 936±3 59 +4,-2 993±3313 47.1(4,800)31.4(3,200) 62.8(6,400) 94.2(9,600)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

標準管の形状 標準管の管端部詳細

200~500
カラー

l1 Lc LC2 シール材

1 水膨張性ゴム
ケ F 2

トl1-
クッション材

0

2 0 口 0 g ロ口
600,700

カラー11

9 Lc2 シール材L
Lc1 Lc2

水膨張性ゴム
2

クッション材
l1 1-

g
寸法表-タト丿王強さ及び、丁法許容差表 ロ口

寸 法 表 (mm) 外圧強さ (kN/m(kgf/m))

呼び径 内 径 厚 さ 有効長 ひび割荷重 破壊荷重
D D1 兀D1 T L l1 Lc Lc1 Lc2 t Dc 兀・(Dc+2t) 1 種 2 種 1 種 2 種

200 200±3 298±2 936±3 59 +4.-2
+10

313 993±3 31.4(3,200) 62.8(6,400) 47.1(4,800) 94.2(9,600)
355 1125±3 32.4(3,300) 64.8(6,600) 49.1(5,000) 97.1(9,900)250 250±3 340±2 1068±3 55+4.-2 2000 -5 409 1294±3 34.4(3,500) 68.7(7,000) 52.0(5,300) 103(10,500)300 300±4 394±2 1238±3 57+4.-2

400 400±4 506±2 1590±3 63 +4.-2
-1 120

+5
350 350±4 450±2 1414±3 60+4.-2 51

+3
-2 70 50±2 1.5 465 1470±3 37.3(3,800) 74.6(7,600) 55.9(5,700) 112(11,400)

521 1646±3 39.3(4,000) 78.5(8,000) 58.9(6,000) 118(12,000)
+10 579 1828±3 42.2(4,300) 84.4(8,600) 63.8(6,500) 127(12,900)450 450±4 564±2 1772±3 67+4.-2

500 500±4 620±2 1948±3 70+4.-2
2430 -5 635 2004±3 44.2(4,500) 88.3(9,000) 66.7(6,800) 133(13,500)

-2 90 80±2 2.0
754 2381±3 46.1(4,700) 92.2(9,400) 69.7(7,100) 138(14,000)600 600±4 736±2 2312±3 80+4.-2

81 -1
+3

170
+5

874 2758±3 48.1(4,900) 96.2(9,800) 72.6(7,400) 143(14,500)700 700±4 856+3,-2 2689±3 90+4.-2

特
記
事
項

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管(標準管)
規格図・寸法表・外圧強さ及び寸法許容差表

(JSWAS A-6)
14-1



（先頭管）規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

先頭管の形状の一例

D

D2

T

T
T

50

14-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管

令和６年４月

105

D
2 D

L

120

Ａ

 ・先頭管の差口は、先導体の後部と水密性を保ちながら接合できる形状に加工されており、その形状寸法及び寸法の

許容差は製造者の規格によるが、有効長は標準管と同じか、やや短いのが一般的である。
 ・先頭管の管端部詳細図、寸法表等は日本下水道規格（JSWAS　A-6）参考資料を参照。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

先頭管の形状の一例

105 120
A

H

D2 0 S0

1 1

L 50

特 ・先頭管の差口は、先導体の後部と水密性を保ちながら接合できる形状に加工されており、その形状寸法及び寸法の
許容差は製造者の規格によるが、有効長は標準管と同じか、やや短いのが一般的である。記

・先頭管の管端部詳細図、寸法表等は日本下水道規格(JSWAS A-6)参考資料を参照。事
項

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管
(先頭管)規格図

(JSWAS A-6)
14-2



鉄筋コンクリート管用カラー部規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

小口径推進管用カラ－の形状

呼び径　２００～５００ 呼び径　６００，７００

25

Dc
2

Dc
3

Dc
1

Dc
2

DcDc
2

DcDc
1

t

4R

6R 6R

4R

6R

ｔ

15 40

Lc

40

7R

6R6R
4R

4R

Lc

454520

7R

8R 8R

7R

8R 8R

15R

8R

5R

Dc
2

60

Dc
3

Dc
1

Dc
2

DcDc
2

8R

ｔ

カラ－寸法及び許容差表

（単位：mm）

14-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

小口径管推進工法用

令和６年４月

呼び径

600

700

500

450

300

350

400

250

Ｄｃ1
長　さ厚　さ

Ｄｃ3Ｄｃ2Ｄｃ

758754

874 878

635

579

638

582

738

858

622

566

412409

465

521

468

524

355 358

396

508

452

342

2.0
735

855

619

563

170
-2

+5

393

449

505

1.5

339

ｔ

-2

+5
120

Ｌc

200 313 316 300 297

令和6年4月 横浜市下水道河川局

小口径推進管用カラーの形状

呼び径 200~500 呼び径 600,700

Lc Lc

15 25 40 40 20 45 45 60

7R 4R 7R 7R 15R 5R4R 4R

6R 6R 6R 6R 6R
希して

8R
ベレレル8R 8R 8R 8R 8R

g g g 宮 宮宮 g g g g 宮 g g

カラー丁法及び許容差表
(単位:mm)

厚さ 長 さ呼び径 Do Do1 Dc2 Do3 t Lc
200 313 316 300 297
250 355 358 342 339
300 409 412 396 393
350 465 468 452 449 1.5 120

+5

400 521 524 508 505
-2

450 579 582 566 563
500 635 638 622 619

700 874 878 858 855
2.0 170

+5600 754 758 738 735
-2

特
記
事
項

鉄筋コンクリート管用カラー部規格図
小口径管推進工法用

(JSWAS A-6)
14-3



短管Ａ及び短管Ｂの形状・寸法及び寸法の許容差 ゴム輪の形状、寸法及び寸法の許容差

寸 法 表

DD1

T

T

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

D

t
D

c

水膨張性ゴム

クッション材

シ－ル材

S
D

1

 1

継手部詳細図

短管Ａ 短管Ｂ

2 2

1.5 1.5 1.5

2.5 2.5 2.5 3

3 3

1

呼び径200～500 呼び径600，700 （単位：mm）

Lc2Lc1

カラー

特
記
事
項

14-4

横浜市下水道河川局

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管（短管）
規格図

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

令和６年４月

L

D D

 1

Lc
Lc1 Lc2

T

Lc

D
1

L

B

H

5
6

3
3

5

5 7 7 54

B

7
6

H

6 11 11 8

3.5

1200

990

πＤ1

856
736±2

620±2

564±2

506±2

450±2

394±2

340±2

Ｄ1

600

700

500

450

600±4

700±4

500±4

450±4

300

350

400

250

300±4

350±4

400±4

250±3

Ｄ

2312±3

2689±3

1948±3

1772±3

1238±3

1590±3

1414±3

1068±3

Ｔ
呼び径

内　径 厚　さ

π・(Dc+2t)

2758±3

2381±3

2004±3

1828±3

1646±3

1470±3

1294±3

1125±3

Ｌｃ1

-1

+3
81

-10

+20

+5
170

-2

-1

+3

-10

51

+20

Ｌ 1

120
+5

-2

Ｌｃ

2.080±290
754

874

635

579

1.550±270

Ｌｃ2

409

521

465

355

Ｄｃｔ

有効長

2.5

1.5

Ｓ

412

524

468

638

878

758

582

358

Ｄc1

396

622

738

858

566

452

508

Ｄｃ2

342

393

505

449

563

855

735

619

339

Ｄｃ3

993±3313 300316 297200 200±3 59298±2 936±3

+3
-2

-2
+4

55 +4
-2

57 +4
-2

60 +4
-2

63 +4
-2

67 +4
-2

70 +4
-2

80 +4
-2

90 +4
-2

H

11±0.5

13±0.536±1600，700

B

28±1

呼び径

200～500

周長の102±1

長　　さ（％）

ゴム輪装着部

（単位：mm）

令和6年4月 横浜市下水道河川局
短管A及び短管Bの形状・寸法及び寸法の許容差 ゴム輪の形状、寸法及び寸法の許容差

短管A 短管B
ト - 呼び径200~500 呼び径600,700 (単位:mm)LC

1

中 01 Q
E 中

B B
3 32 2

00 01Lつ

エ 0
0 L

1.5 1.5 1.5
5 7 7 4 5

エ
1 1

入
l1

Lト =
Lc1 Lc2l L 3.5

25 2.5 2.5 3

6 11 11 8継手部詳細図
Lc

カラー Lc1 Lc2 シール材

水膨張性ゴム
0 2 ウI

クッション材
l1 10 1-

呼び径 B H 長 さ(%)
200~500 28±1 11±0.5 ゴム輪装着部
600,700 36±1 13±0.5 周長の102±1

法 表
(単位:mm)g 口 0

厚 さ 有効長
呼び径

内 径
D D1 兀D1 T L l1 S Lc Lc1 Lc2 t Dc 兀・(Dc+2t) Dc1 Dc2 Dc3

250 250±3 340±2 1068±3 55 2
2200 200±3 298±2 936±3 59 313 993±3 316 300 297

990
+20

355 1125±3 358 342 339

350 350±4 450±2 1414±3 60 ¥4
2 -10

409 1294±3 412 396 393300 300±4 394±2 1238±3 57

400 400±4 506±2 1590±3 63 +4
-2 51

+3 +5
-1 1.5 120 -2 70 50±2 1.5 465 1470±3 468 452 449

-2 521 1646±3 524 508 505
450 450±4 564±2 1772±3 67 埼 1200

+20 579 1828±3 582 566 563
500 500±4 620±2 1948±3 70 2

+4-2 81
+3

-10 635 2004±3 638 622 619
600 600±4 736±2 2312±3 80 754 2381±3 758 738 735

-1 2.5 170
+5
-2 90 80±2 2.0

874 2758±3 878 858 855700 700±4 856 3 2689±3 90 ±2

特
記
事
項

小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管(短管)
規格図

(JSWAS A-6)
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鉄筋コンクリート標準管規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

標準管の形状 継 手 部 詳 細

ａ部詳細図
注入孔 埋込カラ－ 注入孔

600 600

T
T

T
c

T
c

D

T

T

埋込用止水材 アンカ－

クッション材

目地溝

埋込カラー シール材

D

T
c

D
c

 1

D
2

D
1

1.
5

T
c/

3

θ≒40°
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用

寸  法  表　(単位：mm)  及  び  外  圧  強  さ  表  (単位：kN/m(kgf/m)

令和６年４月

D
1

L

D D
c

Lc
Lc1 Lc2

T  2

T
c

ｔ

ａ

ａ

ひ  び  割  れ  荷  重

  70.7  (7200)

  76.5  (7800)

  82.4  (8400)

  85.4  (8700)

  88.3  (9000)

  94.2  (9600)

 101  (10200)

 106  (10800)

 112  (11400)

 118  (12000)

 124  (12600)

 130  (13200)

 136  (13800)

 142  (14400)

 148  (15000)

有効長  Ｌ

 +10
 -5

内  径  Ｄ

1100±6 

1200±6 

1500±8 

1350±8 

 800±4 

 900±6 

1000±6 

1650±8 

2400±12

2600±12

2800±12

3000±12

1800±10

2200±10

2000±10

２８００

３０００

２６００

２４００

２２００

２０００

１８００

１６５０

１５００

１３５０

１２００

１１００

呼  び  径

１０００

  ９００

  ８００

2430
 6010±6

 8680±9

 9403±9

10125±9

10848±9

 6544±6

 7989±6

 7267±6

 +5
2763

3453

2993

3223
 +5

 +5
 -3

 -3

 +5
 -3

 -3

1913

2313

2543

2083

 +4

 +4
 -3

 -3

 +4
 -3

 -3
 +4

 +12
205

220

235

250

3239

3469

2779

3009

 +12

 +12
 -6

 -6

 +12
 -6

 -6

150

175

190

160

2327

2557

1927

2097

 +10

 +10
 -5

 -5

 +10
 -5

 -4
 +8

 4031±3

 4408±3

 5476±6

 4910±6

 2931±3

 3308±3

 3685±3 -2

1283

1563

1743

1403

 -3
 +4

 -3
 +4

 -2
 +3
 -2

 +3

Ｄ1 

1173

1053

933 -2

 -2
 +3

 +3

 +3

πＤ1

 -3

105

125

140

115

1577

1757

1292

1412

 -4
 +8
 -4
 +8

 -3

 -3
 +6

 +6

厚  さ  Ｔ

 80

 90

100

1062

1182

Ｄ2 

 942  -2

 -3
 +6

 +6

 +4

152±2 8270 150

225

210

195

180

150±2

170

155

140

130

継手最小厚さ ｔ

132±2 7260

1 2

 120

120

105

100

90

130±2

Ｌc1

85

75

65

Ｌc2 

10996  ±  5 

10273  ±  5 

9550  ±  5

8828  ±  5

8105  ±  5

7383  ±  5

6660  ±  5

6126  ±  5

-2

+5
300   9  

3252

3482

3022

2792

6  

2568

2338

2108

1938

  64.8  (6600)

  67.7  (6900)

  70.7  (7200)

  73.6  (7500)

  53.0  (5400)

  55.9  (5700)

  58.9  (6000)

  61.8  (6300)

π（Ｄc ＋ ２Ｔc）

5592  ±  5

5027  ±  5

4492  ±  3

4115  ±  3

3770  ±  3

3393  ±  3

3016  ±  3

250   -2
+5

1768

1588

1421

1301

4.5

Ｌc Ｔc

1191

1071

 951

Ｄc

  42.7  (4350)

  44.2  (4500)

  47.1  (4800)

  50.1  (5100)

  35.4  (3600)

  38.3  (3900)

  41.2  (4200)

１    種

 159  (16200)

 168  (17100)

 177  (18000)

 186  (18900)

 195  (19800)

 203  (20700)

 212  (21600)

 221  (22500)

 155   (15800)

 163   (16600)

 170   (17300)

 177   (18000)

 122   (12400)

 134   (13600)

 142   (14400)

 149   (15100)

破     壊     荷     重

 106  (10800)

 115  (11700)

 124  (12600)

 128  (13000)

 133  (13500)

 142  (14400)

 151  (15300)

  78.5  (8000)

  86.3  (8800)

  98.1 (10000)

 110   (11200)

  57.9  (5900)

  64.8  (6600)

  71.6  (7300)

２    種 １    種 ２    種

注） １．標準管の有効長は、1200 　    とすることができる。

２．標準管の形状は、カラーなしとすることができる。

３．有効長の最大と最小の差は、3mm以内とする｡
-20
+10

-20
+10

-5
+10

４．呼び径1000以上の標準管には、緊結用埋込ナットをつけることができる。

　　但し有効長は2430　     、1200 　     とする｡

５．注入孔の数及び位置は、必要に応じて変えることができる。

６．ひび割れ荷重とは、管に幅0.05mmのひび割れを生じたときの

　　試験機が示す荷重を有効長（Ｌ）で除した値をいい、破壊荷重

　　とは、試験機が示す最大荷重を有効長（Ｌ）で除した値をいう。

７．中押管については、Ｔのみひび割れ荷重を適用する。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
標準管の形状 継手部詳細

注入孔
シール材注入孔 埋込カラー

0H a
埋込カラー

Lc
Lc1 Lc2 0

a

a部詳細図 5
人 ト0

600 600
ウ 53

口 g 0
0=40°

9 00l 埋込用止水材 アンカー l1 l2
クッション材 0 Q

目地溝 品 口8
イ

0
L ト0ト

寸 法 表 (単位:mm) 及 び タト 圧王 強 さ 表 (単位:kN/m(kgf/m)

ひび割れ荷重 破 壊 荷 重呼 び径 内径D D1 兀D1 D2 厚さT 有効長 L l l1 l2 継手最小厚さt Lc1 Lc2 Lc Tc Dc 兀(Dc十 2Tc) 1 種 2 種 1 種 2 種

65 951 3016 ± 3 35.4 (3600) 70.7 (7200) 57.9 (5900) 106 (10800)

75 1071 3393 ± 3 38.3 (3900) 76.5 (7800) 64.8 (6600) 115 (11700)

85 4.5 1191 3770 ± 3 41.2 (4200) 82.4 (8400) 71.6 (7300) 124 (12600)

90 1301 4115 ± 3 42.7 (4350) 85.4 (8700) 78.5 (8000) 128 (13000)

132±2 60 72 100 1421 4492 ± 3 44.2 (4500) 88.3 (9000) 86.3 (8800) 133 (13500)

105 120 130±2 250 +5
-2 1588 5027 ± 5 47.1 (4800) 94.2 (9600) 98.1(10000) 142 (14400)

120 1768 5592 ± 5 50.1 (5100) 101 (10200) 110 (11200) 151 (15300)

800 800±4 933 +3 +4
-2 2931±3 942 80 -2

900 900±6 1053 +3 +6
-2 3308±3 1062 90 -3

1000 1000±6 1173 +3
-2 3685±3 1182 100 +6

-3
1100 1100±6 1283 +3

-2 4031±3 1292 105 +6
-3

1200 1200±6 1403 +3
-2 4408±3 1412 115+6

-3
1350 1350±8 1563 +4 4910±6 1577 125 +8

-3 -4
+8+4 5476±6 1757 140 -4

2430 -5
1500 1500±8 1743 -3 +10

1650 1650±8 1913 +4
-3 6010±6 1927 150 +8

-4
1800 1800±10 2083 +4 +10

-3 6544±6 2097 160 -5
+10+4 7267±6 2327 175 -52000 2000±10 2313-3
+10+4 7989±6 2557 190 -52200 2200±10 2543 -3

+5 +122400 2400±12 2763 -3 8680±9 2779 205 -6
2600 2600±12 2993 +5 +12

-3 9403±9 3009 220 -6
2800 2800±12 3223 +5 +12

-3 10125±9 3239 235 -6
3000 3000±12 3453 +5 +12

-3 10848±9 3469 250 -6

130 1938 6126 ± 5 53.0 (5400) 106 (10800) 122 (12400) 159 (16200)
6

2108 6660 ± 5 55.9 (5700) 112 (11400) 134 (13600) 168 (17100)140

155 2338 7383 ± 5 58.9 (6000) 118 (12000) 142 (14400) 177 (18000)

170 2568 8105 ± 5 61.8 (6300) 124 (12600) 149 (15100) 186 (18900)

180 2792 8828 ± 5 64.8 (6600) 130 (13200) 155 (15800) 195 (19800)

3022 9550 ± 5 67.7 (6900) 136 (13800) 163 (16600) 203 (20700)195
150 150±2 300

+5

210
-2 9152±2 70 82

3252 10273 ± 5 70.7 (7200) 142 (14400) 170 (17300) 212 (21600)

225 3482 10996 士 5 73.6 (7500) 148 (15000) 177 (18000) 221 (22500)

特 注) 1.標準管の有効長は、1200 -5+10 とすることができる。 5.注入孔の数及び位置は、必要に応じて変えることができる。

記 2標準管の形状は、カラーなしとすることができる。 6.ひび割れ荷重とは、管に幅0.05mmのひび割れを生じたときの
+10 とする。 試験機が示す荷重を有効長(L)で除した値をいい、破壊荷重+10 1200-20

3mm以内とする。 とは、試験機が示す最大荷重を有効長(L)で除した値をいう。
但し有効長は2430

事 3.有効長の最大と最小の差は、
-20

項 4.呼び径1000以上の標準管には、緊結用埋込ナットをつけることができる。 7.中押管については、Tのみひび割れ荷重を適用する。
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鉄筋コンクリート中押管Ｓ規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

中押管Ｓの形状

ａ部詳細図 ｂ部詳細図

コンクリ－ト
又はモルタル

Ａ

Ａ
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tc

tc

リブ　ｔ×ｎ
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Ａ－Ａ
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θ≒40°

標準管用シ－ル材

現場モルタル仕上　
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φ

D
s

12
D
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用

寸　　法　　表
（単位：ｍｍ）

令和６年４月

D
1

D
s

Lc
D

c

Ls

ａ

ｂ

-6-3

-9-3

2083

2543

2993

2763

2313

3223

3453

2400 24242400

2600

2800

3000

2800

3000

2600

2824

3024

2624

1800

2200

20002000

2200

1800

2024

2224

1824

8680 2778
+9+5

+5

+5

-3

10848

10125

+5

-3

-3

9403

+9
3238

3468
+9

-9

3008
+9

-9

-9

7267
-3

-3

+4
7989

-3

+4

+4
6544

-6
2326

2556
-6

+6

2096
-6

+6

+6

内径
呼び径

1283

1403

1563

1173

1743

1913

122412001200

1350

1500

1650

1500

1650

1350

1524

1674

1374

Ｄ

1100

1000

1100

1000

1124

Ｄs

1024

4408 1406

+4

+4

-3

6010

5476

+4

-3

-2

4910

+6
1756

1926
+6

-6

1576
+6

-6

-3

πＤ1

-2

-2

+3

+3
4031

+3

Ｄ1

3685
-3-3

1292
-3

+3

+3

1182
+3

Ｄc

-5-5
-3

-5-5

+5+5
8828

+5+5
10273

10996
+5+5

-5-5

9550
+5+5

-5-5

-5-5

-2
180

+2

-5-5
7383

8105
-5-5

+5+5

6660
-5-5

+5+5

+5+5

160
+2

-2

-3

+5
1200 70 2516

9

22

72

90

84

78

58

64

52

有効長

4492

+5+5
5592

6126
+5+5

-5-5

5027
+5+5

-5-5

-3-3-3-3

155
+2

-2

π（Ｄc＋２tc）

-3-3-3-3

4115
-3-3-3-3

+3+3+3+3

+3+3+3+3

3770
+3+3+3+3

+2
150

-2

Ｌs

60

+5
1150

12

19

+5

-3
1100

Ｌc

169
6

tc t1 φ

リブ

36

48

44

40

32

28

n 枚

令和6年4月 横浜市下水道河川局

中押管Sの形状

a部詳細図 1Al a 8
b

ウ t1
00

S 10/6 t1

b部詳細図 5
8

コンクリート
又はモルタル 0=40°

品0 Ls 現場モルタル仕上

標準管用シール材

口台 g
寸 法 表 (単位:mm)

有効長 リブ

1

8Ls Lc
A 36

19 40

A-A 60 44
リブ t×n

内径
呼び径 D Ds D1 兀D1 Dc 兀(Dc+2tc) Ls Lc l tc t1 0 n枚
1000 1000 1024 1173

+3 +3
-2 3685

+3
-3 1182 3770 -3 150

+2 28

-3 1100
+5 9 16

-3 1292 4115
+3 -2

1100 1100 1124 1283
+3
-2 4031

+3
-3

6 32

1200 1200 1224 1403
+3
-2 4408

+3 +3
-3 1406 4492 -3

-5
155

+2
1350 1350 1374 1563

+4 4910
+6
-6 1576 5027

+5
-2-3

1500 1500 1524 1743
+4

-6 1756 5592
+5

-3 5476
+6

-5
1650 1650 1674 1913

+4
-6 1926 6126

+5
-3 6010

+6
-5

-6 2096 6660
+5

1800 1800 1824 2083 -3 6544
+6+4

-5 160
+2

-6 2326 7383
+5 -2

2000 2000 2024 2313
+4
-3 7267

+6
-5

2200 2200 2224 2543
+4

-6 2556 8105
+5

-3 7989
+6

-5

2400 2400 2424 2763 -3 8680
+9+5 +5
-9 2778 8828 -5

2600 2600 2624 2993 -3 9403 -9 3008 9550
+5

78
+5 +9

-9 3238 10273
+5 -2 1200

+5-5 180
+2

-3 70 16 25
2800 2800 2824 3223

+5
-3 10125

+9
-5 84

3000 3000 3024 3453 -3 10848
+9+5
-9 3468 10996

+5
-5

1150
+5 12 48
-3

Ds
D1

52
22

58
9

64

72

コンクリート
又はモルタル

90

特
記
事
項

鉄筋コンクリート中押管S規格図
下水道推進工法用

(JSWAS A-2)
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中押管Ｔの形状

a部詳細図
b部詳細図
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Ｂ

Ｂ
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滑材注入孔
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記

項
事

特

横浜市下水道河川局

寸　法　表
（単位：ｍｍ）

令和６年４月

鉄筋コンクリート中押管Ｔ規格図
（ＪＳＷＡＳ　A－２）

下水道推進工法用

D
1

D D
c

LT

  1   2
D

a

b

-5-6-3- 8

1800

2000

2200

2600

2400

2800

3000

2800

3000

2600

2400

2000

2200

1800

-5-9-3-12

+5+12

2979

2749

3209

3439

-12

+12

+12

-12

-12

+12

-3

+5

+5

10804

10081

+5

-3

-3

9359

8636

2071

2301

2531
+10

-10

-10

+10

+10

-10

7229

+4

-3

-3

7951

-3

+4

+4
6506

+5+9

3252

3482

-9

+9

+9

3022

2792

+9

-9

-9

10273

10996

-5

+5

+5

9550

8828

+5

-5

-5

2338

2568
+6

-6

-6

2108
-6

+6

+6

7383

8105
+5

-5

-5

6660
-5

+5

+5

1000

1100

1350

1200

1500

1650

呼び径

1200

1500

1650

1350

1000

1100

内  径

πＤ1

+3
1388 4361

+ 6

1551

1731

1901

- 8

+ 8

+ 8

- 6

- 8

+ 8

-3

+4

+4

5972

5438

+4

-3

-2

4873

Ｄ1 

1164

1274

- 6

+ 6

- 6

+ 6

Ｄ

3657
-2

-2

+3
4002

+3

+3
4492

+3
1421

1768

1938

-6

+6

+6

1588
+6

-6

-3

5592

6126

-5

+5

+5

5027
+5

-5

-3

1191
-3

1301
-3

+3

Ｄc

+3
3770

-3

4115
-3

+3

π（Ｄc + ２tc）

+3

1200
+5

30150
-3

1250
+5

-2
150

+2

-3

70 80 110 34 9 9

12 9

21

18

24

有効長

125

140

130
-2

+2

1150
-3

+5

ＬT Ｌc 

65 75 102.5 30

60 65

1 2

 92.5 26

3 ａ

6 6

4.5

9

ｔcｂ ｔ1

6

ｔ2 φ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

中押管Tの形状

l aB 8
b

a部詳細図l l2 中押管用シール材l1
0d0 あ中8S
001

t1 4Y3S

b部詳細図 S8
皆

b 8
0

日〒409
ウS

F

滑材注入孔
/(円周4ケ所)

ロ0 ロ g 口 0 滑剤用注入孔

寸 法 表
(単位:mm)

1 呼び径
内 径 有効長
D D1 兀D1 Dc 兀(Dc+2tc) LT Lc l l1 l2 l3 a b tc t1 t2 0

△

LT Lc 8B 125 60 65 92.5 26
18

4.5 6

9
21

B-B断面 130
+2
-2

140 65 75 102.5 30 24 6 6

-6 1164
+3

1000 1000
+6

-2 3657
+3
-3 1191 3770

+3
-3

+6
1274

+3
-3 1150

+5
-2 4002

+3
-3 1301 4115

+3
1100 1100 -6 -3

+6 1388
+3
-2 4361

+3
-3 1421 4492

+3
1200 1200 -6 -3
1350 1350

+8
-8 1551

+4 +5+6
-3 4873 -6 1588 5027 -5

+8 +4
5438 -6 1768 5592

+5+6
1500 1500 -8 1731 -3 -5

1650 1650
+8
-8 1901

+4
5972

+6
-6 1938 6126

+5
+5-5 1200-3

-3
+10

2071 -3
+5+4

6506
+6

1800 1800 -10 -6 2108 6660 -5

-6 2338 7383
+5+10

2000 2000 -10 2301
+4

7229
+6

-3 -5
+10

2531 -3
+6+4

7951 -6 2568 8105
+5

2200 2200 -10 -5

-12 2749
+5

2400 2400
+12

-3 8636
+9
-9 2792 8828

+5
-5

+12
2979 -3 9359

+9
3022 9550

+5+5
2600 2600 -12

+9
3252 10273

+5 -3 150
+2-5 1250

+5-9
-2 150 70 80 110 34 30 9 9

+5+12
2800 2800 -12 3209 -3 10081 -9 -5

3000 3000
+12 +9
-12 3439

+5
-3 10804 -9 3482 10996

+5
-5

0
D1

12 9

特
記
事
項

鉄筋コンクリート中押管T規格図
下水道推進工法用

(JSWAS A-2)
14-7



鉄筋コンクリート中押管Ｓ，Ｔ組合せ図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

中押管Ｓ，Ｔの組合せ

クッション材

中押管Ｓ 中押管Ｔ

詳　細　図

14-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用

令和６年４月

Ls LT

D

１８０

１８０

１８０

１８０

３０００

２８００

２６００

２４００

１４４０

１４４０

１４４０

１４４０

１２５０

１２５０

１２５０

１２５０

１６０

１６０

１６０

１６０

１５５

１５５

１５５

１５０

１５０

有効長Ｌｓ

中押管Ｓの

１３５０

２２００

２０００

１８００

１６５０

１５００

１０００

１２００

１１００

呼 び 径

１３６５１２００

１３７０

１３７０

１３７０

１３７０

１３６５

１２００

１２００

１２００

１２００

１２００

１３１５

１３１０

１３１０

中押管の

１１５０

１１５０

１１５０

有効長ＬT

中押管Ｔの

組合せ長さ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

中押管S, Tの組合せ
中押管Sの 中押管Tの 中押管の呼び径
有効長Ls 有効長LT 組合せ長さ

中押管S 中押管T
1000 150 1150 1310

1100 150 1150 1310

1200 155 1150 1315

1350 155 1200 1365
クッション材

1500 155 1200 1365

1650 160 1200 1370
ロ

1800 160 1200 1370

2000 160 1200 1370

2200 160 1200 1370

2400 180 1250 1440

2600 180 1250 1440

LS LT 2800 180 1250 1440

詳 細 叉 3000 180 1250 1440

特
記
事
項

鉄筋コンクリート中押管S,
下水道推進工法用

T組合せ図
(JSWAS A-2)

14-8



鉄筋コンクリート管ゴム輪（シール材)
規格図（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

標 準 形 管 用 中 押 し 形 管 用

寸　法　表 寸　法　表
（単位：mm） （単位：mm）

h

g
i

1

b b b
b

埋込み用止水材
アンカー

クッション材

シール材

埋込みカラー

標準管用
シール材

標準管
クッション材

中押ジャッキ
当輪

クッション材 クッション材

標準管中押管Ｔ
中押管用
シール材

R

R

14-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用

中押管S

令和６年４月

B

e f e 15

H

a

H
'

d c c c

B

b

a

H

h2
h1

4.5631420±0.51350 ～ 2200

2400 ～ 3000 23.5±0.560±2 2.57516.5 3.55

 800 ～ 1200

50±2

15±0.5

呼 び 径 Ｂ Ｈ

210 5

2 3

4

ｈ′Ｈ ａ ｃｂ ｄ

部周長の

5812

5

100

10 5 4

3

80

ｆｅ ｉｇ Ｒ
Ｌ (％)
長　さ

ゴム輪装着

1611410919±130±2 部周長の1350 ～ 2200

22.5±12400 ～ 3000 34±2

90±1

1111.5 18124.5

1000 ～ 1200 26±2

呼 び 径 Ｂ

ゴム輪装着

613±1 7 3 159

ｈ1Ｈ ｈ2 ｂａ Ｒ
長　さ
Ｌ (％)

85±1

令和6年4月 横浜市下水道河川局
中押し形管用標準形管用

埋込みカラー
標準管用
シール材

シール材
中押管用

中押管T 標準管中押管S
9 9

アンカー 埋込み用止水材シール材 1 D 戸

クッション材 クッション材
標準管

クッション材

当輪
中押ジャッキ

クッション材

d 0 C 0 b
b b b

(0 b 8
エ0 Q 〒しへへへへへへ

エウ

エ O0 (- 8 1
B

e f e 15

B
寸 法 表 寸 法 表

(単位:mm)(単位:mm)

呼び径 B H H h a b 0 d e f g i R 長 さ 呼び径 B H h1 h2 a b R 長 さ
L(%) L(%)

800 ~ 1200 15±0.5 10 2 5 4
50±2 2

3 1000 ~ 1200 26±2 13±1 6 7 3 9 15
3 10 5 4 80 ゴム輪装着 ゴム輪装着

部周長の 1350 2200 30±2 19±1 9 10 4 11 16 部周長の1350 ~ 2200 20±0.5 14 3 6 4.5
90±15 85±1

2400 ~ 3000 60±223.5±0.5 16.5 5 7 2.5 5 3.5 12 8 5 100 2400 ~ 3000 34±2 22.5±1 11.5 11 4.5 12 18

特
記
事
項 規格図(JSWAS

鉄筋コンクリート管ゴム輪(シール材)
下水道推進工法用

A-2)
14-9



緊結用埋込みナット部規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

（異形丸鋼）
埋込みナット

ねじ

5～
10

D

寸　法　表

14-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用鉄筋コンクリート管

令和６年４月

L

T

Ｍ１８Ｄ２５ ４０ ９０ ２０５２４００

３０００ Ｄ２５

２８００

２６００

Ｄ２５

Ｄ２５

Ｍ１８ ４０

Ｍ１８

Ｍ１８

４０

４０

９０ ２５０

９０

９０

２３５

２２０

ねじの有効長さ

Ｄ２５１８００

２２００

２０００

Ｄ２５

Ｄ２５

１６５０

１５００

Ｄ２５

Ｄ２５

Ｍ１８ ４０

Ｍ１８

Ｍ１８

４０

４０

Ｍ１８

Ｍ１８

４０

４０

異形丸鋼の呼び名

１２００

１３５０

１１００

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２２

１０００

呼　び　径

Ｄ２２

Ｍ１６

Ｍ１８

Ｍ１６

３５

４０

３５

Ｍ１６

ねじの
呼び名

３５

     (mm)

９０ １６０

９０

９０

１９０

１７５

９０

９０

１５０

１４０

７０

９０

７０

１１５

１２５

１０５

７０

長　さ
L  (mm)

１００

T  (mm)
厚　さ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸 法 表
ねじの ねじの有効長さ 長 さ 厚 さ呼 び 径 異形丸鋼の呼び名 呼び名 l (mm) L (mm) T (mm)

1000 D22 M16 35 70 100

1100 D22 M16 35 70 105

1200 D22 M16 35 70 115

1350 D25 M18 40 90 125

1500 D25 M18 40 90 140

1650 D25 M18 40 90 150埋込みナット
(異形丸鋼)

1800 D25 M18 40 90 160

2000 D25 M18 40 90 175

2 2200 D25 M18 40 90 190
1

2400 D25 M18 40 90 205
ねじ S

1
LO

2600 D25 M18 40 90 220

2800 D25 M18 40 90 235

3000 D25 M18 40 90 250

特
記
事
項

緊結用埋込みナット部規格図
下水道推進工法用鉄筋コンクリート管

(JSWAS A-2)
14-10



鉄筋コンクリート管目地溝規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

クッション材

目地溝

14-11

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用

令和６年４月令和6年4月 横浜市下水道河川局

クッション材

目地溝

特
記
事
項

鉄筋コンクリート管目地溝規格図
下水道推進工法用

(JSWAS A-2)
14-11



標準管緊結部材構造図

寸法および材料表

内径１０００～１２００ｍｍ
内径１３５０ｍｍ以上

４－φ２２

４－φ１９

t=9

t1
=5

～
6

t2=7～8

14-12

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

L=700

47 100 406 100 47

W
=9

0

100100 408 4646

L=700

B=40～65

A
=7

5～
12

5

ＬＣ

ＬＣ

ＬＣ

125×65×6×8×700

[-A×B×t1×t2×

[-A×B×t1×t2×

100×50×5×7.5×700

[-A×B×t1×t2×

 75×40×5×7×700

PL-t×W×

２．　ボルトの　 は、首下寸法とし首下7mmを残し、ねじ切りとする。

（注）　１．　重量欄中（　）内は４本の質量を示す。

接　続　部　材　　

1800～2200

2400～3000

1350～1650

1000～1200

（ｍｍ）
内 径 称

名

分類

Ｍ１８．　＝５０(26.4) １６４

４ Ｍ１８．　＝５０
 9.4

(37.0) １６

消　耗　品　（全損）

9×90×700

４

４

（ｍｍ）

損　　　　　　　料

数　量

（本）

Ｍ１８．　＝５０

Ｍ１６．　＝５０

 4.8

 6.6

(19.2)

(18.0)
 4.5

(ﾜｯｼｬ共) (mm)

ねじ込みボルト類質　量

(kg)

１６

１６

数　量

（組）
首下長

令和6年4月 横浜市下水道河川局

内径1000~1200mm
内径1350mm以上

4-022

0
1
HP
平

@
4-019

@ 6 1 6
4 -1O

t2=7~8
LO
111
1Q Q 6 Q 8

311

46 100 408 100 46 B=40~65

L=700

47 100 406 100 47 t=9 l
L=700

寸法および材料表
分類 損 料 消 耗 品 (全損)

内径 名 称 接 続 部 材 (mm) (本) (kg) (ワッシャ共)(mm) (組)
数 量 質 量 ねじ込みボルト類 数 量

(mm)
4.5 首下長 161000~1200

PL-t×Wxl
9×90×700 4 (18.0) M16.l=50

1350~1650
「-A×B×t1×t2×l 4.8
75×40×5×7×700 4 (19.2) M18.l=50 16

1800~2200 「-A×B×t1×t2×l 6.6
100×50×5×7.5×700 4 (26.4) M18.l=50 16

2400~3000
「-A×B×t1×t2×l 9.4
125×65×6×8×700 4 (37.0) M18.l=50 16

特 (注) 1. 重量欄中( )内は4本の質量を示す。
記 2. ボルトのlは、首下寸法とし首下7mmを残し、ねじ切りとする。

事
項

標準管緊結部材構造図

14-12



寸　法　表
（単位：mm）

ＳＵＳカラー付直管（略号SUSR）

標　準　管 SUSカラー詳細図 先頭管及び最終管

t

SUSカラー

シール材

t

2

接続部参考図

14-13

特
記
事
項

規格図及び寸法表
下水道推進工法用硬質塩化ビニル管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－６）

横浜市下水道河川局令和６年４月

（1）

L

100　

DD
2

D
1d

100

30

DD
2

D
1d

L

100　

d1

198±1

100　

呼び径

150 165.0±0.5

D

161.3±0.5 0
+1.48.9 1000±3

D1 d1 t L

200 216.0±0.7 212.3±0.5 10.3 0
+1.4

250 267.0±0.9 263.3±0.5 12.7 0
+1.8

300 318.0±1.0 314.3±0.5 15.1 0
+2.2

350 370.0±1.2 366.7±0.5 14.3 0
+2.0

400 420.0±1.3 416.7±0.5 16.2 0
+2.2

450 470.0±1.5 466.7±0.5 18.1 0
+2.6

1000±3

2000±5

D2

(参考)

339

431

385

286

240

146

194

d

160.0 -0.3
+0.6

+0.6
-0.3211.0

+0.6
-0.3262.0

+0.6
-0.3313.0

+1.0
-0.5365.0

+1.0
-0.5415.0

+1.0
-0.5465.0

+1.0359.0

-0.5
+1.0
-0.5
+1.0
-0.5

459.0

409.0

-0.3
+0.6
-0.3
+0.6
-0.3
+0.6

+0.6
-0.3

307.0

256.0

154.0

205.0

推進方向

２．先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時

注）１．D，D1及びD2は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。

　　に使用する管をいう。
３．差し口先端部は、糸面取りとする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

SUSカラー付直管(略号SUSR)

標 準 管 SUSカラー詳細図 先頭管及び最終管

198±18口0
ヘ

S 口0

〒
100 100 100

L L

接続部参考図法 表 (単位:mm) sUSカラー
シール材t L

1
呼び径 D D1 D2 d d1

(参考)

-0.3 146 161.3±0.5 8.9+1.40 1000±3-0.3 154.0+0.6150 165.0±0.5 160.0 +0.6

-0.3 194 212.3±0.5 10.3+1.40200 216.0±0.7 211.0 +0.6
-0.3 205.0+0.6

-0.3 240 263.3±0.5 12.7+1.80 1000±3-0.3 256.0+0.6250 267.0±0.9 262.0 +0.6

-0.3 286 314.3±0.5 15.1+2.20 2000±5-0.3 307.0+0.6300 318.0±1.0 313.0 +0.6

+1.0 359.0+1.0-0.5 339 366.7±0.5 14.3+2.00350 370.0±1.2 365.0 -0.5
+1.0 409.0+1.0-0.5 385 416.7±0.5 16.2+2.20400 420.0±1.3 415.0 -0.5

-0.5 431 466.7±0.5 18.1+2.60
+1.0 459.0+1.0450 470.0±1.5 465.0 -0.5

30
100

推進方向

特 注)1.D,D1及びD2は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。

記 2. 先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管
事 に使用する管をいう。 規格図及び寸法表(1)
項 3.差し口先端部は、糸面取りとする。 (JSWAS K-6)
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スパイラル継手付直管（略号SSPS）

標　準　管 継手差し口部詳細図

t

5｛15｝(最小)

φ
d

φ
D
3

φ
D
2

φ
D
1

6.75(標準)

0.5R

0.5R

7.00(標準)

φ
D

※1

t

φ
D
3

φ
D
2

φ
d

φ
D
1

φ
D

6.75(標準)

5｛15｝(最小)

0.5R

0.5R

7.00(標準)

※1

先　頭　管

継手受口部詳細図

t

接続部参考図

最　終　管

14-14

特
記
事
項

規格図
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－６）

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管

横浜市下水道河川局

（単位：mm）
寸　法　表

令和６年４月

（2）

L

D
3

D
1(
D
2)

d D

40(参考) 20｛25｝(最小)

ｔ

L

D

20｛25｝(最小)

ｔ　

40(参考)

L

d

D
1(
D
2)

D
3 D

d

受口部
差し口部

推進方向

｛　｝は呼び径350～450の寸法を示す。 ※1は差し口先端部が受口最奥部に当たる寸法にて加工すること。

460.4±0.5

459.0±0.5

411.5±0.5

410.1±0.5

362.4±0.5

361.0±0.5

307.8±0.4

306.6±0.4

258.6±0.4

257.4±0.4

208.2±0.3

207.2±0.3

157.4±0.3

158.4±0.3

470.0±1.5

420.0±1.3

370.0±1.2

318.0±1.0

受口部

差し口部450

受口部

差し口部

差し口部

400

350
受口部

受口部

差し口部300

460.5±0.5

459.5±0.5

411.6±0.5

410.6±0.5

362.5±0.5

361.5±0.5

307.8±0.4

307.0±0.4

267.0±0.9

216.0±0.7

165.0±0.5

200

受口部

差し口部

差し口部

250

受口部

差し口部

受口部
150

呼　び　径

258.6±0.4

257.8±0.4

208.2±0.3

207.6±0.3

157.8±0.3

158.4±0.3

D1D D2

0

79±1

79±1

79±1

64±1

80

449.8±0.5

448.4±0.5 431
80

401.9±0.5

400.5±0.5

353.8±0.5

352.4±0.5

299.4±0.4

298.2±0.4

339

385

80

286
65

0

18.1+1
0

0
+2.6

+2.014.3

16.2+1

0
+1

+2.2
0

0

15.1+1
0

0
+2.2

2000±5

64±1

64±1

64±1

251.4±0.4

250.2±0.4

203.2±0.3

202.2±0.3

153.2±0.3

154.2±0.3

194

240
65

65

146
65

D3

(参考)

d

+1.410.3

12.7+1

0
+1

+1.8
0

0

8.9
0

+1 0
+1.4

800±3

800±3

ｔ L

注）１．D，D1，Ｄ2及びＤ3は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。
２．先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時
　　に使用する管をいう。
３．差し口先端部は、糸面取りとする。

1000±3

1000±3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

スパイラル継手付直管(略号SSPS)

標 準 管 継手差し口部詳細図 接続部参考図

- l L

9品0
11

継手受口部詳細図
ll※1

515(最小) 40(参考) 20l25(最小) 511号1(最小) 40(参考) 20l25(最小) 受口部 差し口部
6.75(標準) 7.00(標準) 7.00(標準) 6.75(標準)

推進方向
富0博

90
F △20.5R

1JI

6 S 8 豆品十 l 888 豆g
は呼び径350~450の寸法を示す。 ※1は差し口先端部が受口最奥部に当たる寸法にて加工すること。

先 頭 管 法 表
(単位:mm)

0

L 十 l

最 終 管l L

呼 び 径 D D1 D2 D3 d l t L
(参考)

受口部 158.4±0.3 158.4±0.3 154.2±0.3 64±1
+1.4 800±3

150 差し口部 165.0±0.5 157.8±0.3 157.4±0.3 153.2±0.3 146
65 +1 8.9 0 1000±30

受口部 208.2±0.3 208.2±0.3 203.2±0.3 64±1
200 差し口部 216.0±0.7 207.6±0.3 207.2±0.3 202.2±0.3 194

65 +1 10.3+1.400
受口部 258.6±0.4 258.6±0.4 251.4±0.4 64±1

250 差し口部 267.0±0.9 257.8±0.4 257.4±0.4 250.2±0.4 240
65 +1 12.7+1.800

受口部 307.8±0.4 307.8±0.4 299.4±0.4 64±1 800±3
300 差し口部 318.0±1.0 307.0±0.4 306.6±0.4 298.2±0.4 286

65 +1 15.1+2.20 1000±30
受口部 362.5±0.5 362.4±0.5 353.8±0.5 79±1 2000±5

350 差し口部 370.0±1.2 361.5±0.5 361.0±0.5 352.4±0.5 339
80 +1 14.3+2.000

受口部 411.6±0.5 411.5±0.5 401.9±0.5 79±1
400 差し口部 420.0±1.3 410.6±0.5 410.1±0.5 400.5±0.5 385 80 +1 16.2+2.200

受口部 460.5±0.5 460.4±0.5 449.8±0.5 79±1
450 差し口部 470.0±1.5 459.5±0.5 459.0±0.5 448.4±0.5 431

80 +1 18.1+2.600

900
1同

十

注)1.D,D1,D2及びD3は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。特
記 2.先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時 下水道推進工法用硬質塩化ビニル管

規格図(2)に使用する管をいう。事 3.差し口先端部は、糸面取りとする。 (JSWAS K-6)項
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上流用マンホール継手（略号MR-VP，MR-VM）

t

砂付け又はシボ加工

ゴム輪
t

標線

15～30゜

15～30゜

約
2ｔ

t

下流用マンホール継手（略号MSA-VP，MSA-VM）

Ａ部詳細図

接着受口カラー（略号WTA）

寸　法　表
（単位：mm）

（単位：mm）（単位：mm）

上流用マンホール継手（略号MR-VP，MR-VM）

下流用マンホール継手（略号MSA-VP，MSA-VM）

寸　法　表寸　法　表
接着受口カラー（略号WTA）

14-15

特
記
事
項

規格図及び寸法表
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－６）

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管

横浜市下水道河川局令和６年４月

砂付け又はシボ加工

・シボ加工とは，プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。

（3）

d1

L
e

D

S

L

D
S

ｔ

d1

L

d2

A部

２．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状は、規定しない。

注）１．マンホールの内径に合わせて破線で示す形状にすることができる。

67371.5350

３．Ｄ及びｄ1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。

450

400

471.9

421.7

77

72

呼び径

300

250

200

150

319.3

268.1

216.9

165.7

d1(最小)

62

59

54

53

受　　口　　部

205

225

260

285

240

165

185

D

0

0
+2.6
0

+2.2
0

+2.2
0

+2.0

0
+1.8

08.9

+1.4

+1.4

14.3

18.1

16.2

15.1

12.7

10.3

e(最小) (最大)

500±15
250

200

300

MR-VP

MR-VM

ｔ L S(参考)
略　号

直　　　管　　　部

２．Ｄは、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値をいう。

注）１．マンホールの内径に合わせて破線で示す形状にすることができる。

10.3

12.7

15.1

16.2

18.1

14.3

150

200

250

300

呼び径

400

450

350

267.0±0.9

420.0±1.3

470.0±1.5

318.0±1.0

370.0±1.2

D

165.0±0.5

216.0±0.7

S(参考)

300

200

250

+1.8

500±15

0
+2.2

+2.6
0

0

+2.0

+2.2
0

0

直　管　部

ｔ
+1.4

+1.4
0

8.9 0

L

MSA-VM

略　号

MSA-VP

差 し 口 部

1000±15

注）１．ｄ1及びｄ2は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の

150

200

250

300

呼び径

400

450

350

平均値をいう。

319.8±0.7

372.2±0.7

472.6±0.9

422.3±0.8

268.6±0.6

217.4±0.6

166.1±0.5

d1

316.2±0.7

468.1±0.9

418.4±0.8

368.7±0.7

214.6±0.6

265.4±0.6

d2

163.9±0.5

165±10

200±10

250±10

220±10

140±10

115±10

80± 5

330±20

500±20

440±20

400±20

230±20

280±20

160±10

L

7.8

9.2

11.8

13.2

10.5

5.1

6.5

ｔ (参考)
受　　　口　　　部

750±15

267.0±0.9

420.0±1.3

470.0±1.5

318.0±1.0

370.0±1.2

165.0±0.5

216.0±0.7

横浜市下水道河川局令和6年4月
上流用マンホール継手(略号MR-VP, MR-VM) 上流用マンホール継手(略号MR-VP,MR-VM)

寸 法 表S 砂付け又はシボ加工

ロ〒
MR-VP

(単位:mm)
受 口 部 直 管 部

呼び径 d1(最小) e(最小) l(最大) D t L S(参考) 略 号
+1.4 200150 165.7 53 165 165.0±0.5 8.9 0

200 216.9 54 185 216.0±0.7 10.3 0+1.4

250 268.1 59 205 267.0±0.9 12.7+1.80 250+2.2 500±15300 319.3 62 225 318.0±1.0 15.1 0
+2.0350 371.5 67 240 370.0±1.2 14.3 0
+2.2400 421.7 72 260 420.0±1.3 16.2 0
+2.6450 471.9 77 285 470.0±1.5 18.1 0

1 0
ゴム輪 el L

MR-VM
300

下流用マンホール継手(略号MSA-VP, MSA-VM) 注)1.マンホールの内径に合わせて破線で示す形状にすることができる。
2.ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状は、規定しない。
3.D及びd1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値をいう。砂付け又はシボ加工 S 標線

A部詳細図

ウ

ウ0
15~30° 羅

A部
15~300

L 接着受口カラー(略号WTA)
寸 法表 (単位:mm)

受 口 部呼び径
d1 d2 l L t(参考)

150 166.1±0.5 163.9±0.5 80± 5 160±10 5.1接着受ロカラー(略号WTA)
200 217.4±0.6 214.6±0.6 115±10 230±20 6.5

下流用マンホール継手(略号MSA-VP,MSA-VM)
寸法表

(単位:mm)
差し口部 直 管 部呼び径 D t L S(参考) 略 号

+1.4 200150 165.0±0.5 8.9 0
200 216.0±0.7 10.3 0+1.4 500±15

MSA-VP+1.8250 267.0±0.9 12.7 0
+2.2300 318.0±1.0 15.1 0
+2.0 750±15

350 370.0±1.2 14.3 0
+2.2400 420.0±1.3 16.2 0

450 470.0±1.5 18.1 0+2.6 1000±15 300
MSA-VM

250 268.6±0.6 265.4±0.6 140±10 280±20 7.8
250

300 319.8±0.7 316.2±0.7 165±10 330±20 9.2

8 〒 350 372.2±0.7 368.7±0.7 200±10 400±20 10.5

400 422.3±0.8 418.4±0.8 220±10 440±20 11.8

ウ 1 1 450 472.6±0.9 468.1±0.9 250±10 500±20 13.2

l l
L

注)1.d1及びd2は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の 注)1.マンホールの内径に合わせて破線で示す形状にすることができる。

平均値をいう。 2.Dは、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値をいう。

特 ・シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの浅い凹凸を付ける加工をいう。
記
事
項

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管
規格図及び寸法表(3)

(JSWAS K-6)
14-15



挿し口 受け口

注入孔

注入孔

カラー

クッション材

T
T

ｔ

ｔ
T

T

寸法表

標準管の形状

D

600 600

D

L

内径
D

800

呼び径
厚さ
T

有効長
L

継手最小厚さ

t

65

900 75

1000 85

1100 90

1200 100

1350 105

1500 120

1650 130

1800 140

2000 155

2200 170

2400 180

2600 195

2800 210

3000 225

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

1800

2000

2200

2400

2600

2800

3000

±4

±6

±6

±6

±6

±8

±8

±8

±10

±10

±10

±12

±12

±12

±12

2430 +10
-5

80

90

100

105

115

125

140

150

160

175

190

205

220

235

250

+4
-2
+6
-3

+8
-4

+10
-5

+12
-6

+6
-3
+6
-3
+6
-3

+12
-6

+8
-4

+10
-5

+12
-6

+8
-4

+10
-5

+12
-6

注1. 有効長（L）は1200

　 2. 管の形状は、受け口なしとすることができる。

　 3. 有効長の最大と最小の差は、3mm以内とする。

　 4. 呼び径1000以上の管には、緊結用埋込ナットを付けることができる。

　 5. 注入孔の数および位置は、必要に応じて変えることができる。

　 6. 継手最小厚さとは、継手部最小厚さの標準をいう。

（単位：mm）

mmとすることができる。-5
+10

ただし、有効長は2430
+10
-20 mmとする。

14-16

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道推進工法用ガラス
繊維鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－８）

中押管の形状及び寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－８）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸法表

標準管の形状
65

75

85L
注入孔 90

600 600 カラー 注入孔 100
ト 105

クッション材
エ
t

D
エ

155

(単位:mm)

呼び径 内径 厚さ 有効長 継手最小厚さ
D T L t

800 800 ±4 80 +4
-2

900 900 ±6 90 +6
-3
+61000 1000 ±6 100 -3

1100 1100 ±6 105 +6
-3

1200 1200 ±6 115 +6
-3
+81350 1350 ±8 125 -4

1500 1500 ±8 140 +8
-4 120

-4 2430 +101650 1650 ±8 150 +8
-5 130

+101800 1800 ±10 160 -5 140

2000 2000 ±10 175 +10
-5

2200 2200 ±10 190 +10
-5

+122400 2400 ±12 205 -6
+122600 2600 ±12 220 -6
+122800 2800 ±12 235 -6

3000 3000 ±12 250 +12
-6 225

注1.有効長(L)は1200-ommとすることができる。
2.管の形状は、受け口なしとすることができる。

ただし、有効長は2430-20
+10 mmとする。

3.有効長の最大と最小の差は、3mm以内とする。
4.呼び径1000以上の管には、緊結用埋込ナットを付けることができる。
5.注入孔の数および位置は、必要に応じて変えることができる。
6.継手最小厚さとは、継手部最小厚さの標準をいう。

ト 170

挿し口 受け口 180

195

210

特 中押管の形状及び寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS A-8)による。

記
事
項

下水道推進工法用ガラス
繊維鉄筋コンクリート管

(JSWAS A-8)
14-16



断面図

H型形状

寸法表

側面図 断面図

F型形状

側面図

（呼び600×600、700×700、900×600
については2ヶ所とすることができる）

縦連結用孔

（単位：mm）

600×600～3500×2500呼び

15-1

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート製
ボックスカルバート規格図

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１２）

寸法及び寸法の許容差、接合方法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１２）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

H型形状 F型形状

断面図 側面図 断面図 側面図

縦連結用孔
(呼び600×600,700×700,900×600
については2ヶ所とすることができる)

寸法表

(単位:mm)
呼び 600×600~3500×2500

特 寸法及び寸法の許容差、接合方法等については日本下水道協会規格(JSWAS A-12)による。

記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート製
ボックスカルバート規格図

(JSWAS A-12)
15-1



断面図

H型形状

寸法表

側面図

F型形状

断面図 側面図

（呼び600×600、700×700、900×600
については2ヶ所とすることができる）

縦連結用孔

PC鋼棒

PC鋼棒 PC鋼棒

PC鋼棒

600×600～5000×2500

（単位：mm）

呼び

15-2

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用プレストレストコンクリート製
ボックスカルバート規格図

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１３）

寸法及び寸法の許容差、接合方法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１３）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

H型形状 F型形状

断面図 側面図 断面図 側面図

0 PC鋼棒 0 1 PC鋼棒

0 1 PC鋼棒 0 1 PC鋼棒

縦連結用孔
(呼び600×600,700×700,900×600
については2ヶ所とすることができる)

寸法表

(単位:mm)
呼び 600×600~5000×2500

特 寸法及び寸法の許容差、接合方法等については日本下水道協会規格(JSWAS A-13)による。

記
事
項

下水道用プレストレストコンクリート製
ボックスカルバート規格図

(JSWAS A-13)
15-2



直管部共通寸法表

直管部共通寸法

プレーンエンド直管

片受け直管

D

L

L

（単位：mm）

呼び径

外径

許容差D

長さ

許容差L

5000
+100

0

+1.2
0

180.0150

+1.5
0

250.0200

+1.8
0

315.0250

+2.2
0

355.0300

注1. 外径Dとは、外径相当長さ以上離れた任意箇所での、相互に等間隔な2方向以上の外径測定の平均値、
　　　又は円周測定値を円周率3.142で除した値をいう。

   2. 管の長さは、受渡当時者間の合意によって、任意に変更することが可能である。
　　　但し、長さの許容差は、長さ対して＋2％、0％とすること。

16-1

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ポリエチレン管
規格図（１）《直管》
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－14）

寸法及び寸法の許容差等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１４）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直管部共通寸法

0
1

直管部共通寸法表

プレーンエンド直管 (単位:mm)
長さ外径

呼び径 D 許容差 L 許容差

150 180.0
+1.2
0

200 250.0
+1.5
0

5000 +100

250 315.0 +1.8 0
0L

300 355.0 +2.2
0

片受け直管 注1.外径Dとは、外径相当長さ以上離れた任意箇所での、相互に等間隔な2方向以上の外径測定の平均値、
又は円周測定値を円周率3.142で除した値をいう。
2.管の長さは、受渡当時者間の合意によって、任意に変更することが可能である。

但し、長さの許容差は、長さ対して+2%、0%とすること。

L

特 寸法及び寸法の許容差等については日本下水道協会規格(JSWAS K-14)による。

記
事
項

下水道用ポリエチレン管
規格図(1)直管)
(JSWAS K-14)
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EF受口共通寸法表

電熱体

インジケーター

ターミナルピン

EF受口共通寸法
d^

1;

呼び径
受口内径

（電熱体部）

d

181.4150

251.7200

316.8250

（単位：mm）

注1. 受口内径d1は、直角2方向以上の内径（電熱体部）測定の平均値とする。

　 2. 継手形状は参考であって、破線の受口形状とすることもできる。

　　　但し、内面に段差を生じないようにすること。

1

16-2

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ポリエチレン管
規格図（２）《受口》

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１４）

寸法及び寸法の許容差等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１４）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

EF受口共通寸法

ターミナルピン
EF受口共通寸法表

インジケーター (単位:mm)

受口内径
呼び径 (電熱体部)

di
電熱体

150 181.4

200 251.7

星 250 316.8

注1.受口内径d1は、直角2方向以上の内径(電熱体部)測定の平均値とする。

2.継手形状は参考であって、破線の受口形状とすることもできる。
1 但し、内面に段差を生じないようにすること。

特 寸法及び寸法の許容差等については日本下水道協会規格(JSWAS K-14)による。

記
事
項

下水道用ポリエチレン管
規格図(2)受口

(JSWAS K-14)
16-2



形状 寸法表

接合部詳細
ｔ1

T

ｔ1
T

9-M24タップ

D
2

L

45°

45° 45°

100100

D
5

L

D
3

D
2

呼び径

D

管厚

PF種管
（DPF）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径 各部寸法 有効長

L

（単位：mm）

t D D D

18.0

836
8

841 938

939 944 1043

1041 1047 1151

1246

10 1150 1258 6000

1400

1252 1362

21.5

1554

15

1406 1521

15.0

16.0

19.0

20.0

28.0

1701

1560 1679

1848

1707 1839

2061

1854 1990

2067 2209

2164 2170 2314

36.5 2684 2690 2865

24.0

25.5

30.5

31.5

T

1144

注1. 受口突部、挿し口凹部及び直部1mの参考質量は、
      有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。

   2. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。

2280 2286 243332.5

2458 2464 261734.5

1650 1656 178625.0

12

4000

4000

5000

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

1800

2000

2100

2600

2200

2400

1600

1 2 3 5
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（１）《直管（UF形）》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状 寸法表
(単位:mm)

呼び径 管厚 ライニング厚 外径 各部寸法 有効長
T

D PF種管 t1 D2 D3 D5 L
(DPF)S

900 16.0
8

836 841 938800 15.0
939 944 1043

1000 18.0 1041 1047 1151
1100 19.0 10 1144 1150 1258 6000

ト

L

接合部詳細

1650 25.5
1800 28.0

100-1100 9-M24タップ

1200 20.0 1246 1252 1362
1350 21.5
1500 24.0

12
1400 1406 1521
1554 1560 1679

1600 25.0 1650 1656 1786
1701 1707 1839
1848 1854 1990 4000

2100 31.5
15

2061 2067 2209 50002000 30.5
2164 2170 2314

2200 32.5 2280 2286 2433
2458 2464 2617

4000
2600 36.5 2684 2690 2865

注1.受口突部、挿し口凹部及び直部1mの参考質量は、
その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。有効数字に丸めたので、

2.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。

H ト
1 ウ

2400 34.5忠。 S
45° 45° 山 山

S エ
L 山

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(1)直管(UF形)

(JSWAS G-1)
17-1



寸法表

ｔ1
T

形状

ｔ1
T

呼び径 300～450

呼び径 150～250

接合部詳細

ｔ1
T

D
2

L

L

D
3D

5

D
2

D
10

D
2

D
10

呼び径

D

管厚

T

1種管
（D1）

3種管
（D3）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径

150

各部寸法 有効長

ｔ1 D2 D3 D5 D10 L

7.5

4

169.0

6.0

177.8 242 175.0

5000200 220.0 229.0 294 226.0

250 271.6 280.6 346 277.6

300

6

322.8
6.5

331.8 408 328.8

6000
350 374.0 383.6 465 380.0

400 8.5 425.67.0 435.2 521 431.6

450 9.0 476.87.5 486.4 572 482.8

（単位：mm）

注1. 受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
      有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。

   2. 受口外面の形状は、破線の形状でもよい。
   3. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
   4. 挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。
      この場合、離脱防止力は、3DkN（Dは、呼び径mm）以上であること。
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（２）《直管（NS形）》

（内径150mm～450mm）（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状

S
寸法表エ

ト (単位:mm)
呼び径 管厚 ライニング厚 外径 各部寸法 有効長

TL
D 1種管 3種管 t1 D2 D3 D5 D10 L

(D1) (D3)
接合部詳細 150 169.0 177.8 242 175.0

200 6.0 4 220.0 229.0 294 226.0 5000

呼び径 300~450 250 7.5 271.6 280.6 346 277.6
ト 300 322.8 331.8 408 328.8

350
6.5

374.0 383.6 465 380.0
6000

400 8.5 7.0
6

425.6 435.2 521 431.6S S
450 9.0 7.5 476.8 486.4 572 482.8

注1.受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。有効数字に丸めたので、

2.受口外面の形状は、破線の形状でもよい。
3.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
4.挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。

この場合、離脱防止力は、3DkN(Dは、呼び径mm)以上であること。

呼び径150~250
ト

7 49

S
ウ

エ:S
L

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

事
記
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(2)直管(NS形)

(内径150mm~450mm)(JSWAS G-1)
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t1
T

寸法表

形状

接合部詳細

ｔ1
T

呼び径 500～700 呼び径 800～1000

A部詳細図

A部

D
5

D
2

L

L

D
3

D
3

D
3

D
4

D
2

呼び径

D

管厚

T

S種管
（DS）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径

500

各部寸法 有効長

L

11.0

528.0
6

544.0 654 700

600 630.8 646.8 758 804

700 733.0 753.0 876 930

800 836.08 856.0 985 1039
6000

900 939.0 959.0 1098 1164

1000 14.5 1041.010 1061.0 1207 1273

（単位：mm）

8.5

10.0

12.0

13.0

ｔ1 D2 D3 D5D4

注1. 受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
      有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。

   2. 受口外面の形状は、破線の形状でもよい。
   3. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
   4. 挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。
      この場合、離脱防止力は、3DkN（Dは、呼び径mm）以上であること。
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（３）《直管（NS形）》

（内径500mm～1000mm）（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状

S
寸法表

母 ト

L

(単位:mm)
呼び径 管厚 ライニング厚 外径 各部寸法 有効長

T
D S種管 t1 D2 D3 D4 D5 L

(DS)接合部詳細
528.0 544.0 654 700500 8.5

6
630.8 646.8 758 804600 10.0

A部詳細図
700 11.0 733.0 753.0 876 930

6000呼び径 500~700 呼び径800~1000 800 12.0 8 836.0 856.0 985 1039

S
1

S
山

900 13.0 939.0 959.0 1098 1164
1000 14.5 10 1041.0 1061.0 1207 1273

注1.受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。
2.受口外面の形状は、破線の形状でもよい。
3.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
4.挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。

この場合、離脱防止力は、3DkN(Dは、呼び径mm)以上であること。A部

I
1吉S エ S

山山 山 山 L

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(3)直管(NS形)

(内径500mm~1000mm)(JSWAS G-1)
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形状

接合部詳細

t1
T

ｔ1
T

寸法表

dタップ

D
2

L

D
5

L

D
3D
4

D
2

呼び径

D

管厚

1種管
（D1）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径 各部寸法 有効長

L

（単位：mm）

ｔ1 D2 D3 D5D4

1100

21.5

1144.0
10

1164.0 1246 1318

1200 1246.0 1266.0 1348 1420

1350 1400.0 1420.0 1502 1574

1500

1650.0

12
1574.0 1656 1728

6000

1600

1701.0

1674.0 1758 1830

1650 25.5

1848.0

15

1725.0 1809 1881

18.0

19.5

23.5

25.0

1800

32.0

2061.0

1872.0 1956 2028

2000

2164.0

2085.0 2169 2241

2100

2280.0

2188.0 2272 2344

2200 2304.0 2388 2460

4000

2400 2458.0 2482.0 2566 2638

2600 39.5 2684.0 2712.0 2802 2874

28.0

30.5

33.5

36.5

T

2種管
（D2）

18.5

22.5

15.5

17.0

20.5

22.0

28.0

34.0

24.0

26.5

29.0

31.5

3種管
（D3）

16.5

19.5

14.0

15.0

18.0

19.0

24.5

29.5

21.0

23.5

25.5

27.5

1554.0

4000

5000

注1. 受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
      有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。

   2. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
   3. 挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。
      この場合、離脱防止力は、3DkN（Dは、呼び径mm）以上であること。
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（４）《直管（S形）》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状

寸法表

エ S
(単位:mm)

ライニング厚 外径 各部寸法 有効長呼び径

ト

L

管厚
T

D 1種管 2種管 3種管 t1 D2 D3 D4 D5 L
(D1) (D2) (D3)

1100 18.0 15.5 14.0 1144.0 1164.0 1246 1318
1200 19.5 17.0 15.0

10
1246.0 1266.0 1348 1420

6000

1500 23.5 20.5 18.0
12

1400.0 1420.0 1502 15741350 21.5 18.5 16.5
1554.0 1574.0 1656 1728
1650.0 1674.0 1758 1830

接合部詳細

1600 25.0 22.0 19.0
1650 25.5 22.5 19.5 1701.0 1725.0 1809 1881
1800 28.0 24.0 21.0 1848.0 1872.0 1956 2028 4000

dタップ 2061.0 2085.0 2169 2241 50002000 30.5 26.5 23.5
15

2164.0 2188.0 2272 23442100 32.0 28.0 24.5
2280.0 2304.0 2388 2460

ト武
コ1704山 2200 33.5 29.0 25.5

2400 36.5 31.5 27.5ピ S S エ
山 L 山

2458.0 2482.0 2566 2638
4000

2600 39.5 34.0 29.5 2684.0 2712.0 2802 2874
注1.受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、

その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。有効数字に丸めたので、
2.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。

鋳出し等適切な方法で行わなければならない。
呼び径mm)以上であること。

3.挿し口突部の形成は、溶接、
この場合、離脱防止力は、3DkN(Dは、

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

事
記
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(4)直管(S形)

(JSWAS G-1)
17-4



形状 寸法表

t1
T

接合部詳細

150

呼び径 800～1000

VT方式

SB方式

呼び径 1100～2600
LS方式

9-M24タップ

2-d'キリ

ｔ1
T

D
2

L

D
5

L

D
3

D
2

45°
45°

45°

100100

呼び径

D

管厚

1種管
（D1）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径 各部寸法 有効長

L

（単位：mm）

ｔ1 D2 D3 D5

800

16.5

836
8

841 973

900 939 944 1077

1000 1041 1047 1183

1100

1246

10 1150 1288
4000

1200

1400

1252 1390

1350 21.5

1554

15

1406 1546

13.5

15.0

18.0

19.5

1500

28.0

1701

1560 1705

1650

1848

1707 1856

1800

2061

1854 2003

2000 2067 2220

2100 2164 2170 2326

2600 39.5 2684 2690 2874

23.5

25.5

30.5

32.0

T

2種管
（D2）

14.5

18.5

12.0

13.0

15.5

17.0

24.0

34.0

20.5

22.5

26.5

28.0

3種管
（D3）

13.0

16.5

11.0

12.0

14.0

15.0

21.0

29.5

18.0

19.5

23.5

24.5

1144

注1. 受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
      有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。

   2. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
   3. 挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。
      この場合、離脱防止力は、3DkN（Dは、呼び径mm）以上であること。

4種管
（D4）

12.0

15.0

10.0

11.0

13.0

13.5

19.5

27.0

16.5

18.0

21.0

22.0

2200 2280 2286 244533.5 29.0 25.5 23.0

2400 2458 2464 263036.5 31.5 27.5 25.0

16501600 1656 180525.0 22.0 19.0 17.5

12

4000

6000

4000

5000

17-5

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（５）《直管（US形）》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状 寸法表
(単位:mm)

ライニング厚 外径 各部寸法 有効長呼び径

S

ト

管厚
T

D 1種管 2種管 3種管 4種管 t1 D2 D3 D5 L
(D1) (D2) (D3) (D4)

800 13.5 12.0 11.0 10.0
8

836 841 973
939 944 1077900 15.0 13.0 12.0 11.0

1000 16.5 14.5 13.0 12.0 1041 1047 1183
4000

1100 18.0 15.5 14.0 13.0 10 1144 1150 1288
1200 19.5 17.0 15.0 13.5 1246 1252 1390

6000

1350 21.5 18.5 16.5 15.0
1500 23.5 20.5 18.0 16.5

12
1400 1406 1546
1554 1560 1705

1600 25.0 22.0 19.0 17.5 1650 1656 1805
1701 1707 1856

L
接合部詳細

LS方式 呼び径 800~1000 呼び径 1100~2600

1650 25.5 22.5 19.5 18.0

VT方式 1800 28.0 24.0 21.0 19.5 1848 1854 2003 4000
45 2000 30.5 26.5 23.5 21.0 2061 2067 2220 5000

2100 32.0 28.0 24.5 22.0
15

2164 2170 2326150
2200 33.5 29.0 25.5 23.02-dキリ
2400 36.5 31.5 27.5 25.0/

2280 2286 2445
2458 2464 2630
2684 2690 2874

4000
1 2600 39.5 34.0 29.5 27.0

注1.受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、
有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。
2.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
3.挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。

この場合、離脱防止力は、3DkN(Dは、呼び径mm)以上であること。

SB方式

100 1.00 9-M24タップ

トオ
8。

45°
=450

S S エ
L 山

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

事
記
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(5)直管(US形)

(JSWAS G-1)
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接合部詳細

寸法表
t1

T
t1

T

呼び径 150～250

呼び径 300・400

ｔ1
T

ｔ1
T

呼び径 150～250

呼び径 300・400

形状

D
2

L

D
2

L

L

D
3D

5

D
2

D
10

L

D
3D

5

D
2

D
10

呼び径

D

管厚

T

1種管
（D1）

S種管
（DS）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ厚 外径 各部寸法 有効長

ｔ1 D2 D3 D5 D10 L

7.5
4

150 169.0 177.8 242 175.0

200

6

220.06.5 229.0 294 226.0

6000

250 271.6 280.6 346 277.6

300 322.8
7.0

331.8 408 328.8

400 8.5 425.6 435.2 521 431.6

（単位：mm）

注1. 受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。
   2. 受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
   3. 挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。 この場合、離脱防止力は、3DkN（Dは、呼び径mm）以上であること。

5000
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（６）《直管（GX形）》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状 接合部詳細

呼び径150~250 呼び径 150~250

ト
49

品S 昌S
L 山 山山 山

L ト

呼び径300・400 呼び径 300・400

ト/ 1
エ 品

ヘ
ウ

エ昌S
L 山 山 -山 山

L ト
寸法表

(単位:mm)
呼び径 管厚 ライニング厚 外径 各部寸法 有効長

T
D 1種管 S種管 t1 D2 D3 D5 D10 L

(D1) (DS)
150 169.0 177.8 242 175.0
200

7.5
6.5 4 220.0 229.0 294 226.0 5000

250 271.6 280.6 346 277.6
300 322.8 331.8 408 328.8

6000
400 8.5

7.0 6
425.6 435.2 521 431.6

注1.受口突部、挿し口突部及び直部1mの参考質量は、有効数字に丸めたので、その総和である1本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。
2.受口内面の形状は、破線の形状でもよい。
3.挿し口突部の形成は、溶接、鋳出し等適切な方法で行わなければならない。この場合、離脱防止力は、3DkN(Dは、呼び径mm)以上であること。

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(6)直管(GX形)

(JSWAS G-1)
17-6



T

寸法表形状

L1～L4

呼び径

D

管厚 有効長

（単位：mm）

L2 L3 L4

12.0

1000 2000 3000

14.0

9.0

11.0

12.5

13.0

17.0

22.0

14.5

16.0

18.0

19.0

T

注1. 有効長がL1～L3はフランジ短管、有効長がL4はフランジ長管を示す。

   2. 図は、形式2を示す。

20.0

21.0

15.0

150

200

250

300

350

400

450

600

700

800

900

1200

1000

1100

500

4000

L1

26.0

24.0

1500

1350
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横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（７）《ﾌﾗﾝｼﾞ短管及びﾌﾗﾝｼﾞ長管》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状 寸法表
(単位:mm)

呼び径 管厚 有効長
D T L1 L2 L3 L4

150 9.0
200 11.0
250 12.0
300 12.5
350 13.0

母
ト

母 400 14.0
450 14.5
500 15.0
600 16.0 1000 2000 3000 4000
700 17.0
800 18.0
900 19.0

1000 20.0
L1~L4

1100 21.0
1200 22.0
1350 24.0
1500 26.0

注1.有効長がL1~L3はフランジ短管、有効長がL4はフランジ長管を示す。
2.図は、形式2を示す。

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(7)フランジ短管及びフランジ長管)

(JSWAS G-1)
17-7



t

50以内

t

50以内

管受口

ライニング

管

ライニング

ライニングの厚さ

寸法表内面塗装の種類

管の呼び径 ﾗｲﾆﾝｸﾞの厚さ（ｔ）

（単位：mm）

8

15

4

6

10

12

注 管端部におけるライニング厚さは、50mm以内は、
　　テーパがついてもよい。

75～250

300～600

700～900

1000～1200

1350・1500

1600～2600

許容差

＋規定せず
－1

＋規定せず
－2

＋規定せず
－3

＋規定せず
－4

種類 塗装 備考

内面塗装1
エポキシ樹脂粉体塗装
塗膜の厚さ　0.3mm以上

管及びP-Linkに適応する。

内面塗装2
液状エポキシ樹脂塗装
塗膜の厚さ　0.3mm以上

異形管に適応する。

17-8

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図（８）《内面塗装及びﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ》

（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）

接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格（ＪＳＷＡＳ　Ｇ－１）による。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ライニングの厚さ

受口 管 管

吉
50以内 ライニング 50以内 ライニング

内面塗装の種類 寸法表
(単位:mm)

管の呼び径 ライニングの厚さ(t) 許容差備考

75~250

種類 塗装
エポキシ樹脂粉体塗装内面塗装1 塗膜の厚さ 0.3mm以上 管及びP-Linkに適応する。

液状エポキシ樹脂塗装内面塗装2 塗膜の厚さ 0.3mm以上 異形管に適応する。

4
+規定せず
-1

6300~600

+規定せず700~900 8 -2
+規定せず1000~1200 10 -3

1350・1500 12
+規定せず

1600~2600 15
-4

注管端部におけるライニング厚さは、50mm以内は、
テーパがついてもよい。

特 接合部の各部寸法等については日本下水道協会規格(JSWAS G-1)による。

記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
規格図(8)内面塗装及びモルタルライニング

(JSWAS G-1)
17-8



形状

断面図

固定用ゴムバンド

ポリエチレンスリーブの表示部 ポリエチレンスリーブの表示部

固定用テープの間隔
　固定用テープ

固定用ゴムバンド

DIP管

ポリエチレン
スリーブの表示部

ポリエチレンスリーブ

固定用テープ
（一周半巻以上）

管頂

1m 1m 1m 1m 1m

横浜市下水道河川局令和６年４月

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
《ポリエチレンスリーブ》

17-9

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形状

固定用ゴムバンド 固定用ゴムバンド

DIP管 ポリエチレンスリーブの表示部 ポリエチレンスリーブの表示部

1m 1m 1m 1m 1m 固定用テープ
固定用テープの間隔

断面図

固定用テープ ポリエチレン
(一周半巻以上) スリーブの表示部

管頂

ポリエチレンスリーブ

特
記
事
項

下水道用ダクタイル鋳鉄管
ポリエチレンスリーブ)

17-9



参考図

特殊な条件下で使用する資器材並びに設計・積算の参考となる図面等を掲載しています。参考図
に掲載されている資器材等を使用する場合は、規格・仕様・構造計算等を確認してください。

参考図

に掲載されている資器材等を使用する場合は、
「特殊な条件下で使用する資器材並びに設計・積算の参考となる図面等を掲載しています。

規格・仕様・構造計算等を確認してください。
参考図



寸　法　表
（単位：mm）

参考図1-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

規格図（内径２００mm～６００mm）
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

令和６年４月

直     管（Ｂ形）

受口部
直管部

ゴム輪 挿口部

（１）

Ｄ
3

Ｄ
1

ＬＰ

Ｄ
2

Ｔ

許容差

呼び径
厚  さ 有効長

許容差Ｔ Ｌ

受　　口　　部 挿口部

外　径
内　径

許容差Ｄ1 Ｄ2 Ｄ3許容差 許容差

内　径
参考質量

許容差Ｐ

長　さ
（kg/本）

１．有効長(Ｌ)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

３．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

２．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。

8.0 300

 500

＋ 3

10.0

 250 7.5

 332.5 331 300

500  541  542.5

 250  280  281.5

 66

 140

150

 52

 200 7.0  200  229  230.5
140

 39

8.5 350  383.5 382 350  82

9.0 400  435.5 434 400  98

9.5 450  486.5 485 450  118

 600 12.0  600  645  646.5  202

－ 0
± 1.5 ± 1.0 ± 1.0

160

200

±5

＋ 5
－ 0

4000

＋ 30
－ 10

± 3.0 ± 1.5 ± 1.5 ±10

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直 管(B形)

受口部
トー

直管部 n
S 口 S

1 1 52 1

ゴム輪 挿口部
P L =

寸 法 表

140

(単位:mm)
挿口部 受 口 部

呼び径 厚 さ 有効長 内 径 外 径 内 径 長 さ
参考質量

T 許容差 L 許容差 D1 許容差 D2 許容差 D3 許容差 P 許容差 (kg/本)
200 7.0 200 229 230.5 39
250 7.5 250 280 281.5 52
300 8.0 +3 十 30

300 331 332.5 66

400 9.0
-0 4000 - 10 350 ±1.5 382 ±1.0 383.5 ±1.0 150 ±5 82350 8.5

400 434 435.5 98
450 9.5 450 485 486.5 118
500 10.0 500 541 542.5 140

600 12.0 ±g

160

600 ±3.0 645 ±1.5 646.5 ± 1.5
200 ±10 202

特 1.有効長(L)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。 下水道用強化プラスチック複合管
記 2.内径(D1)及び受口部内径(D3)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の内径測定値の算術平均値とする。 規格図(内径200mm~600mm)事 3.挿口部外径(D2)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

(JSWAS K-2)(1)項 円周率3.1416で除した値とする。

参考図1-1



直　　管（Ｃ形）

寸 　法 　表
（単位：mm）

ゴム輪 受口部 直管部 挿口部

参考図1-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図

令和６年４月

（内径２００mm～６００mm）
（２）

Ｐ Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
1

Ｄ
3

Ｔ

有効長

許容差

２．有効長（Ｌ）は、4000mm以下の他の長さとすることができる。

１．ゴム輪は、分割形であってもよい。

４．挿口部外径(Ｄ2)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を

３．内径(Ｄ1)及び受口部内径(Ｄ3)は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

円周率3.1416で除した値とする。

  600

  500

  450

  400

  350

12.0

10.0

 9.5

 9.0

 8.5 4000

呼び径

 300

 250

 200

Ｔ 許容差 Ｌ

 8.0

 7.5

 7.0

厚  さ

Ｐ

140

受　　口　　部

± 1.5

外　径

挿口部

Ｄ2許容差Ｄ1

 319

 268

 217

内  径

Ｄ3 許容差許容差

 320.5

 269.5

 218.5

内　径
（kg/本）

許容差

長　さ
参考質量

＋ 5
－ 0

＋ 3
－ 0

＋ 30
－ 10

  600

  500

  450

  400

  350

 300

 250

 200

± 1.0 ± 1.0 ± 5

± 3.0 ± 1.5

 370

 421

 472

 523

 627

 473.5

 422.5

 371.5

 628.5

 524.5

± 1.5

150

160

200
± 10

 66

 140

 52

 39

 82

 98

 118

 202

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直 管(C形)

ゴム輪 受口部 挿口部
トー

直管部

△5

S 口 S

P L

寸 法 表

有効長 内 径

140

(単位:mm)
挿口部 受 口 部

呼び径 厚 さ 外 径 内 径 長 さ 参考質量

T 許容差 L 許容差 D1 許容差 D2 許容差 D3 許容差 P 許容差 (kg/本)
200 7.0 200 217 218.5 39
250 7.5 250 268 269.5 52
300 8.0 300 319 320.5 66

350 8.5 ±8 4000 ±30 350 ± 1.5 370 ± 1.0 371.5 ± 1.0
150 ±5 82

400 9.0 400 421 422.5 98
450 9.5 450 472 473.5 118
500 10.0 500 523 524.5 140
600 12.0 土g 600 ±3.0 627 ± 1.5 628.5 ±1.5

200 ± 10 202

160

1.ゴム輪は、分割形であってもよい。特 2.有効長(L)は、4000mm以下の他の長さとすることができる。 下水道用強化プラスチック複合管
記
事 3.内径(D1)及び受口部内径(D3)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の内径測定値の算術平均値とする。 規格図(内径200mm~600mm)
項 4.挿口部外径(D2)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の外径測定値の算術平均値あるいは円周長を (JSWAS K-2)(2)

円周率3.1416で除した値とする。
参考図1-2



′

Ｄ
くさび（松正角）

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(RC-40)

（角座金付）
ボルト ・ ナット

仕上がり寸法×２，以上

仕
上

が
り

寸
法

ゴム輪

かすがい

寸　法　表 （単位：mm）

材　料　表 （100ｍ当り）

参考図1-3

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

Ｂ形・NB形・ＮＣ形

(内径250mm～1800mm)

下水道用鉄筋コンクリート管

はしご胴木基礎布設図

令和６年４月

はしご胴木基礎の材料寸法や材料表は「下水道用設計標準歩掛表」による。

ａ

ｋ

800 (700) 830 (600) 800 (700)

Ｄ

ｋ

横木(生松太鼓落し)

縦木（生松太鼓落し）

注）（  ）は   ＝2000mm ヒューム管使用時の数値。

1650，1800

1500 180×150

180×150

300

3001200

1000

1800

1500 180×150

180×150400

400

90×90

90×90

φ13.   =210

φ13.   =210

内　径

Ｄ

 250～350

400

 450～600

 700～1000

1100，1200

1350

末口×仕上げ

縦木材

120× 90

120× 90

120× 90

150×120

150×120

150×120

150 105× 75165 450 300

165

180

240

240

240

 900 600

 800

1000

1200

1500

 400

 300

 600

 450

300 150×120

150×120

150×120400

400

120× 90

120× 90

200

150

基礎厚

ｋ

基礎巾

ａ

間　隔

縦　木

末口×仕上げ′

長　さ
横木材

くさび

60×60

75×75

75×75

75×75

60×60

60×60

φ9.   =150

φ9.   =150

φ9.   =150

φ9.   =125

φ9.   =125

くさび材

材　　料　　寸　　法

（角座金付）

ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ

φ9.   =125

0.56

0.56

0.80

0.807.031500 5.99

7.161650～1800 7.03

3.70

4.201350

1100～1200

4.79

4.79

108.138.400

108.147.800

106.4

106.432.400

24.400

(松正角)

（ｍ  ）

0.12

0.16

0.14

くさび材

0.40

（生松）

3.040.80400

1.07

2.53

 450～600

 700～1000

3.04

4.79

（ｍ  ）

0.75 250～350

Ｄ

3.04

（ｍ  ）3 3

横木材
内　径

縦木材

(角座金付)(RC-40)

104.7 5.200

104.7

106.4

 8.000

17.200

104.7 4.300

（ｍ  ）3 3 （本）

ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄｸﾗｯｼｬﾗﾝ

参 考 値

参 考 値

令和6年4月 寸 法 表 横浜市下水道河川局
(単位:mm)

くさび 材 料 寸 法
内 径

縦 木
基礎巾 基礎厚

長 さ 横木材 縦木材
くさび材

(角座金付)

参考値
ボルト・ナットD 間 隔

a l k l 末口×仕上げ末口×仕上げ

250~350 300 450 165 150 105× 75 120× 90 60×60 09.l=125

D
くさび(松正角) l

400 300 450 165 150 120× 90 120× 90 60×60 09.l=125

横木(生松太鼓落し) 450~600 400 600 180 200 120× 90 120× 90 60×60 09.l=125×
700~1000 600 900 240 300 150×120 150×120 75×75 09.l=150

1100,1200 800 1200 240 400 150×120 150×120 75×75 09.l=150

aクラッシャラン 1350 1000 1500 240 400 150×120 150×120 75×75 09.l=150
(RC-40) l 1500 1000 1500 300 400 180×150 180×150 90×90 d13.l=210

1650,1800 1200 1800 300 400 180×150 180×150 90×90 d13.l=210

ゴム輪 材 料 表 (100m当り)
参考値内 径

横木材 縦木材 くさび材 クラッシャラン ボルト・ナット

(生松) (松正角) (RC-40) (角座金付)D
(m3) (m3) (m3) (m3) (本)かすがい

日

厂 厂 250~350 0.75 3.04 0.14 4.300 104.7

400 0.80 3.04 0.12 5.200 104.7
Y

縦木(生松太鼓落し)
十
R 450~600 1.07 3.04 0.16 8,000 104.7

山 700~1000 2.53 4.79 0.40 17.200 106.4

1100~1200 3.70 4.79 0.56 24,400 106.4800(700) 830(600) 800 (700)
1350 4.20 4.79 0.56 32,400 106.4

ボルト・ナット 仕上がり寸法×2, 以上 1500 5.99 7.03 0.80 38.400 108.1
(角座金付)

注)()はl=2000mm ヒューム管使用時の数値。
1650~1800 7.16 7.03 0.80 47,800 108.1

特 はしご胴木基礎の材料寸法や材料表は「下水道用設計標準歩掛表」による。
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管
B形・NB形・NC形

はしご胴木基礎布設図
(内径250mm~1800mm)

参考図1-3



規格図（１）　<直管>
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

直管部共通寸法

d

Ｄ
Ｒ

P

Ｄ
Ｓ

Ｄ

t
ｄ

（単位：ｍｍ）

参考図 1-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

D
RD H
R

ES

許容差

＋1.2

450 461.8

400

350

411.0

360.2

   03.5±1.4

3.1

3.3±1.3

±1.1

＋1.4

   0

最小許容差基準寸法

200 207.7

250

300

258.5

309.7

150 157.5

2.4±0.7

2.7

3.0

±0.9

±1.0

   0

2.4±0.6

＋0.8

シール部外径　ＤＳ

呼び径

厚　さ　ｔ

357.4

407.6

457.838.1 ±1.1

38.1

38.1

±1.1

±1.1

502.0 22.1

448.4

400.6

20.4

21.6 12.030

17.360

13.860

6.8 450

5.8

5.9

400

350

外径Ｄ許容差基準寸法

205.5

155.5

256.1

307.1

±0.825.4

30.5

38.1

±0.9

±1.1

19.1 ±0.6

11.6228.8

286.2

343.6

15.0

18.2

171.0

ＤＲ

7.7

ＨＲ

リブ間隔　Ｐ

リブ外径

標　　準　　値

リブ高さ

3.000

質量（ｋｇ）

4.350

6.380

9.020

2003.6

4.4

5.4

250

300

3.1

ＥＳ

150

ｄ

１ｍ当りのリブ幅

参　　考

近似内径

注）１．外径及びリブ外径は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値及びリブ外径測定値の平均値をいう。

２．表中1m当りの質量は、密度1.43g/cm  で測定したものである。

３．リブ根元部分の詳細形状については、規定しない。

3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直管部共通寸法

ES

P
0 0 g

un」unn」-nn」unD」unn」nn」Lnr」rLnr」(unn」(Lワ」unur」(-nn」unn」(-nn」Cnn」-nnIu「」n7527I4L」n-754075un57」
4

00口 O g口

(単位:mm)

シール部外径 DS 厚さt リブ間隔 P 標 準 値 参 考
リブ外径 リブ高さ リブ幅 近似内径 1m当りの呼び径

基準寸法 許容差 最小 許容差 基準寸法 許容差 外径D DR HR ES d 質量(kg)

150 157.5 ±0.6 2.4 19.1 ±0.6 155.5 171.0 7.7 3.1 150 3,000

200 207.7 ±0.7 2.4 +0.8
0 25.4 ±0.8 205.5 228.8 11.6 3.6 200 4.350

30.5 ±0.9 256.1 286.2 15.0 4.4 250 6.380250 258.5 ±0.9 2.7

300 309.7 ±1.0 3.0 +1.2 38.1 ±1.1 307.1 343.6 18.2 5.4 300 9.020

0 38.1 ±1.1 357.4 400.6 21.6 5.9 350 12,030350 360.2 ±1.1 3.1

400 411.0 ±1.3 3.3 +1.4 38.1 ±11 407.6 448.4 20.4 5.8 400 13.860

0 38.1 ±11 457.8 502.0 22.1 6.8 450 17,360450 461.8 ±1.4 3.5

特 注)1.外径及びリブ外径は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の外径測定値及びリブ外径測定値の平均値をいう。下水道用リブ付硬質塩化ビニル管記 2.表中1m当りの質量は、密度1.43g/cm で測定したものである。
規格図(1)く直管>事 3.リブ根元部分の詳細形状については、規定しない。

項 (JSWAS K-13)
参考図 1-4



（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（２）

LO

d1

t
ｄ

（単位：ｍｍ）

直管、異形管受口及びゴム輪差し口共通寸法 副管用９０度支管直管部共通寸法

（単位：ｍｍ）

参考図1-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

D
R

L

D

標線 ゴム輪

接合長さ受口長さ受口内径リブ外径 平行部長さ

77.8

77.8

77.8

77.8

69.2

61.9

61.3

（最小）

ｅ

170

170

170

170

140

115

100

（標準値）

Ｌ

135

135

135

135

115

100

90

（最小）

Ｌo

受口部

504.0

450.2

402.1

344.9

287.3

229.7

171.7

（最小）

ｄ１

502.0

448.4

400.6

343.6

286.2

228.8

171.0

（標準値）

ＤＲ

差し口部

450

400

350

300

250

200

150

呼び径

3.941

28.875

23.059

18.051

13.701

9.758

6.572

441.8

394.8

347.6

298.2

250.2

202.0

154.0

＋1.8

＋1.6

＋1.4

＋1.4

＋1.2

＋1.0

＋0.8

13.2

11.8

10.5

9.2

7.8

6.5

5.1

±1.5

±1.3

±1.2

±1.0

±0.9

±0.7

±0.6

470.0

420.0

370.0

318.0

267.0

216.0

165.0

450

400

350

300

250

200

150

（ｋｇ）
質　　量

１ｍ当りの

参　考

内径ｄ許容差最　小

厚　さ　ｔ

許容差基準寸法

外　径　Ｄ

呼び径

注）１．受口部内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の内径
測定値の平均値とする。

２．ゴム輪の形状は、規定しない。
３．ゴム輪差し口でのゴム輪取付け位置は、管端より第２番目と３番目のリブの間とする。
４．標線位置は、呼び径150の場合は管端より第６番目と第７番目のリブの間、

呼び径200以上の場合は第５番目と第６番目のリブの間とする。
５．接合長さ e は、平均部長さ　Lo （最小）－（1.5×リブ間隔 P ）として算出したものである。

注）１．外径 D とは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値

の平均値をいう。

２．表中１ｍ当りの質量は、密度1.43g／cm　で計算したものである。3

３．本表は、JIS K 6741 の管（呼び径100～450）と同一である。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
標線 ゴム輪

51久

g
〒 0 ロ

LO

J-runnuunn」n
unnurunrurunn」unnurunnuunnuunn」r-nn」(unnunnnun7」rn7unjunuunruunr」un>」unn」nn」 4

L
直管、異形管受口及びゴム輪差し口共通寸法

(単位:mm)
受口部

リブ外径 受口内径 平行部長さ 受口長さ 接合長さ
呼び径

DR d1 Lo L e

差し口部 外 径 D 厚さt
副管用9O度支管直管部共通寸法

(単位:mm)
参 考

1m当りの呼び径
基準寸法 許容差 最 小 許容差 内径d 質 量

(kg)
150 165.0 ±0.6 5.1 +0.8 154.0 3.941(標準値) (最小) (最小) (標準値) (最小)

150 171.0 171.7 90 100 61.3 200 216.0 ±0.7 6.5 +1.0 202.0 6.572

200 228.8 229.7 100 115 61.9 250 267.0 ±0.9 7.8 +1.2 250.2 9.758

250 286.2 287.3 115 140 69.2 300 318.0 ±1.0 9.2 +1.4 298.2 13.701

300 343.6 344.9 135 170 77.8 350 370.0 ±1.2 10.5 +1.4 347.6 18.051

350 400.6 402.1 135 170 77.8 400 420.0 ±1.3 11.8 +1.6 394.8 23.059

400 448.4 450.2 135 170 77.8 450 470.0 ±1.5 13.2 +1.8 441.8 28,875

450 502.0 504.0 135 170 77.8

注)1.受口部内径 d1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の内径 注)1.外径Dとは、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の外径測定値
測定値の平均値とする。 の平均値をいう。

2.ゴム輪の形状は、規定しない。
3.ゴム輪差し口でのゴム輪取付け位置は、管端より第2番目と3番目のリブの間とする。

2.表中1m当りの質量は、密度1.43g/cm3で計算したものである。

4.標線位置は、呼び径150の場合は管端より第6番目と第7番目のリブの間、 3.本表は、JISK6741 の管(呼び径100~450)と同一である。
呼び径200以上の場合は第5番目と第6番目のリブの間とする。

5.接合長さeは、平均部長さ Lo(最小)-(1.5×リブ間隔P)として算出したものである。

特
記
事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
規格図(2)

(JSWAS K-13)
参考図1-5



（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（３）

片受け直管（略号ＰＲＰ） 上流用マンホール継手

（略号ＭＲＬ－ＰＲＰ）
（略号ＭＳＡ－ＰＲＰ）

下流用マンホール継手

片受け直管寸法表
上流用マンホール継手

（単位：ｍｍ）

下流用マンホール継手寸法表
（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

標線 ゴム輪

砂付け 砂付け

標線 ゴム輪

ゴム輪

（略号ＭＲ－ＰＲＰ）

及び副管分岐用マンホール継手

及び副管分岐用マンホール継手寸法表

ゴム輪

参考図1-6

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
記

項
事

特

令和６年４月

L

SS

L L

-10
250

350

300

400

450

-104000
+40

400

450

300

350

250

200

150

呼び径 Ｌ

+30
4000

呼び径

150

200 -10

-10
500

+40

250

Ｌ

500
+30

（参考）

-10

400

450

300

350

250

500
-10
+40

250

呼び径

150

200

Ｌ

500
+30

（参考）

ＳＳ

+30
1000

+40
1000

-10

-10

MR-PRP MRL-PRP

令和6年4月 横浜市下水道河川局

片受け直管(略号PRP) 上流用マンホール継手 (略号MR-PRP)
及び副管分岐用マンホール継手

(略号MRL-PRP)

下流用マンホール継手
(略号MSA-PRP)

標線 ゴム輪 S S -標線 ゴム輪

砂付け 砂付け

ゴム輪 ゴム輪

ド7571 7r7junnuunnuunn」unnuunnunnnrLLnr」unnJ-nD」unnunn5575n57575nnnn Jnn (ur」unruunr」unnur」 nnr 57825wuuunsuuIwoI」n0

L L L

上流用マンホール継手
及び副管分岐用マンホール継手寸法表

(単位:mm)
片受け直管寸法表 下流用マンホール継手寸法表

(単位:mm) (単位:mm)
L S 呼び径 L (参考)

S
呼び径 L 呼び径 MR-PRP MRL-PRP (参考)

150 150 150

-10 200 500
+30
-10 1000

+30
200 4000

+30 +30
-10 200 500 -10

250 250 250

300 300 250 300 250

350 350
4000

+40 350
-10 400

500 +40
-10 1000+40

-10 500 +40
-10400 400

450 450 450

特
記
事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
規格図(3)

K-13)(JSWAS
参考図1-6



（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）
規格図（４）<支管>

９０度支管（取付管用）寸法表

副管用９０度支管寸法表

９０度、６０度、４５度自在支管寸法表

リブ45度自在支管（略号45SVRFｰPRP）
リブ60度自在支管（略号60SVRFｰPRP）

90度支管（取付管用）（略号90SVR-PRP）

副管用90度支管（略号VS-PRP）

リブ90度自在支管(取付管用）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位:mm）

ゴム輪 ゴム輪
ゴム輪

Ｏリング

ゴム輪

Ｏリング Ｏリング

ゴム輪

t

R

B

t

R

B

t

A

Ａ

Ａ

R

B

30°

t

A
R

B

30°

θ

参考図1-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

（略号90SVRFｰPRP）

Z

A

Z

A

A

Z

A

Z
1

Z2

Z

180
4

5.8
285350-150 83

98
86

89
101

104
450-150
450-200

400-150
400-200

350-200

6.7
285
315

285
315

315

6.5

231

206

Ｚ

73

91
80

76

95

250-150

300-150
300-200

250-200

呼び径

200-150
（最大）

5.0
250

300
315

310

5.5

（最小）
255

Ａ

4.6

Ｂ

129

155

（最小）
ｔ

104

Ｒ

（最小）（最大）（最小） （標準）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

855075350-150 71

450-150

450-200 85

80

400-150

400-200

350-200

80

85

80

50

8682

77

93

86

86

50

86

74

79

76

83

90

95

75250-200

300-200

300-150

80

75

250-150
200-150

70
65

888670

86

50

73

68

92

82

50
5065

62
78
75

5.8180
68 285

285

315126

101
231

315

315

28598

123

93

206

6.7

6.5

31093

315

300

93

68
155

255
25068

68

129

104

5.5

4

5.0

4.6

（θ）45度90度
呼び径

Z

自在支管

（θ）

Z2

60度

Z1 Z1

Ａ

Z2

Ｒ ｔＢ

170 300300-150

400-200
450-200

350-150
350-200

300-200

211 315
214 315

173
208

205
285
315

315 155

180

231
2066.5

6.7

5.8

5.5 4

（最大）呼び径

250-150
200-150

250-200

ＡＺ

166
163

201

255
250
310

（最小） Ｒ

129

104

ｔＢ
（最小）

4.6

5.0

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Zの許容差は、±15mmとする。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

４．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は

規定しない。

４．サドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

３．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

２．Zの許容差は、±10mmとする。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

注）１．呼び径は、「本管呼び径－取付け管呼び径」である。

２．Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。

３．ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

令和6年4月
90度支管(取付管用)(略号90SVR-PRP) リブ60度自在支管(略号60SVRF-PRP)

リブ45度自在支管(略号45SVRF-PRP)

ゴム輪
30°ゴム輪 ゴム輪 $I0 ( Oリング 129

31立

横浜市下水道河川局
副管用90度支管寸法表

(単位:mm)
A

(最大)
B t R呼び径 Z (最小) (最小)

200-150 163 255 4.6 104
250-150 166 250 5.0250-200 201 310
300-150 170 300 5.5 4 155300-200 205 315B 350-150 173 285 5.8 180350-200 208 315
400-200 211 315 6.5 206
450-200 214 315 6.7 231

注)1.呼び径は、「本管呼び径-取付け管呼び径」である。
2.Zの許容差は、±10mmとする。
3.Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。
4.サドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

90度、60度、45度自在支管寸法表
(単位:mm)

R A
A R A

副管用90度支管(略号VS-PRP)
A

A
R

9 B A

N
155

(略号90SVRF-PRP)
リブ90度自在支管(取付管用)

90度支管(取付管用)寸法表
(単位:mm)

A B t R呼び径 Z (最小) (最大) (最小)
200-150 73 255 4.6 104 自在支管
250-150 76 250
250-200 91 310 5.0 129 呼び径 90度 60度0) 45度0) A R B t

Z Z1 Z2 Z1 Z2300-150 80 300 5.5 (最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小) (標準) (最大)(最小)300-200 95 315
350-150 83 285 5.8 4 180 200-150 65 62 50 75 68 255 104 4.6
350-200 98 315 250-150 70 65 50 78 68 250

400-200 101 315 6.5 206 250-200 75 70 86 88 93 310 129 5.0400-150 86 285

300-150 75 68 50 82 68 300
155 5.530° 450-150 89 285 6.7 231

300-200 80 73 86 92 93 315ゴム輪 450-200 104 315

Oリング 5 2 注)1.呼び径は、「本管呼び径-取付け管呼び径」である。 350-150 75 71 50 85 68 285
180 5.8

4
2.Zの許容差は、±15mmとする。 350-200 80 76 86 95 93 315

3.Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。 400-150 80 74 50 83 98 285

8 4.ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は 400-200 85 79 86 90 123 315
206 6.5N

規定しない。 450-150 80 77 50 86 101 285
450-200 85 82 86 93 126 315

231 6.7

ゴム輪

Oリング メ

N

RA
A

注)1.呼び径は、「本管呼び径-取付け管呼び径」である。2Rは標準値を示すものであり、許容差は規定しない。
3.ゴム輪の形状及びサドルと短管の接合部の詳細は、規定しない。

特
記
事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
規格図(4)<支管>

K-13)(JSWAS
参考図1-7



規格図（５）<受口>
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

９０度支管、自在支管ゴム輪受口共通寸法

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

取付管形（自在）取付管形

ゴム輪
ゴム輪

d1 d1 30
°

参考図1-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

e e

200

150

218.0

166.0

12669

58 108

200

150

216.9

165.7

14569

58 120

接合長さ

ｅ

（最小）

受口内径

呼び径 ｄ1

（最小）

受口長さ

（最大）

注）１．破線で示す形状にすることもできる。

２．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、
規定しない。

３．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な

２方向以上の内径測定値の平均値とする。

注）１．ゴム輪の形状、ゴム周辺部の形状及び摺動部周辺の形状に

ついては、規定しない。

２．受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以

上の内径測定値の平均値とする。

接合長さ

ｅ

（最小）

受口内径

呼び径 ｄ1

（最小）

受口長さ

（最大）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

取付管形 取付管形(自在)

〒 〒 °°
ウ

ゴム輪
7

e
口

ゴム輪 e
l l

9O度支管、自在支管ゴム輪受口共通寸法
(単位:mm) (単位:mm)

受口内径 接合長さ 受口長さ 受口内径 接合長さ 受口長さ
呼び径 d1 e呼び径 d1 e l l

(最小) (最小) (最大) (最小) (最小) (最大)
150 166.0 58 108 150 165.7 58 120

200 218.0 69 126 200 216.9 69 145

注)1.破線で示す形状にすることもできる。 注)1.ゴム輪の形状、ゴム周辺部の形状及び摺動部周辺の形状に
2.ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状については、 ついては、規定しない。

規定しない。 2. 受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以
3.受口内径 d1 は、任意箇所における相互に等間隔な 上の内径測定値の平均値とする。

2方向以上の内径測定値の平均値とする。

特
記
事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
規格図(5)<受口>

(JSWAS K-13)
参考図1-8



（呼び径150mm～450mm）
布設図

寸法及び材料表

（１００ｍ当たり）

φD

表示テープ
ゴム輪

受口

表示テープ

差口

表示テープ

参考図1-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

令和６年４月

B

H

h
D

h

H

h
D

h

-0

2.7

3.0300

250

-0

-0

+1.2 307.1

+0.8 256.1

100

100

管　厚

(mm)

ｔ

2.4

2.4200

150

呼び径種類

+0.8 205.5

+0.8
-0 155.5

100

100

Ｄ(参考)

外　径

(mm) (mm)

ｈ

33.6

38.2507.1

456.1

900

850

砕石基礎

（ ｍ ）

29.1

24.8

405.5

355.5

800

(750)

(mm)

Ｈ

(mm)

Ｂ

掘削幅

3

注1）φ150mm、φ200mmは原則として使用しない。

砕石基礎

砕石基礎

350

400

450

950557.4 42.9

1000

1050

607.6

657.8 52.6

47.7

100357.4+1.23.1

100

100

407.6+1.4

457.8+1.4

-0

-03.5

3.3

-0

注2）基礎形状は砕石を基本とする。

化

ニ

管
ル

ビ

質
塩

硬

下

道
水

リ

付
ブ

用

令和6年4月 横浜市下水道河川局

5

0D ロ エ

寸法及び材料表
砕石基礎 5

(100m当たり)
H 掘削幅 砕石基礎B 管 厚 外 径 h

種類 呼び径 t D(参考) B
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (m3)

表示テープ 表示テープ
ゴム輪

受口

差口

下 150 2.4 -0
+0.8 155.5 100 355.5 (750) 24.8

水
道 +0.8 205.5 100 405.5 800 29.1用 200 2.4 -0
リ +0.8 256.1 100 456.1 850 33.61ILuLad4几
ブ 250 2.7 -0
付

+1.2 307.1 100 507.1 900 38.2硬 300 3.0 -0質
塩 +1.2 357.4 100 557.4 950 42.9
化

350 3.1 -0
ビ +1.4 407.6 100 607.6 1000 47.7ニ 400 3.3 -0
ル +1.4 457.8 100 657.8 1050 52.6管 450 3.5 -0

エ

5
砕石基礎

表示テープ

特 注1)d150mm,d200mmは原則として使用しない。
記 注2)基礎形状は砕石を基本とする。

事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

(呼び径150mm~450mm)
布設図

参考図1-9



下水道用リブ付硬質塩化ビニル管

本管（リブ付硬質塩化ビニル）－ 取付管（硬質塩化ビニル）

60゜自在支管

30゜曲管
直管

13
2(

○
15

0)
15

5(
○

20
0)

ゴム輪

モルタル (1:2)

直管（砂付き）

直管30゜曲管

60゜自在支管

参考図1-10
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横浜市下水道河川局

取付管布設図

令和６年４月

掘
削

幅

5750以内

本管

官
民
境
界

注）雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

本管(リブ付硬質塩化ビニル)- 取付管(硬質塩化ビニル)

Sg0 5
SLS-

i�
唔

30°曲管

60°自在支管 直管
官
民
境
界本管

5750以内

モルタル(1:2)

ゴム輪

直管(砂付き)

30°曲管 直管
60°自在支管

特 注)雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。
記
事
項

下水道用リブ付硬質塩化ビニル管
取付管布設図

参考図1-10



縦断面図 横断面図

(18-8)

（24-8）

均しコンクリート

コンクリート
足掛金物
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0
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25
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0 50

0～
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0の

範
囲
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150 150
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100 100
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180 180

（24-8）
コンクリート

モルタル上塗り
（仕上げ厚２０）

均しコンクリート

(1:2)

(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

足掛金物

Ｄ2
10％～20％

100

11
0

0～
15
0の

範
囲

100 1600 100

4 D16

@250

D16

@250

2

3 D16

@250

8 D16

9 D16

7 D16 6 D13

@300

5 D13

@300

参考図2-1

記

項
事

特

第１種人孔構造図（１）

横浜市下水道河川局

インバートコンクリート
（18-8）

h3 h3

令和６年４月

15
015

0

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)

(RC-40)

60
30
0

60
0

ｈ

ｈ
1

ｈ
2

900

1600

人
孔
深

60
0

ｈ
1

ｈ

ｈ
2

50
0

1800

足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。
h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2とする。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

縦断面図 横断面図

180 180
180

5D13
@300

1

1e 囲 -e
綱 15

囲

6
LO
0 06

8
0

8 -
1

品 0コンクリート
9

g0 : 足掛金物 ぶ g コンクリート(24-8)
100中

ず 足掛金物 E (24-8)
インバートコンクリート

(8D161 5 く0
8
中K

0 ( (18-8)0
モルタル上塗り

均しコンクリート
ブg2

0 D2 10%か20%

8
0560 (仕上げ厚20) 9D16

(18-8) 0 (1:2)

均しコンクリート
品 g1 (18-8)8

100

(4)D16
@250

2D16
@250C

8 3D16
@2500 0 0 0

クラッシャラン(RC-40)

150 900 150

100
200

1600
200

100

1600 100
クラッシャラン(RC-40) 7D16 6D13

@3001800

足掛金物とインバート上部との間隔が40cm以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。特
h3(インバート高さ)は下流管管径の1/2とする。記
・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。事

項
第1種人孔構造図(1)

参考図2-1



第１種人孔構造図（２）

平面図

人孔蓋枠据付参考図

φ
90

0
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0
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0
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0

180 180

D13

@300

5

267

300

ｒ＝
170

300
198

ｒ＝
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（平
均

）

ｒ＝
550

ｒ＝550

39
0

r=285

@250
D161

@250
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50
125
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125

人孔鉄蓋受枠

人孔鉄蓋

側　塊

モルタル（1：3）

250

0～
15

0の
範

囲

48
0

参考図2-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

枠変形防止機能付
高さ調整部材

上部調整高
（無収縮モルタル）

材  料  表

Ｄ
1

Ｄ
2

 ＝1210(平均)

ｈ
1-

50
42

5

　＝(ｈ1－50)

　＝970 　＝710Ｄ16@250

11
0

1 D16-12 　＝829～1479

D16-102 　＝1000＋（ｈ1－50）

D16-43 　＝500（平均）

D16-44

8 D16-4 9 D16-4

D13-4

　＝1300（平均）

6 　＝1170～1420

D13@300 　＝38505 D16-27 　＝2280

34
56 17

91

・材料表は、φ400mmの場合とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。

36.3
20.8

22.7

  5.2
12.6

位   　　置

１箇所当り

コンクリート
24-8
ｍ

18-8
型　枠 上塗ﾓﾙﾀﾙ

1:2
kg

D13
鉄　筋

D16
3

底　　版
インバート

h2
1.0ｍ当り

h1

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
RC-40

0.50

0.25
0.69

0.08

0.13

1.26
0.55
6.91

0.28
2.89

0.84

kg3ｍ ｍ2 2ｍ ｍ3

0.51

均しコンクリート
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。

令和6年4月
平面図 1 D16-12 l=829~1479

横浜市下水道河川局5 D13@300 l=3850 7 D16-2 l=2280

180 180

100 l=1210(平均) 0 r=285 8
8I H 0

司

2 D16-10 l=1000+(h1-50) C6
r=550

S 3 D16-4 l=500(平均)

1品 81

5
5D13

@300
1D16

@250

オ 星(平均)
198 3001

ヘL 人孔蓋枠据付参考図

人孔鉄蓋受枠
人孔鉄蓋267 3004 D16-4 6 D13-4 l=1170~1420

l=1300(平均)
1D16 l=(h1-50)

@2508 D16-4 9 D16-4

高さ調整部材 ロ H 0枠変形防止機能付
田

(無収縮モルタル) Iカ
1

綱上部調整高 千 6181
10250こ

側 塊50 D16@250 50 l=970
125 125

位 置
モルタル(1:3)

l=710
材 料 表

コンクリート 型 枠 上塗モルタル
1:2 D13 D16 RO-40

鉄 筋 クラッシャラン
24-8 18-8
m3 m3 m2 m2 kg kg m3

底 版 1箇所当り
0.08 0.55 0.84

0.50 1.26 - 22.7
0.51インバート

h1 1.0m当り 0.69 - 6.91 - 12.6 20.8 -
h2 0.25 2.89 5.2 36.3 -

均しコンクリート 0.13 0.28 - - -
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

特 ・材料表は、
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

d400mmの場合とする。

記 ・底版の鉄筋量は1のみとし、それ以外はh1,h2とする。
事 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
項 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
参考図2-2

第1種人孔構造図(2)



第２種人孔構造図（１）

縦断面図 横断面図
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均しコンクリート
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参考図2-3
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横浜市下水道河川局

インバートコンクリート
（18-8）

h3 h3

令和６年４月

(RC-40)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)
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深

足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けない。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

縦断面図 横断面図
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0056 (1:2)

均しコンクリート000000 g
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3D16
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81

8品

100150
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1900 100 クラッシャラン(RC-40) 7D16 6D13
@3002100

特 足掛金物とインバート上部との間隔が40cm以内の場合、足掛金物は設けない。
記 h3(インバート高さ)は下流管管径の1/2とする。
事 ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
項

第2種人孔構造図(1)

参考図2-3
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平面図
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横浜市下水道河川局

材  料  表

令和６年４月

Ｄ
1

Ｄ16@200

 ＝1460(平均)

ｈ
1-

50
77

1
ｈ1－50

 ＝1320  ＝960

1 D16-18 　＝1342～1800

　＝1450＋（h1－50）D16-142

D16-4 　＝700(平均)

D13@3005 　＝4790

　＝590(平均)D16-43

D16-8
　＝70＋（h1－50）(平均)

4 D16-4 D16-498
　＝1292～1652D13-6

　＝3360D16-27

6

-2

3 -1

43
98

28
78

位   　　置

１箇所当り

コンクリート
24-8
ｍ

18-8
型　枠 上塗ﾓﾙﾀﾙ

1:2
kg

D13
鉄　筋

D16
3

底　　版
インバート

h2
1.0ｍ当り

h1

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
RC-40

0.71

0.50
0.88

0.24

0.17

1.49
1.24
8.80

0.33
6.08

1.58

kg3ｍ ｍ2 2ｍ ｍ3

0.69

均しコンクリート

15.7
  8.7

41.0

32.6
65.3

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・材料表は、φ700mmの場合とする。

後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。

令和6年4月 横浜市下水道河川局5 D13@300 l=4790平面図
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宮材 料 表

コンクリート 型 枠 上塗モルタル 鉄 筋 クラッシャラン

24-8 18-8 1:2 D13 D16 RC-40
m3 m3 m2 m2 kg kg m3

50 D16@200 50
底 版 1箇所当り 0.24 1.24 1.58 -0.71 1.49 41.0 0.69インバート

100 100 h1
h2 1.0m当り 0.88 - 8.80 - 15.7 32.6 -

0.50 6.08 8.7 65.3
均しコンクリート 0.17 0.33 - - -
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

特 ・材料表は、
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

d700mmの場合とする。

記 ・底版の鉄筋量は1のみとし、それ以外はh1,h2とする。
事 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
項 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
参考図2-4

第2種人孔構造図(2)



第３種人孔構造図（１）
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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特 足掛金物とインバート上部との間隔が40cm以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。
記 h3(インバート高さ)は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。
事 ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
項

第3種人孔構造図(1)

参考図2-5



第３種人孔構造図（２）
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・材料表は、φ1100mmの場合とする。

18.9
11.8

53.7

40.0
94.2

・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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平面図
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110 l=1780
材 料 表

コンクリート 型 枠 上塗モルタル 鉄 筋
D16 RO-40

クラッシャラン

24-8 18-8 1:2 D13
m3 m3 m2 m2 kg kg m3

底 版 1箇所当り 0.50 2.18 2.46 -0.95 1.73 - 53.7 0.90インバート
1.07 10.68 18.9 40.0 -50 D16@200 50 h1

h2 1.0m当り 0.80 10.82 - 11.8 94.2150 150
均しコンクリート - 0.23 0.38 - -
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

01100mmの場合とする。特 ・材料表は、
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

記 ・底版の鉄筋量は1のみとし、それ以外はh1,h2とする。
事 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
項 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
参考図2-6

第3種人孔構造図(2)



第４種人孔構造図（１）
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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特 足掛金物とインバート上部との間隔が40cm以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。
記 h3(インバート高さ)は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。
事 ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
項

第4種人孔構造図(1)

参考図2-7



第４種人孔構造図（２）
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・材料表は、φ1350mmの場合とする。
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※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
・底版の鉄筋量は①のみとし、それ以外はｈ１、ｈ２とする。
・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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g材 料 表

コンクリート 型 枠 上塗モルタル
24-8 18-8 1:2 D13

鉄 筋
D19 RC-40

クラッシャラン

m3 m3 m2 m2 kg kg m3
底 版 1箇所当り 1.23 1.96 - 80.6 1.15

インバート 0.80 2.85 3.27
h1 1.0m当り 1.26 - 12.56 - 23.6 53.5 -

50 D19@250 50 h2 1.11 - 15.33 - 17.3 155.5 -
200 200 均しコンクリート - 0.29 0.42 -

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

第4種人孔構造図(2)
特 ・材料表は、01350mmの場合とする。

・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。記 ・底版の鉄筋量は1のみとし、それ以外はh1,h2とする。
事 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
項 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
参考図2-8
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足掛金物とインバート上部との間隔が４０ｃｍ以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。

h3（インバート高さ）は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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特 足掛金物とインバート上部との間隔が40cm以内の場合、足掛金物は設けなくてよい。
記 h3(インバート高さ)は下流管管径の1/2かつ500mm以内とする。
事
項

ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
第5種人孔構造図(1)

参考図2-9



第５種人孔構造図（２）
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・コンクリート量は管の部分を控除した量とする。
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・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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項 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

・ここに掲載している配筋はあくまで参考であり、使用時に配筋を再検討すること。
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人孔井桁基礎構造図
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横浜市下水道河川局
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令和６年４月
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人孔ダクタイル蓋構造図
(0600mm)カラー化粧用
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令和６年４月
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材　　質

載荷量

蓋FCD700　受枠FCD600

T-25　i=0.4

内　圧

質　量

0.4MPa　(4.0kgf/cm2)

109.7kg

人孔グクタイル密閉蓋構造図

(φ600ｍｍ、4.0kg/cm2対応)

回り止め金具詳細図

ゴムキャップ詳細図 浮上り防止金具詳細図
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人孔グクタイル密閉蓋構造図
(0600mm,4.0kg/cm2対応)載荷量 I-25 j=0.4 質 量 109.7kg
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令和６年４月
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人孔グクタイル密閉蓋構造図

(0900mm,4.0kg/cm2対応)載荷量 T-25 i=0.4 質 量 271.4kg
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平面図 断面図（２）

人孔副管[硬質塩化ビニル管]

参考図2-22

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

内副管構造図（省スペース型）

令和６年４月

アンカーめねじ形・ボルト・座金

スポンジゴム貼付

流入管径

支持金具塩ビ管用（SUS製）

内副管継手(貼付型)

流入管径

流出管径

塩ビ管カラー

塩ビ管直管

塩ビ90゜曲管

支持金具塩ビ管用（SUS製）

支持金具塩ビ管用（SUS製）

流入管径

内副管継手(貼付型)

（SUS製）

断面図（１）

副管の長さ 支持金具の数 副管の支持間隔

1.5ｍ以下 2

1.5ｍ以下

1.5m超～3.0ｍ以下 3

3.0ｍ超～4.5ｍ以下 4

4.5ｍ超～3.0ｍ以下 5

6.0ｍ超～7.5ｍ以下 6

7.5ｍ超～9.0ｍ以下 7

副管をマンホール内に搬入する際、足掛金物やその他施設に干渉しない直径550ｍｍのスペースが必要となります。

支持金具の固定位置は、施工条件等を考慮して決定します。

支持金具のボルトは副管重量を支える強度はありません。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

平面図 断面図(1) 断面図(2)

流入管径

流入管径

流入管径
中 A
e 内副管継手(貼付型)

内副管継手(貼付型) 0 @

支持金具塩ビ管用 (SUS製)アンカーめねじ形・ボルト・座金
(SUS製)

スポンジゴム貼付
支持金具塩ビ管用 (SUS製)

塩ビ管カラー

副管の長さ 支持金具の数 副管の支持間隔
塩ビ管直管

1.5m以下 2
支持金具塩ビ管用 (SUS製)1.5m超~3.0m以下 3 流出管径

3.0m超~4.5m以下 4 塩ビ90° 曲管

1.5m以下
4.5m超~3.0m以下 5

6.0m超~7.5m以下 6

7.5m超~9.0m以下 7

特 副管をマンホール内に搬入する際、足掛金物やその他施設に干渉しない直径550mmのスペースが必要となります。 人孔副管「硬質塩化ビニル管記
支持金具の固定位置は、施工条件等を考慮して決定します。事

項 支持金具のボルトは副管重量を支える強度はありません。 内副管構造図(省スペース型)
参考図2-22



断面図（１） 断面図（２）
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参考図2-23

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

構造図（1）

令和６年４月
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 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。

クラッシャラン(RC-40) クラッシャラン(RC-40)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

断面図(1) 断面図(2)
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(18-8) (18-8)b b

B, B, 流入管インバート

特 h3 は5cmの段差を確保する。但し、段差が5cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。
記
事
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人孔副管「硬質塩化ビニル管
構造図(1)
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人孔副管［大口径管用］
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横浜市下水道河川局

構造図（2）

令和６年４月
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２．インバート天端と上流管底の差が、６０cm以上の場合に副管をつける。

３． ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管頂とインバート天端を一致させる。
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特 1. h4 は流入管径D2 の1/2とする。

記 2.インバート天端と上流管底の差が、60cm以上の場合に副管をつける。
事 3. h3 は5cmの段差を確保する。但し、段差が5cm以上確保できる場合は、副管頂とインバート天端を一致させる。

項

人孔副管「大口径管用l
構造図(2)
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人孔副管構造図（３）

Ａ－Ａ

ｄ

副管断面選定基準

（単位：mm）

寸　法　表
（単位：mm）

材　料　表
（１箇所当り）

参考図2-25
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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コンクリート（ｍ ）3
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硬質塩化ビニル管

副　　管　　管　　種

(RC-40)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

副管断面選定基準
(単位:mm)

A-A 本管の内 径 副管径d

d200以下 150

0250~0350 200

d400~0500 250

m 9 日 0600以上 300

寸 法 表b
Bヲ

(単位:mm)
副管径d B B・ b h2°

150 400 400 200 295
200 450 450 250 346
250 500 500 275 400
300 550 550 300 450

材 料 表 (1箇所当り)

種 別
副 管 管 種
硬質塩化ビニル管

150 200 250 300
クラッシャラン(RC-40) (m3) 0016 0.023 0.028 0.033
コンクリート(m3) 曲管部 h2 0.066 0.093 0.124 0.160

(18-8) 直管部 h1° (1.0m当り) 0.139 0.166 0.194 0.223
曲管部 h2 0.579 0.730 0.900 1.080型 枠 (m2)
直管部 h1° (1.0m当り) 1.200 1.350 1.500 1,650
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人孔副管構造図(3)
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令和６年４月 横浜市下水道河川局
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横断暗渠布設図Ｔ－14
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寸　　法　　表 ( 単位：mm )

参考図3-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（神奈川県コンクリート製品

令和６年４月

共同組合型 TYPE Ⅱ・呼び名600）
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暗渠ブロック(m) モルタル(m3) コンクリート(ms) クラッシャラン(m°) 型 枠 (m2)呼び名 TYPE II 敷均用 (18-8) (R0-40) 均し型枠
600 10.000 0.103 0.880 0.880 2.000
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特
記
事
項

横断暗渠布設図T-14
(神奈川県コンクリート製品

共同組合型 TYPE II・呼び名600)
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雨水浸透桝蓋構造図

Ｂ

ＡＡ

ＣＢ

模様詳細図
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Ａ－Ａ断面図
Ｃ部詳細図
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雨水桝蓋（タイプ１用）構造図
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注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

材 　質

載荷重
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特 注)蓋裏にメーカ一名、製造年、材質を記入する。
記 材 質事
項 載荷重 T-20 i=0.4

FCD600 雨水桝蓋(タイプ1用)構造図

参考図3-4



雨水桝蓋（タイプ２用）構造図
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注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

材 　質

載荷重

FCD600

Ｔ-20　ｉ=0.4

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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特 注)蓋裏にメーカ一名、製造年、材質を記入する。
記 材 質事
項 載荷重 T-20 i=0.4

FCD600 雨水桝蓋(タイプ2用)構造図

参考図3-5



単条管掘削幅

（１）軽量鋼矢板Ⅰ型 （２）軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ型

（３）鋼矢板Ⅱ型 （４）鋼矢板Ⅲ型

掘削幅の修正
（単位：mm）

機械基準掘削幅
（単位：mm）

基準掘削幅
（単位：mm）

軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ型

増加分（両側）

鋼矢板Ⅱ型

増加分（両側） 増加分（両側）

鋼矢板Ⅲ型

掘削幅

掘削幅 掘削幅

参考図4-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

増加分（両側）

軽量鋼矢板Ⅰ型

掘削幅

基準掘削幅 基準掘削幅

基準掘削幅 基準掘削幅

軽量鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型，鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型 - - -掘削幅は矢板の中心間とする｡

軽量鋼矢板Ⅰ型 - - -掘削幅は矢板の外側間とする｡

２，梯子胴木基礎は砕石基礎と同じ掘削幅とする。

注）１，掘削幅の修正（掘削幅は仮設種類により修正した値とする。）

1

2
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 200    900
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   850  1100

  1250

  1300

  1200
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   900

   950

180゜基礎

   800

ヒューム管（Ｂ,C,NB,NC）
塩 ビ 管

掘    削    機    械

バックホウ 

１０５０

１３００

掘  削  幅

　９００

　７５０

仮 設 種 類

    〃  　　　 ＋250

    〃 　　 　 ＋200

    〃　   　　＋100

基準掘削幅  ＋100
掘 削 幅 （両側）

鋼矢板Ⅱ

鋼矢板Ⅲ

軽量鋼矢板 Ⅱ、Ⅲ

軽量鋼矢板 Ⅰ

    〃      

０．１０ｍ

０．２０ｍ

０．６０ｍ

０．３５ｍ

3

3

3

3

    〃      

    〃      

平　積 山　積

3

3

3

3０．２８ｍ

０．４５ｍ

０．８０ｍ

０．１３ｍ

砕石基礎

  1750

  2150

  2550

  2700

  2400

  2000

  1850

  1050

  1300

  1550

  1650

  1400

  1200

  1100

   950

  1000

   900

   850

    〃      

０．０６ｍ ０．０８ｍ 　６５０3 3

横浜市下水道河川局令和6年4月
(1)軽量鋼矢板I型 (2) 軽量鋼矢板II,II型 基準掘削巾 (単位:mm)基準掘削幅 基準掘削幅

軽量鋼矢板I型 ヒューム管(B,C,NB,NC)軽量鋼矢板II,II型
管径 塩ビ管

増加分(両側) 砕石基礎 90°基礎 120°基礎 180°基礎 強プラ管増加分(両側)

掘削幅 掘削幅

(3)鋼矢板II型 (4) 鋼矢板II型

200 850 900 900 950 800
250 900 950 950 1100 850
300 950 1000 1000 1200 900
350 1000 1100 1100 1250 950
400 1050 1150 1150 1300 1000
450 1100 1200 1300 1400 1050
500 1200 1250 1350 1450 1100
600 1300 1400 1500 1600 1250
700 1400 1650 1650 1850 1350
800 1550 1750 1750 2000 1450
900 1650 1900 1900 2150 1550

1000 1750 2050 2050 2300 1650
1100 1850 2150 2150 2550 1750増加分(両側)
1200 2000 2300 2400 2650 1850
1350 2150 2450 2550 2850 2000
1500 2400 2650 2750 3150 2150
1650 2550 2950 2950 3350 2300
1800 2700 3100 3100 3550 2450

基準掘削幅 基準掘削幅
鋼矢板II型 鋼矢板II型

増加分(両側)

掘削幅 掘削幅 機械基準掘肖巾 (単位:mm)掘削幅の修正 (単位:mm) 掘 削 機 械
仮設種類 掘削幅(両側) 平 積 山積 掘 削 幅

軽量鋼矢板I 基準掘削幅 +100 バックホウ 0.06m3 0.08m3 650
軽量鋼矢板 II,III 1I +100 1I O.10m° O.13m3 750
鋼矢板II 11 +200 11 0.20m° O.28m° 900
鋼矢板III 11 +250 11 0.35m° 0.45m° 1050

11 O.60m3 0.80m3 1300

特 注)1,掘削幅の修正(掘削幅は仮設種類により修正した値とする。)
記 1軽量鋼矢板I型 ---掘削幅は矢板の外側間とする。
事 2軽量鋼矢板II, III型、鋼矢板II, III型 ---掘削幅は矢板の中心間とする。
項 2,梯子胴木基礎は砕石基礎と同じ掘削幅とする。

単条管掘削幅

参考図4-1



ニ条管掘削幅（１）

（１）汚水管が深い場合 （２）汚水管が浅い場合

（又は雨水管と同じ）

掘削幅の修正 （単位：mm）

参考図4-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

汚水管がヒューム管の場合

汚水管が塩ビ管、強プラ管の場合

令和６年４月

管中心間距離

掘削幅 掘削幅

管中心間距離

下段部掘削幅 下段部掘削幅

管種－ヒューム管

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

人孔－円形人孔 （中間人孔）

梯子胴木基礎

管種－ヒューム管

人孔－円形人孔 （中間人孔）      

梯子胴木基礎

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

○雨水管（φ２５０ｍｍ～φ１８００ｍｍ）

●汚水管（φ２００ｍｍ～φ３５０ｍｍ）

汚水管

雨水管 汚水管

雨水管

鋼矢板Ⅲ

鋼矢板Ⅱ

軽量鋼矢板Ⅱ、Ⅲ

軽量鋼矢板Ⅰ

    〃  　　 　＋125

掘 削 幅 （片側）
基準掘削幅  ＋50

    〃　   　　＋50

    〃 　　  　＋100

仮 設 種 類

- - -掘削幅は矢板の中心間とする｡
２，梯子胴木基礎は砕石，コンクリート９０゜基礎と同じ掘削幅とする。

軽量鋼矢板Ⅰ型

軽量鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型，鋼矢板Ⅱ，Ⅲ型

注）１，掘削幅の修正（掘削幅は仮設種類により修正した値とする。）

1

2

- - -掘削幅は矢板の外側間とする｡

管種－塩ビ管，強プラ管

○雨水管（φ２５０ｍｍ～φ１８００ｍｍ）

基礎－改良土（砂）基礎

人孔－円形人孔（中間人孔）

管種－塩ビ管，強プラ管

基礎－改良土（砂）基礎

人孔－円形人孔（中間人孔）

●汚水管（φ２００ｍｍ～φ３５０ｍｍ）

基礎－改良土（砂）基礎

管種－塩ビ管、強プラ管

人孔－円形人孔 （中間人孔）

基礎－砕石、コンクリート９０゜、１２０゜１８０°、３６０°基礎

梯子胴木基礎

管種－ヒューム管

人孔－円形人孔 （中間人孔）

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管がヒューム管の場合

(2)汚水管が浅い場合(1)汚水管が深い場合
(又は雨水管と同じ)

汚水管(0200mm~d350mm)
管種-ヒューム管
基礎-砕石、コンクリート90°、120°180° 360° 基礎

梯子胴木基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)

O雨水管(d250mm~d1800mm)
管種-ヒューム管
基礎-砕石、コンクリート90°、120°180° 360° 基礎

梯子胴木基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)

掘削幅 掘削幅

管中心間距離 管中心間距離

雨水管 汚水管

汚水管 雨水管
管種-塩ビ管、強プラ管
基礎-改良土(砂)基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)

汚水管が塩ビ管、強プラ管の場合 1
汚水管(d200mm~d350mm)

管種-塩ビ管、強プラ管
基礎-改良土(砂)基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)

下段部掘削幅 下段部掘削幅

掘削幅の修正 (単位:mm)

O雨水管(d250mm~01800mm)
管種-ヒューム管
基礎-砕石、コンクリート90°、120°180° 、360° 基礎

梯子胴木基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)
管種-塩ビ管、強プラ管
基礎-改良土(砂)基礎
人孔-円形人孔(中間人孔)

仮設種類 掘削 幅(片側)
軽量鋼矢板I 基準掘削幅 +50
軽量鋼矢板II,III 1I +50
鋼矢板II 1I +100
鋼矢板I 1I +125

特 注)1,掘削幅の修正(掘削幅は仮設種類により修正した値とする。)
記 1軽量鋼矢板I型 ---掘削幅は矢板の外側間とする。
事 2軽量鋼矢板II, III型、 鋼矢板II, III型 ---掘削幅は矢板の中心間とする。
項 2,梯子胴木基礎は砕石、 コンクリート90°基礎と同じ掘削幅とする。

二条管掘削幅(1)

参考図4-2



ニ条管掘削幅（２）

参考図4-3

記
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特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　　二条管掘削幅（１）　を参照すること。〈参考４－２〉

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径250mm 砕石基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砂・改良土基礎砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,800 800 1,800 0250 800 1,650

d0300 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d0300 800 1,700

0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,900 850 1,950 塩 0350 800 1,700

d0400 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000 ビ d400 850 1,800
ヒ d450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 管 0450 850 1,800ユ
1 d0500 950 2,000 950 2,000 950 2,050 950 2.100 950 2,150 d500 900 1,900
ム 0600 1,000 2,100 1,000 2.150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 0600 950 2,000
管
B d0700 1,050 2,200 1,050 2,300 1,050 2,300 1,050 2,400 1,050 2,450 0700 1,000 2,100

形 d0800 1,150 2,350 1,150 2,450 1,150 2,450 1,100 2,550 1,100 2,650 0800 1,050 2,200

d900 1,200 2,450 1,200 2,600 1,200 2,600 1,200 2,700 1,200 2,800 d900 1,100 2,300
d1000 1,250 2,550 1,250 2,700 1,250 2,700 1,250 2,850 1,250 2,950 強 01000 1.150 2,400
01100 1,350 2,700 1,350 2,850 1,350 2,850 1.350 3,050 1,350 3,100 プ 01100 1,200 2,500

(d1200 1,400 2,850 1,400 3,000 1,400 3,050 1,400 3,150 1,400 3,200 ラ 01200 1,350 2,700
(01350 1,500 3,000 1,500 3,150 1,500 3,200 1,500 3.350 1,500 3,400 管 01350 1.350 2,800
d1500 1,500 3,150 1,500 3,250 1,500 3,300 1,600 3,600 1,600 3,600 01500 1,400 2,900

NC
形 d1650 1,550 3,250 1,550 3,450 1,550 3,450 1,700 3,800 1,700 3,800 01650 1,550 3,150

d1800 1,650 3,450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,000 1,800 4,000 01800 1,600 3,250

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(2)

参考図4-3



ニ条管掘削幅（３）

参考図4-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　　二条管掘削幅（１）　を参照すること。〈参考４－２〉

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径300mm 砕石基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
0250 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,800 800 1,800 d0250 800 1,700

d0300 800 1,750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d0300 800 1,700

0350 800 1,750(0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000 塩
d400 850 1,800ヒ d400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 ビ

ユ d450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2.100 管 d450 850 1,850
1 (0500 950 2,000 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200 (0500 900 1,900
ム
管

0600 1,000 2,100 1,000 2,150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 0600 950 2,050

B 0700 1,050 2,200 1,050 2,350 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,500 0700 1,000 2,150

形 0800 1.150 2,400 1.150 2,500 1.150 2,500 1,100 2,550 1,100 2,650 0800 1,050 2,250

d900 1.200 2,500 1,200 2,600 1.200 2,600 1,200 2,750 1,200 2,850 d900 1.100 2,350
d1000 1.250 2,600 1,250 2,750 1.250 2,750 1.250 2,850 1,250 2,950

強
01100 1,200 2,550
(p1000 1.150 2,450

01100 1,350 2,750 1,350 2,900 1,350 2,900 1,350 3,100 1,350 3,150 プ
01200 1,400 2,850 1,400 3,000 1,400 3,050 1,400 3,200 1,400 3,250 ラ 01200 1,400 2.800
(01350 1.500 3,050 1,500 3,200 1,500 3,250 1,500 3,400 1,500 3,450 管 01350 1,400 2,850

NC
01500 1,500 3,150 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 (d1500 1,400 2,950

形 01650 1,600 3,350 1,600 3,550 1,600 3,550 1,700 3,850 1,700 3,850 01650 1,600 3,200

d1800 1,650 3,450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,050 1,800 4.050 01800 1,600 3.300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記
事

掘削幅の修正については、く参考4-2)二条管掘削幅(1)を参照すること。

項
二条管掘削幅(3)

参考図4-4



ニ条管掘削幅（４）

参考図4-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　砕石基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径350mm 砕石基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砂・改良土基礎砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径

管中心 基 準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 掘削幅

0250 850 1,800 850 1,800 850 1,800 850 1,900 850 1,900 0250 850 1,750

0300 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 1,950 0300 850 1,800
0350 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 塩 0350 850 1,800

d400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,050 ビ d400 850 1,850ヒ
ユ 0450 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 管 d450 850 1,850

1 (0500 950 2,050 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200 0500 900 1,950
ム 0600 1,000 2,150 1,000 2,200 1,000 2,250 950 2,250 950 2.350 0600 950 2,050
管 0700 1,050 2,250 1,050 2,350 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,500 d0700 1,000 2,150B
形 0800 1,150 2,400 1,150 2,500 1,150 2,500 1.100 2,600 1.100 2,700 0800 1,050 2,250

(0900 1,200 2,500 1,200 2,650 1,200 2,650 1,200 2..750 1,200 2.850 d900 1,100 2,350
d1000 1,250 2,600 1,250 2,750 1,250 2,750 1,250 2,900 1,250 3,000 強 d1000 1,200 2,500
01100 1,350 2,750 1.350 2,900 1,350 2,900 1,350 3,100 1.350 3,150 プ 01100 1,200 2,550

(01200 1,400 2,900 1,400 3,050 1,400 3,100 1,400 3,200 1,400 3,250 ラ 01200 1,400 2,800
01350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3.250 1,500 3,400 1,500 3,450 管 01350 1,400 2,900
(d1500 1,500 3,200 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 d1500 1,400 2,950

NC 01650 1,600 3,350 1,600 3,550 1,600 3,550 1,700 3,850 1,700 3.850 01650 1,600 3,250形
01800 1,650 3,500 1,650 3,700 1.650 3,700 1.800 4,050 1,800 4.050 d1800 1,600 3,300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記
事

掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。

項
二条管掘削幅(4)

参考図4-5



ニ条管掘削幅（５）

参考図4-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径250mm 90° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
準 管中心 基 準 管中心 基 準

管種 管径
管中心 基 準

管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
0250 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,800 800 1,800 d250 800 1,700
0300 800 1,750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d0300 800 1,700

0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000 d0350 800 1,750
塩 d400 850 1,800ヒ d0400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000
ビ

ユ 0450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100
1 d500 950 2,000 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200

管 0450 850 1,850
d500 900 1,900ム

0600 1,000 2,100 1,000 2,150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 0600 950 2,050管
0700 1,050 2,200 1,050 2,350 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,500 d700 1,000 2,150B

形 0800 1,150 2,400 1,150 2,500 1,150 2,500 1,100 2,550 1,100 2,650 0800 1,050 2,250
d900 1,200 2,500 1,200 2,600 1,200 2,600 1,200 2,750 1,200 2,850 d0900 1,100 2,350
d1000 1,250 2,600 1,250 2,750 1,250 2,750 1,250 2,850 1,250 2.950 d1000 1.150 2,450

強 01100 1.200 2,55001100 1.350 2,750 1.350 2,900 1.350 2,900 1,350 3,100 1.350 3,150
プ(01200 1,400 2,850 1,400 3,000 1,400 3,050 1,400 3,200 1,400 3,250 01200 1,350 2,750

d1350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3,250 1,500 3,400 1,500 3,450
ラ

d1350 1.350 2,800管

NC d1500 1,500 3,150 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 (p1500 1,400 2,950

形 (p1650 1,550 3,300 1.550 3,500 1,550 3,500 1,700 3,850 1,700 3,850 (p1650 1,550 3,150
d1800 1,650 3,450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,050 1,800 4,050 d1800 1,600 3,300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(5)

参考図4-6



ニ条管掘削幅（６）

参考図4-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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1,000

950

900

850

850

φ900

φ1350

φ1800

φ1650

φ1500

φ1200

φ1100

φ1000

φ500

φ800

φ700

φ600

φ450

φ400

φ350

2,6501,2002,500

1,650

1,600

1,500

1,500

1,400

1,350

1,250

3,050

3,500

3,350

3,200

2,900

2,750

2,600

3,200

3,700

3,550

3,300

3,050

2,900

2,750

1,150

1,050

1,000

950

900

850

850

2,050

2,400

2,250

2,150

1,950

1,850

1,850

2,050

2,500

2,350

2,200

2,000

1,900

1,900

800
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管 中 心

　○雨水管がヒューム管の場合

φ250
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管 中 心
90°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1,750
掘削幅
基  準
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1,750
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基  準

砂・改良土基礎

雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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2,500

2,350

2,150
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管 中 心
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距　　離
管 中 心
180°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
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掘削幅
基  準

1,850
掘削幅
基  準

管種

1,850
掘削幅
基  準

φ250

管径
管 中 心

800 
距　　離

1,750 
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2,900 
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2,550 

2,800 
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2,150 
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1,850 

1,850 

1,750 

基  準

1,700 
掘削幅

ム

NC
形

B

形

管

ヒ

－

ュ

ラ

管

プ

強

塩

管
ビ

上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径300mm 90° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砂・改良土基礎砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径

管中心 基 準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

0250 800 1,750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 0250 800 1,700

d0300 800 1,750 800 1,800 800 1,800 800 1,900 800 1,900 d0300 800 1,750

0350 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 塩 0350 800 1,750

ヒ d400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,050 ビ d400 850 1,850

ユ d0450 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 管 d0450 850 1,850
1 0500 950 2,050 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200 0500 900 1,950
ム
管 d600 1,000 2,150 1,000 2,200 1,000 2,250 950 2,250 950 2,350 d600 950 2,050

B d700 1,050 2,250 1,050 2,350 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,500 d700 1,000 2,150
形 0800 1.150 2,400 1.150 2,500 1,150 2,500 1,100 2,600 1.100 2,700 0800 1,050 2,250

d900 1,200 2,500 1,200 2,650 1,200 2,650 1,200 2,750 1,200 2,850 d900 1,100 2,350
d1000 1,250 2,600 1.250 2,750 1,250 2,750 1,250 2,900 1.250 3,000 強 d1000 1,150 2,450

01100 1,350 2,750 1.350 2,900 1,350 2,900 1,350 3,100 1,350 3,150 プ 01100 1,200 2,550
(01200 1,400 2,900 1,400 3.050 1,400 3,100 1,400 3,200 1,400 3,250 ラ 01200 1,400 2,800
01350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3.250 1,500 3,400 1,500 3,450 管 (p1350 1,400 2,900
d1500 1,500 3,200 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 d1500 1,400 2,950

NO
形 01650 1,600 3,350 1,600 3,550 1,600 3,550 1,700 3,850 1,700 3,850 01650 1,600 3,250

d1800 1,650 3,500 1,650 3,700 1,650 3,700 1,800 4,050 1,800 4,050 d1800 1,600 3,300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1)を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(6)

参考図4-7



ニ条管掘削幅（７）

参考図4-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　９０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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雨　水　管　基　礎　種　類
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　　○雨水管がヒューム管の場合

φ400

φ1100
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φ900
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φ700

φ600

φ500

φ450

φ350

φ300

φ250

管種 管径

1,9508501,900
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掘削幅
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1,850

1,850

基  準
砕石基礎

掘削幅

1,950

1,900

1,850

基  準
砂・改良土基礎

雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合

1,800
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1,800
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3,750
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4,100

3,900

3,700
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3,300

φ1800 1,600 

φ1650

φ1500

φ1350

φ1200
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1,400 
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1,100

1,050
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950

900
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850

850
距　　離
管 中 心
360°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

2,0508501,950
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1,050
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900
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2,550

2,300

2,150

2,100
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850
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850
距　　離
管 中 心
180°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

掘削幅

1,950

1,900

1,850

基  準
掘削幅

2,000

2,000

1,950

基  準

850 φ4002,100
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850 

管種

掘削幅

2,050
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3,000 

2,950 

2,850 
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径350mm 90° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

準
管種 管径

管中心 基管中心 基 準 管 中心 基
距 離 掘削幅

準

d250 850 1,850 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 1,950 d250 850 1,800

0300 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,000 0300 850 1.850

d0350 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,000 850 2,050
塩 d400 850 1,900

0350 850 1,850

ヒ
d400 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,100 ビ

ユ d450 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2.150 900 2,200 管 d450 850 1,900
1 (0500 950 2,100 950 2,100 950 2,150 950 2,200 950 2,250 d0500 900 2,000
ム 0600 1,000 2,200 1,000 2,250 1,000 2,300 950 2,300 950 2,400 d0600 950 2.100
管
B d700 1,050 2,300 1,050 2,400 1,050 2,400 1,050 2,500 1,050 2,550 d700 1,000 2,200

形 d0800 1.150 2,450 1,150 2,550 1,150 2,550 1,100 2,650 1,100 2,750 d0800 1,050 2,300

d900 1,200 2,550 1,200 2,700 1,200 2,700 1,200 2,800 1,200 2,900 d900 1,100 2,400
d1000 1.250 2,650 1,250 2,800 1,250 2,800 1.250 2,950 1,250 3,050
01100 1,350 2,800 1.350 2,950 1.350 2,950 1.350 3,150 1.350 3,200

強
d1000 1,200 2,550
01100 1,200 2,600プ

01200 1,400 2,950 1,400 3,100 1,400 3,150 1,400 3,250 1,400 3,300 ラ (01200 1,400 2,850
01350 1,500 3,100 1,500 3,250 1,500 3,300 1,500 3,450 1,500 3,500 管 (01350 1,400 2,950

NO
(01500 1,500 3,250 1,500 3.350 1,500 3,400 1,600 3,700 1,600 3,700 (d1500 1,400 3,000

形 01650 1,600 3,400 1,600 3,600 1,600 3,600 1,700 3,900 1,700 3,900 01650 1,600 3,300
01800 1,650 3,550 1,650 3,750 1,650 3,750 1.800 4,100 1,800 4,100 01800 1,600 3,350

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記
事

掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。

項
二条管掘削幅(7)

参考図4-8



ニ条管掘削幅（８）

参考図4-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径250mm 120° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準

管種 管径
管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,800 800 1,800 (0250 800 1,700
0300 800 1,750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d0300 800 1,700
0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000 塩 (0350 800 1,750

ヒ 0400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 ビ d0400 850 1,800

ユ d450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 管 (0450 850 1,850
d0500 950 2,000 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200 d0500 900 1,900

ム d600 1,000 2.100 1,000 2,150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 d600 950 2,050管
d700 1,050 2,200 1,050 2,350 1,050 2.350 1,050 2,450 1,050 2,500 0700 1,000 2,150B

形 d0800 1,150 2,400 1,150 2,500 1,150 2,500 1,100 2,550 1,100 2,650 d0800 1,050 2,250

d900 1,200 2,500 1,200 2,600 1,200 2,600 1,200 2,750 1,200 2,850 d0900 1,100 2,350
d1000 1,250 2,600 1,250 2,750 1,250 2,750 1,250 2.850 1,250 2,950 強 d1000 1,150 2,450

01100 1.350 2,750 1,350 2,900 1.350 2,900 1.350 3,100 1.350 3,150 プ 01100 1.200 2,550
(01200 1,400 2.850 1,400 3,000 1,400 3,050 1,400 3,200 1,400 3,250 ラ 01200 1,350 2,750

01350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3,250 1,500 3,400 1,500 3,450 管 d1350 1,350 2,800

NC d1500 1,500 3.150 1,500 3,300 1,500 3.350 1,600 3,650 1,600 3,650 d1500 1,400 2,950

形 01650 1,550 3,300 1,550 3,500 1.550 3,500 1,700 3,850 1,700 3,850 d1650 1,550 3,150
d1800 1,650 3,450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,050 1,800 4,050 d1800 1,600 3,300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(8)

参考図4-9



ニ条管掘削幅（９）

参考図4-10
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特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径300mm 120° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心

離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
準

管種 管径
管中心

離 掘削幅
基 準基 準 管中心 基 準 管中心 基

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 距
0250 800 1,750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d250 800 1,700
(0300 800 1,750 800 1,800 800 1,800 800 1,900 800 1,900 d0300 800 1,750

d0350 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 塩
d400 850 1,850
(0350 800 1,750

ヒ d400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,050 ビ
ユ d450 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 管 d450 850 1,850

1 d0500 950 2,050 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200 d0500 900 1,950
ム 0600 1,000 2,150 1,000 2,200 1,000 2,250 950 2.250 950 2,350 d600 950 2,050
管
B d700 1,050 2,250 1,050 2,350 1,050 2.350 1,050 2,450 1,050 2,500 d700 1,000 2,150

形 d800 1,150 2.400 1,150 2,500 1,150 2,500 1,100 2,600 1,100 2,700 0800 1,050 2,250
0900 1,200 2,500 1,200 2,650 1,200 2,650 1,200 2,750 1,200 2,850 d900 1,100 2.350

(p1000 1,150 2.450d1000 1,250 2,600 1,250 2,750 1,250 2,750 1,250 2,900 1,250 3,000 強
(01100 1,200 2.55001100 1,350 2,750 1,350 2,900 1.350 2,900 1.350 3,100 1,350 3,150 プ

(01200 1,400 2,900 1,400 3,050 1,400 3,100 1,400 3,200 1,400 3,250 ラ (01200 1,400 2,800
01350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3,250 1.500 3,400 1,500 3,450 管 01350 1,400 2,900

NO
d1500 1,500 3,200 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 d1500 1,400 2,950

形 01650 1,600 3,350 1,600 3,550 1,600 3.550 1,700 3.850 1,700 3.850 d1650 1,600 3,250

d1800 1,650 3,500 1,650 3,700 1,650 3,700 1.800 4,050 1,800 4,050 d1800 1,600 3.300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-27二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(9)

参考図4-10



ニ条管掘削幅（10）

参考図4-11

記
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横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　１２０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径350mm 120° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準

管種 管径 管中心 基 準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

0250 850 1,850 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 1,950 d250 850 1,800
d0300 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,000 0300 850 1,850
0350 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,000 850 2,050 塩 0350 850 1,850

ヒ d400 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,100 ビ d0400 850 1,900

ユ d450 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200 管 d450 850 1,900
1 0500 950 2,100 950 2,100 950 2,150 950 2,200 950 2,250 d0500 900 2,000
ム d0600 1,000 2,200 1,000 2,250 1,000 2,300 950 2,300 950 2,400 d0600 950 2,100
管

d700 1,050 2,300 1,050 2,400 1,050 2.400 1,050 2,500 1,050 2,550 d700 1,000 2,200B
形 0800 1.150 2,450 1.150 2,550 1.150 2,550 1,100 2,650 1.100 2,750 d0800 1,050 2,300

d0900 1,200 2,550 1,200 2,700 1,200 2,700 1,200 2,800 1,200 2,900 d900 1.100 2,400
d1000 1,250 2,650 1,250 2,800 1,250 2,800 1,250 2,950 1,250 3,050 強 d1000 1,200 2,550

(01100 1,350 2,800 1,350 2,950 1,350 2,950 1,350 3,150 1,350 3,200 プ (01100 1,200 2,600
(01200 1,400 2,950 1,400 3,100 1,400 3,150 1,400 3.250 1,400 3,300 ラ 01200 1,400 2.850
(01350 1,500 3,100 1,500 3.250 1,500 3,300 1,500 3,450 1,500 3,500 管 01350 1,400 2,950
d1500 1,500 3,250 1,500 3,350 1,500 3,400 1,600 3,700 1,600 3,700 01500 1,400 3,000

NC
形 01650 1,600 3,400 1,600 3,600 1,600 3,600 1,700 3,900 1,700 3,900 01650 1,600 3,300

d1800 1,650 3,550 1,650 3,750 1,650 3,750 1,800 4.100 1,800 4,100 d1800 1,600 3,350

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1)を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(10)

参考図4-11



ニ条管掘削幅（11）

参考図4-12
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横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径250mm 180° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d0250 800 1,800 800 1,800 800 1,800 800 1,900 800 1,900 d250 800 1,750

d300 800 1,800 800 1,850 800 1,850 800 1,950 800 1,950 d0300 800 1,800
0350 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,000 850 2,050

塩
0350 800 1,800

d400 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,100
ビ

d400 850 1,900ヒ
管 d450 850 1,900ユ d450 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200

1 d500 950 2,100 950 2,100 950 2,150 950 2,200 950 2,250 0500 900 2,000
ム 0600 1,000 2,200 1,000 2,250 1,000 2.300 950 2,300 950 2,400 d0600 950 2,100
管 0700 1,050 2,300 1,050 2,400 1,050 2,400 1.050 2,500 1,050 2,550 d700 1,000 2,200B
形 0800 1,150 2,450 1,150 2,550 1,150 2,550 1,100 2,650 1,100 2,750 0800 1,050 2,300

d900 1.200 2,550 1,200 2,700 1,200 2,700 1.200 2,800 1,200 2,900 d0900 1,100 2,400
d1000 1,250 2,650 1,250 2,800 1,250 2,800 1,250 2,950 1,250 3.050 d1000 1,150 2,500

強 01100 1,200 2,600(01100 1.350 2,800 1.350 2,950 1.350 2,950 1,350 3,150 1.350 3,200
プ

01350 1,500 3,100 1,500 3,250 1,500 3,300 1,500 3,450 1,500 3,500
ラ 01200 1,400 2,850(01200 1,400 2,950 1,400 3,100 1,400 3,150 1,400 3,250 1,400 3,300

管 (01350 1,400 2,950

d1500 1,500 3,250 1,500 3.350 1,500 3,400 1,600 3,700 1,600 3,700 d1500 1,400 3,000
NO 01650 1,600 3,400 1,600 3,600 1,600 3,600 1,700 3,900 1,700 3,900 01650 1,600 3,300形

d1800 1,650 3,550 1,650 3,750 1,650 3,750 1,800 4,100 1,800 4,100 d1800 1,600 3,350

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記
事

掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。

項
二条管掘削幅(11)

参考図4-12



ニ条管掘削幅（12）

参考図4-13

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径300mm 180° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 850 1,900 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,000 (0250 850 1,850
0300 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,050 d0300 850 1,900
0350 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,050 850 2,100

塩
0350 850 1,900

ヒ d0400 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,100 850 2,150 d400 850 1,950

ユ d450 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200 900 2,250
ビ
管 d450 850 1,950

ム
d0500 950 2,150 950 2,150 950 2,200 950 2,250 950 2,300 d0500 900 2,0501
d0600 1,000 2,250 1,000 2.300 1,000 2.350 950 2.350 950 2,450 d0600 950 2,150管

B 0700 1,050 2,350 1,050 2.450 1,050 2,450 1,050 2,550 1,050 2,600 (d700 1,000 2,250

形 0800 1.150 2,500 1.150 2,600 1.150 2,600 1,100 2,700 1,100 2,800 d0800 1,050 2,350

d0900 1,200 2,600 1,200 2,750 1.200 2,750 1.200 2,850 1,200 2,950 d0900 1,100 2,450
d1000 1,250 2,700 1,250 2,850 1,250 2,850 1,250 3,000 1,250 3,100 d1000 1,200 2,600

強 01100 1,200 2,65001100 1.350 2.850 1.350 3,000 1,350 3,000 1.350 3,200 1.350 3,250 プ
ラ 01200 1,400 2,900(01200 1,400 3,000 1,400 3,150 1,400 3,200 1,400 3,300 1,400 3,350

01350 1,500 3,150 1,500 3,300 1,500 3,350 1,500 3,500 1,500 3,550 管 01350 1,400 3,000

NC
d1500 1,500 3,300 1,500 3,400 1,500 3,450 1,600 3,750 1,600 3,750 d1500 1,400 3,050

形 d1650 1,600 3,450 1,600 3,650 1,600 3,650 1,700 3,950 1,700 3,950 (p1650 1,600 3,350

d1800 1,650 3,600 1,650 3,800 1,650 3,800 1,800 4.150 1.800 4.150 (p1800 1,600 3,400

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(12)

参考図4-13



ニ条管掘削幅（13）

参考図4-14

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　１８０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

2汚水管 ヒューム管 管径350mm 180° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅
d0250 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,000 850 2,000 0250 850 1,900

d0300 850 1,950 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,050 d0300 850 1,900

0350 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,100 850 2,150 0350 850 1,950
塩 d400 850 1,950ヒ d400 850 2,000 850 2,050 850 2,050 850 2,100 850 2,150

ユ d450 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200 900 2,250
ビ
管 0450 850 2,000

1 (0500 950 2,150 950 2,200 950 2,250 950 2,300 950 2,350 0500 900 2,050
ム
管 0600 1,000 2.250 1,000 2,300 1,000 2,350 950 2.350 950 2.450 0600 950 2,200

B 0700 1,050 2,350 1,050 2,500 1,050 2,500 1,050 2,600 1,050 2,650 0700 1,050 2,350

形 d0800 1.150 2,550 1.150 2,650 1,150 2,650 1,100 2,700 1,100 2,800 d0800 1,050 2,400
d900 1,200 2,650 1.200 2,750 1,200 2,750 1,200 2,900 1.200 3,000 0900 1.100 2,500

d1000 1,250 2,750 1.250 2,900 1.250 2,900 1.250 3,000 1,250 3,100 01000 1,200 2,650
強 (01100 1,200 2,70001100 1.350 2,900 1.350 3,050 1.350 3,050 1,350 3,250 1,350 3,300 プ

(01200 1,450 3,050 1,450 3,200 1,450 3,250 1,450 3,400 1,450 3,450 01200 1.450 3,000ラ
01350 1,500 3,200 1,500 3,350 1,500 3,400 1,500 3,550 1,500 3,600 管 01350 1,450 3,050

NO
d1500 1,500 3,300 1,500 3,450 1,500 3,500 1,600 3,800 1,600 3,800 01500 1,450 3,150

形 d1650 1,650 3,550 1,650 3,750 1,650 3,750 1,700 4,000 1,700 4,000 01650 1,650 3,400

d1800 1,650 3,600 1,650 3,800 1,650 3,800 1,800 4.200 1.800 4.200 01800 1,650 3,500

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(13)

参考図4-14



ニ条管掘削幅（14）

参考図4-15

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径２５０ｍｍ　３６０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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雨水管基礎種類
 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径250mm 360° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
0250 800 1,800 800 1,800 800 1,800 800 1,900 800 1,900 d250 800 1,750
0300 800 1,800 800 1,850 800 1,850 800 1,950 800 1.950 0300 800 1,800

0350 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,000 850 2,050 0350 800 1,800
塩 d400 850 1,900ヒ d400 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,100
ビ
管 0450 850 1,900ユ d450 900 2,000 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200

1
ム 0500 950 2,100 950 2,100 950 2,150 950 2,200 950 2,250 d500 900 2,000

0600 1,000 2,200 1,000 2,250 1,000 2,300 950 2,300 950 2,400 d0600 950 2,100管
dp700 1,050 2,300 1,050 2,400 1,050 2,400 1,050 2,500 1,050 2,550 0700 1,000 2,200B

形 0800 1,150 2,450 1,150 2,550 1,150 2,550 1,100 2,650 1,100 2,750 0800 1,050 2,300
d900 1,200 2,550 1,200 2,700 1,200 2,700 1,200 2,800 1,200 2,900 d900 1,100 2,400

(d1000 1.250 2,650 1.250 2,800 1.250 2.800 1,250 2,950 1.250 3,050 d1000 1.150 2,500
強 01100 1,200 2,600(01100 1,350 2,800 1.350 2,950 1,350 2,950 1.350 3,150 1,350 3,200

(d1200 1,400 2,950 1,400 3,100 1,400 3,150 1,400 3.250 1,400 3,300
プ

(01200 1,400 2,850ラ
(01350 1,400 2,950(p1350 1,500 3,100 1,500 3,250 1,500 3,300 1,500 3.450 1,500 3,500 管

(d1500 1,500 3.250 1,500 3.350 1,500 3.400 1,600 3,700 1,600 3,700 d1500 1,400 3,000NC
形 (p1650 1,600 3,400 1,600 3,600 1,600 3,600 1,700 3,900 1,700 3,900 01650 1,600 3,300

d1800 1.650 3,550 1,650 3,750 1.650 3,750 1,800 4,100 1,800 4,100 d1800 1,600 3.350

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(14)

参考図4-15



ニ条管掘削幅（15）

参考図4-16

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３００ｍｍ　３６０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径300mm 360° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 850 1,900 850 1,900 850 1,900 850 2,000 850 2,000 0250 850 1,850

d0300 850 1,900 850 1,950 850 1,950 850 2,050 850 2,050 0300 850 1,900

d350 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,050 850 2,100 0350 850 1,900
塩 d400 850 1,950ヒ d400 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,100 850 2,150 ビ
管 d450 850 1,950ユ d450 900 2,050 900 2,100 900 2,150 900 2,200 900 2,250

d500 950 2,150 950 2,150 950 2,200 950 2,250 950 2,300 d0500 900 2,050
ム

0600 1,000 2,250 1,000 2,300 1,000 2,350 950 2,350 950 2,450 d0600 950 2,150管
B d700 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,450 1,050 2,550 1,050 2,600 0700 1,000 2,250

形 d0800 1,150 2,500 1,150 2,600 1,150 2,600 1,100 2,700 1.100 2,800 d0800 1,050 2.350
d900 1,200 2,600 1,200 2,750 1,200 2,750 1,200 2,850 1,200 2,950 0900 1,100 2,450
d1000 1,250 2,700 1,250 2.850 1,250 2,850 1,250 3,000 1,250 3,100 d1000 1,200 2,600

強 01100 1,200 2,65001100 1,350 2,850 1.350 3,000 1.350 3,000 1,350 3,200 1.350 3,250
(01200 1,400 3,000 1,400 3,150 1,400 3,200 1,400 3,300 1,400 3,350

プ
ラ (01200 1,400 2,900

(p1350 1,500 3,150 1,500 3,300 1,500 3,350 1,500 3,500 1,500 3,550 管 d1350 1,400 3,000

NC (d1500 1,500 3.300 1.500 3,400 1,500 3,450 1,600 3,750 1,600 3,750 (d1500 1,400 3.050

形 (p1650 1,600 3,450 1,600 3,650 1,600 3,650 1,700 3,950 1,700 3,950 d1650 1,600 3.350

d1800 1,650 3,600 1,650 3,800 1,650 3,800 1,800 4,150 1.800 4,150 d1800 1,600 3,400

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1)を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(15)

参考図4-16



ニ条管掘削幅（16）

参考図4-17

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　ヒューム管　管径３５０ｍｍ　３６０°コンクリート基礎　の場合

令和６年４月
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　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 ヒューム管 管径350mm 360° コンクリート基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砂・改良土基礎砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 管種 管径
管中心

離 掘削幅

管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 基 準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距

d0250 850 1,950 850 2,000 850 2,000 850 2,050 850 2,050 0250 850 1,950

(0300 850 2,000 850 2,000 850 2,000 850 2,100 850 2,100 d0300 850 1,950

0350 850 2,000 850 2,050 850 2,050 850 2,150 850 2,200 0350 850 2,000
塩 d400 850 2,000ヒ d400 850 2,050 850 2,100 850 2,100 850 2,150 850 2,200
ビ
管 d450 850 2,050ユ d450 900 2.100 900 2,150 900 2,200 900 2,250 900 2,300

1
ム d500 950 2,200 950 2,250 950 2,300 950 2.350 950 2,400 d0500 900 2,100

d0600 1,000 2,300 1,000 2,350 1,000 2,400 950 2,400 950 2,500 d0600 950 2,250管
d700 1,050 2,400 1,050 2,550 1,050 2,550 1,050 2,650 1,050 2,700 0700 1,050 2,400B

形 d0800 1,150 2,600 1.150 2,700 1.150 2,700 1,100 2,750 1.100 2,850 d0800 1,050 2,450

d900 1,200 2,700 1.200 2,800 1,200 2,800 1,200 2,950 1,200 3,050 d900 1,100 2,550
d1000 1,250 2,800 1,250 2,950 1,250 2,950 1,250 3,050 1,250 3,150 01000 1,200 2,700

強 01100 1,200 2,75001100 1,350 2,950 1.350 3,100 1.350 3,100 1,350 3,300 1,350 3.350
プ

(d1200 1,450 3,100 1,450 3.250 1,450 3.300 1,450 3,450 1,450 3,500 ラ 01200 1,450 3,050
01350 1,500 3,250 1,500 3,400 1,500 3,450 1,500 3,600 1,500 3.650 管 01350 1,450 3,100
d1500 1,500 3,350 1,500 3,500 1,500 3.550 1,600 3,850 1,600 3,850 01500 1,450 3,200NC
01650 1,650 3,600 1,650 3,800 1,650 3,800 1,700 4,050 1,700 4,050 01650 1,650 3,450形
d1800 1,650 3,650 1,650 3,850 1,650 3,850 1,800 4,250 1,800 4,250 d1800 1,650 3,550

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-27二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(16)

参考図4-17



ニ条管掘削幅（17）

参考図4-18

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

●汚水管　塩ビ管　管径２５０ｍｍ　砂・改良土基礎　の場合

令和６年４月
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 　　○雨水管がヒューム管の場合
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 ○雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 塩ビ管 管径250mm 砂・改良土基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管 中心 基 準 管種 管径 管中心 基 準
距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅

0250 800 1,650 800 1,700 800 1,700 800 1,750 800 1,750 0250 750 1,600
d0300 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,800 800 1,800 d0300 800 1,650

0350 850 1.750 850 1,800 850 1,800 850 1,900 850 1,950 0350 800 1,700
塩 d0400 850 1,750ヒ d400 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,900 850 1,950

ユ d450 900 1,850 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050
ビ

1 d500 950 1,950 950 2,000 950 2,050 950 2.100 950 2,150
管 0450 850 1,800

0500 900 1,850ム
0600 1,000 2,050 1,000 2,100 1,000 2,150 950 2,150 950 2,250 0600 950 2,000管
dp700 1,050 2,150 1,050 2,300 1,050 2.300 1,050 2,400 1,050 2,450 0700 1,000 2,100B

形 0800 1,150 2,350 1,150 2,450 1,150 2,450 1,100 2,500 1,100 2,600 0800 1,050 2,200
0900 1,200 2,450 1,200 2,550 1,200 2,550 1,200 2,700 1,200 2,800 0900 1,100 2,300

d1000 1,250 2,550 1,250 2,700 1,250 2,700 1,250 2,800 1.250 2,900 d1000 1,150 2,400
強 01100 1,200 2,50001100 1,350 2,700 1,350 2,850 1,350 2,850 1,350 3,050 1,350 3,100

01200 1,400 2,800 1,400 2,950 1,400 3,000 1,400 3,150 1,400 3,200 プ

(01350 1,500 3,000 1,500 3,150 1,500 3,200 1,500 3,350 1,500 3,400
ラ 01200 1,350 2,700

管 01350 1,350 2,750
d1500 1,500 3,100 1,500 3,250 1,500 3.300 1,600 3,600 1,600 3,600 (d1500 1,400 2,900

NO
形 d1650 1.550 3.250 1,550 3,450 1.550 3,450 1.700 3.800 1,700 3,800 01650 1,550 3,100

01800 1,650 3,400 1,650 3,600 1,650 3,600 1,800 4,000 1,800 4,000 01800 1,600 3,250

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1)を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(17)

参考図4-18



ニ条管掘削幅（18）

参考図4-19
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横浜市下水道河川局

●汚水管　塩ビ管　管径３００ｍｍ　砂・改良土基礎　の場合

令和６年４月

1,650 

1,550 

1,500 

1,500 

1,400 

1,350 

1,250 

1,200 

1,150 

1,050 

1,000 

950 

900 

850 

850 

800 

800 
距　　離
管 中 心

120°ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

雨　水　管　基　礎　種　類

1,650 

1,550 

1,500 

1,500 

1,400 

1,350 

1,250 

1,200 

1,150 

1,050 

1,000 

950 

900 

850 

850 

800 

φ900

φ1350

φ1800

φ1650

φ1500

φ1200

φ1100

φ1000

φ500

φ800

φ700

φ600

φ450

φ400

φ350

φ300

2,600 1,200 2,450 

1,650 

1,550 

1,500 

1,500 

1,400 

1,350 

1,250 

3,000 

3,450 

3,250 

3,150 

2,850 

2,700 

2,550 

3,150 

3,650 

3,450 

3,250 

3,000 

2,850 

2,700 

1,150 

1,050 

1,000 

950 

900 

850 

850 

800 

2,000 

2,350 

2,200 

2,100 

1,900 

1,800 

1,800 

1,700 

2,000 

2,450 

2,300 

2,150 

1,950 

1,850 

1,850 

1,750 

800 
距　　離
管 中 心

　　○雨水管がヒューム管の場合
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 塩ビ管 管径300mm 砂・改良土基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径
管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準

管種 管径
管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,800 800 1,800 d250 800 1,650

d0300 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 (0300 800 1,700

0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,900 850 1,950 0350 800 1,700
塩 d400 850 1,800ヒ d400 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000
ビ

ユ d0450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100

ム
d0500 950 2,000 950 2,000 950 2,050 950 2,100 950 2.150

管 d450 850 1,800
(0500 900 1,9001

管 d0600 1,000 2,100 1,000 2,150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 d600 950 2,000

B 0700 1,050 2,200 1,050 2,300 1,050 2.300 1,050 2,400 1,050 2,450 d700 1,000 2,100
形 0800 1,150 2,350 1,150 2.450 1,150 2.450 1,100 2,550 1.100 2,650 d800 1.050 2,200

d900 1.200 2,450 1,200 2,600 1,200 2,600 1,200 2,700 1,200 2,800 d900 1,100 2,300

(d1000 1,250 2,550 1,250 2,700 1,250 2,700 1,250 2,850 1,250 2,950 (d1000 1,150 2,400
強 01100 1,200 2,50001100 1,350 2,700 1,350 2,850 1,350 2,850 1,350 3,050 1,350 3,100
プ

(01350 1,500 3,000 1,500 3,150 1,500 3,200 1,500 3,350 1,500 3,400
ラ (01200 1,350 2,700(01200 1,400 2,850 1,400 3,000 1,400 3.050 1,400 3,150 1,400 3,200

管 (d1350 1,350 2.800

(d1500 1,500 3,150 1,500 3,250 1,500 3,300 1,600 3,600 1,600 3,600 (d1500 1,400 2,900
NO
形 01650 1,550 3,250 1,550 3,450 1,550 3,450 1,700 3,800 1,700 3,800 d1650 1,550 3,150

d1800 1,650 3,450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,000 1,800 4,000 d1800 1,600 3,250

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(18)

参考図4-19



ニ条管掘削幅（19）

参考図4-20
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●汚水管　塩ビ管　管径３５０ｍｍ　砂・改良土基礎　の場合

令和６年４月
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上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。

掘削幅の修正については、　　　　　　　　   二条管掘削幅（１）　を参照すること。<参考４－２>

令和6年4月 横浜市下水道河川局

汚水管 塩ビ管 管径350mm 砂・改良土基礎 の場合

O雨水管がヒューム管の場合 O雨水管が塩ビ・強プラ管の場合
雨 水 管 基 礎 種 類 雨水管基礎種類

砕石基礎 90° コンクリート基礎 120° コンクリート基礎 180° コンクリート基礎 360° コンクリート基礎 砂・改良土基礎管種 管径 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準 管中心 基 準
管種 管径 管中心 基 準

距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅 距 離 掘削幅
d250 800 1,700 800 1,750 800 1,750 800 1,800 800 1,800 d250 800 1,700
0300 800 1.750 800 1,750 800 1,750 800 1,850 800 1,850 d0300 800 1,700

d0350 850 1,800 850 1,850 850 1,850 850 1,950 850 2,000 0350 800 1,750

ヒ d400 850 1,850 850 1,900 850 1,900 850 1,950 850 2,000 塩 0400 850 1,800

ユ 0450 900 1,900 900 1,950 900 2,000 900 2,050 900 2,100 ビ

ム
0500 950 2,000 950 2,050 950 2,100 950 2,150 950 2,200

管 d450 850 1,850

0500 900 1,9001

管 d0600 1,000 2,100 1,000 2,150 1,000 2,200 950 2,200 950 2,300 0600 950 2,050

B d700 1,050 2,200 1,050 2.350 1,050 2,350 1,050 2,450 1,050 2,500 d700 1,000 2.150

形 0800 1,150 2.400 1,150 2,500 1,150 2,500 1,100 2,550 1,100 2,650 d0800 1,050 2,250
d900 1,200 2,500 1,200 2,600 1,200 2,600 1,200 2,750 1,200 2,850 0900 1,100 2,350

(p1000 1,250 2,600 1,250 2,750 1,250 2,750 1,250 2,850 1,250 2,950 (d1000 1,150 2,450
強 01100 1,200 2.55001100 1,350 2,750 1,350 2,900 1,350 2,900 1,350 3,100 1,350 3,150

01200 1,400 2,850 1,400 3,000 1,400 3,050 1,400 3,200 1,400 3,250 プ (d1200 1,400 2,800ラ
d1350 1,400 2,85001350 1,500 3,050 1,500 3,200 1,500 3,250 1,500 3,400 1,500 3,450 管

01500 1,500 3,150 1,500 3,300 1,500 3,350 1,600 3,650 1,600 3,650 (d1500 1,400 2,950
NO
形 d1650 1,600 3.350 1,600 3,550 1,600 3,550 1,700 3,850 1,700 3,850 d1650 1,600 3,200

01800 1,650 3.450 1,650 3,650 1,650 3,650 1,800 4,050 1,800 4,050 d1800 1,600 3,300

特 上記表は、仮設種類による掘削幅の修正をしていないため、別途考慮すること。
記 掘削幅の修正については、く参考4-2>二条管掘削幅(1) を参照すること。
事
項

二条管掘削幅(19)

参考図4-20



覆工図

覆　工　板

密粒アスコン

鋼　矢　板

Ｌ形鋼
Ｉ形鋼

土留矢板 ［ 形鋼 覆工板

密粒アスコン

Ｉ 形鋼

鋼矢板

腹起し

［ 形鋼
覆工板

鋼矢板

土留矢板

立坑内法幅

取付部詳細図

参考図5-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

(すりつけ) (すりつけ)
(すりつけ) (すりつけ)

(す
り

つ
け

)
(す

り
つ

け
)

コンクリート
（18-8）

（RC-40）
ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

Ｈ形鋼

Ｈ形鋼

（18-8）
コンクリート

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
（RC-40）

令和６年４月

立坑部

L' 覆　工　幅 L'

立坑内法幅

L
'

覆
　

工
　

長
L
'

立
坑

内
法

長

覆　工　幅L' L'

路　面　受

令和6年4月

覆 エ 幅

横浜市下水道河川局L
(すりつけ) 形鋼 覆工板 (すりつけ)

1覆 工 幅L
(すりつけ) 土留矢板L

(すりつけ) 立坑内法幅 -

密粒アスコンエ
H形鋼30

コンクリート
(18-8)

クラッシャラン

(RC-40)
腹起し I形鋼

鋼矢板

覆 工 板
立坑内法幅

叫
地 叫
区 H
日

密粒アスコン A
形鋼 取付部詳細図 覆工板

1
鋼 矢 板

路 面 受
シ1エ

世
土留矢板

H形鋼
L形鋼 コンクリート

鋼矢板I形鋼 (18-8)
クラッシャラン

(RC-40)
特
記
事
項

立坑部覆工図

参考図5-1



旧標準図

以前は標準図に掲載されていたが、現在は製造されていない資器材及び採用されていない構造
図等を掲載しています。

旧標準図

図等を掲載しています。
(以前は標準図に掲載されていたが、現在は製造されていない資器材及び採用されていない構造



Ｔ

Ｌ1

Ｔ

　1
2

形　状 継手部詳細

ＬＬ

4

1

Ｌ1Ｌ1

Ｄ

2

Ｄ
1

Ｄ
2

旧標準図1-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用鉄筋コンクリート管Ｃ形

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）
規格図

2
2

規格寸法表及び外圧強さ表
（単位：mm）

令和６年４月

Ｄ
2

Ｌ

ＤＤ
1

1

 3

2

Ｔ

±2

呼び径

２０００

１８００

１６５０

１５００

内 径 Ｄ Ｄ1 厚 さ ＴＤ2

1,588

1,744

1,898

2,1162,000 ±10 2,132

1,800

1,650 ±8

1,500

±3
1,914

1,760

1,604

145 －5
＋10

67

±2
127

120

112

＋8

－4
62

1

－5
＋10

Ｌ132 4 有効長  Ｌ

57 54

27±2
52 49 ＋10

－52,360 2,352

参  考  質　量

5,640kg/本

4,430kg/本

3,850kg/本

3,270kg/本

外      圧      強      さ      （ kN/m(kgf/m) ）

130(13,200)

123(12,500)

110(11,200)

117(11,900)

83.4( 8,500)

88.3( 9,000)

ひ  び  割  れ  荷  重

93.2( 9,500)

98.1(10,000)

50.1(5,100)

53.0(5,400)

56.0(5,700)

58.9(6,000)

１ 種 ２ 種 ３ 種

195(19,800)

185(18,800)

176(17,900)

165(16,800)

破  壊  荷  重

 91.3( 9,300)

102(10,400)

118(12,000)

111(11,300)

１ 種

134(13,600)

161(16,400)

151(15,400)

143(14,500)

２ 種 ３ 種

令和6年4月 横浜市下水道河川局

形 状 継手部詳細

L L
1 l1

l4
口 日 S ヘ

L1 l
l3

1 2l D 1 4L l2 l2 友2

L1 L1
口 S 口

規格寸法表及びタト丿王強さ表
(単位:mm)

外 圧 強 さ (kN/m(kgf/m))
呼び径 内径D D1 D2 厚さT l1 l2 l3 l4 有効長 L L1 参考質量 ひび割れ荷重 破 壊荷重

1種 2種 3種 1種 2種 3種
3,270kg/本 50.1(5,100) 83.4(8,500) 110(11,200) 91.3(9,300) 134(13,600) 165(16,800)1500 1,500 1,604 1,588 112

1650 1,650 ±8 1,760 1,744 120
+8

1800 1,800 1,914 1.898 127
-5 2.352

+10 3,850kg/本 53.0(5,400) 88.3(9,000) 117(11,900) 102(10,400) 143(14,500) 176(17,900)
±3 ±2 -4 62 52 49

±2 ±2 27 2,360
+10

-5
4,430kg/本 56.0(5,700) 93.2(9,500) 123(12,500) 111(11,300) 151(15,400) 185(18,800)

2000 2,000 ±10 2,132 2,116 145 +10
-5 67 57 54 5,640kg/本 58.9(6,000) 98.1(10,000) 130(13,200) 118(12,000) 161(16,400) 195(19,800)

特
記
事
項

下水道用鉄筋コンクリート管C形
規格図

(JSWAS A-1)
日標準図1-1



直　　管（Ｄ形）

寸 　法 　表

ゴム輪 受口部 直管部 挿口部

（単位：mm）

旧標準図1-2

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図（３）

令和６年４月

Ｄ
2

ＬＰ

Ｄ
1

Ｄ
3

Ｔ

呼び径

31102093± 2.01892189018001800 45.0

３．受口部内径（Ｄ3）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

４．挿口部外径（Ｄ2）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値算術平均値あるいは

１．ゴム輪は、分割形であってもよい。

円周長を円周率3.1416で除した値とする。

２．有効長（Ｌ）は、6000mm以下の他の長さとすることができる。

2000 49.0
－ 0

2000 2098
－ 1.5

2100 2552 3750

 944 900 900 22.0

6000
1200 31.0

1500 37.0

1650 41.0

1350 34.0

＋ 7

1100 28.0

1000 25.0

－ 0
4000

＋ 5

12621200
－10

1500

1650

1350

1574

1732
＋ 2.5

1418

＋30
1100

1000

1156 － 1.0

1050 ＋ 2.0

有効長

 700 18.0

 800 20.0

Ｔ 許容差 Ｌ

厚  さ
外　径(参考)

 700

 800

許容差 Ｄ1

 736

 840

Ｄ2 許容差

内 径 挿口部

 770 521 946

±101264

1576

1734

1420

155

± 1.5
1158

1052
145

1430 964

21401444

1752 2600

1192 1770

 803 1190

 655  970

長　さ内　径

 738

 842

Ｄ3 許容差

125

許容差Ｐ

受　　口　　部

（kg/本）

6ｍ管

 490 332

 420  620

4ｍ管

参考質量

令和6年4月 横浜市下水道河川局

直 管(D形)

ゴム輪 受口部 挿口部
トー

直管部

5へ 八ヘ2

S 口 S

P L

寸 法 表
(単位:mm)

内径 挿口部 受 口 部 参考質量
呼び径 厚 さ 有効長 (参考) 外 径 内 径 長 さ (kg/本)

T 許容差 L 許容差 D1 D2 許容差 D3 許容差 P 許容差 4m管 6m管
700 18.0 700 736 738 125 332 490
800 20.0 800 840 842 420 620
900 22.0 900 944 946 521 770

1000 25.0 +5 1000 1050 + 2.0 1052 ±1.5 145
655 970

1100 28.0 -0
4000 +30 1100 1156 - 1.0 1158 803 1190

1200 31.0
1350 34.0

6000 -10 1200 1262 1264 ±10 964 1430
1350 1418 1420 1192 1770

1500 37.0 1500 1574 1576 1444 2140
1650 41.0 +7 1650 1732 十 2.5

1734

2000 2098 - 1.5
1892 ±2.0

155
1752 2600

1800 45.0 2093 3110
2000 49.0

-0 1800 1890
2100 2552 3750

1.ゴム輪は、分割形であってもよい。特 2.有効長(L)は、6000mm以下の他の長さとすることができる。記
事 3.受口部内径(D3)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

項 4.挿口部外径(D2)は、任意箇所における相互に等間隔な、2方向以上の外径測定値算術平均値あるいは
円周長を円周率3.1416で除した値とする。

下水道用強化プラスチック複合管
規格図(3)

(JSWAS K-2)
旧標準図1-2



30ﾟ

ポリウレタン樹脂

Ｌs

Ｔ
Ｔ

Ｄ

T

T

Ｄ

Ｔ
Ｔ

Ｌs

ソケット詳細図
直　　 管

Ｔ

Ｔ
s Ｈ

Ｇ Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｔ

90
°

Ｌ
1

90°

Ｌ2

Ｔ

90°

　
Ｌ

Ｌ
s

　Ｌ

Ｌ

Ｔ

Ｈ

Ｂ

Ａ

Ｔ
s
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Ｌs１
２

２

１Ｌs

Ｔ
s

Ｔ
s

２
１

２１

２
１

２１

２
１

　
Ｋ

（略号 S ）

（略号 SM3 ）
（略号 SMＬ ） （略号 SM9 ）

旧標準図1-3

記

項
事

特
下水道用陶管規格図（1）

横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

令和６年４月

660
Ｄ

1 
  

Ｄ

Ｄ

1000，1500

Ｄ
1

Ｌs

　Ｌs

Ｅ Ｆ

Ｄ

Ｌ
s

　
Ｌ

　
Ｌ

Ｄ

Ｄ

Ｇ

（取付管接続用φ１５０，φ２００）

（本管接続用φ２００～φ３００）

Ａ型圧縮ジョイント詳細図

９０度曲陶管（副管用）

φ１５０mm，２００mm（長曲管）３０度曲陶管 φ２５０mm，３００mm（短曲管）

Ｂ型圧縮ジョイント詳細図

本管接続用で、受口の内側と
差入れ口の外側に固着加工
したもの

固着加工したもの
取付管接続用で、受口の内側に

令和6年4月 横浜市下水道河川局
直 管 (略号 S)

ソケット詳細図660 A型圧縮ジョイント詳細図
(本管接続用0200~0300)Al- Ls

ト
の

Ls イ
D I

口 日 ウ

1
12Ls

4

エ Y
0 △ B

ト0
1

2
l
1000,1500

l- 本管接続用で、受口の内側と
差入れ口の外側に固着加工
したもの

ウ

ト0

Ls
口

イ5 49山
日 D

C

101

2ILs
トー

90度曲陶管(副管用) B型圧縮ジョイント詳細図
(取付管接続用d150,0200)30度曲陶管 (略号 SM3 ) d150mm, 200mm(長曲管) 0250mm, 300mm(短曲管)

ポリウレタン樹脂 A(略号 SML) (略号 SM9 )
東 7

9
90°

30
コ

l HN
凵」 B

ウ

工

0

900
900

口
口

1」
ウ L2

く 2 l 取付管接続用で、受口の内側にD- T 固着加工したもの

特
記
事
項

下水道用陶管規格図(1)
(JSWAS R-2)

旧標準図1-3



（単位：mm）
寸　 法　 表

旧標準図1-4

記

項
事

特
下水道用陶管寸法表

横浜市下水道河川局

（直陶管，30度曲陶管，90度曲陶管）

Ｂ型圧縮ジョイント寸法表Ａ型圧縮ジョイント寸法表
（単位 : mm） （単位 : mm）

令和６年４月

500,±15 角度３０度 19,+3,-0150,±4φ150

300,±11

300,±11

φ200曲
曲陶管

φ300曲

φ250短

曲陶管

９０度
φ150長

φ200

200,±6

710,±25

650,±20

300,±8

250,±7

500,±15

150,±5

200,±5

75±5

70±5

65±5

60±5

65±5

60±5

23,+3,-0400,±20

29,+4,-0

26,+4,-0

400,±20 19,+3,-0

23,+3,-0

22±3280±13

400±18

340±15

28±3

25±3

280±13

215±10

215±10

22±3

18±2

18±2

角度

90±5度

30±5度

25

52

35

20

17

11

有      効      長

660,+14,- 7200,±5φ200

φ300

φ250

φ300

φ200

直  陶  管
φ250

φ200

1000,+20,-10300,±7

1500,+30,-15

1500,+30,-15

1500,+30,-15
250,±6

300,±7

200,±5

1000,+20,-10

1000,+20,-10
250,±6

200,±5

呼び径種    類

φ150

内  径

660,+14,- 7150,±4

Ｄ Ｌ

75±5

70±5

65±5

75±5

70±5

65±5

65±5

60±5

Ｌs

受口深さ

23,+2,-0

29,+3,-0

26,+3,-0

29,+3,-0

23,+2,-0

26,+3,-0

23,+2,-0

28±3400±18

340±15

400±18

280±13

25±3

28±3

22±3

280±13

340±15

280±13

22±3

25±3

22±3

管  厚

Ｌ2Ｌ1

19,+2,-0

Ｔ

受口厚さ受口内径

215±10

Ｄ1

18±2

Ｔs

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

30(3060)以上

４ 以下

（mm/m）

反り

75

80

107

55

38

54

27

28(2860)以上

外圧強さ（mm/ｍ）

 又は角度 （ KN/m(kg/m) ）

 反り

質量

17

（kg）

受  　口 　 部

300

250

367373

311317

20

管の呼び径 内  径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

376

25 3

320

35 25

Ｋ

突起部幅

Ｈ

利き幅

Ｃ

外  径 利き幅

Ｅ Ｆ

全　幅

差 し 口 部

1231

200 256 220

150 198 165

管の呼び径

内    径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

Ｆ

利き幅

令和6年4月 横浜市下水道河川局寸 法 表 (単位:mm)

有 効 長 反り

種 類 呼び径 内 径 管 厚 受口内径 受口厚さ 受口深さ (mm/m) 外圧強さ 質量

D L L1 L2 T D1 Ts Ls 又は角度 (KN/m(kg/m)) (kg)

Q150 150,±4 660,+14.-7 - - 19,+2,-0 215±10 18±2 60±5 28(2860)以上 17
d200 200,±5 660,+14.-7 一 23,+2,-0 280±13 22±3 65±5 30(3060)以上 27

30(3060)以上 38d200 200,±5 1000,+20,-10 一 - 23,+2,-0 280±13 22±3 65±5
反り
(mm/m) 32(3270)以上 54d250 250,±6 1000,+20,-10 26,+3,-0 340±15 25±3 70±5直 陶 管

d0300 300,±7 1000,+20.-10 - - 29,+3,-0 400±18 28±3 75±5 34(3470)以上 75
d200 200,±5 1500,+30,-15 - - 23,+2.-0 280±13 22±3 65±5 4 以下

30(3060)以上 55
d250 250,±6 1500,+30.-15 - - 26,+3,-0 340±15 25±3 70±5 32(3270)以上 80
d0300 300,±7 1500,+30,-15 -- - 29,+3,-0 400±18 28±3 75±5 34(3470)以上 107

30度 d150 150.±4 500,±15 - 一 19,+3,-0 215±10 18±2 60±5 角度 - 11
曲陶管 d200 200.±5 500,±15 23,+3,-0 280±13 22±3 65±5 30±5度 -- 20

90度
長 d150 150,±5 300,±11 400,±20 19,+3,-0 215±10 18±2 60±5 -- 17
曲 0200 200,±6 300,±11 400,±20 23,+3,-0 280±13 22±3 65±5 角度 25

曲陶管 短 0250 250,±7 650,±20 - - 26,+4,-0 340±15 25±3 70±5 90±5度 - 35
曲 d0300 300,±8 710,±25 - - 29,+4,-0 400±18 28±3 75±5 - 52

A型圧王縮ジョイント法表 B型圧王縮ジョイント法表
(単位:mm)(単位:mm)

受 口 部 差し口部 内 径 すき 利き幅
管の呼び径

管の呼び径 内 径 すき 利き幅 突起部幅 外 径 全 幅 利き幅 A B G F

A B G H K C E F 150 198 165
31 12

200 256 220250 317 311 320
20 25 3 35 25

300 373 367 376

特
記
事
項

下水道用陶管寸法表
(直陶管、30度曲陶管、 90度曲陶管)

旧標準図1-4



（副管用）
９０度枝付管（ソケットなし） ６０度枝付管 管の受口部断面

ｔ ｔ

ｔ

Ｌ
s

Ｌ
s

Ｔ

Ｂ

60° ｄ

ｔ

Ｄs Ｈ

Ｔs

ｔs

ｈ
ｄ
s

Ｔ

ｔ

寸　　法　　表
（単位：mm）

90°

（略号 SF ） （略号 SY ）

旧標準図1-5

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

下水道用陶管規格図（２）

令和６年４月

Ｄ
Ｌ

Ｂ

ｄ

Ｌ

Ｄ

S

種　類

枝付陶管

６０度

（副管用）
枝付陶管

９０度

300－150

250－200

300－200

300－200

200－150

250－200

250－150

200－150

呼び径

300±7

250±6

300±7

200±5

300±7

250±6

250±6

200±5
内径Ｄ

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10
有効長さ Ｌ

本　　　　管

150±5

200±6

200±6

150±5

200±6

200±6

150±5

内径ｄ
150±5

150±10

175±12

150±10

150±10

150±10

有効長さ 

170±12

150±10

145±10

枝　　　　管 枝心までの

400±20

400±20

400±20

710±35

710±35

710±35

710±35

710±35

距離　Ｂ

参考質量

80

60

80

43

84

（kg／本）

66

61

45

角　度

（ ゜）

60±5

60±5

60±5

60±5

60±5

90±5

90±5

90±5

本管にはＡ型圧縮ジョイント、取付管にはＢ型圧縮ジョイントが用いられる。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

管の受口部断面90度枝付管(ソケットなし) 60度枝付管
(副管用)(略号 SF ) (略号 SY)

t1 D t
9

HDs

00。
Ts

m ウ

l
O ウ60 0 T (_

」
8× l5

m l
0

4 T D

寸 法 表
(単位:mm)

本 管 枝 管 枝心までの 角 度 参考質量種 類 呼び径 内径D 有効長さL 内径d 有効長さl 距離 B (°) (kg/本)
200-150 200±5 1000,+20.-10 150±5 145±10 710±35 60±5 45
250-150 250±6 1000,+20,-10 150±5 150±10 710±35 60±5 6160度

枝付陶管
250-200 250±6 1000.+20.-10 200±6 170±12 710±35 60±5 66
300-150 300±7 1000,+20,-10 150±5 150±10 710±35 60±5 80
300-200 300±7 1000,+20.-10 200±6 175±12 710±35 60±5 84

90度 200-150 200±5 1000,+20,-10 150±5 150±10 400±20 90±5 43
枝付陶管 250-200 250±6 1000,+20,-10 200±6 150±10 400±20 90±5 60
(副管用) 300-200 300±7 1000,+20.-10 200±6 150±10 400±20 90±5 80

下水道用陶管規格図(2)特 本管にはA型圧縮ジョイント、取付管にはB型圧縮ジョイントが用いられる。
記
事
項

(JSWAS R-2)
旧標準図1-5



短　　 管
寸 　法 　表

（単位：mm）

（略号 SA ）
ソケット形　短管 直 短 管

旧標準図1-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

下水道用陶管規格図（３）

令和６年４月

Ｄ Ｄ

Ｌ Ｌ

Ａ Ｂ
有効長Ｌ内径Ｄ呼び径種　類

Ｂ

Ａ

150

300

250

200

150

300

250

200

150± 4

300± 7

200± 5

250± 6

150± 4

300± 7

200± 5

250± 6

   －15
   ＋10

500    

500    
   ＋10
   －15

令和6年4月 横浜市下水道河川局

短 管

直短管 寸 法 表
ソケット形 短管
(略号 SA )

(単位:mm)
A B

種 類 呼び径 内径D 有効長L

口 口 A
150 150± 4

250 250± 6 500+10-15
200 200± 5

300 300± 7
150 150±4

250 250± 6 500+10-15
200 200± 5

300 300± 7
B

L L

下水道用陶管規格図(3)特
記
事
項

(JSWAS R-2)
日標準図1-6



(内径200mm～300mm)

 90゜

 t

d

コンクリート ９０°基礎 コンクリート １２０°基礎 コンクリート １８０°基礎

 120゜

D

 t

d

D

d

D

 t

 180゜

D

 t

砕石 ９０°基礎 表示ラベル 圧縮ジョイント 表示ラベル 圧縮ジョイント

t
t

d

 90゜

旧標準図1-7

記

項
事

特
下水道用陶管布設図

横浜市下水道河川局令和６年４月

H

h

B

B'
d'

H

h

d'

B'

B

d'

B'

B

h

H

B

dＨ

D

H

h

クラッシャラン

コンクリート (18-8)

(C-40)

令和6年4月 横浜市下水道河川局

コンクリート 90° 基礎 コンクリート 120° 基礎 コンクリート 180° 基礎

t t t
D D D

180° マ90° 120°
1

8
エ

8 5
エ0

3
エ0 0

B B B
B B B

砕石 90° 基礎 表示ラベル 圧縮ジョイント 表示ラベル 圧縮ジョイント

ナ

t
D l
90°

エ 0 △
エ 0

コンクリート (18-8) △

B クラッシャラン (C-40)

特
記
事
項

下水道用陶管布設図
(内径200mm~300mm)

旧標準図1-7



下水道用陶管布設寸法

(内径200mm～300mm)

寸  法  表

材  料  表

  （単位：mm）

（１００ｍ当り）
（単位：m ）3

旧標準図1-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

及び材料表

令和６年４月

注）  ３６０゜コンクリート基礎の高さは､１８０゜コンクリート基礎のｄ′の２倍とする｡

ｄ′

 150

 130

 110

コ  ン  ク  リ  ー  ト  基  礎

９０゜

  23   50 200 1000

1000

1000

 300

 250

  60  29

  26   60

ＬＤ ｄｔ

 308 508  80  71  121

 636 110  87

 100  84  572

 436  147

 372  144

Ｂｄ′ｈ ＨＢ′

長さ内径 厚さ

９０゜１８０゜１２０゜

 560 180 308  121 508

 144

 147 436 636

 572  372

 680 240

 210  620

Ｂ′Ｂ Ｂｄ′Ｈ

 308   71 121 360   80

 480  147  110

 144 420  100

  87 436

 372   84

ＨＢ′ ｄ ＨＢ

砕石基礎

3.7

4.1

  ２） φ２００ｍｍは、原則として使用しない。

注１） ３６０゜コンクリート基礎の数量は､ １８０゜コンクリート基礎数量の２倍とする｡

3.8300

250 3.4

3.8

3.4 3.4

4.63.9

3.1

6.5

5.2

3.9

3.1

180゜

コ 　 ン　  ク　  リ　  ー　  ト　  基　  礎

2.8

90゜

200 2.5

Ｄ

120゜

2.5

内  径
ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(C-40)

砕石基礎

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(C-40)(18-8)

120゜

2.4

90゜

2.0

180゜

4.1

コンクリート

90゜

2.0

令和6年4月 横浜市下水道河川局

寸 法 表 (単位:mm)

コンクリート基 礎 砕石基礎
内径 長さ 厚さ

90° 120° 180° 90°

D L t d h d B B7 H d B B・ H d B B7 H d B H
200 1000 23 50 71 80 508 308 121 110 508 308 121 180 560 360 121 80 308 71
250 1000 26 60 84 100 572 372 144 130 572 372 144 210 620 420 144 100 372 84
300 1000 29 60 87 110 636 436 147 150 636 436 147 240 680 480 147 110 436 87

注)360°コンクリート基礎の高さは、180°コンクリート基礎のd° の2倍とする。

材 料 表 (100m当り) (単位:m°)

コ ン ク リ- ト 基 礎 砕石基礎
内 径

クラッシャランクラッシャラン コンクリート
(C-40) (18-8) (C-40)

D
90° 120° 180° 90° 120° 180° 90°

200 2.5 2.5 2.8 2.0 2.4 4.1
250 3.4 3.4 3.7 3.1 3.4 5.2
300 3.8 3.8 4.1 3.9 4.6 6.5

20
3.1
3.9

注1)360°コンクリート基礎の数量は、180°コンクリート基礎数量の2倍とする。

2) 0200mmは、原則として使用しない。

特
記
事
項

下水道用陶管布設寸法
及び材料表

(内径200mm~300mm)
日標準図1-8



ソケット形９０度短支管

９０度短支管寸法表
（単位：mm）

２．適用される本管の呼径がφ１１００以上のものについては、種類Ｅを使用する。
１．９０度短支管（陶製）は、本管が鉄筋コンクリート管及び陶管（穿孔の場合）に使用する。

（略号SSSA～SSSE）

旧標準図1-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（内径φ150mm・200mm）
90

° Ｔ

S

Ｒ

令和６年４月

９０度短支管（陶製）構造図（1）

Ｄ Ｗ

Ｌ
角 度Ｒ種類

60±4

40±4

30±4

25±4

Ｄ

Ｅ

Ｃ

450 ～ 500

600 ～1000

350 ～ 400

Ａ

Ｂ

250

300

本管の呼径

150±4150

200±5

150±4

200±5

150±4

200±5

200

200

150

150

200

 75±5

 75±5

 70±5

200±5

150±4150

200

Ｄ

 65±5

 70±5

Ｌ

90±5度

120

150

150

120

120

150

270

600

210

120

150

S Ｗ

130

160

差入長適用される 内径 有効長 台座幅呼
び
径

Ｔ

厚さ

19
＋3

0

023＋3

＋319 0
＋323 0

＋323

19 0
＋3

0

＋323 0

＋319 0

 75±5

 70±5

令和6年4月 横浜市下水道河川局

ソケット形90度短支管
(略号SSSA~SSSE)

D W

」

Cg T
ウ

9O度短支管寸法表 (単位:mm)

適用される 呼 内径 厚さ 有効長 差入長 台座幅
び R 角度種類

本管の呼径 径 D T L ls W
A 250

150 150±4 19+3
0 65±5 25±4 120

130

B 300
200 200±5 23+g 70±5 150

160

C 350 ~ 400
150 150±4 19+g

D 450 ~ 500
150 150±4 19+g

23+8 75±5 30±4 120
150

210 90±5度200 200±5
70±5 40±4 120

150
270

200 200±5 23+g 75±5

E 600 ~1000 150 150±4 19+g 70±5 60±4 120
150

600
200 200±5 23+g 75±5

1.90度短支管(陶製)は、本管が鉄筋コンクリート管及び陶管(穿孔の場合)に使用する。特 2.適用される本管の呼径が01100以上のものについては、種類Eを使用する。記
事
項

90度短支管(陶製)構造図(1)
(内径d150mm・200mm)

旧標準図1-9



Ｅ型圧縮ジョイント部詳細図

Ｅ型ジョイント

Ｂ型ジョイント

R

E
D

Ｇ
Ｈ

Ｆ

Ｅ型圧縮ジョイント寸法表
（単位：mm）

旧標準図1-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（内径φ150mm・200mm）

令和６年４月

９０度短支管（陶製）構造図（2）

Ａ

Ｂ

Ｃ

有効

Ｂ

外径

267

267

208

208

267

208

267

208200

259200

200

150

259

200

150

200

150

150

200

200

259

200

259

呼び径

150

Ａ

外　径

220

279

279

220

220

279

220

279

21

10

20

 0

5

20

30

6 6

600

210

270

160

ガイド

外径Ｃ

止め

Ｄ

利き幅 山の間隔

25

長さＥ Ｆ

止め

Ｇ Ｈ

Ｒ

130

ガイド種類

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

管の

263

204

263

204

204

263

263

204

Ｋ

せん孔径

令和6年4月 横浜市下水道河川局

E型圧縮ジョイント部詳細図

B型ジョイント

E型ジョイント 凵
3 口

刀 A LB
C

E型圧王縮ジョイント寸法表
(単位:mm)

管の 外 径 有効 止め 利き幅 止め 山の間隔 せん孔径
種類 外径 ガイド ガイド R

呼び径 A B 外径C D 長さE F G H K

B 150
200 208 220

25 130
204

A 150
20

200 259 267 279 30
160

263
204150 200 208 220 10C

200 259 267 279 21 20 5 6 6
210 263

204D 150 200 208 220
200 259 267 279

270 263

E
200 259 267 279

600
204150 200 208 220
263

0

特
記
事
項

90度短支管(陶製)構造図(2)
(内径d150mm・200mm)

旧標準図1-10



下水道管埋設明示方式（陶管）

実物デザイン明示デザイン

陶管

明示ラベル

明示テープ(及びラベル)の仕様

ラベル

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

旧標準図1-11

１本につきラベル１枚

貼り付ける｡

長さ 15cm
巾 7.5cm

の 寸 法
ﾃｰﾌﾟ及びﾗﾍﾞﾙ

陶    管

明 示 対 象 物

塩化ビニル

材  質

横浜市下水道

名称管理者

文字  白
地色  茶

色

西暦年４桁

埋 設 年

 ３) コンクリート造の堅固な構造物で

 ２) 外径0.08ｍ未満の管及び管路｡

但し明示対象物として次のものは除く｡

 １) 各戸引込管｡

     外径上管理者が明らかなもの｡

令和6年4月 横浜市下水道河川局

明示デザイン 実物デザイン

陶管 ラベル

明示ラベル

浜市下水道
20051本につきラベル1枚

貼り付ける。

明示テープ(及びラベル)の仕様
但し明示対象物として次のものは除く。テープ及びラベル 色 名称管理者 埋設年
1)各戸引込管。

明示対象物 材 質 の寸法
巾7.5cm 地色 茶 横浜市下水道 西暦年4桁 2)外径0.08m未満の管及び管路。陶 管 塩化ビニル 長さ 15cm 文字 白

3)コンクリート造の堅固な構造物で

外径上管理者が明らかなもの。

特
記
事
項

下水道管埋設明示方式(陶管)

旧標準図1-11



記

項
事

特

取付管布設図（陶管）

横浜市下水道河川局

界

樹脂系接着剤

90゜短支管（陶製）
直陶管

圧縮ジョイント

モルタル (1:2)

90゜短支管（陶製）
直陶管

民
境

官

界

モルタル (1:2)

60゜枝付陶管

30゜曲陶管

圧縮ジョイント

直陶管

直陶管

60゜枝付陶管

30゜曲陶管

民
境

官

令和６年４月

旧標準図1-12

5750以内 5750以内

掘
削

幅

掘
削

幅

雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。

本管（鉄筋コンクリート管）－ 取付管（陶管）

本　管

本管（陶管）－ 取付管（陶管）

24
0(

  
 2

00
)

23
5(

　
 1

50
)

本管

令和6年4月 横浜市下水道河川局

本管(鉄筋コンクリート管)- 取付管(陶管) 本管(陶管)- 取付管(陶管)

哩i
88
O8-

唔

�
温
唔

直陶管 30°曲陶管 直陶管
90°短支管(陶製)

60°枝付陶管
官
民
境
界

官
民
境
界本 管 本管

5750以内 5750以内

モルタル(1:2) モルタル(1:2)

圧縮ジョイント 圧縮ジョイント
樹脂系接着剤

90°短支管(陶製)
直陶管 直陶管

30°曲陶管

60°枝付陶管

特 雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。
記
事
項

取付管布設図(陶管)

旧標準図1-12



寸　法　表
（単位：mm）

t

t

t

t

d1

D2
D0

標　準　管

先　頭　管

カラー部詳細図
最　終　管

接続部参考図

カラー部

旧標準図2-1

特
記
事
項

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管
規格図及び寸法表

（リブカラー付き直管）

令和６年４月

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－６）

D D
1 d D
0

D
2

d1

D d

L
 2

 1

L  1

L
 2　

D
0

D
2

d1

D dD
1

呼び径

３．差し口先端部は、糸面取りとする。

注）１．D，D1及びd1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値又は円周測定値を円周率を

２．先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時

150 165±0.5

D

171.0165±0.5 167 162.1±0.5 154 160 79.0 0
-3.5 081.0 +3.5

0
+0.85.1 2.0 1000±3

D1 D0 D2
(参考) (参考)

d1 d 1 2 t t1 L
(参考)(参考) (最小)

200 216±0.7 210±0.7 222.0 218 211.4±0.6 202 230 0114.0-3.5
+3.5116.0 0 6.5 0

+1.0 3.0

250 267±0.9 261±0.9 273.4 269 262.6±0.6 250 280 0
-3.5

+3.5
0 7.8 0

+1.2 3.0

300 318±1.0 310±1.0 326.0 319 311.8±0.7 298 330 0
-3.5

+3.5
0 9.2 0

+1.4 3.5

350 370±1.2 362±1.0 379.0 372 364.0±0.7 348 400 0
-3.5

+3.5
0 10.5 0

+1.4 3.5

400 420±1.3 410±1.1 430.0 422 412.2±0.8 395 440 0
-3.5

+3.5
0 11.8 0

+1.6 4.5

450 470±1.5 458±1.3 480.0 472 460.6±0.9 442 500 0
-3.5

+3.5
0 13.2 0

+1.8 5.0

139.0

164.0

198.5

218.5

248.5

141.0

166.0

201.5

221.5

251.5

1000±3

2000±5

推進方向

　　3.142で除した値をいう。

　　に使用する管をいう。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

標 準 管
カラー部詳細図

最 終 管l

0口0 〒S 1D2
D0

0口0
ウ

l2 L l1 t l2 L
先 頭 管 l 接続部参考図

カラ一部

00 〒S
推進方向

L l1 法 表 (単位:mm)

呼び径 D D1 D0 D2 d1 d
(参考) (参考) (参考)

l
(参考)

l1 l2 t t1 L
(最小)

+3.5 5.1+0.80 2.0 1000±3150 165±0.5 165±0.5 171.0 167 162.1±0.5 154 160 79.0 0
-3.5 81.0 0

+3.5 6.5+1.00 3.0200 216±0.7 210±0.7 222.0 218 211.4±0.6 202 230 114.0 0
-3.5 116.0 0

+3.5 7.8+1.20250 267±0.9 261±0.9 273.4 269 262.6±0.6 250 280 139.0-3.5 141.0 0 0 3.0
1000±3

+3.5 9.2+1.40 3.50300 318±1.0 310±1.0 326.0 319 311.8±0.7 298 330 164.0-3.5 166.0 0
+3.5 10.5+1.40 3.5350 370±1.2 362±1.0 379.0 372 364.0±0.7 348 400 198.5 0

-3.5 201.5 0
+3.5 11.8+1.60 4.5

2000±5
400 420±1.3 410±1.1 430.0 422 412.2±0.8 395 440 218.5 0

-3.5 221.5 0
+3.5 13.2+1.80 5.00450 470±1.5 458±1.3 480.0 472 460.6±0.9 442 500 248.5 3.5 251.5 0

特 注)1.D,D1及びd1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値又は円周測定値を円周率を
下水道推進工法用硬質塩化ビニル管

規格図及び寸法表
3.142で除した値をいう。記

事 2.先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時

糸面取りとする。 (リブカラー付き直管)(JSWAS項 3.差し口先端部は、
に使用する管をいう。 K-6)

旧標準図2-1



角型人孔構造図

A－A断面図 B－B断面図

平面図

60
0

9 D16

250～300

10
0

10
0

10
0

10
0

150
100 100

150

D=
70

0

3 D13

5 D13

6 D13

2 D13

2 D13

2 D13D134

6 D13

D131

2@
75

50
2@

75
50

=5
00

D
13
@
12
5×

4

50D13@125×7
2@81.5 =875

50

=163 =163
2@81.5

14 D16

15 D16

50
50

2@
15
0

2@
15
0

D
16
@
20
0×

2
=4
00

50 50D16@200×4
=800 2@1502@150

コンクリート
（24-8）

D167

モルタル上塗り
（仕上げ厚20）(1:2)

均しコンクリート

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
18-8

(C-40)

250～300

10％～20％

50
10
0

150
100100

150

8 D16

150 150
50

13
D
16

10 D16

8 D16

D1611

12 D16

9 D16

D1614

2@150 2@150
=400

D16@200×2
5050

10
0

50

D1615

10 D16 11 D16

7 D16

50 50
D16@200×4

=800
2@1502@150

10
0

A

B

A

B

=300

=300

=300 =300 =300

=300

=3
00

=3
00

=1
50

=1
50

100 100 100100 100 100

100 100

旧標準図3-1

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

（1000mm×600mm）（１）

インバートコンクリート
（18-8）

令和６年４月
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角型人孔構造図
(1000mm×600mm)(1)

旧標準X3-1
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横浜市下水道河川局

角型人孔構造図
（1000mm×600mm）（２）

材  料  表

令和６年４月

＝800

＝140(平均)

＝1200

＝550(平均)

＝540(平均)

(ｈ1-50)

＝580(平均)

＝1400

＝1000

ｈ
1-

50
29

0

190

390

480

810

41
0

810

41
0

810

D13-6 　＝8001

2 D13-19 　＝50～270

　＝1200D13-23

4 D13-7 　＝450～670

　＝331～716D13-86

　＝1000D16-915

　＝1400D16-714

　＝466，680D16-813

D16-68 　＝50＋（h1-50） 5 D13-1 　＝2590

　＝750＋(h1-50)D16-107

　＝620（平均）D16-69

　＝1930D16-212

D16-411 　＝1350（平均）

　＝3990D16@20010

位   　　置

固定部   1箇所当り

コンクリート
24-8
ｍ

18-8
型　枠 上塗ﾓﾙﾀﾙ

1:2
kg

D13
鉄　筋

D16
3

底　　版

インバート

h2
可動部   1.0ｍ当り

h1

C-40

0.33

0.17
0.57

0.06

0.11

1.04

0.47
7.60

0.30
2.52

0.77

kg3ｍ ｍ2 2ｍ ｍ3

0.22

均しコンクリート

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

頂　　版

・材料表は、φ300mmの場合とする。

29.3
0.18 1.26

54.8
39.7

20.5

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

横浜市下水道河川局令和6年4月1 D13-6 l=800 8 D16-6 l=50+(h1-50) 5 D13-1 l=2590 1 D16@200 l=3990

@ 810
267l=800 (h1-50) 44

(平均) 8 r=350 品
コ2 D13-19 l=50~270 1 D16-8 l=466,680

480
90

〒 r=170

267 810 2617 D16-10 l=750+(h1-50)
l=140(平均) l=580(平均) 11 D16-4 l=1350(平均)

3 D13-2 l=1200 14 D16-7 l=1400

l=1200 l=1400

品15
8ヘ r=170

r=170

(平均)
267 810 5下

(平均)

4

267 190 12 D16-2 l=19304 D13-7 l=450~670 15 D16-9 l=1000 9 D16-6 l=620(平均)

r=170l=1000
l=550(平均)

-
r=230 8さ

オLO

6 D13-8 l=331~716

l =540(平均) 位 置

(平均)
224 390

材 料 表
コンクリート 型 枠 上塗モルタル 鉄 筋 クラッシャラン

24-8 18-8 1:2 D13 D16 0-40
m3 m3 m2 m2 kg kg m3

底 版 0.33 - 1.04 - 29.3
固定部 1箇所当り 頂 版 0.18 - 1.26 - 20.5 - 0.22

インバート - 0.06 0.47 0.77

可動部 1.0m当り h2 0.17
- 7.60 - 54.8 -h1 0.57

2.52 - - 39.7 -
均しコンクリート 0.11 0.30 -

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

特 ・材料表は、d300mmの場合とする。
記 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化

事 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

項
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角型人孔構造図
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横浜市下水道河川局

（1000mm×700mm）（１）

（18-8）
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インバート

令和６年４月
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旧標準X3-3



角型人孔構造図
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横浜市下水道河川局

（1000mm×700mm）（２）

材  料  表

令和６年４月
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＝170(平均)

＝1200

＝540(平均)

＝610(平均)

(ｈ1-50)

＝630(平均)

＝1400

＝1100

ｈ
1-

50
40

0

240

390

480

810

810

51
0
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0

810

D13-61 　＝900

　＝54～355D13-182

　＝1200D13-33

4 D13-6 　＝454～670

D13-86 　＝331～857

　＝1100D16-915

14 D16-7 　＝1400

　＝505,751D16-813

8 D16-6 　＝30＋（h1-50） D13-15 　＝2590

　＝910＋（h1-50）D16-107

　＝590（平均）D16-69

　＝2280D16-212

11 D16-6 　＝1440（平均）

D16@20010 　＝4190

・材料表は、φ400mmの場合とする。

24-8

可動部   1.0ｍ当り
h2

均しコンクリート

固定部   1箇所当り
底　　版

インバート
頂　　版

位   　　置

h1

鉄　筋

0.23 3.42
0.12 0.31

型　枠コンクリート
18-8
ｍ

0.09
0.20

0.60

ｍ3

0.36
1.30
0.63
8.00

3 ｍ2

1.08

上塗ﾓﾙﾀﾙ

0.93

2ｍ
1:2 D13

kg

48.5

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

56.4

D16

30.7
kg

0.24

3ｍ
C-40

22.7

※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。

令和6年4月1 D13-6 l=900 8 D16-6 l=30+(h1-50) 5 D13-1 l=2590

l=900 (h1-50) 21
(平均) の r=350 冨

横浜市下水道河川局1 D16@200 l=4190

8 810
267

480

50
1

267 810 267

2 D13-18 l=54~355 (13 D16-8 l=505,751 LO
S

r=170

l=170(平均) l=630(平均)
11 D16-6 l=1440(平均)

3 D13-3 l=1200 14 D16-7 l=1400

7 D16-10 l=910+(h1-50)

品1E
1

g
r=170

奥 ま密
辻

$
辻

267 810 5
r=170

l=1200 l=1400

267 2404 D13-6 l=454~670 15 D16-9 l=1100 12 D16-2 l=22809 D16-6 l=590(平均)

(=170l=540(平均) l=1100
r=285 86 D13-8 l=331~857

l=610(平均)
位 置

(200 390

材 料 表
コンクリート 型 枠 上塗モルタル 鉄 筋 クラッシャラン

24-8 18-8 1:2 D13 D16 C-40
m3 m3 m2 m2 kg kg m3

底 版 0.36 - 1.08 - 30.7
固定部 1箇所当り 頂 版 0.20 - 1.30 - 22.7 - 0.24

インバート - 0.09 0.63 0.93 -
h1 0.60

3.42 - - 48.5 -8.00 - 56.4 -可動部 1.0m当り h2 0.23
均しコンクリート 0.12 0.31
※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

特 ・材料表は、d400mmの場合とする。
記 ・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化

事 後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
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人孔ダクタイル蓋構造図
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横浜市下水道河川局

（φ900mm）Ｂ型

令和６年４月

質　量

材　質

載荷重

（参考） 蓋142.0kg  受枠75.0kg

Ｔ－25　ｉ＝0.4

蓋FCD700 受枠FCD600

利用し１２ヶ所ガス穴有りとする
「雨・合流用」は表面デザイン舵輪飾り穴を
「汚水用」はガス穴ナシ（斜線部を埋めること）
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ６００mm，１.５kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.147MPa（1.5kgf/cm2）

載荷
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令和6年4月 横浜市下水道河川局
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材 質 蓋FCD700 受枠FCD600 内圧 0.147MPa(1.5kgf/cm2)

載荷 T-25 i=0.4 質 量 97.7kg
重

人孔ダクタイル密閉蓋構造図
(0600mm, 1.5kg/cm2対応)
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ９００mm，１.５kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.147MPa（1.5kgf/cm2）

載荷
重

質　量Ｔ-25　i=0.4 272.8kg

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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材 質 蓋FCD700 受枠FCD600 内圧 0.147MPa(1.5kgf/cm2)

載荷 T-25 i=0.4 質 量 272.8kg
重

人孔ダクタイル密閉蓋構造図
(0900mm, 1.5kg/cm2対応)
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ６００mm，３.０kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.294MPa（3.0kgf/cm2）
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材 質 蓋FCD700 受枠FCD600 内圧 0.294MPa(3.0kgf/cm2)

載荷 T-20 i=0.4 質 量 180.9kg
重

人孔ダクタイル密閉蓋構造図
(0600mm, 3.0kg/cm2対応)
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ９００mm，３.０kg／cm2対応）
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材 質 蓋FCD700 受枠FCD600 内圧 0.294MPa(3.0kgf/cm2)

載荷 T-20 i=0.4 質 量 3604kg
重

人孔ダクタイル密閉蓋構造図
(0900mm, 3.0kg/cm2対応)
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人孔副管[陶管]構造図（1）

横浜市下水道河川局

（副管径φ150mm，200mm，長曲管使用）

令和６年４月
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 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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特 h3 は5cmの段差を確保する。但し、段差が5cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。
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項

人孔副管「陶管J構造図(1)
(副管径d150mm, 200mm, 長曲管使用)
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横浜市下水道河川局

（副管径φ250mm、300mm、短曲管使用）

人孔副管[陶管]構造図（2）

令和６年４月
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人孔副管「陶管J構造図(2)
(副管径0250mm,300mm,短曲管使用)
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人孔副管[陶管]構造図（３）
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（単位：mm）

寸　法　表
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材　料　表
（１箇所当り）
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横浜市下水道河川局令和６年４月

旧標準図3-13
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人孔副管「陶管J構造図(3)
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角型組立人孔構造図
(1000mm×700mm)(1)

旧標準X3-14



角型組立人孔構造図

10
0

75
75

10
0

11
0

11
0

30
80

80
30

110 110

30 80 80 30

Ｂブロック構造図 Ｃブロック構造図

80
80

30
50

30
50

記

項
事

特

横浜市下水道河川局
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角型組立人孔構造図
(1000mm×700mm)(2)
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注）１．桝躯体はタイプ１と共通とする。

２．インバート高さは、下流管径の１／２とする。
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及び蓋構造図(1)

(0450用)
旧標準X4-5



工場排水監視桝縁塊

（φ６００，φ７００用）

Ａ

Ａ

A－A断面図

10

20

5

4811.5

旧標準図4-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

及び蓋構造図（２）

令和６年４月

φ
86

0
φ

80
4

φ
60

4
12

8
□

18
0

150
110 40

φ
65

2
φ

63
4

蓋FCD700 受枠FCD600

Ｔ－14　ｉ＝0.4

材　 質

載荷重

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A-A断面図
A

01980
03

0 5

品g∞さ88800 11.5 48 囗0 00
1

I場
7

排水
0

1
1 0-

A
8

10
110 40

150

特
記 材 質 蓋FCD700 受枠FCD600
事 載荷重 T-14 i=0.4
項

工場排水監視桝縁塊
及び蓋構造図(2)

0700用)(0600,
旧標準X4-6



タイプ２（Ｔ－７用）
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種 別 (300A) (18-8) (C-40) (小型構造物)

(個) (個) (m3) (m3) (m°) (m3) (m2)

タイプ 2 16.5 16.5 0.065 0.008 1.020 0.66 8.56

特
記
事
項

LU型側溝布設図(LU-240)(タイプ2)

旧標準図4-7
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特
記
事
項

LU型側溝用中間桝
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構造図(T-7用)
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旧標準図4-9
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横断暗渠布設図（Ｔ－10）

JIS型（JIS A5372）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ暗渠ﾌﾞﾛｯｸ
(JIS A 5372)

モルタル(敷均用)

コンクリート
(18-8)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
(C-40)

外側モルタル継手流しモルタル継手

内側モルタル継手

10
0 10

C

r＝
h＋

h1

r＝
h＋

h1

t1 t2
t3

t2 t1
t3

Ｌ

材　　料　　表 ( 10m当り )

( 単位：mm )寸　　法　　表

10
0

10

旧標準図4-13

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

ｔ b ｔ

h2
h3

B

c
H

ｔ
h1

h
h1

ｔ

ｔ

Ｌ

Ｌ

H

モルタル (m )

0.005
0.005

継手用

0.010
0.010

0.010

200

300
375
500

250
600

600
500
500

600

種別

300
360
450
600

240 240 × 240

600 × 600
450 × 450
360 × 360
300 × 300

内法寸法（幅×高）

JIS A 5372 敷均用
種別

300
360
450
600

Ｌ

240

ｂ

20070

75

100
90 300

400

240

70

ｔ ｈ
160

360

600
450

300
240

21250
60
75

100

248

390
305

40
ｈ1

182
ｈ2

228

410
325
262

ｈ3
198

ｒ

10.00
10.00
10.00

10.00
10.00

0.088
0.106
0.116

0.087
0.072

暗渠ﾌﾞﾛｯｸ(m) 型　枠　 (m )
均し型枠

217

505
751

338
263

参考質量(kg)

(C-40)(18-8)

ｃ

50
50
40

60
60

2835

45
50

38 30
35
40

35
ｔ1

28
ｔ2

157
7

10
10

15

20
20

7
ｔ3

15
ｄ

0.550
0.650

0.500

0.800

0.450

Ｈ

100
100
100

100
100

500
550

800
650

450
Ｂ

0.550
0.650
0.800

0.500
0.450

2.000
2.000
2.000

2.000
2.000

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ（ｍ ）ｺﾝｸﾘｰﾄ(m )3 3 3 2

令和6年4月 横浜市下水道河川局

t b t L L
t

t1
t3

t2
S 流しモルタル継手 外側モルタル継手E

幸
内側モルタル継手

鉄筋コンクリート暗渠ブロック
(JIS A 5372)

1

モルタル(敷均用) 2
コンクリート

(18-8) 1

t10 2
t35 0

S
$

エ
エ
9g

クラッシャラン B(0-40) L
材 料 表 (10m当り)

暗渠ブロック(m) モルタル(m3) コンクリート(m3) クラッシャラン(m3) 型 枠 (m2)種別
JIS A5372 敷均用 継手用 (18-8) (C-40) 均し型枠

240 10.00 0.072 0.005 0.450 0.450 2.000
300 10.00 0.087 0.005 0.500 0.500 2.000
360 10.00 0.088 0.010 0.550 0.550 2.000
450 10.00 0.106 0.010 0.650 0.650 2,000
600 10.00 0.116 0010 0.800 0.800 2.000

寸 法 表 (単位:mm)
種別 内法寸法(幅×高) L b t h h1 h2 h3 r t1 t2 t3 d C B H 参考質量(kg)
240 240 × 240 600 240 70 160 40 182 198 200 35 28 7 15 40 450 100 217
300 300 × 300 600 300 70 200 50 212 228 250 35 28 7 15 50 500 100 263
360 360 × 360 600 360 75 240 60 248 262 300 38 30 7 15 50 550 100 338
450 450 × 450 500 450 90 300 75 305 325 375 45 35 10 20 60 650 100 505
600 600 × 600 500 600 100 400 100 390 410 500 50 40 10 20 60 800 100 751

横断暗渠布設図(T-10)
特
記
事
項

JIS型(JIS A5372)
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材　 質

載荷重

FCD600

Ｔ－20　ｉ＝0.4

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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名 8
/3 2 S

2 S 30
2 2 0

S 日
山名

2

2昌
O-C断面図

8 の 3 17 34
8 の 1の

eJeの 8A 2 8
の 22
の

Soの
LQ

裏面図
5 22

の 91 0
忍

8

2早田
8 S 1 コR3

八忍
1

∞05 0
5 25

4イ

R2
8F R 21

木 195

2 5 15 86
37

83 8 A

3 17 3 恩 B 3 30.5

6260

30.5 3
62

A-A断面図
470

32 11.5

8.5 8.5

1.5 1.5

32

1.5 17 1.5

10.5 1.5

L011 ° 1 S 5忍 8ン 0
2 5.5 2 2
6 6 10

6

特 注)蓋裏にメーカ一名、製造年、材質を記入する。
記 材 質 FCD600事
項 載荷重 T-20 i=0.4

雨水桝蓋(タイプ1用)構造図
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雨水桝蓋（タイプ２用）構造図
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FCD600

Ｔ－20　ｉ＝0.4載荷重

材　 質

注）蓋裏にメーカー名、製造年、材質を記入する。

令和6年4月 横浜市下水道河川局
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雨水桝縁塊構造図
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立坑図
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旧標準図5-2
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参考図

立坑寸法及び規格表

立坑寸法及び規格表

令和６年４月

（ｍ） （ｍ）（ｍ）（m ） （m ）（m ）（ｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）（ｍ） （ｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

4.401.002000 2350

1800

1650

1500

1.002120 4.10

0.90

0.901950

1780

3.80

3.60

1.004.90 0.155.80 4.40

4.805.80 4.10

5.60

5.60

3.80 3.80

3.60 3.60

1.00 0.15

0.80

0.80

0.15

0.15
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1350
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3.200.901430

0.901600 3.40

0.901310 3.10

1000
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 800

0.90

0.901200
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3.00

2.90

0.80 960 2.60

3.205.50 3.20

5.60 3.40 3.40

5.50 3.003.10

0.80 0.12

0.80 0.12

0.80 0.12

5.50

5.50

3.00 2.80

2.90 2.50

5.30 2.60 1.90

0.80

0.80

0.12

0.12

0.60 0.10

0.340.18 0.420.24

0.24 0.18

0.21

0.21

0.15

0.15

0.340.42

0.44

0.440.36

0.36

3.50 0.25

3.50 0.25

3.50

3.50

0.25

0.25

0.150.21

0.21 0.15

0.21 0.15

0.340.36

0.440.36

0.340.36

0.21

0.17

0.15

0.13

0.17 0.13

0.34

0.340.36

0.30

0.340.30 0.8

3.50 0.25

3.50 0.25

3.50 0.25

3.50

3.50

0.25

0.25

3.50 0.20

基  礎

栗石

厚

推 進 管

内径

Ｄ

外径

ｔＤ′

 +2t

B=D´

立坑内法幅

Ｂ

支  圧  壁

高さＬ 幅

長

内法

ｺﾝｸﾘ

厚さ ｰﾄ厚

立坑

推  進  設  備

 ｷ台

角材板材

3 3

床  張  材

ｼﾞｬｯ木材 押角

Ｃ

3

量

ｅ

推進 発進

Ｌ

台

Ｋ

坑口

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

注）支圧壁は、普通土の土被り5.00ｍで、標準推進延長を推進する場合のものである。

a b a+b

令和6年4月 横浜市下水道河川局

参考図立坑丁法及び規格表
立坑

推進管 立坑内法幅 内法 支 圧 壁
B 長

基 礎 床 張 材 推 進 設 備

内径 外径 コンクリ 栗石 板材 角材 木材 押角 ジャッ 推進 発進
D D t B=D L 幅 高さ 厚さ -ト厚 厚 量 キ台 台 坑口

+2t a b a+b C e L K
(m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m3) (m3) (m3) (m) (m) (m) (m)

800 960 0.80 2.60 5.30 2.60 1.90 0.60 0.10 0.20 0.17 0.13 0.30 0.34 0.8 3.50 0.20

900 1080 0.90 2.90 5.50 2.90 2.50 0.80 0.12 0.20 0.17 0.13 0.30 0.34 0.8 3.50 0.25

1000 1200 0.90 3.00 5.50 3.00 2.80 0.80 0.12 0.20 0.21 0.15 0.36 0.34 0.8 3.50 0.25

1100 1310 0.90 3.10 5.50 3.10 3.00 0.80 0.12 0.20 0.21 0.15 0.36 0.34 0.8 3.50 0.25

1200 1430 0.90 3.20 5.50 3.20 3.20 0.80 0.12 0.20 0.21 0.15 0.36 0.34 0.8 3.50 0.25

1350 1600 0.90 3.40 5.60 3.40 3.40 0.80 0.12 0.20 0.21 0.15 0.36 0.44 0.8 3.50 0.25

1500 1780 0.90 3.60 5.60 3.60 3.60 0.80 0.15 0.20 0.21 0.15 0.36 0.44 0.8 3.50 0.25

1650 1950 0.90 3.80 5.60 3.80 3.80 0.80 0.15 0.20 0.21 0.15 0.36 0.44 0.8 3.50 0.25

1800 2120 1.00 4.10 5.80 4.10 4.80 1.00 0.15 0.20 0.24 0.18 0.42 0.34 0.8 3.50 0.25

2000 2350 1.00 4.40 5.80 4.40 4.90 1.00 0.15 0.20 0.24 0.18 0.42 0.34 0.8 3.50 0.25

特 注)支圧壁は、普通土の土被り5.00mで、標準推進延長を推進する場合のものである。
記
事
項

立坑寸法及び規格表

旧標準図5-2



推進設備図（１）
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推進設備図（２）

Ａ－Ａ

Ｃ－Ｃ Ｅ－Ｅ

Ｆ－Ｆ Ｇ－Ｇ
Ｂ－Ｂ

７

５

５

８

14

１

10

２ ６

11

12

13

８

４

D D

T j

Ｗ

立坑内法幅

90°

旧標準図5-4

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

参考図

令和６年４月

30
0

支
　
圧
　
壁
　
高

Z
M

E
N

令和6年4月 横浜市下水道河川局

G-G 参考図A-A B-B F-F
1 W

△

マ 2マ
△ 0 0 10

△
恒 マ 5 T

D鐡 D
0 & j0

0 N
凵△△ 0

△田
マ マ

HX △ △
01△

O5 工
8 C-C E一E 1 0 2 14 2 6

g0
14

1 11

90°

12
13

1

(8
立坑内法幅

特
記
事
項

推進設備図(2)

旧標準図5-4



推進設備図（３）
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コンクリート基礎

支  圧  壁

8

7

推  進  台

押      角

6

5

18-8

厚さ 3cm

18-8

24-8

定規Ｈ形鋼，鋼枕木Ｈ形鋼

下水道推進工法用  1

ジャッキ台

ストラット

4

3

押      輪

鉄筋コンクリート管

2

名      称番号

ジャッキ 50t，100t

ＪＳＷＡＳ  Ａ－２

説          明

クラッシャラン C-40

令和6年4月 横浜市下水道河川局

D~D
番号 名 称 説 明

11 3 6 1 下水道推進工法用
JSWAS A-2

鉄筋コンクリート管

2 押 輪

3 ストラット

4 ジャッキ台 ジャッキ 50t, 100t
90°

5 押 角

6 推 進 台 定規H形鋼、鋼枕木H形鋼

7 支圧壁 24-8

8 コンクリート基礎 18-8

9 クラッシャラン 0-40

12
10 発進坑口 18-8

13
11 松板 材 厚さ 3cm

12 松正角材 末口 9cm×9cm

13 松正角材 末口d 600~1650 9cm× 9cm

01800~2000 12cm×12cm

14 捨 梁 H形鋼

特
記
事
項

推進設備図(3)

旧標準図5-5



推進設備図（４）
ジャッキ台数

90°

旧標準図5-6

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

参考図
令和６年４月

３０００

２８００

２０

１８

２４００  ～  ２６００

２２００

２０００

１６５０  ～  １８００

１３５０  ～  １５００

１１００  ～  １２００

１６

１４

１２

  ８

１０

  ６

ｼﾞｬｯｷ推力 (kN)

８００  ～  １０００

呼　び   径  （ｍｍ)

１０００

台 数  (台)

  ４

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

令和6年4月 横浜市下水道河川局

参考図

呼 び 径 (mm) ジャッキ推力 (kN) 台数(台)
90°

800 ~ 1000 1000 46 6
1100 ~ 1200 1000 66 7

Q 6 1350 ~ 1500 1000 8

1650 1800 1000 10

2000 1000 12

2200 1000 14

2400 ~ 2600 1000 16

2800 1000 18

3000 1000 20

特
記
事
項

推進設備図(4)
ジャッキ台数

旧標準図5-6



標準刃口図

呼び径３０００ｍｍ

呼び径１６５０ｍｍ

呼び径２４００ｍｍ

呼び径９００ｍｍ

20
5

20
5

リブ３４ｓｈ

90
90

150

リブ４０ｓｈ

φ900

旧標準図5-7

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

参考図

令和６年４月

465

315 150

φ
19
50

15
0

45
0

45
0

75
0

15
0

840

415 175250

φ
28
10

45
0

50
0

50
0

95
0

800

φ
10
80

φ
90
0

350

200

1000

250

960

200510

φ
35
00

25
0

50
0

50
0

50
0

65
0

25
0

85
0

令和6年4月 横浜市下水道河川局

参考図呼び径1650mm 465

315 150

卅
11 呼び径3000mm 960

510_ 200250

リブ40sh
ト

▲8
++++

尋

品 呉
0呼び径900mm

200 150
350

8 母 11

ウ 邑

1900 8 080
11 1 昌

品

g +++++

S

晶
呂

8840

415 175250
8 呼び径2400mm S 1000

リブ34sh 品
ウ

品1++++

S
g
109

8 g
800

冨

△

S
特
記
事
項

標準刃口図

旧標準図5-7



（単位：Ｋｇ）

旧標準図5-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

標準刃口質量表

標準刃口質量表

令和５年７月

PL-16

PL-16

 756

1324

3000

PL-12

PL-16

 681

 448

PL-22

3209

４段

1390

 237

PL-25

PL-16

PL-16

1980

5189

 353

PL-22

 707 434 394 244 212 161 152 112  127  75  61  53  39   84か

押    板

小  計

リ ブ 板

た な 板

縦    板

耳    板

小  計

関

製品質量

係

デ

な

板

た

キ

・

ッ

係

く

関

 256 145  207 223  86  67  52  28  22  21  20  12  10   69

  92

 349

  58

 242 171

  48

 304

  84

 395

 101

 512  669

 148  221

 850 1101

 318  366

1380 2043

 464  716

3007 3605

1008 1292

4578

1683

PL-16 PL-16PL-16PL-16 PL-16 PL-16PL-16

  59

１段

  12

PL-19

PL-12

PL-19PL-19

  10

PL-19

PL-12

１段

  46

１段

  38

１段

  54

PL-19

PL-12

  14

PL-19

PL-12

  17   25

PL-19

PL-12

１段

  65

１段 ２段

 103  144

  50

PL-12

  24

 257

PL-16

PL-12 PL-12PL-12

  15

 184 123

  12

 220

  20

  35

PL-16

  28

PL-16

  43

PL-16

PL-12 PL-12PL-12

 294

  26

 364  448

  30   35

PL-16

  60

PL-16

  73  108

PL-19

PL-22PL-19PL-19 PL-19 PL-22PL-16 PL-19

  31   36

PL-22 PL-22

PL-12 PL-12

 109  56

PL-22 PL-22

PL-12 PL-12

２段 ２段

 220  261

３段２段

 322  462

PL-16

 153 123

PL-25 PL-25

PL-16 PL-16

 188

PL-25

PL-16

３段３段

 678  916

PL-16 PL-16

４段

1239

PL-16

PL-12 PL-12PL-12 PL-12

 532  735

  50   55

 916 1327

  80  159

 127  193

PL-19 PL-25

PL- 9

 235  313

PL-25 PL-19

PL-16PL-16PL-16

1999 2313

 265  326

2895

 377

PL- 9PL- 9

 409  474

PL-22 PL-22

PL-12

 599

PL-22

斜 面 板

プレート

スキン 

外

項    目

PL- 9

PL- 9

 108

1100

PL- 9 PL- 9PL- 6

PL- 9

  81

PL- 9

  44

PL- 9

  96

 900 800 1000

PL- 9 PL- 9PL- 9

PL- 9PL- 9

 124

PL- 9

 149  178

1200 15001350

PL-12 PL-12PL- 9 PL-12

PL- 9 PL- 9

 203  326

PL- 9 PL- 9

 389  611

1650 1800 2000 2200

PL-16PL-16PL-16

PL-12 PL-12

 931 1079

PL-16

1212

2400 2600 2800
呼び径

令和5年7月 横浜市下水道河川局

標準刃口質量表
(単位:Kg)

呼び径
項 目 800 900 1000 1100 1200 1350 1500 1650 1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

スキン PL-6 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-12 PL-12 PL-12 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16

プレート 44 81 96 108 124 149 178 203 326 389 611 931 1079 1212 1324

外 斜面板 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-9 PL-12 PL-12 PL-16 PL-16
39 53 61 75 84 112 127 152 161 212 244 394 434 707 756か

PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-19 PL-19 PL-25 PL-25 PL-19 PL-22 PL-22 PL-22 PL-22く
押 板 PL-9 PL-9 PL-9 PL-12 PL-12

関 28 35 43 50 60 73 108 127 193 235 313 409 474 599 681
係

リブ板 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16
12 15 20 24 26 30 35 50 55 80 159 265 326 377 448

小計 123 184 220 257 294 364 448 532 735 916 1327 1999 2313 2895 3209

デ PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-19 PL-19 PL-19 PL-19 PL-22 PL-22 PL-22
PL-16 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16ツ たな板 1段 1段 1段 1段 1段 1段 2段 2段 2段 2段 3段 3段 3段 4段 4段キ

38 46 54 59 65 103 144 220 261 322 462 678 916 1239 1390
PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-12 PL-16 PL-16 PL-16 PL-16

10 12 14 17 25 31 36 56 109 123 153 188 237
た 縦 板な
板 耳 板 PL-19 PL-19 PL-19 PL-19 PL-19 PL-19 PL-19 PL-22 PL-22 PL-22 PL-22 PL-25 PL-25 PL-25 PL-25
関 10 12 20 21 22 28 52 67 69 86 145 207 223 256 353
係 小 計 48 58 84 92 101 148 221 318 366 464 716 1008 1292 1683 1980

製品質量 171 242 304 349 395 512 669 850 1101 1380 2043 3007 3605 4578 5189

特
記
事
項

標準刃口質量表

旧標準図5-8



標準押輪構造図

ＡＡ

φd

φ
D

Ａ－Ａ断面

寸法及び質量表

旧標準図5-9

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

W

C

C

（Ｄ
－

ｄ
）／

2

W

面板厚さ

力板厚さ  Ｔ

面板厚さ Ｃ

力板厚さ Ｔ 22

2946

4

22

32

350

3469

3000

3000

2679

4

22

32

350

3239

2800

2800

2422

4

22

32

350

3009

2600

2600

2176

4

22

32

350

2779

2400

2400

1634

3

22

32

300

2557

2200

2200

1435

3

22

32

300

2327

2000

2000

1247

3

32

300

2097

1800

1800

883

2

25

32

300

1927

1650

1650

778

2

25

32

300

1757

1500

1500

66

2

25

32

300

1577

1350

1350

572

2

25

32

300

1412

1200

1200

506

2

25

32

300

1292

1100

1100

453

2

25

32

300

1182

1000

1000

392

2

25

32

300

1062

900

900

291

2

25

32

300

942

800

800

(kg)

(枚)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

製品質量

力板枚数

幅   Ｗ

外径 Ｄ

内径 ｄ
項    目

令和6年4月 横浜市下水道河川局

面板厚さ A-A断面
W C 力板厚さ T
1

ウ

od
QD A

8
9A

C

W

寸法及び質量表
項 目 800 900 1000 1100 1200 1350 1500 1650 1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

内径 d (mm) 800 900 1000 1100 1200 1350 1500 1650 1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000
外径D (mm) 942 1062 1182 1292 1412 1577 1757 1927 2097 2327 2557 2779 3009 3239 3469
幅 W (mm) 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 350 350 350 350
面板厚さC (mm) 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32
力板厚さT (mm) 25 25 25 25 25 25 25 25 22 22 22 22 22 22 22
力板枚数 (枚) 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4 4 4
製品質量 (kg) 291 392 453 506 572 66 778 883 1247 1435 1634 2176 2422 2679 2946

特
記
事
項

標準押輪構造図

旧標準図5-9



標準ストラット組立図

Ｗ5/8皿ボルト 支持板
ストラット単体

90°

φ
（Ｄ
＋
Ｔ）

260
t t

枠を構成する単体の数量

推進１個当りのストラット１組の数

寸　　法　　表
（単位ｍｍ）

旧標準図5-10

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

L

M

枠

種　別 １組の数
呼　び　長

４００ｍｍ ６　基

ストラット

共通（各わく共）

４００ｍｍ用

支　持　板

ストラット単体 装着ジャッキ台数×6(個)

１２枚（６基分）

　９００～１６５０

１８００～３０００

４００用枠 ３５０

呼び長名　　称
Ｍ

単体長

１６０～２５０

　６５～　８０

　９０～１５０

管　　厚内　　径

８００

２５

２８ ４０６

４００

支持板厚

２２

ｔ

３９４

Ｌ

令和6年4月 横浜市下水道河川局

推進1個当りのストラット1組の数

種 別
W5/8皿ボルト 260 支持板

ストラットL 呼 び 長 1組の数ストラット単体 t M t
枠 400mm 6 基

ア

90°

枠を構成する単体の数量++7
さ1

+ ++

2

+左
土土1

+ ++土
4 7
/t 土+74
×11

支持板 共通(各わく共) 12枚(6基分)

ストラット単体 400mm用 装着ジャッキ台数×6(個)+ +
土 土

エ
土 土

× タ圧 F刃さ
+4

++ + +

寸 法 表 (単位mm)
単体長 内 径 管 厚 支持板厚名 称 呼び長 M t L

800 65~ 80 22 394

枠 400用 350 900~1650 90~150 25 400

1800~3000 160~250 28 406

特
記
事
項

標準ストラット組立図

旧標準図5-10



標準ストラット単体寸法図

Ａ－Ａ 断 面

推力別ストラット単体組合せ表

（単位 mm）

（単位：個）8-φ18

16

15

150

15

Ａ

Ａ

25 25

旧標準図5-11

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

25
0

250

80

Ｍ

Ｍ－50

2000(19600)

1600(15680)

1800(17640)

1400(13720)

1000 (9800)

1200(11760)

 800 (7840)

40

32

36

28

20

24

16

 100  (980)

 600 (5880)

 400 (3920)

 200 (1960)

推力（t(kN)）
呼び長(mm)

 8

12

 8

 8

400用

呼び長

枠

名  称

350400用

Ｍ
単体長

ジャッキ数　＝　ストラット単位の数

令和6年4月 横浜市下水道河川局

A-A断面
M 推力別ストラット単体組合せ表=

250 M-50 2525

80 8-018
16

(単位:個)
呼び長(mm)

400用推力(t(kN))A-
1 1 100 (980) 8D Q5 200 (1960) 8

150 400 (3920) 88
151 600 (5880) 121

800 (7840) 161 1
1000(9800) 20A-
1200(11760) 24

1400(13720) 28

1600(15680) 32

1800(17640) 36
(単位 mm)

2000(19600) 40
単体長名 称 呼び長 M

枠 400用 350

特 ジャッキ数 = ストラット単位の数

記
事
項

標準ストラット単体寸法図

旧標準図5-11



標準ジャッキ台構造図

脚部材

ジャッキ取付け孔
前後支持板

みぞ形鋼

寸　法　表
（単位ｍｍ）

φ
（D

＋
T）

90゜

t t

旧標準図5-12

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

450

800
C E C

主部材

項　目

[  125×65×6　９００～１６５０Ｃ

１８００～３０００

８００

　９００～１６５０

１８００～３０００

ｔ

９００～１６５０

１８００～３０００

８００

Ｅ

800-(50+300)=450

２２

２５

１９

800-(38+200)=562

800-(44+250)=506

[  150×75×6.5

８００

内　　　径記号

[  100×50×5

寸法および材料

令和6年4月 横浜市下水道河川局

450
800 C t 前後支持板t 0 E

ジャッキ取付け孔

90° みぞ形鋼

3
1

星
脚部材00 2

1

寸 法 表 (単位mm)

項 目 記号 内 径 寸法および材料

800 100×50×5

C 900~1650 125×65×6
1800~3000 150×75×6.5

800 800-(38+200)=562

主部材 E 900~1650 800-(44+250)=506

1800~3000 800-(50+300)=450

800 19
t 900~1650 22

1800~3000 25

特
記
事
項

標準ジャッキ台構造図

旧標準図5-12



標準押角図

□３００押角 □４００押角

寸法および材料表（１組当り）

H-300×300×10×15

PL-16

PL-25

19
19

PL-16

PL-25

H-400×400×13×21

19
19

旧標準図5-13

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

Ｌ
150 @150 150

33
8

300

30
0

Ｌ

150 @150 150

400

43
8

40
0

（mm）

（注）設置長さの（　）内は１本当たりの長さを示す。

３.２２.９２.４１.６ １３.４１２.８１３.６１２.４１１.２１０.６９.６４.５４.２３.８３.４
(６.７)(６.４)(４.８) (５.３) (５.６) (６.２) (６.８)

６８４８ ７１６９

　５３５　５３５

４６７８４２６６３８５３３６４６３３０２２４０８

　５３５

２２４７

　５３５

２０３３

　５３５

１１７０１１０１

　３４４ 　３４４　３４４　３４４　３４４　３４４　３４４

　９９８

　３４４

８２６

３４４

５５０

３４４

（ｍ）
（側×２＋底）

１ 組 当 た り

製 品 質 量  (kg)

製 品 質 量  (kg)

１ ｍ 当 た り

設　置　長　さ

押　角　規　格
３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００
×

４００
×

４００

４００
×

４００

４００
×

４００
× × × × ×

２本

×

２本

×

２本

×

２本

×

２本

４００
×

４００
２本

４００
×

４００
２本

内径(mm)
３０００２８００２６００２４００２２００２０００１８００１６５０１５００１３５０１２００１１００１０００９００８００

令和6年4月 横浜市下水道河川局

H-400×400×13×21
の

口300押角 口400押角 ウH-300×300×10×15
の

1

PL-16 PL-16 8 3
品 8 PL-25 PL-25 1

150 @150 150L 300 2 150 @150 150_ のL 400

寸法および材料表(1組当り)
内径(mm) 800 900 1000 1100 1200 1350 1500 1650 1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000

300 300 300 300 300 400 400 400 300 300 300 3O0 300 400 400
押 角 規 格 × × × × × × × × × × × × × × ×

300 300 300 300 300 400 400 400 300 3O0 3O0 3O0 300 400 400
(mm) 2本 2本 2本 2本 2本 2本 2本

設 置 長さ 1.6 2.4 2.9 3.2 3.4 3.8 4.2 4.5 9.6 10.6 11.2 12.4 13.6 12.8 13.4(側×2+底)(m) (4.8) (5.3) (5.6) (6.2) (6.8) (6.4) (6.7)
1m当たり
製品質量 (kg)

344 344 344 344 344 535 535 535 344 344 344 344 344 535 535

1組当たり
製品質量 (kg)

550 826 998 1101 1170 2033 2247 2408 3302 3646 3853 4266 4678 6848 7169

(注)設置長さの( )内は1本当たりの長さを示す。

特
記
事
項

標準押角図

旧標準図5-13



標準押角設置図（１）

（単位：ｍ）

内径 900mm 内径 1000mm 内径 1100mm

内径 800mm

旧標準図5-14

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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0.
7

1.0

0.
3

0.
7

0.3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

内径 800mm
(単位:m)

0.3 0.3

0 00

内径 900mm 内径 1000mm 内径 1100mm

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

5 8 0 0 8 8

g
1.0 1.3

14

特
記
事
項

標準押角設置図(1)

旧標準図5-14



標準押角設置図（２）

（単位：ｍ）

内径 1200mm

内径 1650mm 内径 1800mm

内径 1350mm 内径 1500mm

内径 2000mm

旧標準図5-15

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

0.3

1.
0

1.4

1.
0

0.3
0.4 0.4

1.
1

1.6

1.
1

0.4

1.
2

1.8

1.
2

0.4

0.6 0.6

1.
5

2.3

1.
5

0.6
1.

4

2.0

1.
4

0.6

0.4

1.
3

1.9

1.
3

0.4

令和6年4月 横浜市下水道河川局
(単位:m)

内径 1200mm 内径 1350mm 内径 1500mm

0.3 0.3
0.4 0.4 0.4 0.4

口 :

1.4
1.6

1.8

内径 1650mm 内径 1800mm 内径 2000mm

0.6 0.6 0.6 0.6

0.4 0.4

82 82 さ さ 1L 12

1.9 2.0 2.3

特
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標準押角設置図(2)

旧標準図5-15



標準押角設置図（３）

（単位：ｍ）
内径 2200mm 内径 2400mm 内径 2600mm

内径 3000mm内径 2800mm

旧標準図5-16

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月
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横浜市下水道河川局令和6年4月
内径 2200mm 内径 2400mm 内径 2600mm

(単位:m)
0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

L2 L2 口 日 2 2

2.6
2.8 3.0

内径 2800mm 内径 3000mm

0.8 0.8 0.8 0.8

0 0 2 2

3.5

g
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2.3
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標準押角設置図(3)

旧標準図5-16



標準推進台図

腹板下り（１０ｍｍ） 腹板下り（４０ｍｍ）

腹底敷板 ボルト，ナット

リブ板

リブ板Ｅ

Ｄ

Ｐ Ｂ

Ｈ形鋼定規 鋼まくら木 Ｍ１６さらボルト，ナット
（腹底敷板にさら孔をあける。）

Ｈ Ｃ

（単位ｍｍ）

寸　法　表

側　面　図

正　面　図

旧標準図5-17

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

400 300

Ｌ

180×358160×312 90×176 70×130 110×222

PL- 9

 60×107
リ　ブ　板Ｅ

 40× 84

PL- 9

 90×176 90×176 70×130

PL-12 PL-16 PL-16

～　９００

１２００

３５００

１８００

PL-16

 × 8×12
200×200

幅 200

Ｍ１８

 ×４０

PL- 9

 ×6.5×9
125×125

 × 7×10

×6×8

取付けﾎﾞﾙﾄ

リ　ブ　板Ｄ

Ｂ
 ×４０

PL- 9

Ｍ１８

腹底敷板

鋼まくら木Ｃ

Ｐ

100×100
H H

幅 150

PL-12

部材名

Ｈ形鋼定規Ｈ

まくら木長

Ｌ 全　　長

１４００

150×150
H H

３５００

呼び径
８００

 ×13×21 ×12×19 × 9×14

×8×12
200×200

×8×12 ×7×10

 ×５０

PL-12

Ｍ２２

 ×５０ ×５０

PL-16 PL-16

Ｍ２４ Ｍ２４

200×200150×150
H

幅 250

PL-16

H H

PL-19

幅 250

PL-22

幅 300

400×400

３０００２４００１６５０

３５００

350×350

３２００２５００

250×250
H

３５００

４０００

H H

３５００

１８００１３５０ ２６００～ ～ ～記

号

令和6年4月 横浜市下水道河川局

側 面 図

腹板下り(10mm) 腹板下り(40mm)

寸 法 表
(単位mm)

記 呼び径 900 1350 1800 2600
800 2 2 2 2

号 部材名 1200 1650 2400 3000
L 全 長 3500 3500 3500 3500 3500
l まくら木長 1400 1800 2500 3200 4000

H H H H H
H H形鋼定規 150×150 200×200250×250350×350 400×400

×7×10 ×8×12 ×9×14 ×12×19 ×13×21

JC 2 2 エ
400 300

L
PL-12 PL-16 PL-16 PL-19 PL-22P 腹底敷板
幅 150 幅 200 幅 250 幅 250 幅 300

H H H H H
O 鋼まくら木 100×100 125×125150×150200×200 200×200

×6×8 ×6.5×9 ×7×10 ×8×12 ×8×12正 面 図
ニ 取付けボルト

M18 M18 M22 M24 M24
×40 ×40 ×50 ×50 ×50(P 腹底敷板 (B ボルト、ナット1 リブ板

(D リブ板 Dリブ板 PL-9 PL-9 PL-12 PL-16 PL-16

70×130 90×176 110×222160×312 180×358

PL-9 PL-9 PL-12 PL-16 PL-161リブ板
40× 84 60×107 70×130 90×176 90×176l

(H) H形鋼定規 (O 鋼まくら木 M16さらボルト、ナット
(腹底敷板にさら孔をあける。

特
記
事
項

標準推進台図

旧標準図5-17



標準推進台設置図（１）

Ｈ形鋼定規腹底敷板
Ｄ

t

t

（単位：ｍｍ）

旧標準図5-18

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

定規内間隔
２１７３

２１０２

２０２９

１８１１

１７３７

１６５９

１５７７

１２６７

１２１０

１１５１

　９５８

　９１８

　８７７

　８３４

　６７４

２２×３００

２２×３００

２２×３００

１９×２５０

１９×２５０

１９×２５０

１９×２５０

１６×２５０

１６×２５０

１６×２５０

１６×２００

１６×２００

１６×２００

１６×２００

１２×１５０

４００×４００

４００×４００

４００×４００

３５０×３５０

３５０×３５０

３５０×３５０

３５０×３５０

２５０×２５０

２５０×２５０

２５０×２５０

２００×２００

２００×２００

２００×２００

２００×２００

１５０×１５０

３０００

２８００

２６００

２４００

２２００

２０００

１８００

１６５０

１５００

１３５０

１２００

１１００

１０００

　９００

　８００

定規内間隔腹 底 敷 板Ｈ形鋼定規内　径

令和6年4月 横浜市下水道河川局

(単位:mm)

内 径 H形鋼定規 腹底敷板 定規内間隔l
800 150×150 12×150 674

七 900 200×200 16×200 834
1000 200×200 16×200 877
1100 200×200 16×200 918
1200 200×200 16×200 9580

腹底敷板 H形鋼定規 1350 250×250 16×250 1151
1500 250×250 16×250 1210
1650 250×250 16×250 1267

七 1800 350×350 19×250 1577
2000 350×350 19×250 1659
2200 350×350 19×250 1737
2400 350×350 19×250 1811
2600 400×400 22×300 2029l 2800 400×400 22×300 2102定規内間隔
3000 400×400 22×300 2173

特
記
事
項

標準推進台設置図(1)

旧標準図5-18



標準推進台設置図（２）

内径   800mm 内径  1350～1650mm

内径  2600～3000mm

内径  1800～2400mm内径   900～1200mm

800

80

165
0

150

300
0

250

240
0

205

120
0

115

旧標準図5-19

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

1400

1800

3200

4000

2500

Ｈ 200 Ｈ 350

Ｈ 150

Ｈ 250

Ｈ 400

令和6年4月 横浜市下水道河川局

内径 800mm 内径 1350~1650mm

80
150

800 1650

H 150 内径 2600~3000mmI H 250

1400 250

2500

3000

内径 900~1200mm 内径 1800~2400mm

H 400

115 205

1200 2400 4000

H 350H 2008
1800

3200 -

特
記
事
項

標準推進台設置図(2)

旧標準図5-19



標準発進坑口図

Ａ－Ａ断面
Ａコンクリ－ト

止水板取付け輪

ゴム板押え

ゴム板

Ａ

K'

J
J

M
N

T

500 500

125

旧標準図5-20

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

発進坑口工寸法及び材料表 (１箇所当り)

令和６年４月

K

φ
G Z

φ
E

φ
D

W

（注）　φＤ　は管外径を示す。

寸                        法

外径φＥ(ｍ)

１.１０

１.４５

１.３４

１.２２

１.５７

１.７４

２.０９

２.２６

１.９２

２.９７

２.７４

３.２０

３.４３

２.４９

３.６６

１５００ ２.６６２.９２

３０００

２６００

２８００

２４００

２２００

２０００

１６５０

１８００

４.６６

４.４３

４.２０

４.５０

４.２７

４.０４

３.４９

３.７４

３.９７

３.２６

３.０９

３.３４

３.５８

３.８１

３.０６

２.８３

 幅 Ｗ(ｍ)

  ９００

１２００

１３５０

１１００

１０００

内径
（mm）

  ８００

項目 

１.７１２.２２

２.７４

２.５７

２.３４

２.４５

２.３６

２.１６

１.９３

２.０４

 高さ Ｚ(ｍ)

２.１０ １.５４

  ９.１３１.８３０.３７５

１.９９

２.２４

３.４９

３.１９

３.８０

４.１１

２.５５

４.４４

０.４２５

０.４２５

０.４２５

０.３７５

０.３７５

０.４２５

０.４２５

０.３７５

１７.８９

１６.６３

１９.１６

１０.９２

１５.４０

１４.２０

１２.２３

  ９.９０

０.７４

１.２６

１.１７

０.８５

コンクリート

１.３６

１.５３

０.３２５

０.３７５

０.３７５

０.３７５

０.３７５

厚さＫ′(ｍ)

０.３２５

Ｖ  (ｍ )

  ４.９８

  ７.９１

  ７.０９

  ６.１３

  ６.５９

(ｍ )

型    枠

3

  ４.４１

2

（注）数量は鋼矢板Ⅱ形を標準とした。

令和6年4月 横浜市下水道河川局

発進坑口エ法及び材料表 (1箇所当り)

A-A断面
Aコンクリート

止水板取付け輪

ゴム板押え
ゴム板

KK 125 W

内径
項目 寸 法 コンクリート 型 枠

(mm) 幅W(m) 高さZ(m) 外径QE(m) 厚さK (m) V (m3) (mz)

800 2.10 1.54 1.10 0.325 0.74 4.41
900 2.22 1.71 1.22 0.325 0.85 4.98

1000 2.34 1.93 1.34 0.375 1.17 6.13
1100 2.45 2.04 1.45 0.375 1.26 6.59
1200 2.57 2.16 1.57 0.375 1.36 7.09

0 0 1 0 0
O 0

O

2
つ 1350 2.74 2.36 1.74 0.375 1.53 7.91

1500 2.92 2.66 1.92 0.375 1.83 9.13
0 1650 3.09 2.83 2.09 0.375 1.99 9.90T 0 0 1800 3.26 3.06 2.26 0.375 2.24 10.9200 0 凵QN 0 2000 3.49 3.34 2.49 0.375 2.55 12.230

0 10 2200 3.74 3.58 2.74 0.425 3.19 14.20

1 2400 3.97 3.81 2.97 0.425 3.49 15.400 O

500 0 O 5000 00 0 Oつ z 2600 4.20 4.04 3.20 0.425 3.80 16.63
2800 4.43 4.27 3.43 0.425 4.11 17.89
3000 4.66 4.50 3.66 0.425 4.44 19.16

(注)QD は管外径を示す。

-A

特 (注)数量は鋼矢板II形を標準とした。
記
事
項

標準発進坑口図

旧標準図5-20



グラウト止め輪図

Ｓ

a
T
C

d

Ｂ

C

寸法および材料表

（単位：ｍｍ）

旧標準図5-21

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

標準発進坑口用

令和６年４月

K
I

P

（注）　Ｄφは管外径を示す。

Ｋ

Ｉ

２００

１８８

２５０

２３４

３００

２８４

≒２００

Ｅφ＋１２０Ｆφ

Ｐ

Ｓ

Ｔ

φ１３

１６

ＰＬ－　９

ＰＬ－１２

ｄ

Ｃ

ＰＬ－１２ａ

Ｂ Ｍ１８

ｊ １６０

　６０

Ｄφ－　６０

Ｄφ＋１４０Ｅφ

Ｇφ

径
号

記
内 ８００～

９００

Ｅφ＋１６０Ｅφ＋１４０

≒２００

１８

φ１３

≒２００

φ１３

２０

ＰＬ－１６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１６

ＰＬ－１６

Ｍ１８ Ｍ１８

Ｄφ－１００

Ｄφ＋１６０

１８０

　７０

Ｄφ－　８０

Ｄφ＋１４０

２１０

　８０

２０００～１０００～

２０００ ３０００

φ
F

φ
E

j
φ
G

j

令和6年4月 横浜市下水道河川局

a
B 〒

C 寸法および材料表

十 + 十
× ×

0
日 目

1

(単位:mm)
内

径 800~ 1000~ 2000~記
号 900 2000 3000
GD Dゆー 60 Dd- 80 D0-100× ×

× × Eゆ D0+140 D0+140 D0+160
十 十 l 60 70 80

j 160 180 210凵 0十 十 LQ0 B M18 M18 M18

十 十 a PL-12 PL-16 PL-16
C PL-12 PL-16 PL-16

× ×
d PL- 9 PL-12 PL-12

× × T 16 18 20

29 日 日
S

× × S 013 0p13 013十 + 十
P =200 =200 =200

FQ ED+120 EQ+140 EQ+160P 0 I
K I 188 234 284

K 200 250 300

(注) Ddは管外径を示す。

特
記
事
項

標準発進坑口用
グラウト止め輪図

旧標準図5-21



坑内ずり出し設備

旧標準図5-22

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

坑内ずり出し設備

令和６年４月

転  倒  式

トロバケット

（つり手付）

トロバケット

転  倒  式

転倒バケット

転倒バケット

ﾄﾛ台車(ﾚｰﾙ式)

ﾄﾛ台車(ﾀｲﾔ式)

（つり手付）

積込コンベヤー

転倒バケット

積込コンベヤー

ﾄﾛ台車(ﾚｰﾙ式)
３０００

２８００

２６００

２０００

２４００

２２００

１８００

１６５０

１２００

１５００

１３５０

１１００

１０００

(レール敷設)+ (延長レール使用)

直接つり上げ

(延長レール使用)+
1.00角×高0.90

+

(レール敷設)

手  押  し
０.９０

直接つり上げ

直接つり上げ

直接つり上げ

直接つり上げ

(ﾉｰﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)×高0.42

径1.00×高0.85
+

径0.80×高0.80+
(ﾉｰﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)

手  押  し

手  押  し

巾0.80×長さ0.80

×高0.28

巾0.70×長さ0.80

手  押  し

(ﾉ-ﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)

手  押  し

０.６５

０.４０

０.２５

０.１５

トロバケット

（つり手なし）

形    式

  ９００

  ８００

呼び径

（mm） 吊  上  げ  等

転倒ﾊﾞｹｯﾄに積替

(転倒ﾊﾞｹｯﾄ0.25ｍ )
えてつり上げ

×500φ半割

巾0.50×長さ0.80

トロバケット寸法

（ｍ）

(ロープ４０ｍ付)

両  端  綱  引

坑  内  走  行

操      作      方      法

3
０.０８

公  称

容  量

（ｍ ）3

令和6年4月 横浜市下水道河川局

坑内ずり出し設備

呼び径 形 式 トロバケット寸法 操 作 方 法 公 称

坑内走行 吊上げ等 容 量
(m°)(mm) (m)

800 トロバケット 巾0.50×長さ0.80 両 端 綱 引 転倒バケットに積替

×5000半割 (ロープ40m付)
えてつり上げ 0.08

(転倒バケット0.25m3)900 (つり手なし)

1000 転 倒 式
巾0.70×長さ0.80 手押し

1100 トロバケット 直接つり上げ 0.15
×高0.28 (ノーパンクタイヤ付)

1200 (つり手付)

1350 転 倒 式
1500 トロバケット

巾0.80×長さ0.80 手押し
直接つり上げ 0.25

×高0.42 (ノーパンクタイヤ付)
1650 (つり手付)

1800 転倒バケット
+ 径0.80×高0.80

手押し
直接つり上げ

2000 トロ台車(タイヤ式) (ノーパンクタイヤ付)
0.40

直接つり上げ
0.65

(延長レール使用)

2200 転倒バケット

2400 トロ台車(レール式) 径1.00×高0.85
手押し+

+ (レール敷設)
2600 積込コンベヤー

転倒バケット 手押し2800
トロ台車(レール式)

+
1.00角×高0.90

(レール敷設)3000 積込コンベヤー

直接つり上げ
0.90

(延長レール使用)
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坑内ずり出し設備
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標準クレーン構造図（１）

門形チェーンブロック､ホイスト式

門形ウインチ式

走行用減速機

走行用モータ

レール
Ｈ形鋼

レールクランプ

親子切替スイッチ

電動ギヤードトロリ

親巻電動子巻電動ホイスト

子巻電動ウインチ

親巻電動ウインチ

横行電動機

子巻フック親巻フック

30kg/mレール

H400×400×13/21
走行電動機

レールクランプ

ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ

旧標準図5-23
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横浜市下水道河川局令和６年４月令和6年4月 横浜市下水道河川局

門形ウインチ式

門形チェーンブロック、ホイスト式

横行電動機
親巻電動ウインチ

子巻電動ウインチ

60電動ギヤードトロリ 日
子巻電動ホイスト 親巻電動

チェーンブロック

3日ト

10

口 0 0
親巻フック 子巻フック

走行用モータ
6ゆ

走行用減速機

1
1 00 9明

0
子 親子切替スイッチ 土

中
エ

レールクランプ
レール

H形鋼

30kg/mレール レールクランプ

走行電動機
H400×400×13/21
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標準クレーン構造図(1)
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標準クレーン構造図（２）

テ ル ハ 形

親巻フック

子巻フック

旧標準図5-24
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テルハ形

003 10=(O
000

陥旧
10 0

サ
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親巻フック 0

子巻フック

1

T

特
記
事
項

標準クレーン構造図(2)
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ミキシングプラント概要図

アジテータタンクを使用しない場合 アジテータタンクを使用する場合

水　槽

給水ポンプ

給水配管
高速ミキサー

グラウトポンプ

水　槽

給水ポンプ

給水配管

作　業　台

高速ミキサー

アジテータ タンク

グラウトポンプ

旧標準図5-25
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横浜市下水道河川局令和６年４月令和6年4月 横浜市下水道河川局

アジテータタンクを使用しない場合 アジテータタンクを使用する場合

給水ポンプ
給水配管 高速ミキサー

水 槽 給水配管
高速ミキサー

給水ポンプ
水 槽

作 業 台
ヨ/

アジテータタンク
モ

F ( 6
グラウトポンプ グラウトポンプ

コ
8

11 0
6山

8
11

9 0他
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ミキシングプラント概要図
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作業台等構造例

ミキシング作業台（小形） ミキシング作業台（中形）

付属水槽（０．２９ｍ ）
PL-3.2

[ 100×50×5
L 50×50×4

PL-4.5

40Aｿｹｯﾄ

PL-4.5

PL-4.5[ 70×40×5

付属水槽（０．３７ｍ ）3 3

[ 100×50×5 L 50×50×4

PL-4.5 PL-4.5

40Aｿｹｯﾄ

PL-3.2

[ 70×40×5

旧標準図5-26
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横浜市下水道河川局

PL-4.5

ミキシング作業台（大形）

L 50×50×5 [ 100×50×5

50Aｿｹｯﾄ

PL-3.2(ﾃﾞｯｷ ﾌﾟﾚ-ﾄ)

PL-4.5

[ 70×40×5

付属水槽（０．６７ｍ ）3

令和６年４月
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令和6年4月 横浜市下水道河川局

ミキシング作業台(小形) ミキシング作業台(中形)
ミキシング作業台(大形)

PL-3.2
付属水槽(O.29m°)

PL-3.2
付属水槽(O.37ms)

「70×40×5 PL-4.5 70×40×5

PL-3.2(デッキプレート) 付属水槽(O.67m3)

「70×40×5

8 1 g 呂 g- ° 8
700 900

1500 1000 2000 1000 1200
2500 3000 PL-4.5

2500 1000 g100×50×5 L50×50×4 3500
PL-4.5

PL-4.5
g

8
19-

40Aソケット

g

100×50×5 L50×50×4
PL-4.5 PL-4.5

g
18

g-子
40Aソケット

L50×50×5 100×50×5

S PL-4.5

S
8

S

50Aソケット
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作業台等構造例
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